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高原町告示３０号 

 令和６年第３回高原町議会定例会を次のとおり招集する 

    令和６年８月７日 

                                高原町長 高妻 経信 

１ 期 日  令和６年９月４日 

２ 場 所  高原町役場議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

西嶋 陽代君          岩元 礼子君 

福澤 卓志君          温水 宜昭君 

末永  充君          外村  仁君 

郡山 貞利君          山下 香織君 

陣  圭介君          前原 淳一君 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回 高 原 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

                             令和６年９月４日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

令和６年９月４日 午前１０時００分開会   

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

１番 西嶋 陽代君       ２番 岩元 礼子君 

３番 福澤 卓志君       ４番 温水 宜昭君 

５番 末永  充君       ６番 外村  仁君 

７番 郡山 貞利君       ８番 山下 香織君 

９番 陣  圭介君      １０番 前原 淳一君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 平  真樹君  書記（事務局次長） 外村美保子君 

             書記（副主幹）  小久保さあや君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

総務課長        末永 恵治君   総合政策課長      横田 秀二君 

会計管理者兼税務会計課長  中嶋 雄二君   町民課長        江田 雅宏君 

福祉課長        馬場 倫代君   健康課長       中村 みどり君 

産業創生課長      森山  業君   農政林務課長     中別府 和也君 
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農畜産振興課長     平川 昌知君   建設水道課長      酒匂 政利君 

教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開会・日程                         午前１０時００分 開会   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから令和６年第３回高原町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 会期日程案及び本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 派遣議員等の決定を含め、諸般の報告はその概要をお手元に配付しておりますので、御参照のほど

お願いします。 

 報告の中で高原町議会会議規則第７４条の規定による委員派遣及び第１２７条の規定による議員派

遣を行っております。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、９番、陣圭介議員、１番、西嶋陽代議員を指名します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（前原淳一君） 

 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日から９月２０日までの１７日間にしたいと思います。御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２０日までの１７日間に決定しました。 

 以上で本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午前１０時０１分 散会   
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回 高 原 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第２日） 

                             令和６年９月５日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

令和６年９月５日 午前１０時００分開議   

 日程第 １ 報告第 ５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

 日程第 ２ 報告第 ６号 令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率について 

 日程第 ３ 報告第 ７号 令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実

績について 

 日程第 ４ 同意第 ２号 教育委員会の委員の任命について 

 日程第 ５ 同意第 ３号 教育委員会の委員の任命について 

 日程第 ６ 同意第 ４号 公平委員会の委員の選任について 

 日程第 ７ 承認第 ６号 専決処分について（専決第７号） 

              令和６年度高原町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第 ８ 承認第 ７号 専決処分について（専決第８号） 

              令和６年度高原町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第 ９ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 報告第 ５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

 日程第 ２ 報告第 ６号 令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率について 

 日程第 ３ 報告第 ７号 令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実

績について 

 日程第 ４ 同意第 ２号 教育委員会の委員の任命について 

 日程第 ５ 同意第 ３号 教育委員会の委員の任命について 

 日程第 ６ 同意第 ４号 公平委員会の委員の選任について 

 日程第 ７ 承認第 ６号 専決処分について（専決第７号） 

              令和６年度高原町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第 ８ 承認第 ７号 専決処分について（専決第８号） 

              令和６年度高原町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第 ９ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

１番 西嶋 陽代君       ２番 岩元 礼子君 
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３番 福澤 卓志君       ４番 温水 宜昭君 

５番 末永  充君       ６番 外村  仁君 

７番 郡山 貞利君       ８番 山下 香織君 

９番 陣  圭介君      １０番 前原 淳一君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 平  真樹君  書記（事務局次長） 外村美保子君 

             書記（副主幹）  小久保さあや君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

総務課長        末永 恵治君   総合政策課長      横田 秀二君 

会計管理者兼税務会計課長  中嶋 雄二君   町民課長        江田 雅宏君 

福祉課長        馬場 倫代君   健康課長       中村 みどり君 

産業創生課長      森山  業君   農政林務課長     中別府 和也君 

農畜産振興課長     平川 昌知君   建設水道課長      酒匂 政利君 

教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、報告第５号、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価についてを議題と

します。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   
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 おはようございます。それでは、提案理由の説明に入らせていただきます。 

 報告第５号、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について御説明申し上げます。 

 議案書の１ページをお開きください。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、令和５年度の高原町教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての自己点検・評価の結果を報告するもの

であります。 

 内容につきまして、教育長をもって報告いたさせます。 

 よろしくお願い申し上げます。                        〔降壇〕   

○教育長（西田次良君）                            〔登壇〕   

 報告第５号、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価についてを御説明いたします。 

 この報告につきましては、教育委員会の責任体制を明確にするため、教育委員会で自己評価をいた

したもので、評価につきましては活動や事業等の実施状況を基本としておりますので、御理解をお

願いいたします。 

 別冊の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関する報告書をお開きください。 

 報告書につきましては、１、教育委員会の活動、２、教育委員会が管理・執行する事務、３、教育委

員会が管理・執行を教育長に委任する事務の３項目となっております。 

 評価区分でございますが、Ａ、施策の取組が順調である、Ｂ、施策の取組が概ね順調である、Ｃ、施

策の取組があまり順調でない、Ｄ、施策の取組が順調でないの４段階といたしております。 

 １ページを御覧ください。 

 まず、１、教育委員会の活動でありますが、１ページの（１）から２ページの（６）までとなってお

ります。 

 点検・評価に示した状況でございますが、委員会会議の定例化や委員の研修の充実を図るなどして、

良好であったと考えますが、（２）教育委員会の会議の公開、保護者や地域住民への情報発信の①教

育委員会会議の傍聴者の状況につきましては、定例会での傍聴者を増やすため、日程公表を令和３

年１月から行っておりますが、傍聴者がいなかったことから、Ｃ判定としております。 

 傍聴者を増やす取組としましては、現在、町ホームページや町広報紙において日程公表を行ってお

りますが、今後は定例会の開催日や開催時間帯なども考慮していく必要があると考えております。 

 ２ページの（５）教育委員の自己研鑽につきましては、西諸県市町教育委員会連合協議会の研修会

に参加しましたが、本町教育委員会の独自の研修が実施できなかったことから、Ｂ判定としており

ます。 

 次に、３ページ、４ページにつきましては、２、教育委員会が管理・執行する事務で１２項目ありま

すが、該当する項目におきまして施策の取組は順調であったと考えており、Ａ判定としております。 

 なお、（４）教育委員会の所管する学校その他の教育機関を設置し、また廃止することにつきまして

は、令和８年４月の新小学校と新中学校、小中一貫教育校でありますが、この開校に向けた高原町

小中一貫教育校準備委員会を４回開催しております。 
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 次に、４ページ中段から６ページ上段の３、教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務の（１）

生涯を通じて学び、活躍できる社会づくりにつきましては、全ての項目において施策の取組は順調

であったと考えており、Ａ判定としております。 

 なお、②読書活動の推進につきましては、子ども読書活動推進委員会主催による読書感想画コンク

ールを開催し、子供の読書活動推進を図っております。 

 ５ページ中段の③文化の振興につきましては、宮崎県埋蔵文化財センター主催の移動展示会「ふる

さとの遺跡再発見」におきまして、高原町役場を展示場として、町内出土の遺物等を展示して、町民

をはじめ多くの方に、歴史に触れる機会を増やすことにより、歴史的遺産についての学びを深める

取組を実施しております。 

 ④スポーツの振興につきましては、誰もが気軽に参加できる健幸グラウンド・ゴルフ大会を年４回

実施し、生涯スポーツの推進に努めております。 

 ６ページから８ページ中段の（２）魅力的な教育環境の整備・充実、８ページ中段から１０ページ中

段の（３）子どもたちを地域や学校で見守り、育てる教育の推進につきましては、施策の取組は順調

であったと考えており、Ａ判定としております。 

 １０ページ中段から１１ページ下段の（４）社会を生き抜く基盤をつくる教育の推進につきまして

は、施策の取組は順調であったと考えており、Ａ判定としております。 

 なお、②情報化社会に対応する教育の推進につきましては、モニター型の電子黒板を全学校の教室

に整備しております。 

 １１ページ下段から１２ページの（５）将来を担う人材を育む教育の推進につきましては、施策の

取組は順調であったと考えており、Ａ判定としております。 

 次に、１３ページをお開きください。 

 １３、１４ページは総合評価になります。 

 ２段目になりますが、教育委員会定例会を毎月開催し、教育委員会の諸施策及び事業等について協

議・検討してまいりました。 

 学校教育につきましては、町費職員等を引き続き配置し、児童生徒の教育の充実や児童生徒、保護

者の悩み解消に努めているところであります。 

 また、タブレット活用につきましては、ＩＣＴ支援員を配置し授業の充実に努めるとともに、自宅

学習の実施に向けた取組を進めております。 

 １４ページになりますが、高原町立小中学校の統廃合につきましては、令和８年４月の小中一貫教

育校準備委員会での統合に向けた協議・検討を進めております。 

 社会教育につきましては、学校を核とした地域づくりを目指して、地域学校協働本部コア会議及び

ワークショップを開催し、地域学校協働活動事業を推進しております。 

 また、７年ぶりに高原町自治公民館レクリエーション大会を実施しております。 

 次に、１５ページ、１６ページを御覧ください。 
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 令和６年度──令和５年度の実施分でございますが──この外部評価につきましては、昨年度に引

き続き、宮崎大学教育学部准教授の遠藤宏美先生に外部評価を依頼いたしました。 

 １、教育委員会の活動及び事務管理及び２、教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務につ

きましては、おおむね良好な評価をいただいているところでございます。指摘事項や助言等につき

ましては、本町の教育が充実・発展するように善処してまいりたいと考えております。 

 なお、令和５年度高原町教育委員会の主な活動報告につきましては、１７ページから２８ページに

添付しておりますので、お目通しをお願いをいたします。 

 報告は以上でございます。                          〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 報告書の第７ページですが、教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務の中に、③確かな学

力を育む教育の推進とありますけれども、一番右の欄に本町の児童生徒の各種学力テストの結果は

全体的に見ると全国、県の平均より低いと明記されているにもかかわらず、評価はＡなんです。 

 なぜかなとじっくり先ほどの説明聞いていたところ、取組が順調であるか否かによって実施状況の

評価をしているということだったんで、真ん中の列にある各種取組をやったかやらないかだけで評

価していることであって、結果は求めていないんだというふうに私は理解しました。 

 取り組んだか否かでなくて、実際は学力水準の向上については内容が非常に大事なのかなというふ

うに思っているので、結果が出ないのであれば、手法が妥当ではないのかなというふうに私は感じ

るんです。そうすると、真ん中の列に書いてある取組方について、もうちょっと工夫が必要なんじ

ゃないかなというふうに感じるんですが、その辺りについてお考えをお伺いしたいと思います。 

 それから２点目ですが、９ページの（３）の②家庭・地域の教育力の向上ということで、家庭教育学

級を実施されているということなんですが、その内容について具体的に説明をお願いしたいと思い

ます。 

 それから３点目、１１ページなんですけど、（４）の②タブレット１人１台端末の整備によりなんで

すけど、ＩＣＴ教育に力を入れ始めたここ数年の現状は分かっているんですけれども、実際自分が

体験してみると、ＩＣＴに触れ過ぎるがあまりに、例えば書き取りの漢字の知識であるとかそうい

ったところが若干おろそかになるような面があって、実際に何か文を書くときに漢字が思い出せな

かったりとかそういう面があるんですけど、そういった対応というのはどうされているのかお伺い

したいと思います。 

 それから最後になりますけれども、１５ページの外部評価委員の話ですけど、これ、以前。以前とい

っても１０年近く前なんですけど、外部評価がなかった時期に、自己評価だけで議会に報告したと

いうのはちょっとおかしいのではないかというのを何年かにわたって言った結果、外部評価が入っ

たわけですけども。 
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 この外部評価のやり方なんですが、例えば高原町の教育委員会からこういった自己評価、自己点検

表をこちらの外部評価委員の方に見ていただいて、書面だけで評価されているのか、それとも職員

から実際に聞き取りなどされて、施策がどうであったとかここの工夫が大事だとか、そういう具体

的な説明を受けて評価されているのか否かについて説明をお願いします。 

 以上です。 

○教育長（西田次良君） 

 お答えいたします。 

 まず最初の学習状況について、取組の結果の工夫についてでございますが、全国学習状況調査は４

月に行いますが、その結果が８月に出てまいります。その結果については、各学校が分析をして、そ

して授業等に改善するようにしております。 

 また、町のほうでも、その後そこから年間計画を立てまして、そして１１月に町の学習調査を行っ

て、その結果に基づき、授業力アップ週間を設けて、そこで改善していくようにやっております。こ

の取組については、年間計画を示して、そして取り組んでいるところでございます。 

 その結果、今年度につきましては、町の一貫教育の中でつながる部会、これで各教科の弱かったと

ころ等を出しまして、町全体で取り組んでいるというところでございます。 

 それから、まず１人１台のＩＣＴの取組ですけども、昨年、高原町の授業のスタンダードというの

をつくりまして、ＩＣＴを活用する場面というのを設定いたしました。それで全てということでは

なくて、これまでどおり、書くことについて、板書を使うことについて等は、アナログと申します

か、それはこれまでどおりの指導をしております。したがいまして、部分的にＩＣＴを活用してい

く、有効に活用していくということで取り組んでおります。 

 ２つ目の家庭教育学級については、各学校の取組が違うんですが、年間４回から５回の家庭教育学

級を行っております。合同で視察に行っているとかあるいはものづくりの保護者と子供が一緒につ

くったりであるとか、そういうものを年間四、五回、各学校で実施しております。 

 それから、４つ目の外部評価につきましては、昨年までは書面をお送りして、それに対して評価い

ただくということにしておりましたが、それを生かして、昨年度の分の自己評価から、要するに５

年度の評価については直接宮崎大学に赴きまして、そして内容の説明をいたして、そして質疑応答

の上、評価をいただいております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 １点目のところだけ再質問しますけども、話を聞いていると、学校任せにしっ放しじゃないかなと

いうふうに聞こえたんですね、今の答弁聞いていると。学校はこういうふうに取り組んでいますと

いうふうな説明の仕方をされましたけど、これ、教育委員会が管理・執行を教育長に委任している

事務なんじゃないんですか。教育長が、だから、学力がこの程度低いので、それを引き上げていくた

めにどうすればいいかというのを指導・管理していく立場なんじゃないんですか。 

○教育長（西田次良君） 
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 ８月に結果が出た後に各学校が分析しておりますが、町でも詳しくそれを分析して学校に示してお

ります。そして、今後の取組については改善をするようにというふうに校長会で説明をしておりま

す。 

 そこから、その改善点に沿って、先ほど申し上げましたが、町からの学習、授業力アップ週間を年に

３回設けていますが、そこでの授業、そして各学校訪問、年に１回必ず学校で授業研究が行われる

ように計画をしております。そこに学校訪問をして、指導をしているということでございます。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 すいません。２点、お伺いしたいと思います。 

 ５ページの文化振興についてなんですけども、大変すばらしい取組だなというふうに思っておりま

して、これをできれば高原中学校の施設一部に本町の文化遺産を展示して、日頃から触れる機会と

いうのが創出できたらいいなというふうに思ったのと、あと、今、登山基地とか、いろいろ整備を皇

子原でされていますけど、その中で高原の文化に触れるといったコーナー、そういった出土したも

のも含めてですけども、教育委員会と一緒になって、町の過去の遺産について示すような何か機会

というか、場所の提供ができたらいいなというふうに思っておるんですけども、今後のこの発展、

文化財の振興についてのお考えがあれば伺いたいと思います。 

 ２点目ですけども、８ページのいじめ・不登校の防止というところで、特に不登校の対策について

一般質問させていただいたところだったんですけども、子供の居場所というところですが、現在、

どれだけの子供が不登校になっているのかということがもし伺えたら伺いたいんですけど、その上

で、連携を取って、できるだけその子たちに対しての支援をしているというのは伺っているんです

けど、居場所づくりといったところの対応とか考え方が今後もしあるんだったら伺いたいと思いま

す。 

○教育長（西田次良君） 

 まず、１つ目の文化振興についてでございますが、実は先ほど家庭教育学級で、昨年は家庭教育学

級で移動教室の遺跡の発表会といいますか、県が来て、そこで保護者と一緒に取り組みました。 

 今後、展示等については、今、図書室のほうには少し展示をしておりますが、これを先ほど助言があ

ったように、学校でもそういうものができないかということは、今後検討していきたいと考えてお

ります。 

 それから、不登校につきましては、ちょっと今、手元に人数がございませんが、不登校の子がおりま

す。そのための支援としましては、ひむか学級を開設しておりますが、今年度は今一人も来ており

ません。 

 小学校内、そういうような場所をということで、教育委員会に教育調整監がおりますが、調整監が

高原小に伺って、小さい部屋があるんですが、そこの小部屋を使って、そこで対応しているように
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はしております。今後は学校内でもそのようなサポートルームができないかなと、来年の改修でそ

れができないかなとは計画をしているところでございます。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 不登校については、今後、統合していくと、これまで小規模校であった子供たちが、一気にクラスが

大きくなることによって、抵抗感であったり、いろいろあるのかなというところもありますので、

今の対応をぜひ改善というか、進めていく形で対応をお願いしたいのと、一番には子供に目が向き

がちなんですが、保護者がどうしても心的な不安とか、やっぱり子供が学校に行けないということ

に対して、親としてどう対応していいかというようなところも大変悩まれるところでありますので、

できましたら両方をケアできるような、そういった支援体制が取れるんでしたら一番ありがたいか

なというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○１番（西嶋陽代君） 

 ７ページの４番です。健やかな体を育む教育の推進のところなんですけれども、運動する子、そう

でない子の二極化傾向というのは、やはりスポーツクラブに入る子と入っていない子というふうに

分かれてくると思うんですが、昔、小学校、狭野、高原、広原、みんな集まって陸上競技大会とか水

泳大会とかが教育委員会主催でされていたと思うんですけれども、そういうことをすることによっ

て、普段運動しない子、そういう子たちのきっかけ、体力づくりになるのではないかと思うんです

けれども、またそういうのを開催される計画はないのか、お伺いします。 

○教育長（西田次良君） 

 まず、水泳大会でございますが、おっしゃるとおり、水泳大会と陸上教室を行っておりましたが、水

泳大会につきましては、もちろんコロナもありましたが、この暑さというのもありまして、水泳が

学習指導要領上、競争的なものを示していないということから、水泳教室はもう開催しない方向で

ということで進めております。 

 それと陸上教室は、これはコロナの中で今中止をしておりましたが、今年度から再開する予定だっ

たんですが、今年度、西諸の学校体育研究会というのが西諸の会場になっておりまして、このため

にちょっと時期的に無理だということになっておりまして、来年は最後の年になりますが、来年は

実施しようというふうに進めているところです。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○教育長（西田次良君） 

 すいません。ちょっと追加いたします。 

 陸上教室が、全体でしておりませんが、各記録会というのは各学校でこれまで行っております。 



- 12 - 

 以上です。 

○６番（外村仁君） 

 私のほうから２点です。 

 ７ページ、（２）の⑤です。循環型社会を実現する環境教育推進事業に選ばれて、補助金を活用した

環境活動を行ったというのが書いてあるんです。これ、具体的にどういう活動を行ったのかという

ところが１点と、１１ページの（５）の①です。ふるさと教育の推進で、高原町ふるさと教育の手引

を改訂し、地域の人材・文化財等を活用したふるさと学習を実施したとありますが、これは史跡が

メインのふるさと教育なのか、天孫降臨伝説をメインにしたふるさと教育なのかでちょっと意味合

いが変わってくると思うんですけど、将来、子供たちが社会人になって外に出たときに、遺跡とか

だったらもうあんまり興味ないんかなと。一応、天孫降臨で神武天皇生誕の地だよというのを言っ

ておけば、それも子供たちが外に出ていったときのアピールになるのではないかなと思うんですが、

この点について伺います。 

○教育長（西田次良君） 

 １点目の循環型社会を実現する環境教育推進事業でございますが、これは高原中学校が、ペットボ

トルのキャップを回収してずっと集めることが１つと、そしておもちゃの古くなったもの、それを

集めて、そしてそれを、どっかそういうのをまとめてくれるところがありまして、そこに送ってと

いう事業をしております。 

 高原町の昨年の祭りのときに、それをさらに、その日に回収しますから持ってきてくださいという

ことで取り組んで、集まったものをそこに送っているという事業を行っておりました。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 ２つ目の昨年度行いましたふるさとの遺跡再発見事業についてでございますけれども、こちらにつ

いては、町内で出土した石器等、そういった遺物を用いて展示や講座を行ったところでございます。 

 また、天孫降臨等につきましては、こういった遺跡等とは違いまして、神話ということになります

ので、若干捉え方が違ってくるのかなというふうに考えているところでございます。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 先ほどの７ページのほうなんですけど、環境教育推進事業で、ペットボトルのキャップとか壊れた

おもちゃとかを集めることが目的になっていて、それをどうやって子供たちに考えさせるのかとい

うところはなかったのかなというところがちょっと気になりました。 

 それと、ふるさと教育の手引なんですけど、これって誰でも見れる状況になっているのかだけ、お

願いします。 

○教育長（西田次良君） 

 先ほどの循環型社会を実現する環境教育推進事業ですが、学校のほうではＳＤＧｓと４Ｒというこ

とを子供たちに考えさせて、この取組を行っております。 

 それと、ふるさと教育の手引は、はい、教育委員会にございますので。 
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 それと、中身をちょっと申し上げますが、ふるさと教育は、小学校１年生から中学校３年生までの

９年間の中でどのようなことをするかというのがまとめてあります。 

 例えば、ちょっと学年全て覚えておりませんが、低学年であれば、昔のおもちゃで遊ぼうというよ

うなことで授業をして、町内の高齢者の方々と取り組んだりしております。町内のかるたづくり、

町内に関するものを様々集めましてかるたを作る。 

 そして、町内見学、町内を巡ろうということで、そういうこともやっております。 

 それと、史跡を尋ねようということで、これは６年生なんですが、狭野神社、霧島東神社というとこ

ら辺を巡って、そして宮司さんたちの話を聞いて、それを発表してまとめるというようなこと、そ

ういうのが９年間でずっと計画が立ててあって、そして、ふるさとに関する各教科、社会ではつな

がりが町探検につながるようなのがありますので、そのつながりで、各教科ではどのような勉強を

するかというのがふるさと教育の手引にまとめてあります。全て、６時間授業であれば、６時間分

の計画等がそこに示してあるというものでございます。 

 教育委員会ありますので、お見せいたします。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これをもって、報告第５号を終わります。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第２ 報告第６号 令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第２、報告第６号、令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率についてを議題としま

す。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 報告第６号、令和５年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率につきまして御説明いたします。 

 議案書２ページからをお開きください。 

 これは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づく実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の健全化判断比率と、法第２２条第１項の規定

に基づく公営企業における資金不足比率を監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会に報告す

るものであります。 

 なお、報告後は公表することとなっております。 

 それではまず、高原町健全化判断比率について御報告申し上げます。 

 ３ページをお開きください。 



- 14 - 

 まず、実質赤字比率でありますが、本町では一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計の普通会

計で計算する比率であり、赤字額は生じておりませんので、何もないことを示す横棒となっており

ます。 

 次に、連結実質赤字比率でありますが、先ほどの普通会計に国民健康保険などの特別会計や水道な

どの公営企業会計を含めて連結した形で計算する比率であり、これも実質赤字比率と同様、何もな

いことを示す横棒となっております。 

 次に、実質公債費比率でありますが、これは普通会計、特別会計、公営企業会計に一部事務組合の公

債費を含めて計算されるもので、７.２％となったところであり、昨年度比プラス０.１％となって

おります。 

 プラスの要因としまして、直近３か年平均値にて算出されるため、令和２年度と令和５年度の単年

度での公債費比率の差によるものです。 

 なお、令和４年度と令和５年度の単年度での公債費比率については、昨年度比マイナス０.２５％と

なっております。 

 将来負担比率は、普通会計、特別会計、公営企業会計に一部事務組合の負担見込額を計算するもの

でありますが、算定の結果、マイナスとなったため、何もないことを示す横棒となったところであ

ります。 

 健全化判断比率の４指標とともに早期健全化基準を下回っており、健全であるとの数値となったと

ころであります。 

 次に、高原町資金不足比率でございますが、法適用、法非適用の公営企業についての資金不足額を

示す数値は、全会計とも資金不足額は生じておりませんので、何もないことを示す横棒となってお

ります。 

 以上、報告いたします。                           〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 ５点ほどお伺いします。 

 数値をいろいろ述べますけど、全て監査委員から出ている高原町健全化判断比率及び資金不足比率

の審査意見書を基にして話しますので、御了承お願いします。 

 ５点のうち１点目ですけど、一般会計の実質収支額が黒字なんで、実質赤字比率は議案書の表では

何もないことを示す横棒ということになっていますけれども、標準財政規模に対する実質収支額の

割合を、長年、この十何年の間、見てきたんですけども、１.９８ポイントとなっていて、ずっと２％

台、３％、４％台で推移してきたものが、初めて十数年の間で２％を割ったんです。実質収支額が

７,１３１万１,０００円で最も低かったのが大きな要因なんですけれども、この事実について、ど

のように考えているかをお示しいただきたいと思います。個人的には、一般会計における歳出抑制

が不十分だったのではないかというふうに分析しているんですけども、いかがでしょうか。 
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 それから２点目、連結実質赤字比率なんですけれども、これも同様に、標準財政規模に対する実質

収支額の割合を見てきたんですけれども、これが平成２６年度に９.８５ポイントだった以降、大体

１３％とか１２％台で来ていたのが、９年度ぶりに１０％台に大分落ち込んでいるんですけども、

これは要因も分析できていて、全体的な実質収支額が１億６,９６９万円減っているのに対して、こ

の減額に占める病院事業の実質収支額の減が１億１,６９１万４,０００円にも上ったことが主な要

因であるというふうに考えていますけども、公営企業における財政状況を単式簿記の形式に当ては

めることの妥当性というのもあるんですけども、病院事業の実質収支額が大きく減となっている事

実についてどのようにお考えになるか、お伺いしたいと思います。 

 それから３点目ですけど、これは実質公債費比率についてですが、これも十二、三年見ましたけれ

ども、公債費比率の減というのが、長年の推移で見ていると、平成２７年度以降、鈍る傾向にあるの

が確認できているんです。３か年平均値をずっと見ても、令和５年度は令和４年度より０.１ポイン

ト上昇しているんですけれども、これは令和４年度から引き続き元利償還金と準元利償還金が減っ

て、これに充当できる特定歳入が減っていることが要因であると分析しているんですけども。 

 以上の内容からしても、実質公債費比率を今後どんどん減らしていくことというのは現実的ではな

いのではないかというふうに思うんですが、個人的考えだと起債してでも投資的経費に充てていく

べき時期じゃないかなというふうに思っているんですけど、お考えをお伺いしたいと思います。 

 それから４点目、将来負担比率ですけども、これも平成２３年度にプラスであった以降、それ以降

はもうずっとマイナス値で推移しているんですけれども、昨年申し上げたと思うんですが、令和４

年度はこの値を計算するとマイナス４６.８％、すなわち将来にわたって全く負担が生じない状況が

過度に生じているというふうに判断できると思いますが、これが令和５年度がさらに減となってい

るんです。マイナス５６.８％にも上っている。数字、出てこないですよ。計算しないと出てこない

んで。すなわち、これは将来にわたって債務の負担が現実的に生じていないものの、それが過度に

低過ぎるという評価になると思うんです。すなわち将来を見据えた投資がなされていないというふ

うに考えますけども、考えをお伺いしたいと思います。 

 それから５点目、各特別会計についての中で、病院事業の資金不足比率は、令和４年度は、ここ、横

棒になっていますけども、計算するとマイナス２１.３％だったんです。これを令和５年度に当ては

めて計算するとマイナス１.１％なんです。すなわちプラスに転じる可能性が近い将来生まれるおそ

れがあるというふうに思っているんですけども、実際は令和５年度に基準外繰入れがなかったこと

が大きな要因で黒字額が減ったということで考えているんですけども、病院事業の資金繰りについ

て、資金不足比率の観点から考えをお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 暫時休憩します。 

午前１０時４７分 休憩   

午前１０時５５分 再開   
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○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き、続き会議を開きます。議事を継続します。 

○町長（高妻経信君） 

 陣議員のほうから５点、御質問いただきました。まず私のほうから２点目からの御質問にお答え申

し上げたいと思います。 

 まず２点目にございました。連結赤字比率についての御質問でございました。この御質問の趣旨で

ございますけれども、まず御質問でございました実質収支額の減が、病院会計が１億１,６９１万４,

０００円となっていると。このことが大きな要因としまして、全体的な実質収支額が１億６,９６９

万円減っているというような内容でございました。この、まず要因でありますけれども、令和４年

度につきましては一般会計からの病院会計への繰出しがあったというようなことでございます。で

すので、病院会計については先ほど申し上げましたように、１億１,６９１万４,０００円の実質収

支の減と、この要因があるというふうに理解いたしております。 

 次に、３番目の実質公債費比率、そして４番目にございました将来負担比率につきまして、今言い

ましたとおり陣議員の御質問の中ではこの投資的経費といいますか、そういったものに投資をして

いくしかないと、やはりこれが見込んでもいいんじゃないかという御質問でございました。しかし、

この指標で判断をしまうと、確かにそうかもしれません。陣議員が下降の数値も先ほど説明をされ

たとおりでございます。しかしながら、この町全体の会計、特に一般会計でございますけれども、病

院会計との関係もございます。現状といたしまして、将来的な見通しの中では、この数値で判断し

ますと陣議員の言われるとおりかもしれませんけれども、原因としては思い切った投資ができるよ

うな、現在のところのそういった財政状況にはないと、現状ではこういうふうに理解をいたしてお

りますので、またこれにつきましては、当然、財政等の改革も必要ですし、財源の確保等をやる財政

の健全化を図っていかなければならないと考えます。 

 それと、最後の質問でございましたけれども、これも先ほど言いましたように資金不足比率、これ

がいずれの会計も特別会計も、いわゆる横棒となっております。この令和５年度については、いわ

ゆる令和４年度と比較すると、言うように厳しい状況になってきていると、将来赤字に転じるよう

な恐れもあるのではないかというようなのを評価をいただいたところでございます。 

 この病院につきまして、今現状ではこの資金不足比率がお示ししているとおり出ておりません。今

現状、この令和６年度を見ますと、医業収益は増加しておりますけれども、しかしながら、それであ

ってもこの病院会計の厳しい運営の状況というのは変わっていないと。いわゆる今の病院の運営を

一気に改善をするというのは、現状としては難しいと。現在では今、令和６年度５か月経過いたし

ましたけれども、推移を見守っていきたいと考えております。 

○総務課長（末永恵治君） 

 １番目の実質収支の御質問ですが、実質収支というのは予算に対して歳入はどれだけ多く入ってき

たか、歳出は支出をどれだけ抑えられたか、剰余額が大きくなったり少なくなったりするわけです

けれども、歳入につきましては見込んでいない歳入があまりなかったのかなというふうに感じてお
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りまして、歳出につきましても予算を認められて予算執行するわけですけれども、予算執行伺いで

執行に関しては常にチェックをかけておりますので、経費抑制については通常からやっているとこ

ろでございまして、結果的に今年度に限っては剰余額が例年より少なくなってきたという考えであ

ります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 この数値の計算に多分、今、投資的経費の話をしましたけれども、この実質収支は多分、基金の金額

って出てこないと思うんですよ。そうすると、うまいこと基金の活用をして、投資的経費の準備に

充てていくという考え方を持っていただく。例えば実質収支額がギリギリゼロラインになる、ギリ

ギリのラインを見越してでも、その基金にどんどん積んでいくというような考え方をしていくべき

なのかなと。プラス、公債費を起債をしてでも投資していくべきじゃないかなと。じゃないと、現状

のこの、過去十何年を見たときの全体的な数値のバランスというのがだんだん崩れてきているとい

うのは、はっきり言って事実ですので、そのあたりの検討を積極的にやるべき時期なのかなという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 過去において、単年度実質収支を前年度以下におさえなさいという国等からの指導があったわけで

すが、現在そういうのはなくて、単純に歳入歳出差引で調整等を行っておりませんけど、そういう

指導があったときには、基金等で調整して行っていたという過去にあります。議員おっしゃいます

ように、投資的経費の財源にもなりますので、そういった点については注意しながらやっていきた

いと思っております。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。これをもって、報告第６号を終わります。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第３ 報告第７号 令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実績

について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第３、報告第７号、令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実績に

ついてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 報告第７号、令和５年度奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社決算及び事業実績について御説

明申し上げます。 



- 18 - 

 令和５年度決算が５月２９日株主総会及び８月２３日の取締役会におきまして事業報告など承認さ

れましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により議会に報告するものでございます。

別冊の令和５年度第３期決算及び事業実績報告書をお開きいただきたいと思います。 

 まず、３ページをお開きください。 

 事業総括についてでございます。第３期は令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの決算と

なっております。今期につきましては、ふるさと納税返礼品の充実や新規ポータルサイトの導入、

運用改善などに取り組み、納税スキームの円滑化を図りました結果、令和４年度に達成した過去最

高の寄附額をさらに更新し、約５億８,７００万円に至り、本町にとっても重要な財源の１つとなっ

ております。 

 地域商社では、このふるさと納税のみでなく、タウンブランディング事業として本町の産品を活用

した特産品の開発、インバウンド誘客のための取組も行っております。 

 次に５ページをお開きください。 

 令和６年３月３１日現在の決算状況として、貸借対照表をお示しいたしております。資産の部とい

たしまして、現金や既に事案として発生してはいるものの収益として現金が得られていないもの、

また、備品等において減価償却した資金を合計した額が資産の部合計として５,３０８万５,９４４

円計上されております。 

 次に、負債の部といたしまして、流動負債として事案は発生しているものの、今後支払うことが確

定しているものや、未払いとして今後支払い処理に移るもの、源泉として一時的に預かっている税

や、今後支払う必要のある法人税を合計して４,１５２万３,２４３円が計上されております。純資

産といたしましては、前回第２期の繰越利益剰余金であるマイナス６０２万２,５４４円から、損益

計算書で得た純利益１,１５７万５,２４５円を加えますと、今期決算時点の繰越利益剰余金が５５

５万２,７０１円となります。資本金として６０１万円がございますので、資本金と繰越利益剰余金

を合算し、今期決算時点での純資産が１,１５６万２,７０１円となっております。 

 後ほど説明いたします損益計算書での純利益を地域商社が普段の経営努力改善を行いました結果、

第３期をもちまして株主資本等変動計算書におきましてもプラス域での決算となったところであり

ます。 

 ６ページをお開きください。 

 第３期の損益計算書を掲載いたしております。 

 損益計算書におけるふるさと納税の取扱いについては、これまで同様ふるさと納税に係る収支の全

ては、自治体としての施策であるふるさと納税に係る行政運用制度の代行を地域商社が担っている

ものであり、地域商社の売上げではなく、売上げとは別に計上いたしております。 

 まず、売上高といたしましては、各種委託業務、自主事業など地域商社が請け負った業務に係る売

上高が記載されており、額が６,１４２万１,２６６円となっております。商品仕入高として売上高

に計上された業務の下請けに必要となった経費や仕入れにより支出した額が計上されており、この

額が８１万９,０８５円となっております。委託事業の主な内容といたしましては、地域商社活動開
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発推進事業である地域貢献の活動や地域商社の運営に携わる経費を主として、各種委託事業を展開

することにより得た売上げとなっております。詳細につきましては、７ページの上段に記載をして

おります。 

 以上のようなことから、売上げから収入高を差し引いた６,６００万２,１８１円
※

が総利益、いわゆ

る粗利となっております。※２０ページに訂正発言 

 損益計算書の中ほどにございます、販売費及び一般管理費といたしましては、地域商社が会社を運

営するに当たっての経費が計上されており、人件費や福利厚生、事務所の光熱水費、弁護士、税理士

等への委託費などが計上されております。 

 総利益から販売費及び一般管理費を差し引きますと、マイナス３８８万４,３０１円の営業利益とな

ります。営業外収益につきましては、地域商社が事業を実施するに当たって、採択を得ることがで

きた補助金２億９,９１６万２,５０９円が雑収入として計上されております。このうち、ふるさと

納税に係る５０％の経費に相当する補助金については、２億７,１４６万２,９８５円となっており

ます。先ほど説明をいたしましたマイナス３８８万４,３０１円の営業利益に、２億９,９１６万２,

５０９円の補助金収入を合算し、ふるさと納税に係った経費及び法人税等を差し引きますと、当期

の純利益として１,１５７万５,２４５円の利益が出ているという内容の決算になっております。 

 ８ページをお開きください。 

 令和５年度のふるさと納税に係る実績を掲載いたしております。令和５年度の目標額を４億８,００

０万とし、５億８,７００万円の実績となっており、約１２２％の達成率、対前年度比約１億４,６

００万円の増額という実績となっております。 

 ９ページをお開きください。 

 ふるさと納税に要した経費を、費目ごとに計上いたしております。 

 報償費として、１億４,９４１万７,６５６円計上されておりますが、これは、ふるさと納税納付額

のうち、返礼品として３割未満というふうに規定をされております。なお、この金額が町内返礼品

取扱事業者に対する経済効果があったということもお分かりいただけるかと思います。 

 １１ページをお開きください。 

 １１ページにつきましては、地域商社活動・開発推進事業の実績となっております。全体として、タ

ウンブランディング事業というふうにいたしております。 

 ふるさと納税のブラッシュアップや、新たな特産品の開発、ＮＥＸＣＯ西日本や日本航空などの交

通系企業との連携事業、さらには高原町の魅力を発信する新たな観光コンテンツの造成に着手し、

着実に外貨を稼いでいく取組、高原町を発信する取組を行っております。 

 なお、事業の概要につきましては、１１ページから１４ページに掲載しておりますので御覧いただ

きたいと思います。 

 次に、１５ページをお開きください。 
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 高原町企業版関係人口づくり事業といたしまして、企業版ふるさと納税を原資として、全国の企業

等に本町の関係人口、交流人口となっていただくべく様々な企業を招聘し、本町でのワーケーショ

ンやリモートワークなどにつなげる、本町との関わりを有していただく取組を行っております。 

 本町の魅力を広く周知し、御来町いただけるような本町のブランディングを確立し、来町していた

だくだけでなく、企業が欲する付加価値を提供できるような事業展開を行っております。 

 なお、この企業版関係人口づくりの人材派遣型を活用し、本町に職員をされている企業も出てきて

いるところでございます。最終ページには地域商社の組織図を添付いたしているところでございま

す。 

 令和５年度につきましては、ふるさと納税寄附額の過去最多額更新、本町のブランディング、地域

商社としての運営基盤づくりと様々な点で実績を残してくることができました。令和６年度につき

ましても、同様にふるさと納税の推進に力を入れつつ、引き続き新たな事業展開、地域商社が今後

自走していくため、自主事業の立ち上げも模索しているところでございます。 

 以上、御報告いたします。 

 １番の訂正をさせていただきます。 

 ６ページの損益計算書の売上げ総利益の額でございますけれども、正しくは６,６００万２,１８１

円でございます。私、先ほど６,６００万……。再度申し上げます。正しい数字が、６,０６０万２,

１８１円でございます。先ほど６,６００万２,１８０円と私が申しましたので訂正いたします。 

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 なかなか一足飛びにはいかないんですけど確実に事業として拡大して、さらに認知も上がってきて、

すばらしい取組だなというふうには見ておるところですけれども、町民の中からまだまだツナガル

たかはるについて御理解いただいていない方が多くおられまして、個別に問合せがあったりすると

ころです。よろしければ、ぜひこういったすばらしい取組を含めて町内に広く、また、改めてツナガ

ルたかはるを応援していただくためにも何かこうＰＲする場というか、改めて発信をぜひしていた

だきたいなというふうに思っております。ツナガルたかはるのメンバーの皆さんが、それぞれ町民

に対して改めて支持をいただくような形での文というのを、今後町おこしの起爆剤としてなるよう

に、ぜひお願いをしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○２番（岩元礼子君） 

 ふるさと納税のことなんですけれども、町外の方にだけ一生懸命されている部分もあると思われる

んですが、町内の方、町民が欲しいものが買えないとか、ちょっといろんな苦情を耳にしたんです

けれども、やはり町内の方があってこそのふるさと納税だと思うので、ちょっとそこの、そこを、ち
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ょっとすみません、うまく説明できないんですけど、とにかく町外だけを目を向けている部分をど

う思われますか。ちょっとお伺いします。 

○町長（高妻経信君） 

 まず、ふるさと納税の制度から言いますと、基本的には町外の方がふるさと納税をしていただいて

返礼品を受けている。そして納税された方が税の、そういった控除等の、そういったメリットがあ

るということでありまして、当然、町出身の方が高原町にふるさと納税をするということはまずで

きないわけですけども、ただ、今御質問にありましたように、そのふるさと納税で扱っている産品

を購入したいと。それを町外に住む方にお土産とか、そういった申し出があれば、地域商社のほう

に手配していただければその業者を紹介しますし、それも可能でありますので、ぜひ御相談をいた

だければと思います。 

○２番（岩元礼子君） 

 それは分かりますけど、例えば毎年購入されているものがもう買えないと。業者さんはふるさと納

税のほうばかり目を向けられて、町民の方が欲しいものが買えないと。その状況を知りたいんです

けど。そういう対応ですかね。何か町民が、おろそかになっているという話をお聞きしたんですけ

ど、そこです。 

○町長（高妻経信君） 

 本町のふるさと納税の返礼品を取り扱っている事業者、町外にも相当いらっしゃいます。それはそ

れぞれの業者の方の考え方もあるでしょうし、また、その産品をどれだけの量を生産をされている

か、ストックがあるか。それはその業者さんに応じて様々でありますので、そこで地域商社あるい

は町のほうから、量を増やさないことには足りないという、おそらくそういうことだと思うんです

けども、そこはそれぞれの事業者さんの方針というか、そこにお任せするしかないかなと思います。 

○２番（岩元礼子君） 

 事業者さんにお任せなんですけども、やはり町のほうが、やはりふるさと納税のほうに一生懸命力

を入れていらっしゃると思うので、その町内の方も「それだったら高原町では買わない」と、「ほか

のところに行って買うから」という話もお聞きしたんですけども、いかがですか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 御質問に答え申し上げます。特にお話がある、このふるさと納税の返礼品、この品薄感というもの

が感じるのが今のちょうど時代と言いますか、今の時期で言いますと、今後、恐れがあるのが米。実

際にこの令和５年度の米というものが不足しているという情報も入ってきております。返礼品のも

のとして。それと特に、この高原町内でもよく人気の返礼品が６月、７月等に出るこのブドウとか

の果樹ですね。これにつきましては今お話があったみたいに、このふるさと納税の返礼品の競争と

言いますか、そういうことで人気が出てきてそこの注文を発注して、実際、事業者の方が手が負え

なくなっているという状況を耳にします。これがあるのが、これまでの注文よりも多くなっていっ

て、やはりここに雇用の問題、今まで家族経営でされている方が、もっと発注をして売ったりした

いんですけど、そこなかなか手が回せないという相談が出てきております。そういうところを今の
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ところ解決するようにしていくということ。それと今、そこに対応するために品目、例えばブドウ

とかで言いますと、３房していたのを２房にして、値段を下げてある程度市場に出すような仕方を

するとか。特に宮崎牛とかの肉につきましては、この高原町の１次品目と言います、そういう肉、

米、そういう果樹、そういうもの人気が高いというところがございますので、そういうところの品

目調整などを今しながら、この町内でも売れるような形に流していけるようにというような相談を

業者と商社のほうがしていくように話をしていきたいと。毎月経営会議をしておりますので、今の、

今年度に入ったり、あるいは昨年度、この旬の時期にはやはりそういう品薄感が町民の方々に「ブ

ドウを食べたい」「果物を食べたい」と言ったときにもうないとか、そういうことがあったというこ

とは実際耳に入っておりますので、そういうことは調整をしながら、町民の方に少しでも回るよう

な形を業者と話し合っていくよう、商社と検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 岩元議員の質疑を聞いて感じていたんですけど、商社でふるさと納税の寄附金を大きく増額を求め

ていくあまりに、ふるさと納税という制度自体の活用というか、何て言うのかな、利用というか、逆

に制度の悪い面を過熱させているように感じるんですよね。だから、歳入を取りに行くあまりに一

般の方々の現状というのをちょっと見過ごしてしまっているんじゃないかなと。制度自体がなくな

った後のことってしっかりちゃんと手当てしてあげているのかなというところが、ちょっとおろそ

かじゃないかなと思いました。多分、岩元議員がおっしゃりたかったのは、町が主体となっている

か分かりませんけど、町の外郭団体ですから地域商社が主体になってそういう歳入を求めに行くあ

まりに、一般の地元の人たちに対する目が向いていないのではないかなという。だから制度の悪い

点を増長させているんじゃないですかという意味だったと思うんですけど、いかがですか。 

○町長（高妻経信君） 

 今、地域商社が扱っております返礼品。当然、これは総務省の規制もありますので、地域の産品とい

うことが当然中心になります。今、返礼品で一番出ているのが、当然、畜産品の中の肉類でございま

す。これは当然、高原町、畜産が盛んな町でありますけれども、そしてまた町内に加工場もございま

す。そういったこともありまして、今のふるさと納税のいわゆる稼ぎ頭といいますか、そういうこ

とになっております。今、陣議員から御質問のありましたけれども、先ほど私が説明申し上げまし

たように、これはふるさと納税が伸びるということは当然、返礼品を出品されている事業者の方の

当然所得になっていくわけですね。ですので、地域商社では当然、出品をしたいという申し出があ

れば、相談があれば、当然個別に応じておりますし、逆に商社のほうから町の町民の方にお会いし

て様々なものを生産されている方に、これをふるさと納税の返礼品として出してみてはどうですか

と、そのような相談をいたしながらこの産品を充実させてきております。ですので、本来の町民に

目が向かなくなっているのではないかというような、今の時点でふるさと納税を返礼品とすること
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で物が買えなくなっているということは、今、担当課長が申し上げましたけれども、確かに一時的

にそういうことが過去もございました。しかし、それは私が先ほど申し上げましたように、事業者

の方の考え方もあろうかと思います。ただ、私はふるさと納税が伸びていくということが町の財源

にもなりますし、また、先ほど言いました出品者の所得、そして当然、地域商社が自主事業を進めて

いくその１つの、これもまた財源となっていくというふうに考えております。 

○９番（陣圭介君） 

 表面上のことだけ言っているのではないのですよね。だから、町からそうやって業者さんに働きか

けていくことによって、業者がこの制度自体への依存度を高めるあまりに自立性というのをだんだ

ん失っていくことが懸念されるという話をしているのですよね。だから、この制度自体への依存度

が高くなるあまりに業者に対しても町が目を向けていない、地元にいる住民の人たちが買えない現

状に対して手当もしない現状がそれはどうなのかなという話をしているのですけれども。表面上で

財源が伸びたとか、その制度を利用した収入が伸びていくとか、そういう話はしていないのですよ。

だから、自立性が失われていくことに対して一般的に、本来であれば自分たちで稼いで商売してい

かなきゃいけない人たちがこの制度に依存するあまりに、本来の姿というのを失っているのではな

いかなという話をしているのですけど、いかがですか。 

○町長（高妻経信君） 

 地域商社では、先ほど報告いたしましたけれども設立されてからちょうど３年が今過ぎようとして

いるところですけれども、本来は今の陣議員からありましたように、地域商社としてはやはりこの

自主事業を増やしていくというような狙いがあります。ですので、この自主事業を取り組んでいく

というには、ひとつこのふるさと納税を財源とし、そしてその自主事業の中でも町の産品あるいは

観光資源を活用をしたものを進めているところであります。ですので、その根本的なところ、いわ

ゆる町民がそのことによって物が手に入らなくなってしまうんではないかというようなことが実際、

時期、時期のものが、そういったことがあったと私も認識はいたしております。しかし、これも先ほ

ど申し上げましたように、それぞれの事業者の判断があろうかと思います。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 答えになっていないんですよ。答えになっていない。地域商社がどうだとか、自主事業がどうだと

かいう話していないんですよ。事業者の本来の姿が失われているんじゃないかという話をしている

んですけど。それに対してそんな答えでいいんですか。いや、それでいいんだったら、もうこれでや

めますけども。再度質問します。 

○町長（高妻経信君） 

 先ほど言いましたように、返礼品を出品される事業者が相当いらっしゃいますけども、当然、その

事業者が出品をできなければ返礼品が不足すると。いや、足りなくなるわけですけれども。ですの

で、その事業者が返礼品としてどれだけ向けられるか、あるいはほかに出荷、ふるさと納税だけで

はなくてほかに出荷をされている、あるいは本人が販売をされている方、様々な事業者の方がいら
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っしゃいます。ですので、町あるいは地域商社のほうから全てをふるさと納税に回してくださいと

か、そのような話をすることはございません。 

○産業創生課長（森山業君） 

 陣議員の御質問にお答え申し上げます。今の町長の御質問にプラスしての説明ということになりま

すけれども、産業創生課といたしましては、このふるさと納税をつかさどっているということはご

ざいますけれども、今、陣議員がおっしゃいましたとおり、この１次産品、そういうものにつきまし

て加工に回す品物、それ自体の数も少なくなっている、これを増やしていかなければいけないとい

うふうに思っております。そういうものを農家の皆さん、あるいはそういう加工業者の皆様と協力

しながら、品物を増やしていきながら、例えばＥＣとかそういうものが町内でできるんじゃないか

ということで、そういう農家さんが自分で売っていくというような方法についても商工会やらそう

いう観光協会とも連携しながら、売り方とかそういうことも検討していかなければならないと思っ

ております。 

 この返礼品の競争は全国でも非常に過熱しておりました。このふるさと納税自体がおそらくなくな

るということがどうなのかという議論も上がってきているところでございますので、そうならない

うちに高原町内、いろいろこういう１次産品を作るものを増やしていくとか、あるいは加工をして

くれる業者との連携をしながら、町内の皆様がこのふるさと納税じゃなくても自分で売っていって

稼ぐような仕組みづくりを考えていくために、例えば産業官民推進官とか企業版関係人口づくりの

皆さんとマッチングをしようというふうに進めておりますので、御理解いただければと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○６番（外村仁君） 

 今の岩元議員と陣議員の質問の流れなんですけど、いろいろ特産品も作っていらっしゃるんですけ

ど、この特産品というのがもう最初から町外に向けてやっていて、町民の全く預かり知らないとこ

ろで勝手に特産品を使って町外にアピールしていて、実際、その町外の人が、それがおいしかった

からちょっと高原町行ってみよう、食べて飲んでみようと思って来たときに、じゃあどこに売って

いるんですかというのが分からないんですよね。町民、ちょっとこれ売っているところ知りません

かと言っても「え、何ですかそれ」とか、知っていたとしても「どこで売っているか知りません」と

か、そういうことになっていくのではないかなというのもあって、ふるさと納税も結局売るのはい

いんですけど、実際、高原町に興味を持って高原町に来てもらったときに、じゃあふるさと納税で

買って、これがおいしかったからここでも買ってみようと思ったときに、じゃあどこで買えばいい

んですかというのが全く分からない。町民もどこで買えばいいか分からないという状況になってい

るのではないかなと思うんですけど、分かりますかね。町外に向けてやっていることは、それはそ

れでいいんですよ。高原町のアピールになるので。じゃあ、実際、高原町に来てもらったときに、ど
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こで買えばいいんですかと。「売っているところ知りません」町民も、「こういうのがちょっと興味

を持ったから来たんだよね」と言われても、「何ですかそれ」という状況が結構ありかねないかなと。

私、ちょっとこのＯＫ★チュロスというのを先日ｌａｌａきりしまのところでやっていたので食べ

たんですけど、味は普通、そこそこおいしかったんですけど、それを恒常的に買える場所というの

がないんですよね。これを、ＯＫ★チュロスをいろんなサービスエリアでやりましたと。食べた人

が「おいしかった、また食べたいから高原町行こう」となったときに、「高原町に来ましたＯＫ★チ

ュロスどこで売っていますか」と、「いや、売ってないですよ」と、どうするんですかという話にな

るんですよね。そういうところまで考えてやっているのかというところをちょっと。やっているの

かなという疑問に思います。 

○町長（高妻経信君） 

 今、３名の議員から御質問をいただきました。確かに今、質問にありましたように、町民の方がふる

さと納税の返礼品にどういったものがあるのか。それもホームページでは御覧いただけるんですけ

れども、ただ、そういったこともまず何が町の返礼品であるか。また、地域商社がどういった特産品

を今開発してきたかとか、そこら辺がまだ周知が足りない。そして、またそれを直接町民の方に買

っていただけるような、そういった仕組みがまだできておりません。今御質問にありました件につ

きましても、私のほうも今取締役という役割もございますので、地域商社に、それはちょっと話を

させていただきたいと思います。 

○６番（外村仁君） 

 その特産品とかふるさと納税に出しているものに対して町民が別に知る必要はないんですけれど、

どこで売っているかという。売っていれば町民もじわじわと知っていくんですよ。売っていないか

ら町民も知る機会がないんですよね。わざわざホームページ見に行ったりとか、そういうことをす

る人なんて一握りしかいないんです。だから、まずは町民ありきで、町民に周知をしつつ外にもア

ピールするというところを同時進行でやらないと、何かおかしなことになっていくんです。これ、

後日、私は一般質問でもするので、ここまでにしておきますけど。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これをもって、報告第７号を終わります。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第４ 同意第２号 教育委員会の委員の任命について 

◎ 日程第５ 同意第３号 教育委員会の委員の任命について 

○議長（前原淳一君） 
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 日程第４、同意第２号、教育委員会の委員の任命についておよび日程第５、同意第３号、教育委員会

の委員の任命についての２件を一括議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（高妻経信君） 

 同意第２号、教育委員会の委員の任命について御説明いたします。 

 議案書の５ページをお開きください。 

 高原町教育委員会委員の温谷一浩氏が、令和６年９月３０日をもって任期満了となるため、引き続

き委員として任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によ

り議会の同意を求めるものでございます。温谷氏は、令和２年１０月１日に教育委員に任命されて

今日まで、その職責を十分果たされております。また、教育に対する信念は高く、高原町の教育行政

発展のために御尽力いただけるものと期待をいたしております。 

 なお、任期は、令和６年１０月１日から令和１０年９月３０日までの４年間となります。御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、同意第３号、教育委員会の委員の任命について御説明いたします。 

 議案書では６ページをお開きください。 

 高原町教育委員会委員の後藤良文氏が令和６年９月３０日をもって任期満了となるため、後任の委

員として横山由貴氏を指
※

名したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により議会の同意を求めるものでございます。※後刻訂正発言 

 横山氏は、人格高潔、温厚誠実にして品行方正、極めて強い責任感を信条とされ、教育に対する信念

は高く、高原町の教育行政発展のために御尽力いただけるものと期待をいたしております。 

 なお、任期は、令和６年１０月１日から令和１０年９月３０日までの４年間となります。 

 御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 同意第３号の提案の説明につきまして、一部修正を申し上げます。 

 私が、委員として「指名」と申し上げましたけれども、正しくは「任命」でございます。訂正をさせ

ていただきます。 

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。まず、同意第２号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、同意第３号について質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって質疑を終結します。 

 これから討論を行います。まず、同意第２号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前原淳一君） 

 次に、同意第３号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって討論を終結します。 

 これより各案の採決を行います。まず、同意第２号の採決を行います。本件は、これに同意すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、同意第２号は、同意することに決定しました。 

 次に、同意第３号の採決を行います。本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、同意第３号は、同意することに決定しました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第６ 同意第４号 公平委員会の委員の選任について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第６号、同意第４号、公平委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 同意第４号、公平委員会の委員の選任について御説明いたします。 

 議案書の７ページをお開きください。 

 公平委員会の委員であります涌水香氏が、令和６年１０月１１日をもって任期満了となりますこと

から、引き続き委員として選任したいので、地方公務員法第９条の２第２項の規定に基づき、議会

の同意を求めるものでございます。 

 涌水氏は、令和２年１０月に本委員会委員に就任され、その職務を誠実に遂行いただいております。

温故誠実な人柄に加え、人望も厚く、地方自治の本旨をよく理解されており、公平委員会の責務に

強い自覚を持って職務を遂行されており、公平委員会委員として引き続き選任いたしたいと存じま

す。 

 御審議方、よろしくお願いを申し上げます。                  〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから、同意第４号を採決します。本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、同意第４号は同意することに決定しました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第７ 承認第６号 専決処分について（専決第７号）令和６年度高原町一般会計補正予算（第

３号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第７号、承認第６号、専決処分について（専決第７号）令和６年度高原町一般会計補正予算（第

３号）を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 承認第６号、専決処分について報告いたします。 

 議案書の８ページ、９ページをお開きください。 

 令和６年度高原町一般会計補正予算（第３号）を、地方自治法第１７９条第１項の規定により令和

６年７月１２日に専決処分しましたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める

ものでございます。 

 別冊の一般会計補正予算（第３号）をお開きいただきたいと思います。 

 今回の補正の主な内容でありますが、既に補正第１号において承認を頂き、給付等を開始しており

ます、国のデフレ完全脱却のための総合経済対策における低所得者等に対する支援事業の追加費用

を計上するものであります。 

 別冊の令和６年度高原町一般会計補正予算書（第３号）、１ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ５,８７０万２,０００円を追加しまして、予算総額を歳入歳出そ

れぞれ６８億８,２４５万８,０００円と定めたものでございます。 

 それでは、事業の内容について御説明させていただきます。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 企画費でございますが、物価高に対する国の支援事業に係る経費としまして５,８７０万２,０００

円を計上いたしております。財源としまして、国庫支出金を充てております。 

 今回の追加計上につきましては、国において、対象者や対象世帯等を再算定した結果、補正第１号

で計上した当初の見込みを大幅に上回ることが判明したことによるものであります。 
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 併せて、国からは対象者等への給付を切れ目なく早急に行うよう指示がありましたことから、今回、

専決処分いたしたものでございます。 

 以上、御審議方、よろしくお願い申し上げます。                〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 確認なんですけども、６月時点で確定した以降、給付が必要となった方々が出たので給付をすると

いうことだと思うんですけれども、どれだけの方が対象世帯が増えたのか。 

 あと、この給付は２回目でしょうか、ちょっとそれを確認させてください。 

○総合政策課長（横田秀二君） 

 今回の補正ですけれども、国において再算定をしまして、その再算定が確定しましたので、その分

が増額となったものでございます。 

 令和６年度において非課税世帯に対する給付ですけれども、当初は、予算的には１０世帯という予

定をしておりましたけれども、補正後は１４８世帯、そのほか、令和６年度に均等割のみの世帯と

なる世帯ですけれども、１０世帯を見込んでおりましたけども、９８世帯でございます。 

 あと調整給付ですけれども、当初は１,８０５人を予定しておりましたけれども、これは減りまして

１,６３０人となったところでございます。 

 回数は１回ですけれども、新たにこの非課税、１回ですね、すみません。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 ちょっと歳入の内容、内訳だけ。それと既決の予算を見ていないんではっきり分からないんですけ

ど、財調の取り崩しで７２万円充てているんですけど、これ理由を教えてください。 

○総合政策課長（横田秀二君） 

 国からの限度額が示されているもんですから、その不足のほうになっている状況です。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 その不足分を補う理由って何ですか。国から全額手当をされない理由って何なんですか。 

○総合政策課長（横田秀二君） 

 今は、すみません、手元に理由がありませんけれども、国から示されたのは、これだけしか交付しま

せんということでありました。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから承認第６号を採決します。本件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、承認第６号は承認することに決定しました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第８ 承認第７号 専決処分について（専決第８号）令和６年度高原町一般会計補正予算（第

４号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第８、承認第７号、専決処分について（専決第８号）令和６年度高原町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 承認第７号、専決処分について報告いたします。 

 議案書の１０ページ、１１ページをお開きください。 

 令和６年度高原町一般会計補正予算（第４号）を、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和

６年７月１９日に専決処分しましたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める

ものでございます。 

 補正の主な内容でありますが、６月の梅雨前線豪雨により被災しました農地や農業用施設の復旧に

係る経費の補正でございます。 

 別冊の令和６年度高原町一般会計補正予算書（第４号）の１ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ４３５万円を追加しまして、予算総額を歳入歳出それぞれ６８億

８,６８０万８,０００円と定めたものでございます。 

 それでは、事業の内容につきまして、目ごとに説明させていただきます。 

 １０ページ、１１ページをお開きください。 

 まず、農地災害復旧費でございますが、本年６月２０日から２１日にかけての梅雨前線豪雨により

被災しました農地の復旧工事を行うための測量設計業務委託経費として３５万円を計上いたしてお

ります。 
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 続きまして、農業用施設災害復旧費でございますが、同じく梅雨前線豪雨で被災しました農道や水

路の復旧工事を行うための測量設計業務委託経費として４００万円を計上いたしております。 

 復旧に向け、まず、国の災害査定受検のため、現地測量や復旧計画、設計等に関して、早期発注の必

要があるため、今回、専決処分したものでございます。 

 以上、御承認方、よろしくお願い申し上げます。                〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから承認第７号を採決します。本件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、承認第７号は承認することに決定しました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第９ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第９、議案第５１号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５１号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）について説明いたします。 

 別冊補正予算書の１ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億５,３１１万４,０００円を追加しまして、予算総額を歳入歳

出それぞれ７０億３,９９２万２,０００円と定めるものでございます。 

 補正の主な内容としまして、子ども・子育て支援交付金事業における各種事業に要する経費や、６

月の梅雨前線豪雨により被災しました農地や農業用施設の復旧に係る経費などを計上いたしており

ます。 

 それでは、補正の内容につきまして説明いたします。 

 ６ページをお開きください。 

 第２表の地方債補正でございますが、過疎対策事業及び災害復旧事業につきまして、限度額の変更

を行うものでございます。 
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 それでは、補正の主な内容につきまして、目ごとに説明いたします。 

 １６ページ、１７ページをお開きください。 

 １表目の一般管理費でございますが、訴訟等に要する経費として１１０万円を計上いたしておりま

す。 

 続きまして、同表下段の諸費でございますが、障害関連事業や子ども・子育て関連事業、林業費関連

事業などの令和５年度の事業費確定に伴います国や県からの交付金や補助金の返還金として１,０

９２万１,０００円を計上いたしております。 

 １８ページ、１９ページをお開きください。 

 １表目の老人福祉施設費でございますが、養護老人ホーム峰寿園の施設の各種修繕や各種工事の追

加費用等の経費として５３５万２,０００円を計上いたしております。財源としまして町債を充てて

おります。 

 次に、２表目の児童福祉総務費でございますが、子ども・子育て支援交付金事業としまして、まず、

放課後児童健全育成事業におきまして、対象メニューの加算額等の基準額見直しによる増額分の費

用と、利用者支援事業におきます一体的、継続的な子育て支援体制を担う子ども家庭センター開設

に伴う施設改修や必要備品等の整備に要する経費等、合わせて１,８１１万２,０００円を計上いた

しております。財源としまして、国庫・県支出金を充てております。 

 次に、３表目の予防接種費でございますが、新型コロナウイルスワクチン接種事業としまして、ワ

クチン接種費が当初見込みより高額となることから、増額分の費用として３４０万円を計上いたし

ております。財源としまして、県支出金、諸収入を充てております。 

 ２０ページ、２１ページをお開きください。 

 １表目の水道費でございますが、フリーウェイ工業団地内の配水管敷設に係る経費の一部を一般会

計から負担する費用として４３０万円を計上いたしております。 

 次に、２表目の農地費でございますが、令和５年度、６年度において、農業集落排水処理施設の大規

模改修工事を行っておりますが、その工事における専門の現場監理や技術支援等の業務に係る経費

の一部を一般会計から負担する費用として１４０万９,０００円を計上いたしております。 

 続きまして、農道整備費でございますが、農道、水路等の維持補修に係る経費として４００万円を

計上いたしております。 

 ２２ページ、２３ページをお開きください。 

 １表目の観光費でございますが、本町の自然資源を活用した体験活動や自然学習、観光ツアー等の

造成に必要不可欠、かつ中心的な役割を担うガイドでありますインタープリターと呼ばれる人材の

養成に要する経費として２２０万円を計上いたしております。財源としまして、県支出金を充てて

おります。 

 次に、２表目の道路維持費でございますが、町道の維持補修に係る経費として１,６００万円を計上

いたしております。 

 ２４ページ、２５ページをお開きください。 
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 ２表目の教育総務費の事務局費でございますが、令和７年度末の町内小中学校の閉校に伴う経費と

して２５０万円を計上いたしております。財源としまして、繰入金を充てております。 

 次に、３表目の公民館費でございますが、下後川内多目的集会施設の進入路の改修工事につきまし

て、進入口を取り換える工事に加え、施設内の傾斜や既設の側溝などを含めた改修への変更経費と

して２２８万円を計上いたしております。財源としまして、町債を充てております。 

 ２６ページ、２７ページをお開きください。 

 １表目の農地災害復旧費でございますが、６月の梅雨前線豪雨により被災しました農地の復旧に係

る経費として１９９万９,０００円を計上いたしております。財源としまして、県支出金、町債、分

担金及び負担金を充てております。 

 続きまして、農業用施設災害復旧費でございますが、同じく６月の梅雨前線豪雨により被災しまし

た農業用施設の復旧に係る経費として４,５９９万９,０００円を計上いたしております。財源とし

まして、県支出金、町債を充てております。 

 次に、２表目の公共土木施設災害復旧費でございますが、令和５年被災の復旧工事におきます物価

変動による増額分として８０７万４,０００円を計上いたしております。財源としまして、国庫支出

金、町債を充てております。 

 次に、３表目の基金費でございますが、御寄附いただきました企業版ふるさと納税寄附金を今後の

実施予定事業の財源として活用させていただくため、「神武の里たかはる」まち・ひと・しごと推進

基金への積立金として２,０００万円を計上いたしております。財源としまして、寄附金を充ててお

ります。 

 以上、御審議方、よろしくお願い申し上げます。                〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これをもって提案理由の説明を終わります。 

 ただいま提案理由の説明がありました議案第５１号については、明日９月６日に総括質疑を行いま

す。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午後 ０時０４分 散会   
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回 高 原 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第３日） 

                             令和６年９月６日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

令和６年９月６日 午前１０時００分開議   

 日程第 １ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

 日程第 ２ 議案第４２号 高原町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 日程第 ３ 議案第４３号 学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例 

 日程第 ４ 議案第４４号 高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の

一部を改正する条例 

 日程第 ５ 議案第４５号 分担金を徴収すべき事業について 

 日程第 ６ 議案第４６号 字の区域の変更について 

 日程第 ７ 議案第４７号 工事請負契約について 

 日程第 ８ 議案第４８号 工事請負契約について 

 日程第 ９ 議案第４９号 町道の廃止について 

 日程第１０ 議案第５０号 町道の認定について 

 日程第１１ 議案第５２号 令和６年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第１２ 議案第５３号 令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１３ 議案第５４号 令和６年度高原町病院事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１４ 議案第５５号 令和６年度高原町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１５ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第１６ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第１７ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第１８ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第１９ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第２０ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第２１ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第２２ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第２３ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 



- 35 - 

 日程第 ２ 議案第４２号 高原町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 日程第 ３ 議案第４３号 学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例 

 日程第 ４ 議案第４４号 高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の

一部を改正する条例 

 日程第 ５ 議案第４５号 分担金を徴収すべき事業について 

 日程第 ６ 議案第４６号 字の区域の変更について 

 日程第 ７ 議案第４７号 工事請負契約について 

 日程第 ８ 議案第４８号 工事請負契約について 

 日程第 ９ 議案第４９号 町道の廃止について 

 日程第１０ 議案第５０号 町道の認定について 

 日程第１１ 議案第５２号 令和６年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第１２ 議案第５３号 令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１３ 議案第５４号 令和６年度高原町病院事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１４ 議案第５５号 令和６年度高原町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 

 日程第１５ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第１６ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第１７ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第１８ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第１９ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第２０ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第２１ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第２２ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第２３ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

１番 西嶋 陽代君       ２番 岩元 礼子君 

３番 福澤 卓志君       ４番 温水 宜昭君 

５番 末永  充君       ６番 外村  仁君 

７番 郡山 貞利君       ８番 山下 香織君 

９番 陣  圭介君      １０番 前原 淳一君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 
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欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 平  真樹君  書記（事務局次長） 外村美保子君 

             書記（副主幹）  小久保さあや君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

総務課長        末永 恵治君   総合政策課長      横田 秀二君 

会計管理者兼税務会計課長  中嶋 雄二君   町民課長        江田 雅宏君 

福祉課長        馬場 倫代君   健康課長       中村 みどり君 

産業創生課長      森山  業君   農政林務課長     中別府 和也君 

農畜産振興課長     平川 昌知君   建設水道課長      酒匂 政利君 

教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、議案第５１号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 前回の議事を継続します。 

 これから、議題となりました議案第５１号に対する総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 数点、お伺いをいたします。 

 １７ページ、一般管理費からなんですけども、昨今、新聞で報道されたとおりのことの予算計上か

と思っておるんですけど、私としては何とか示談にできないかなというふうに思っています。とい

うのが、この費用がこれで終わるのかなという不透明さ、長期化するのであれば、この問題という

のをどこかで決着をつけないといけないかなと。●
※

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 ５５
※

字削除－（削除部分は、本会議の許可を得て取り消した発言である。） 
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※７３ページに取消発言 

 次に、文書広報費の部分ですけども、１０月から郵送料が値上げするというところの費用の拡大と

いうか、追加補正だとは思うんですけど、現行、どのくらい費用がかさ増しされる予定か、また、こ

の金額が１０月からですけども、次年度、どれくらい現行と大差が出るのか、ちょっとそこら辺が

分かれば伺いたいと思います。 

 その下の企画費ですが、ちょっと聞き漏らしているかもしれないので、再度、この使途について伺

いたいと思います。 

 次に、必ず気になる高原プロモーション事業ですけど、当初予算で上げられていたのと違う内容な

のか、何か変わったことがあるのか伺いたいと思います。 

 その下の社会福祉費の軽度・中度の補聴器の導入事業ですけど、何人をどのくらい対象にされて、

費用もどのくらいかかる見込みなのか伺いたいと思います。 

 最後に２１ページ、有害鳥獣捕獲対策事業ですけども、この使途について伺いたいのと、その下の

林産物需要拡大の事業、これは対象としているものを伺いたいと思います。 

 以上です。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま最初に質問のございました１６ページ、１７ページ、一般管理費の委託料の件でございま

す。これは、福澤議員のほうからありました訴訟に要する費用、主に弁護士の委託料でございます。

この件につきましては、職員に係る、もう報道等もされましたけども、処分等に対します町のほう

が提訴されたというような内容でございます。町としましては、処分につきましては、適正な処分

を行っているということで考えておりますので、今回、この提訴に対しましては、町としては争っ

ていくというような考えでございます。 

 以上であります。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ２番目の文書広報費の通信運搬費ですけども、今年度１０月より郵便料金が値上げされるというこ

とで、例年ベースより不足するであろうという額を計上いたしております。ただ、補助事業等を活

用いたしまして、これは一般単独事業ですので、補助事業等を活用したりしまして、そちらに回せ

るところは各課にお願いして、郵便料に頼らないメールとか、そういうものでも郵便料の削減を図

っていきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○産業創生課長（森山業君） 

 御質問にお答え申し上げます。 

 まず１つ目でございますけれども、企画費にございます費用弁償から使用料、賃借料等についてで

ございます。こちらにつきましては、企業版ふるさと納税におきまして、寄附者の御意向によりま

して、遊休の農地あるいは土地、そういうところを活用しながら観光誘客を図る宿泊施設、あるい

はそういう活動について、研修に職員、あるいは民間の方に行ってほしいという御意向に伴いまし
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て、場所といたしまして山形県のスイデンテラスというところを、ぜひ民間の方を含めて実証研修

に行ってほしいということからの旅費等のものが計上されているというところでございます。 

 次に、必ず気になる高原プロモーション事業というところで、これも同じく旅費等が計上されてい

るわけでございますけれども、こちらにつきましては、７月の２７日でございますけども、奈良県

の橿原市長が宮崎市で行われます「えれこっちゃみやざき」というところで、姉妹都市を結んでい

らっしゃいますので、こちらのほうにお見えになりました。その際に、橿原の市長が高原町にもそ

の午前中にお見えになられまして、以前にも、御夫婦で高千穂の峰に登られてきているそうでござ

います。その際に高原町にお越しになられた際に、高原町、そして宮崎市、橿原市、この天孫降臨、

神武天皇のこの流れを一体的に連携していければというような話になったものですから、今回、商

工や観光協会、そういうところと連携しながら、こちらのほうもいろんな多方面、例えば物産、教

育、そういうものを連携するような実証の研修ということの旅費ということで計上させていただい

ているものでございます。 

 以上でございます。 

○総合政策課長（横田秀二君） 

 引き続きまして、企画費の中ですけれども、本町においては、令和８年度に小中学校を統合する方

針を決定しております。統合後の跡地利活用については喫緊の課題となっておりまして、今回、狭

野小、広原小、後川内小中学校の有効な活用方法の検討に必要な参考資料とするため、高原小学校

区を除く世帯を対象にしましてアンケート調査を実施するものでございます。 

 内訳としましては、消耗品費、こちらは返信用封筒、あと、通信運搬費ですけれども、郵送料を計上

いたしているものでございます。 

 以上でございます。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 軽度・中等度難聴児補聴器構入費助成事業についてでございますが、まずこちら、１８歳以下の身

体障害者手帳の交付対象とならない難聴児に対して、補聴器の購入費の一部を助成する事業でござ

います。 

 費用といたしましては、耳かけ型が５万２,９００円、それをまず２台分と、耳穴型を９万６,００

０円の２台分といたしまして、それに諸経費等を掛けたもので３１万６,０００円と、これに対しま

して、低所得者生活保護世帯については１０分の１０を助成することとしておりますが、それ以外

につきましては、県費、町費合わせて３分の２を助成するという事業でございます。 

 以上です。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 林業振興費の御質問にお答えいたします。 

 まず、有害鳥獣捕獲対策事業の委託料の補正５０万円につきましては、町内でも特に鹿児山地区、

川平地区にイノシシ被害が多いということで、猟友会に依頼をしまして、集中的に区画補助、ある

いはわなの確認を行うための費用として、増額補正を行うものでございます。 
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 続きまして、高原町特用林産物需要拡大支援事業補助金につきましては、町内のシイタケ栽培事業

者が消費販路拡大活動を行うため、商談会及びイベントに参加するための事業に対する補助金でご

ざいます。 

 事業費は総額で６９万円でございまして、県補助金が２分の１の３４万５,０００円、町補助金が事

業費の６分の１以内となっておりまして、１１万５,０００円、残り３分の１になりますけれども、

事業者負担となっております。 

 なお、県補助金は、直接事業者へ交付されることとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（前原淳一君） 

 申し上げますけれども、この件は委員会付託になりますので、委員会で聞けることは、委員会のほ

うでお願いしたいと思います。 

○３番（福澤卓志君） 

 １番の訴訟の件に関しては、もうこれで決着できそうな見込みなのか、もう事前に相談をして、あ

る程度見通しが立って、もうできるのか。ちょっとどうなんでしょうか。昨今、いいニュースが町内

の新聞をにぎわしている気がするんですけど、今回ちょっとまたがくっとくるような内容が挟むと

いうところもありまして、懸念がございますので、できるならば早期に解決をしていただきたいと

思っていますけど、再度、その部分に関しての見込みも含めて伺いたいと思います。 

 それと、補聴器の補助に関してなんですけれども、１８歳以下の人に対しての購入費補助というと

ころで、４名の方になるんですか、２台ずつの４台購入費。どれくらいの方が購入したいと思って

おられるのか、把握されていたら、人数等分かれば教えていただきたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの御質問にお答えいたします。 

 今回の件でありますけども、先ほど申し上げましたとおり、町としては適正な判断、職員に対する

処分を行ったと、そういうふうに理解をしておりますので、それに対します提訴でありますので、

当然、町としてはこの件については争っていくと。今後の成り行き等については、まだ現在、訴状が

届きまして、これから口頭弁論等がまだ今から始まるという段階でありますので、どれくらい期間

がかかるのか、そういったことについては、現状ではお答えはできない状況でございます。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 お答えいたします。 

 想定では両耳にかけるということで２人と、現在はお１人の方から相談を受けているところです。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○９番（陣圭介君） 
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 訴訟の結果は聞きませんけど、この１１０万円の内訳ですが、大体１回当たり５５万円ずつ支払っ

ていたと思うんですけど、１回分なのか２回分なのか。 

 それと確認ですが、一番最後のページの、まち・ひと・しごと推進基金の積立金なんですけど、使途

のこれまでの経過とかをちょっと聞きたいんですけど、担当課は総務課でいいですか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 今回の補正の一般管理の委託料ですけれども、訴訟に関する費用ということで、計算上は５５万円

の２件分というふうにしておりますけども、現予算もありますので、そこの辺での対応となってく

るかと思います。 

 以上であります。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって総括質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第５１号は、お手元に配付の委員会付託一覧表

のとおり、所管の常任委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 異議なしと認めます。よって、お手元に配付の委員会付託一覧表のとおり、所管の常任委員会に付

託の上、審査することに決定しました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第２ 議案第４２号 高原町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

○議長（前原淳一君） 

 日程第２、議案第４２号、高原町国民健康保険条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４２号、高原町国民健康保険条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 議案書では１２ページをお開きください。 

 国において、行政手続における特定の個人を識別するための番号利用等に関する法律等の一部を改

正する法律の一部の施行に伴う関係政令等の整備等及び経過措置に関する政令が制定されたことに

より、今回これに関連いたします高原町国民健康保険条例の一部を改正するものであります。 

 改正内容につきまして、まず、第１４条の改正でございますが、法律の改正による引用条文の改正

等を行うものでございます。 

 次に、附則でございますが、この条例改正の施行期日につきましては、令和６年１２月２日とし、罰

則の適用における経過措置としまして、記載のとおり定めるものでございます。 
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 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 １点だけ、マイナンバーカードを保険証として利用することに関する話だと思っているのですけど

も、今後の手続ですがどういった、例えば、これは１２月２日から施行となっていますけれども、今

持っている紙の保険証の返還が必要になるのかとか、どういうふうに手続してマイナンバーカード

で代用していくような形になっていくのかというあたりの説明をいただきたいなと。 

 例えば、マイナンバーカードで代用する場合に、紙の保険証を多分返還しなければいけないと思う

んですけども、そういった手続を教えてください。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 まず、今回の条例の改正によりまして、１２月の２日からマイナンバーの保険証のほうに変更して

いくんですけれども、現在の被保険者証、こちらにつきましては、既に今回の７月の切替えのとき

に、今年の８月１日から来年の７月３１日までの期限として郵送している分がございます。こちら

につきましては、そのまま継続で使うことができます。それが切れましたとき、来年の７月３１日

以降になろうとは思いますけれども、そちらにつきましては、資格情報のお知らせといったもの、

あと、資格確認書、こちらをそれに合わせて、切れる前に郵送するような形になりますので、現状で

は、今の保険証がそのまま使えると。マイナ保険証をもう既に持っていらっしゃる方につきまして

は、そちらを利用できるというような形になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 この被保険者証の返還を求められてこれに応じない場合とあったのが消えているんですけど、これ

で具体的にどういったことを想定されているのか、ちょっといまいちイメージできないんで、改正

後のものが現行とどう違うのか、もうちょっと具体的に場面を想定して説明いただけませんか。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 分かりづらかったと思うんですけども、ちょっと長くなるかもしれませんけど、御説明申し上げま

す。 

 もともとこの条例第１４条では、資格取得とか喪失の届出に関するもの、そして被保険者証等の資

格喪失した場合の届出と被保険者証、保険証の返還をしなかった場合に加えまして、虚偽の届出、

保険料滞納者が納付しない場合の被保険者証等の返還を求めることに対しまして、これに応じない

場合、罰則を適用するということになっておりました。 

 これが今回の改正におきまして、資格取得、喪失の届出をしなかった場合及び虚偽の届出をした場

合の罰則に変更となりまして、保険料滞納者が納付しない場合の被保険者証等の返還要求に応じな

い場合の条文が削除されております。 
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 このため、このような形になっているんですけれども、下のほうの経過措置としましては、被保険

者証の返還に応じない者、世帯主の罰則適用についてはこれまで同様ですよということで経過措置

を設けているところでございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 すみません、もう少し。被保険者証の返還を求められてこれに応じないというのが改正前にありま

した。改正後はそれがなくなりました。それがマイナ保険証の関連とどう違いがあるのかというの

はちょっと分からないんです。どうしてここが、法改正によって変わったのは分かるんですけど、

どうしてこれが削除になったのかとか、その辺が。通常、返還を求められてこれに応じない場合と

いうのは罰則適用になると思うんですけど、なぜそれが削除されたかという経緯とかが分かれば教

えてもらいたいんですけど。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 被保険者証というものが今回の改正でなくなりますので、そこの部分が削除されたというのがまず

もってあります。それが今度はマイナ保険証に変わるので、そこの部分の条文、国民健康保険法の

条文が削除されたとなっております。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４２号を採決します。議案第４２号は、原案のとおり決することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４２号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第３ 議案第４３号 学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例 

○議長（前原淳一君） 

 日程第３、議案第４３号、学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例を議

題とします。 



- 43 - 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４３号、学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例について説明い

たします。 

 議案書１３ページをお開きください。 

 学校基金の充当区分について、閉校式を含む学校統廃合に要する費用も対象にするため、条例改正

を行うものであります。 

 学校基金は、その多くが学校林の売却益を積立ての原資としております。学校林の植林や育林は、

その当時の保護者や児童生徒の出役により行われてきており、学校、ＰＴＡ、地域の財産との思い

もあります。 

 令和７年度の小中学校の閉校に当たり開催される閉校式の開催費用や記念誌等の経費について、学

校基金も財源とすべきではないかとの多数の意見がございました。したがって、閉校式を含む学校

統廃合に要する費用についても、学校基金の充当先に含めるものであります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○４番（温水宜昭君） 

 学校基金の使途についてでありますけれども、再来年の３月、４月から統合した学校ということに

なると思うんですけども、それまでの学校基金の使途関係、使用関係がもし分かれば、予定が分か

れば教えていただきたいんですけども、経費等は大体限られてくると思うんですけども、小学校の

改修費とかその辺を含めて、この学校基金が今、５,１００万円ぐらいあると思うんですけども、そ

の中でやっていけるのか、それだけお聞きしたいと思います。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 お答えいたします。 

 今回、学校基金の条例改正いただきまして、その後、補正予算で学校の閉校式に係る実行委員会の

予算ということで補助金を、５つの実行委員会ができる予定なんですけれども、各今年度５０万円

ずつということで、２５０万円の補正予算を今回計上いたしております。 

 なお、来年度については、今後、実行委員会がまだ設立されていないところもございますけれども、

一貫教育校準備委員会の式典部会、そしてその実行委員会と協議を進めながら、来年度の予算につ

いては協議をしていかなければいけないと考えております。その分が、閉校までに必要となる予算

というふうに考えております。 

 これまでであれば、学校の新設、修繕、改修等、そういったものに使うということでしたので、その

後は開校式等もまた予定されますので、そのあたりに使うのか、そして、それ以前に高原小学校は

来年度改修を予定していますので、そのあたりの財源とするのかというのは、今後、詰めていきた

いと思っております。 
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 以上であります。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４３号を採決します。議案第４３号は、原案のとおり決することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４３号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第４ 議案第４４号 高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の

一部を改正する条例 

○議長（前原淳一君） 

 日程第４、議案第４４号、高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４４号、高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正す

る条例について御説明いたします。 

 議案書の１４ページをお開きください。 

 今回の改正は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２４条の地方税の課税免除、ま

たは不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改正が令和６年３月３０日に公

布されたことに伴い、地方税の課税免除または不均一課税に伴う地方交付税の減収補填措置の適用

期間が令和９年３月３１日まで延長されたことから、所要の改正を行うものでございます。 

 この条例の適用期日でございますが、公布の日から施行し、この条例による改正後の条例の規定は、

令和６年４月１日から適用するものであります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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○９番（陣圭介君） 

 ２点ほどお伺いします。 

 本改正条例の想定している適用事業者の数について、既存の事業者及び今後立地予定の事業者の数

を教えてください。 

 それから、本改正条例による過疎法及び租税特措法の適用の対象の事業者なんですけど、これは立

地企業は工業団地のみを適用するものか否か、町内全域なのかを教えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○税務会計課長（中嶋雄二君） 

 御質問にお答えします。 

 本条例の適用の事業所の数なんですが、現在のところ３事業所となっております。今後の見込みに

つきましては、まだこちらのほうでは把握していない部分もありますので、今後、この事業に該当

する場合は、その事業所と御相談しながら進めていきたいと考えております。 

 ２点目の工業団地のみの範囲ですが、３年前に新過疎法の過疎地域持続発展計画に記載された産業

振興促進区域内において振興すべき業種と変更になっておりまして、その区域については高原町内

となっております。 

 以上でございます。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４４号を採決します。議案第４４号は原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４４号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第５ 議案第４５号 分担金を徴収すべき事業について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第５、議案第４５号、分担金を徴収すべき事業についてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 
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○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４５号、分担金を徴収すべき事業について御説明いたします。 

 議案書では１６ページをお開きください。 

 高原町土木工事事業分担金条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 今回、分担金を徴収します事業件名につきましては、令和６年６月２０日から６月２１日の梅雨前

線豪雨によります令和６年発生農事災害復旧事業でございます。 

 関係ある者の範囲につきましては、当該事業により利益を受ける者でございます。受益の限度とい

たしましては、総事業費から県支出金及び起債を控除した額でございます。 

 なお、現在までの災害発生状況を申し上げますと、農地１か所、農業用施設災害３か所、合わせて４

か所でございますが、今回の分担金徴収に関しましては、農地１か所の災害分でございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４５号を採決します。議案第４５号は、原案のとおり決することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第６ 議案第４６号 字の区域の変更について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第６、議案第４６号、字の区域の変更についてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４６号、字の区域の変更について御説明いたします。 

 議案書では１７ページから１８ページをお開きください。 

 なお、資料といたしまして、別冊に位置図を配付いたしておりますので、併せて御覧いただきたい

と思います。 



- 47 - 

 地方自治法第２６０条第１項の規定により、高原町内の字の区域を変更するため、議会の議決を求

めるものでございます。 

 これは、県営畑地帯総合整備事業、後川内地区、楠木塚換地区において、土地改良事業を施行したこ

とに伴い、従来の字界を新たな字界に変更するものでございます。 

 後川内地区は、平成２５年度に県営畑地帯総合整備事業として採択され、事業主体であります宮崎

県西諸県農林振興局が工事を進め、楠木塚換地区は令和３年度に整備が完了したものでございます。 

 その結果、大字後川内字西田５２４９番４、５２５６番１の一部、５２５６番２の一部、５２５６番

３、５２５７番１の一部、５２５７番２の一部、５２５７番３を大字後川内字楠木塚に編入し、大字

後川内楠木塚３９６０番３の一部を、及びこれらの区域に隣接する道路である町有地の全部を大字

後川内字西田に編入するものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第４６号を採決します。議案第４６号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第７ 議案第４７号 工事請負契約について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第７、議案第４７号、工事請負契約についてを議題とします。 

 当局から提案類の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４７号、工事請負契約について御説明いたします。 

 議案書の１９ページをお開きください。 

 令和６年度社会資本整備総合交付金事業（防災・安全）並木旭台線並木工区工事につきましては、令

和６年８月８日に入札を実施いたしました。 
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 工事請負契約を締結するに当たり、地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 当路線につきましては、令和２年度から道路改良工事に着手しており、今年度におきましては、施

工延長１８０メートルを予定いたしております。 

 なお、令和７年度をもって事業完了の見込みとなっております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第４７号を採決します。議案第４７号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第８ 議案第４８号 工事請負契約について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第８、議案第４８号、工事請負契約についてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４８号、工事請負契約について御説明いたします。 

 議案書の２０ページをお開きください。 

 令和５年発生道路災第３５号一般町道中入木６号線につきましては、令和６年８月８日に入札を実

施いたしました。 

 工事請負契約を締結するに当たり、地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 
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 この路線につきましては、令和５年７月の梅雨前線豪雨により被災し、同年１２月に災害査定を受

検いたしたものであります。今年度末の復旧完了を目指してまいりたいと考えております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 すいません、年度内に工期を完了したいという話でしたけど、ちょっとこの時期に補正予算が上が

ってきたので、間に合うかどうかちょっと懸念があるんですけど、災害査定が令和５年の１２月だ

ったものについて、ちょっとどうなのかなと。計画とかを教えてもらえませんか。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 御質問にお答えします。 

 本路線については、言われたとおり１２月に査定を受けていますけども、その後、詳細設計を行い

まして、この土地については３
※

件の用地買収も含んだことからこの時期になっております。 

 工事については、一応書いてあったとおり年度末の工事完成を目指しております。 

 以上です。 

※７４ページに訂正発言 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○５番（末永充君） 

 金額が７,６８６万６,０００円ということで、この工法等と延長をちょっと教えてください。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 本路線の復旧延長ですけども、復旧延長が２１メートル、災害直高が２０メーターあることから、

補強土壁工３２３平米、工事の高さが９メーターになります。あと、浸食防止、植生マット工６９７

平米、舗装工１８４平米ほかになっておりますけども、先ほど言いました補強土壁工については、

去年やりました十文字鷹巣原線をイメージしていただければ分かると思いますけれども、垂直に擁

壁を積む工事になります。多少、アンカーのやり方が違いまして、布状のものを転圧によって補強

する工法になっております。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第４８号を採決します。議案第４８号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第９ 議案第４９号 町道の廃止について 

◎ 日程第１０ 議案第５０号 町道の認定について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第９、議案第４９号、町道の廃止について及び日程第１０、議案第５０号、町道の認定について

の２件を一括議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第４９号、町道の廃止について及び議案第５０号、町道の認定については関連がございますの

で、一括して説明させていただきます。 

 まず、議案書の２１ページ、２２ページをお開きください。 

 当議案につきましては、道路法第１０条第１項の規定により町道の廃止をしたいので、同条第３項

の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。 

 位置図につきまして、別冊の資料を御覧いただきたいと思います。 

 町道中平宇都線につきましては、一部の区間につきまして、現状、農作業道的な利用がなされてい

ることから、今回、町道の廃止をお願いするものでございます。 

 町道の廃止についてと関連があります町道の認定でございますが、先ほど廃止路線のうち、町道の

機能を有します延長２１０.５メートルの区間につきましては、改めて町道の認定を行いたいことか

ら、道路法第８条第２項の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いを申し上げます。              〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第４９号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５０号について質疑を許します。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 
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 町道の延長を３２０メーター廃止して、２１０メーターをまた設定し直すということなんですけれ

ども、延長の違いの１１０メーターの区間、私、現地を見ていないのでよく分からないんですけど、

多分、農政の補助事業で舗装工事を実施するのかなというふうに受け止めたんですけど、現状、も

ともとこの廃止予定の３２０.５メーターについては、舗装が入っていないんでしょうか。それとも、

何か打ち替えか何かで補助事業を活用するのか、そのあたりを説明していただけたらと思います。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 改めて認定する町道についてですけども、現状、幅が大体２.５メートルで未舗装区間です。これに

ついては、現状のところ舗装等の予定はないところでございます。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 まず、議案第４９号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５０号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって討論を終結します。 

 これより各案の採決を行います。 

 まず、議案第４９号の採決を行います。議案第４９号は、原案のとおり決することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５０号の採決を行います。議案第５０号は、原案のとおり決することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１１ 議案第５２号 令和６年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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○議長（前原淳一君） 

 日程第１１、議案第５２号、令和６年度高原町介護保健事業特別会計補正予算（第１号）を議題とし

ます。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５２号、令和６年度高原町介護保健事業特別会計補正予算（第１号）について御説明いたし

ます。 

 別冊補正予算書の１ページをお開きください。 

 今回の補正は、保険事業勘定の予算を歳入歳出それぞれ５,２６４万８,０００円追加し、予算総額

を歳入歳出それぞれ１４億４,１６１万５,０００円と定めるものでございます。 

 それでは、補正の主な内容につきまして説明いたします。 

 補正予算書１２ページ、１３ページをお開きください。 

 総合相談事業費につきまして、会計年度任用職員に係る報酬等の増額を行うものであります。財源

としましては、第１号被保険者保険料、国庫支出金、県支出金、一般会計繰入金を充当するものであ

ります。 

 次に、償還金としまして、令和５年度の介護給付費事業等の確定に伴います国、県や支払い基金へ

の償還金として、４,２３６万７,０００円を増額するものでございます。財源としまして、繰越金

を充当いたしております。 

 次に、一般会計繰出金につきまして、令和５年度の一般会計負担分の精算に伴います繰出金として、

７５６万９,０００円を計上いたしております。財源としまして、繰越金を充当いたしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５２号を採決します。議案第５２号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 
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─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１２ 議案第５３号 令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１２、議案第５３号、令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第１号）●
※

●●●●●を議題

とします。 ６
※

字削除－（削除部分は、本会議の許可を得て取り消した発言である。） 

※下段に取消発言 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５３号、令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第１号）について説明いたします。 

 今回の補正の内容でありますが、宮崎フリーウェイ工業団地への企業の進出に伴う水道管本管の延

長を行うための経費等についての補正でございます。 

 別冊の水道事業会計補正予算（第１号）の１ページをお開きください。 

 第３条のとおり、当初予算の第４条に定めた資本的収入のうち、他会計負担金を４３０万円増額し、

資本的支出のうち建設改良費を６５０万円増額するものであります。これらに伴います補正予算実

施計画書と予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照表を２ページから５ページに併せて添付し

ておりますので、御覧いただきたいと思います。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 訂正をお願いします。私は先ほど、議案の説明の中で令和６年度高原町水道事業会計補正予算（第

１号）契約についてと申し上げましたけれども、契約については削除方お願いします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 何度も確認をさせていただいて申し訳ないのですが、この配管整備の中で、消火栓を設置する考え

があるかを伺いたいと思います。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 今回の工事では本管の配管のみで、消火栓の設置は予定しておりません。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 
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 これから議案第５３号を採決します。議案第５３号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５３号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１３ 議案第５４号 令和６年度高原町病院事業会計補正予算（第１号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１３、議案第５４号、令和６年度高原町病院事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５４号、令和６年度高原町病院事業会計補正予算（第１号）について説明いたします。 

 別冊の補正予算書１ページをお開きください。 

 第２条ですが、資本的収入２,２７９万９,０００円、資本的支出７１５万円をそれぞれ補正するも

のでございます。 

 資本的支出につきましては、建設改良費で全自動血球計数器の更新を計上いたしております。資本

的収入につきましては、医療機器購入事業として企業債２,２７９万９,０００円を計上いたしてお

ります。今回の全自動血球計数器及び当初予算で計上しました医事システムの整備に充てる予定と

いたしております。 

 これに伴う補正予算実施計画書と予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照表を３ページから６

ページに添付いたしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。               〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 全自動血球計数器の更新と、あと医事システムの整備が追加の予算だと思うんですけど、まず、全

自動血球計数器はどんな状態なのかということと、それぞれの備品の内訳、それぞれ幾らずつ充て

ているのかという点、それから、医事システムの整備について、当初予算で金額が不足すると思っ

たんですけど、その経緯などを教えていただければと思います。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 

 お答えいたします。 

 今回、補正予算として新たに計上いたしました全自動血球計数器でございますが、先ほど御説明申

し上げたとおり、７１５万円の購入費を見込んでおります。今回購入する台数は１台でありまして、

この機械は、赤血球などの血球数を検査する機械でございます。平成２２年度に導入して、耐用年

数は既に経過しておりますが、機器の状態がよかったものから、当面は使用可能と判断しておりま
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した。しかしながら、最近になりまして、検査試薬の製造が中止になると、そして保守が今年度末を

もって中止になると、そういった情報をキャッチしたものでございますから、今議会において補正

予算の御提案をさせていただいた経緯でございます。 

 あと、財源のお話があったと思いますが、当初予算においては、まず起債を１,０００円という形で、

起債の借入れをまず予定はしていましたが、具体的な数字は入れていないということでありますが、

これは現金が不足した場合、起債が借りられないという状況も想定して、当初入れないという病院

会計独自の伝統といいますか、そういった会計のつくり方がありました。しかしながら、今回、起債

の借入れができるというところから、当初予算で計上しました医事システムと今回の全自動血球器

の財源として、起債の借入れをするということになったわけでございます。 

 その内訳ですが、まず医事システムでございますが、補助事業が全く何もないものでございまして、

医事システムの支出は１,８２７万円を予定はしております。企業債を借りるわけでございまして、

企業債は１０万単位ということで、１０万円が最小単位でございますので、１,８２０万円を充当し、

残りの７万円については一般財源というような形で今のところは整理しております。 

 全自動血球計数器でございますが、７１５万円に対して企業債を４６０万円、そして残りの２６２

万円につきましては、国保調整交付金というものを充て込んでおりまして、それとあと一般財源、

これを足して、先ほど申し上げました２６２万円、財源としたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５４号を採決します。議案第５４号は原案のとおり決することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５４号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１４ 議案第５５号 令和６年度高原町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 

○議長（前原淳一君） 
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 日程第１４、議案第５５号、令和６年度高原町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）を議題とし

ます。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５５号、令和６年度高原町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）について説明いたしま

す。 

 別冊補正予算書の１ページをお開きください。 

 第２条のとおり、当初予算の第３条に定めた収益的収入のうち営業外収益を７４０万９,０００円、

収益的支出のうち営業費用を７４０万９,０００円増額補正するものでございます。 

 内訳につきましては、営業外収益では、処理施設の維持管理適正化計画作成業務委託に対する国庫

補助金が６００万円、今年度実施している処理施設の機能強化対策工事の現場技術支援業務委託に

関する他会計補助金が１４０万９,０００円でございます。 

 営業費用では、ただいま述べました処理施設の機能強化対策工事における現場技術支援業務委託料

としまして１７６万２,０００円、処理施設の維持管理適正化計画作成業務委託料としまして６００

万円の増額及び修繕費３５万３,０００円の減額を計上いたしております。 

 これに伴います補正予算実施計画書と予定キャッシュフロー計算書、予定貸借対照表を２ページか

ら５ページに併せて添付いたしております。 

 御審議のほどよろしくお願いを申し上げます。                 〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５５号を採決します。議案第５５号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５５号は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

午前１１時１６分 休憩   

午前１１時３３分 再開   
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○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。議事を継続します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１５ 認定第１号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第１６ 認定第２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

◎ 日程第１７ 認定第３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

◎ 日程第１８ 認定第４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第１９ 認定第５号 令和５度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第２０ 認定第６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第２１ 認定第７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

◎ 日程第２２ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

◎ 日程第２３ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１５、認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定についてから日程第２３、

議案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定についてまでの９件を一括議

題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 それでは、各会計の令和５年度決算につきまして説明をさせていただきます。よろしくお願い申し

上げます。 

 認定１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算、以下各事業の決算につきまして説明いたしま

す。 

 議案書は２３ページからとなっております。 

 まず、お手元に一般会計歳入歳出決算書のほか、５特別会計、３企業会計の決算書と監査委員の決

算審査意見書の写し、決算内容の主な事務事業を記載しました決算に関する附属資料を配付いたし

ておりますので、併せて御覧いただきたいと思います。 

 さて、令和元年度末から続く新型コロナウイルス感染症につきましては、令和５年５月に５類感染

症に移行となり、これまでの様々な制限が少しずつ緩和され、以前の生活に戻りつつあります。 

 一方、社会、経済に目を向けますと、コロナ前への復調を期待するも、ほとんどの業態における従業

員、担い手の不足、海外における紛争、原油、物価等の高騰、円安など、世界規模の様々な諸問題の

長期化が、我々の日常生活にも大きく影響し、なかなか明るい兆しが見えてこないのが現状であり

ます。 
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 このような諸課題への抜本的対策が求められる中、地方財政は本町をはじめ多くの自治体において、

財源確保対策や人口減少対策、少子高齢化等による社会保障費の増加、公共施設等への老朽化対策

への対応など、より一層厳しい状況に置かれております。 

 このような厳しい財政状況ではありますが、令和５年度におきましても、町民の皆様の様々なニー

ズに応えるため、行財政運営の効率化を図りながら、各種事業の執行に努めてまいったところであ

ります。 

 それでは、認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について説明させていただき

ます。 

 別冊の一般会計歳入歳出決算書、５ページ、６ページをまずお開きください。 

 歳入合計でございますが、収入済額は７５億３,５６１万９,２４２円となったところでございます。 

 次に、９ページ、１０ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、支出済額は７４億３,６７９万３,５５８円となったところでございます。 

 最終ページの９３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書を御覧いただきたいと思います。 

 第３項の歳入歳出差引額は、第１項の歳入総額７５億３,５６１万９,０００円から、第２項の歳出

総額７４億３,６７９万４,０００円を差し引きまして、９,８８２万５,０００円となったところで

あります。 

 続きまして、第５項の実質収支額は、ただいまの歳入歳出差引額から、第４項の翌年度へ繰り越す

べき財源を差し引いた額となります。第４項が繰越明許費繰越額と事故繰越し繰越額を合わせまし

た２,７５１万４,０００円となったため、第５項は７,１３１万１,０００円となったところであり

ます。 

 次に、財政構造から見た決算の状況につきまして、決算に関する附属資料で説明を申し上げます。 

 別冊の附属資料を御用意いただき、３ページを開きください。 

 まず、歳入内訳の主な項目を説明いたします。 

 初めに、第１項の町税でございますが、８億４,５３３万１,０００円で、全体の１１.２％を占めて

おります。前年度と比較しますと、２,４２０万２,０００円、２.９％の増となったところでありま

す。 

 続きまして、第１１項の地方交付税でございますが、２７億３,４０１万３,０００円で、全体の３

６.３％と最も大きな割合を占めております。前年度と比較いたしますと、９,８８７万３,０００円、

３.５％の減となったところであります。 

 普通交付税につきましては、個別算定経費における社会福祉費の減等により、前年度比６,３９７万

４,０００円の減、特別交付税につきましては、前年度比３,４８９万９,０００円の減となったとこ

ろであります。 

 続きまして、第１５項の国庫支出金でございますが、９億６,１４２万７,０００円で、全体の１２.

８％を占めております。前年度と比較しますと、コロナ関連交付金等の減や、４年度に実施した民
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間の認定こども園等施設整備に対する交付金事業の皆減などにより、９,０２９万２,０００円、８.

６％の減となったところでございます。 

 続きまして、第１６項の県支出金でございますが、７億７,２６１万４,０００円で、全体の１０.３％

を占めております。前年度と比較いたしますと、強い農業づくり総合支援交付金事業の皆増などに

より、２億３,４２４万８,０００円、４３.５％の増となったところでございます。 

 続きまして、第１８項の寄附金でございますが、６億２２４万５,０００円で、全体の８.０％を占

めております。前年度と比較しますと、ふるさと納税寄附額の増により、１億３,１２０万１,００

０円、２７.９％の増となったところでございます。 

 続きまして、第１９項の繰入金でございますが、４億１,７９５万６,０００円で、全体の５.６％を

占めております。前年度と比較しますと、財政調整基金やふるさと振興基金等からの繰入額の増に

より、６,５３９万７,０００円、１８.５％の増となったところであります。 

 続きまして、第２２項の町債でございますが、４億６,７０６万６,０００円で、全体の６.２％を占

めております。前年度と比較しますと、近年の大規模災害に係る災害復旧事業債の増などにより、

８,４９６万７,０００円、２２.２％の増となったところでございます。 

 以上、歳入合計は７５億３,５６１万９,０００円で、前年度と比較しますと、３億４,１２１万３,

０００円、４.７％の増となっております。 

 次に、右の円グラフを御覧いただきたいと思います。 

 歳入全体の状況でございますが、町税、繰入金などの自主財源は、２２億７,５０６万円で、全体の

３０.３％となっております。 

 一方、地方交付税、町債などの依存財源は、５２億６,０５５万９,０００円で、全体の６９.７％と

なっております。 

 ４ページをお開きください。 

 目的別歳出内訳の主な項目を御説明いたします。 

 初めに、第２項の総務費でございますが、１７億２,４４３万５,０００円で、全体の２３.２％を占

めております。前年度と比較いたしますと、ふるさと納税特産品贈呈事業の増などにより、５,７４

６万２,０００円、３.４％の増となったところであります。 

 続きまして、第３項の民生費でございますが、１９億７,２１１万円で、全体の２６.５％を占めて

おります。前年度と比較いたしますと、介護給付・訓練等給付費や養護措置費等の増などにより、

６,９４４万８,０００円、３.７％の増となったところであります。 

 続きまして、第４項の衛生費でございますが、６億５,５４８万５,０００円で、全体の８.８％を占

めております。前年度と比較いたしますと、病院整備費の減などにより、２億１,１２４万７,００

０円、２４.４％の減となったところであります。 

 続きまして、第６項の農林水産業費でございますが、７億６,５５９万２,０００円で、全体の１０.

３％を占めております。前年度と比較いたしますと、強い農業づくり総合支援交付金事業の皆増な

どにより、１億８,３０３万９,０００円、３１.４％の増となっております。 
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 続きまして、第１０項の教育費でございますが、５億２,６０９万４,０００円で、全体の７.１％を

占めております。前年度と比較いたしますと、６４万１,０００円、０.１％の減となっております。 

 続きまして、第１２項の公債費でございますが、５億７,４１４万９,０００円で、全体の７.７％を

占めております。前年度と比較いたしまして、１,３９１万７,０００円、２.５％の増となったとこ

ろであります。 

 以上、歳出合計は、７４億３,６７９万４,０００円で、前年度と比較いたしますと、３億３,６５２

万４,０００円、４.７％の増となったところであります。 

 次に、５ページを開いてください。 

 性質別歳出内訳の主な項目を説明いたします。 

 初めに、第１項の人件費でございますが、１０億７,１１２万５,０００円で、全体の１４.４％を占

めております。前年度と比較いたしますと、２２０万１,０００円、０.２％の増となったところで

あります。 

 続きまして、第２項の扶助費でございますが、１１億７,５１２万６,０００円で、全体の１５.８％

を占めております。前年度と比較いたしますと、介護給付・訓練等給付費や、教育・保育給付費、保

育事業等、経常的経費の増に加え、国の住民税非課税世帯や低所得者等への給付金事業等の実施に

より、２億２,７８５万４,０００円、２４.１％の増となっております。 

 続きまして、第４項の物件費でございますが、９億３,６１１万５,０００円で、全体の１２.６％を

占めております。前年度と比較いたしますと、新型コロナウイルスワクチン接種事業における委託

料等の大幅な減額などにより、４,７１０万１,０００円、４.８％の減となったところであります。 

 続きまして、第６項の補助費等でございますが、１３億５,０５２万７,０００円で、全体の１８.２％

を占めております。前年度と比較いたしますと、病院整備費の減などにより１億６,４２０万２,０

００円、１０.８％の減となったところであります。 

 続きまして、第１０項の投資的経費でございますが、１０億８２７万５,０００円で、全体の１３.

６％を占めております。前年度と比較いたしますと、普通建設事業が強い農業づくり総合支援交付

金事業の改造などにより、７,５２１万３,０００円の増、また災害復旧事業が２億１,６５２万３,

０００円の増となり、投資的経費全体では２億９,１７３万６,０００円、４０.７％の増となったと

ころであります。 

 次に、右の円グラフを御覧いただきたいと思います。 

 歳出全体の状況でございますが、人件費、扶助費、公債費を合わせました、義務的経費は２８億２,

０４０万円で、３７.９％となっております。 

 また、普通建設事業と災害復旧事業を合わせました投資的経費は、１０億８２７万５,０００円で、

１３.６％となっております。 

 さらに、繰出金、補助費等などを合わせましたその他の経費は、３６億８１１万９,０００円で、４

８.５％となっております。 

 以上、令和５年度一般会計への歳入歳出決算の状況につきまして、御説明いたしました。 
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 本町は依然として、地方交付税や国県補助金、町債などの依存財源に頼らざるを得ない財政構造で

あるとともに、社会保障関連経費等、今後も義務的経費が高い水準で推移していくことが想定され

ます。 

 好調なふるさと納税ではありますが、国などの動向をしっかりと把握し、一喜一憂することなく、

冷静な判断、取組が求められております。 

 また、高原病院の経営状況につきましては、予断を許さない状態が続いております。町全体の将来

に関わる危機的状況もございます。現在の取組にさらに踏み込んだ見直しが必要であるというふう

に認識をいたしております。 

 このような状況におきましても、災害復旧事業や原油や物価高騰対策事業など、緊急的、優先的な

施策に対応できる体力も保持する必要がございます。 

 そのような中、第６次総合計画をに掲げた「みんなでつなぐ「神武の里」水とみどりと神話が輝く 

健幸なまち」の実現に向けて、町外からの財源の獲得にも力を入れながら、限られた財源を最大限

に活用し、各分野施策を展開していく必要があります。 

 今後とも、議員各位をはじめ、町民の皆様方の御理解と御協力を得ながら、財政の健全化と安定し

た財政基盤の確立を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案書の２４ページでございます。 

 認定第２号、令和５年度、高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について説明

いたします。 

 別冊の令和５年度、住宅新築資金等貸付事業特別会計決算書の１ページ、２ページをお開きくださ

い。 

 歳入合計でございますが、収入済額は２０万３,４４６円となったところであります。 

 次に、３ページ、４ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、支出済額が２０万２,７００円となっておりまして、この結果、歳入歳出

差引残額は７４６円となっております。 

 それでは、歳入歳出決算の主な内容につきまして、５ページ以降の歳入歳出決算事項別明細書にて

御説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 歳入の内訳でございますが、繰入金については２万１,０００円を一般会計から繰り入れております。

繰越金４４６円は、前年度からの繰越金となっております。諸収入の貸付金元利収入につきまして

は、貸付金の回収結果として１８万２,０００円の収入となっております。 

 ７ページ、８ページの歳出でございますが、貸付金の回収に伴う事務費であります需用費から役務

費までの歳出額は５万７,７００円となっております。 

 繰出金の１４万５,０００円は、住宅新築資金等貸付事業特別会計から一般会計への繰出金でござい

ます。 
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 以上でございます。 

 次に、議案書の２５ページをお開きください。 

 認定第３号、令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について説明いたします。 

 別冊決算書１ページ、２ページをお開きください。 

 歳入合計でございますが、収入済額は３,９５３万１,８２９円となったところであります。 

 次に、３ページ、４ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、支出済額は３,６７０万４,８６４円となっております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は２８２万６,９６５円となっております。 

 それでは、歳入歳出決算の主な内容につきまして、５ページ以降の歳入歳出決算事項別明細書にて

説明いたします。 

 ５ページから８ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入の主な内訳でございますが、使用料５０４万２,６８０円、国庫補助金７００万円、県補助金

１４万円
※

、一般会計繰入金１,１７９万１４１円、繰越金３４８万９,００８円、町債１,０８０万円

の収入となっております。※下段に訂正発言 

 続きまして、９ページ、１０ページをお開きください。 

 歳出の主な内訳でございますが、農業費の需用費につきましては、光熱水費、施設の修繕料等とし

まして２３４万３,０２５円を、委託料につきましては、施設保守点検業務委託費及び公営企業会計

移行支援業務委託費としまして９４８万１,７０５円を、工事請負費につきましては、処理施設の機

能強化対策工事としまして１,４００万円を、公債費につきましては１,０６９万４,６４１円を支出

いたしております。 

 以上でございます。 

 ただいまの説明の一部訂正を申し上げます。 

 ５ページから８ページ歳入の内訳でございますが、その中で県補助金の額、私１４万と申し上げま

したけれども、県補助金が正しくは１４０万円でございます。１４０万円に訂正いたします。 

 続きまして、議案書では２６ページをお開きください。 

 認定第４号、令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について説明いたします。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険体制の基盤となる制度として、被保険者の方の健康増進と福祉の

向上に重要な役割を果たしております。国民健康保険財政運営は、医療技術の進歩により、当町に

限らず国内全体でも医療費が伸びていること、被保険者数の減少による財源確保などの対応に苦慮

いたしているところでございます。 

 こうした中で、本町の令和５年度国民健康保険の加入状況でございますが、年度平均被保険者数は

２,２５５人、前年度の２,４０９人に比べまして、１５４人の減少となっております。 

 また、年度平均世帯数につきましても、１,４７５世帯、前年度の１,５５３世帯に比べまして、７８

世帯の減少となっております。 

 別冊決算書１ページ、２ページをお開きください。 
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 歳入合計につきましては、収入済額が１３億６,８８６万１,８２８円となっております。 

 続きまして、３ページ、４ページをお開きください。 

 歳出合計につきまして、支出済額は１３億６,７０９万２,９７６円となっております。これにより

歳入歳出差引金額は、１７６万８,８５２円となったところであります。 

 それでは、歳入の主なものを説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 国民健康保険税の収入済額は、２億２,５５４万９,７９１円で、前年度と比較しまして１２.８％の

減となったところであります。 

 国民健康保険税の現年課税分の収納率は９５.８％となっており、前年度と比較しまして１.６％の

減となっております。 

 次に、７ページ、８ページをお開きください。 

 県支出金につきましては、収入済額が１０億１２４万１,３１８円で、前年度と比較しまして３.３％

の減となっております。 

 次に、９ページ、１０ページをお開きください。 

 繰入金につきましては、収入額が１億２,９２７万４,８６１円で、前年度と比較しまして０.４％の

増となっております。 

 繰越金につきましては、収入済額が１,０７３万４,２９６円で、前年度と比較しまして６３.２％の

減となっております。 

 次に、歳出について主なものを説明いたします。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。 

 総務費については、支出済額が１,４６２万３,８４３円で、前年度と比較しまして５６.６％の減と

なっております。 

 次に、１５ページ、１６ページをお開きください。 

 保険給付費につきましては、支出済額が９億７,１６４万９,４０３円で、前年度と比較しまして０.

４％の減となっております。また本町の１人当たりの医療費は４９万５,３１８円となり、前年度と

比較しまして２万８,５０１円の増となっております。 

 次に、１７ページ、１８ページをお開きください。 

 国民健康保険事業費納付金につきましては、県に納付する納付金でありまして、支出済額が３億６,

０８７万５,３１５円となり、前年度と比較しまして５.２％の減となっております。 

 次に、１９ページ２０ページをお開きください。 

 保険事業費については、支出額が１,３０７万５,７８７円で、前年度と比較しまして２８.３％の減

となっております。 

 次に、２１ページ、２２ページをお開きください。 

 最後になりますが、諸支出金の支出済額については６８６万８,６２８円で、前年度と比較しまして

２.８％の増となっております。 
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 以上であります。 

 続きまして、議案書では２７ページをお開きください。 

 認定第５号、令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について説明申し上げます。 

 令和５年度末現在、６５歳以上の第１号被保険者数は３,６９８人と、前年度と比べまして５人の減

となり、第１号被保険者のいる世帯数につきましては２,６５３世帯と、１０世帯の減となっており

ます。 

 まず、令和５年度の保険事業勘定歳入歳出決断の状況でございますが、別冊の決算書１ページ、２

ページをお開きください。 

 歳入合計でございますが、２ページの収入済額は、１４億１,４２２万４,２０９円となっておりま

す。 

 決算書、３ページ、４ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、４ページの支出済額は１３億１,８５８万２８２円となっており、この結

果、歳入歳出差引残額は９,５６４万３,９２７円となっております。 

 それでは、歳入歳出決算の主な内容につきまして、５ページ以降の歳入歳出決算事項別明細書にて

説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 歳入の内訳でございますが、保険料につきましては、２億１,１９４万６,８０７円で、前年度と比

較しまして１.８％の減となっております。 

 保険料減の理由としましては、保険料は所得段階ごとに算定されますが、前年度と比較し、低い所

得段階の層の被保険者が増えたことに伴うものでございます。 

 国庫支出金につきましては、３億８,２６４万６,１４９円で、前年度と比較しまして０
※

.６％の減と

なっております。※７４ページに訂正発言 

７ページ、８ページをお開きください。 

 支払基金交付金につきましては、３億２,４４４万円で、前年度と比較しまして０
※

.９％の増となっ

ております。※７４ページに訂正発言 

９ページ１０ページをお開きください。 

 繰出金につきましては、２億３,０６１万４,０２６円で、前年度と比較しまして１
※

.２％の増となっ

ております。※７４ページに訂正発言 

 １１ページ、１２ページをお開きください。 

 繰越金につきましては、９,７７３万７,８１２円で、前年度と比較しまして６
※

.３％の増となってお

ります。※７４ページに訂正発言 

 次に、歳出について主なものを御説明いたします。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。 
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 総務費の決算額は、２,３３０万５,２４９円で、前年度と比較しまして２１.１％の増となっており

ます。これは、介護保険事業計画の策定に伴う増及び介護報酬改定によるシステム改修に伴う増と

なっております。 

 １５ページ、１６ページをお開きください。 

 保険給付費の決算額は、１１億４,３９１万７,３８７円で、前年度と比較しまして０.２％の減とな

っております。 

 続きまして、１７ページ、１８ページをお開きください。 

 基金積立金につきましては、５,４３３万６,０００円で、前年度と比較しまして１１.３％の増とな

っております。これは、繰越金の増によるものであります。 

 地域支援事業費につきましては５,１８８万５,４４７円で、前年度と比較しまして１.３％の増とな

っております。 

 ２３ページ、２４ページをお開きください。 

 諸支出金につきましては、４,５１３万６,１９９円で、前年度と比較しまして１.２％の減となって

おります。 

 続きまして、介護サービス事業勘定歳入歳出決算について説明いたします。 

 介護サービス事業勘定歳入歳出決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

 歳入合計でございますが、収入済額は６０８万７８５円となっております。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 歳出合計でございますが、支出済額は、４５９万６,１５３円となっており、この結果、歳入歳出差

引算額は１４８万４,６３２円となっております。 

 それでは、歳入歳出決算の主な内容につきまして、５ページ以降の歳入歳出決算事項別明細書につ

いて説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 歳入の内訳でございますが、サービス収入につきましては、５３５万４,３４０円で、前年度と比較

しまして０.５％の減となっております。これは、要支援及び総合事業の認定者数の減によるもので

あります。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 ９ページ、１０ページをお開きください。 

 サービス事業費につきましては、３８７万１５３円で、前年度と比較しまして１７.０％の減となっ

ております。これは、会計年度任用職員の人件費の減によるものであります。 

 諸支出金につきまして、７２万６,０００円で、前年度と比較しまして１０３.９％の増となってお

ります。これは、サービス事業計画の剰余金の一般会計への繰出金の増によるものであります。 

 以上でございます。 

 次に、議案書の２８ページをお開きください。 

 認定第６号、令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について説明いたします。 
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 まず、後期高齢者医療制度の被保険者数は、令和６年３月末現在が２,０１７名となっているもので

ございます。令和５年３月末現在の被保険者数と比較しますと５５名増加しているものであります。 

 それでは、別冊の決算書１ページ、２ページをお開きください。 

 歳入合計についてでございます。収入済額が、３億６,５００万７,２９５円となっております。 

 続きまして、３ページ、４ページをお開きください。歳出合計については、支出済額が３億６５０万

６,４９８円となり、歳入歳出差引算額は、７９６円となったものでございます。 

 それでは、歳入の主なものを説明いたします。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 後期高齢者医療保険料の収入済額は８,００７円９,０００円で、前年度と比較しまして１.１％の増

となっております。 

 繰入金の収入済額は、２億１,０８９万４４３円で、前年度と比較しまして３.２％の増となってお

ります。 

 最後に、諸収入の収入済額でございますが１,４１３万３,５４８円で、前年度と比較しまして２４.

６％の減となっております。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 ９ページ、１０ページをお開きください。 

 総務費の支出済額は、１,９５９万６,９７２円で、前年度と比較しまして９.８％の増となっており

ます。 

 後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額は、２億７,８６３万１２６円で、前年度と比較しまして

１.２％の減となっております。 

 諸支出金の支出済額は、８２７万９,４００円で、前年度と比較しまして９１.２％の増となってお

ります。 

 主たる要因としましては、他会計へ繰り出す金額が増加したためでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案書では２９ページになります。 

 認定第７号、令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について説明いたします。 

 工業用水道事業は、当初より給水を行っておりませんので、資本的収入及び支出のみの決算となっ

ております。 

 別冊決算書１ページをお開きください。 

 資本的収入は、他会計補助金１９９万４,５４９円に対しまして、資本的支出は１９９万４,５４９

円で、内訳は建設改良費の２６万４９７円、企業債償還金１７３万４,０５２円でございます。 

 建設改良費の内訳につきましては、施設維持管理に関わる委託料、企業債償還金の利子の支払いで

ございます。令和５年度の高原町工業用水道の業務報告は、６ページ以降の決算附属書類に掲載し

ておりますので、併せて御覧いただきたいと思います。 

 以上でございます。 
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 続きまして、議案書は３０ページになります。 

 議案第５６号、令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について御説明いたします。 

 別冊の決算書３ページ、令和５年度高原町水道事業損益計算書をお開きください。 

 令和５年度の営業収益は、対前年度比１.７９％増の１億６,００９万４,２７９円、営業費用は１.

８％減の１億６,６４６万５,４３０円となり、営業収支は６３７万１,１５１円の損失でございます。 

 営業収益の内訳ですが、給水収益が１億５,９２７万３,３５９円、受託工事収益が６０万円、その

他の営業収益が１２万６００円、他会計負担金が１０万３２０円でございます。 

 一方、営業費用は、原水浄水及び配水費が７,５６４万５,２３１円、受託工事費が９７万７,４２１

円、減価償却費が８,５３９万９,９３０円、資産減耗費が３万１,１９６円、その他の営業費用は４

４１万１,６５２円でございます。 

 次に、営業外収益は、対前年度費２１.６５％の減の２,２１８万７,２３５円、営業外費用は１２.

１８％減の１,０４５万７,７８９円となり、営業外収支は１,１７２万９,４４６円の利益となって

おります。 

 営業外収益の内訳ですが、他会計負担金が２１０万９,４３３円、長期前受金戻入が２,００７万４,

７４８円、雑収益が３,０５４円となっております。 

 一方、営業外費用は、支払利息が１,０４４万１,４９７円、特定収入分における仮払消費税及び地

方消費税の費用化として、雑支出が１万６,２９２円であります。よって、経常利益は５３５万８,

２９５円となります。 

 次に、特別利益は、資産の減価消却費に含まれる補助金等の相当額の過年度分を収益化した費用と

しまして３５万５１６円となったところであります。 

 したがいまして、当年度純利益は５７０万８,８１１円となります。 

 また、資本的収入額が資本的支出額に不足する額のうち、２,５０１万４,０７９円につきましては、

建設改良積立金を取り崩して補填したことから、その他未処分利益剰余金変動額に計上しておりま

す。これらを合計いたしますと、当年度未処分利益剰余金は３,０７２万２,８９０円となります。 

 次に、２ページにお戻りください。 

 続きまして、資本的収入及び支出の決算状況について説明いたします。 

 資本的収入４,６９８万３,６９１円に対しまして、資本的支出が１億４,５２８万４,６２２円でご

ざいます。資本的収入額が資本的支出に不足する額９,８３０万９３１円につきましては、当年度分

損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金で補填いた

しております。 

 資本的収入の内訳ですが、企業債が２,０００万円、他会計負担金が６４０万９,６９１円、補助金

が２,０５７万４,０００円でございます。 

 一方、資本的支出は、建設改良費が９,１０９万９３０円、企業債償還金が５,４１９万３,６９２円

でございます。 

 次に、決算書６ページをお開きください。 
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 剰余金の処分につきましては、剰余金処分計算書に示しているとおりでございますが、議会の議決

によるものといたしまして、今回、資本的収入額が資本的支出額に不足する額の一部として補填い

たしました建設改良積立金２,５０１万４,０７９円を資本金へ繰入れを行い、処分するものでござ

います。 

 建設改良費のうち工事請負費につきましては、決算書１５ページの工事の概要を御覧いただきたい

と思います。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について説明い

たします。 

 別冊の令和５年度高原町病院事業決算書の３ページをお開きください。 

 損益計算書における収支を説明いたします。 

 医業収益は５億４,３９６万８,０８０円で、医業費用は８億５,４４０万２,８０２円となり、医業

損失は３億１,０４３万４,７２２円となっております。 

 医業収益の内訳でございますが、入院収益は２億８,１９０万１,２５３円で、前年度と比較しまし

て３,１５２万６,２５６円で、率にして１２.６％の増となっております。 

 外来収益は１億６,８３１万３,０２２円で、前年度と比較しますと２,１４４万６,４０３円、率に

して１１.３％の減となっております。 

 その他医業収益は９,３７５万３,８０５円で、前年度と比較しますと４,２５４万６,５３７円、率

にして３１.２％の減となっております。 

 一方、医業費用の内訳でございますが、主なものは給与費５億９,２３７万７,９４５円で、前年度

と比較しますと３,９３５万７,６５３円、率にして６.２％の減となっております。 

 材料費は６,０２４万５,２８７円で、前年度と比較しますと４１７万７９３円、率にして６.５％の

減となっております。 

 経費は１億５,２０２万８,８１１円で、前年度と比較しまして１１３万４,３５７円、率にして０.

８％の増となっております。 

 次に、医業外収益２億３,１８０万９,３１６円でございますが、内訳の主なものといたしまして、

他会計負担金の１億７,１７１万２,０５３円で、前年度と比較しますと２億１９３万４,２９２円、

率にして５４％の減となっております。 

 繰越金
※

は３,５６８万３,０００円で、１,４５６万円の増、率にして６８.９％の増となっておりま

す。※６９ページに訂正発言 

 長期前受金戻入れは２,２１４万７,４５７円で、前年度と同額でございます。 

 次に、医業外費用は３,６７４万６,４９５円でございますが、内訳は企業債利息、雑損失で、前年度

と比較しますと７７万７,８４４円で、率にして２.２％の増となっております。 

 したがいまして、医業収支は損失計上の３億１,０４３万４,７２２円、経常収支につきましても損

失計上の１億１,５３７万１,９０１円となったところであります。 
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 次に、特別損失でございますが、退職給付引当金として１,１２６万２,４６９円を計上いたしてお

ります。 

 以上のことから、令和５年度は当年度純損失といたしまして、１億２,６６３万４,３７０円の計上

となっております。 

 次に、６ページをお開きください。 

 先ほど御説明申し上げました令和５年度の純損失は、当年度未処理欠損金として減債、利益及び建

設改良の各種積立金を繰入れして処分を行う必要がございます。高原町病院事業における剰余金の

処分に関する条例第２条第２項においては、各積立金の目的に即した使用を原則といたしておりま

すが、同条第３項では、あらかじめ議会の議決を経た場合には、その目的外に使用することができ

るとの規定があることから、令和５年度高原町病院事業欠損金処理計画書のとおり、議会の議決に

よる処理額と条例第２条による処理額に分類して、欠損金処分の議決を求めるものでございます。 

 次に、１５ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出でありますが、収入２,７８３万２,５２８円に対して支出５,３７６万３,２４

０円でございます。 

 収入内訳につきましては、他会計負担金２,７８３万２,５２８円でございます。 

 支出内訳でございますが、建設改良費１２万３,７５０円により、血液凝固分析装置の更新を行い、

さらには企業債の元金償還金として５,３６３万９,４９０円を支出いたしております。 

 なお、資本的収入額は資本的支出に不足する額２,５９３万７１２円につきましては、過年度分損益

勘定留保資金２,５９３万７１２円で補填いたしております。このことは、決算書２ページ、表下段

に記載しておりますので御覧いただきたいと思います。 

 高原病院を取り巻く状況は依然として厳しく、経営の効率化や医師確保等の課題解決の困難性は極

めて高いものと認識をいたしております。今後は、令和６年３月に策定しました公立病院経営強化

プランの内容に基づいた取組を進め、依然として蔓延する新型コロナウイルス感染症への対応や救

急患者への受入れ等、地域において必要な医療を安定的かつ継続に提供できるよう努めてまいりま

す。 

 以上でございます。 

 ただいまの説明、一部修正いたします。 

 医業外収益の部分でございますけども、３ページの損益計算書で、医業外収益の補助金という部分

を私が繰越金と読み上げました。正しくは補助金でございます。補助金に訂正をさせていただきま

す。金額が３,５６８万３,０００円となっております。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 
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 ただいま提案理由の説明がありました日程第１５、認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳

出決算認定についてから、日程第２３、議案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及

び決算認定についてまでの９件については、９月９日に総括質疑を行います。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午後 ０時０７分 散会   
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回 高 原 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第４日） 

                             令和６年９月９日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

令和６年９月９日 午前１０時００分開議   

 日程第 １ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

 日程第 ２ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ３ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第 ４ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第 ５ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ６ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ７ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ８ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第 ９ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第１０ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

 日程第 ２ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ３ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第 ４ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第 ５ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ６ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ７ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ８ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第 ９ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第１０ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

１番 西嶋 陽代君       ２番 岩元 礼子君 
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３番 福澤 卓志君       ４番 温水 宜昭君 

５番 末永  充君       ６番 外村  仁君 

７番 郡山 貞利君       ８番 山下 香織君 

９番 陣  圭介君      １０番 前原 淳一君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 平  真樹君  書記（事務局次長） 外村美保子君 

             書記（副主幹）  小久保さあや君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 議案第５１号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、議案第５１号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）を議題とし、前回の議事を

継続します。 

 ただいま議題となりました議案第５１号については、付託の常任委員会から審査報告書が提出され、

その写しをお手元に配付しています。 

 これより常任委員会委員長の報告を求めます。 

 一般会計予算・決算常任委員会委員長、報告願います。 

○一般会計予算・決算常任委員会委員長（陣圭介君） 

 おはようございます。委員会審査報告書（案）を読み上げて提案いたします。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により

報告いたします。 

 記。 

 １、事件名、議案第５１号令和６年度高原町一般会計補正予算（第５号）。 
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 ２、審査の経過、令和６年９月６日、９日委員会審査。 

 本件補正は、歳入歳出それぞれ１億５,３１１万４,０００円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ７０億３,９９２万２,０００円と定めるものです。 

 補正の主なものは、養護老人ホーム峰寿園の施設修繕・改修等経費５３５万２,０００円、放課後児

童健全育成事業の基準額見直しに伴う費用及び子ども家庭センター開設に伴う経費１,８１１万２,

０００円、町道の維持補修に係る経費１,６００万円、６月の梅雨前線豪雨により被災した農業用施

設の復旧に係る経費４,５９９万９,０００円、令和５年被災の復旧工事における物価変動による増

額費用８０７万４,０００円、企業版ふるさと納税による寄附金２,０００円を「神武の里たかはる」

まち・ひと・しごと推進基金に積み立てるものです。そのほかについては、補正予算書に記載のとお

りです。 

 ３、決定及びその理由、決定、可決すべきものと決定、理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保、なし。 

 ５、委員会の意見、なし。 

 令和６年９月９日、一般会計予算・決算常任委員会委員長陣圭介、高原町議会議長殿。 

○議長（前原淳一君） 

 ここで、福澤議員より発言の申入れがありますので、これを許可します。 

○３番（福澤卓志君） 

 ９月６日、議案第５１号総括質疑の際、答弁次第では否決するという発言については撤回をお願い

いたします。 

 なお、本議会において不適切な発言をお詫びいたします。 

○議長（前原淳一君） 

 これより常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 私は、総務費、総務管理費、一般管理費、委託料のみ反対をいたします。 

 今後かかるであろう年数、費用面などを考えても、長期化、費用増となるのではないでしょうか。そ

れよりも示談となるよう、本人と膝をつき合わせて話をしていただきたいと考えております。同じ

町民であり、元同僚という立場からも、何とぞこの面、お考えをお願いいたします。 

○議長（前原淳一君） 

 原案に賛成の方の発言を許します。賛成の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 
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 これで討論を終わります。 

 これから議案第５１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。議案第５１号は

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 起立多数です。よって、議案第５１号は委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで、町長より発言の申入れがありますので、これを許可します。 

○町長（高妻経信君） 

 おはようございます。先日の提案理由につきまして一部修正をさせていただきます。 

 ９月６日の本会議におきまして御説明いたしました認定第５号、令和５年度高原町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算認定についての提案理由につきまして、一部修正をさせていただきます。 

 修正の内容でありますが、歳入の内訳のうち国庫支出金、支払基金交付金、繰入金、そして繰越金に

つきまして、前年度と比較した増減率が四捨五入の処理の関係で、令和５年度高原町歳入歳出決算

等審査意見書の数字と合っていませんでしたので、意見書の数字に合わせるものでございます。 

 まず該当箇所を読み上げさせていただきます。決算書では５ページから６ページになります。４箇

所の修正でございます。 

 まず国庫支出金につきまして３億８,２６４万６,１４９円で、前年度と比較しまして０.６％と申し

上げましたけれども０.５％の減に修正をいたします。 

 続きまして７ページから８ページでございます。 

 支払基金交付金につきまして３億２,４４４万円で、前年度と比較しまして０.９％の増と申し上げ

ましたけれども１.０％の増に修正をいたします。 

 続きまして９ページ、１０ページでございます。 

 繰入金につきまして２億３,０６１万４,０２６円で、前年度と比較しまして１.２％と申し上げまし

たけれども、正しくは１.３％の増でございます。 

 最後に１１ページ、１２ページでございますが、繰越金につきまして９,７７３万７,８１２円で、

前年度と比較しまして６.３％の増と申し上げましたけれども、正しくは６.４％の増でございます。 

 以上、修正を申し上げまして、併せて御詫びを申し上げます。よろしくお願い申し上げます。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 ９月６日に議決いただきました議案第４８号の工事請負契約について、中入木６号線の陣議員の質

問の中の答弁の中で、土地買収の件数を３件と申し上げましたけれども、２件の誤りでした。訂正

し、お詫び申し上げます。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第２ 認定第１号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第３ 認定第２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 
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◎ 日程第４ 認定第３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第５ 認定第４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第６ 認定第５号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第７ 認定第６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第８ 認定第７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

◎ 日程第９ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

◎ 日程第１０ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第２、認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定についてから、日程第１０、議

案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定についてまでの認定及び議案９

件を一括議題とし、前回の議事を継続します。 

 これから議題となりました各案に対する総括質疑を行います。 

 まず認定第１号について許します。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 委員会付託される予定なので、本会議に出られている町長とあと教育長、あとそれから基金に関す

ることをお伺いしたいと思います。 

 附属資料の第１６ページですが、地域おこし協力隊員設置事業に関してですが、委託型地域おこし

協力隊員の活動について、それが違法または不当であるとして、今回、一般の住民の方から住民監

査請求がなされたと認識しております。結果としては請求棄却となりましたけれども、実態的な住

民監査まで進んだのは、地方自治法の下で町政が施行されるようになってから初めてのことである

と認識しております。本件について２点お伺いします。 

 １点目、住民監査請求の趣旨は、事業執行する上での隊員に対する当局の一般的指揮監督権にとど

まらず、関与が不十分であるという点から、事業自体が客観的に見て公正性を欠くという点から生

じているものかというふうに思います。請求棄却となりましたが、私から見ても担当職員からの説

明が曖昧であったり、疑義を招きかねないものであるということは否定できません。議会に執行権

はありませんけれども、予算審査における説明が不十分であると、今回のように事業執行における

職員の資質が問われるような事態にもなりかねません。結果として責任を問われるのは当局のみな

らず、議決責任を有する議員も同様でありますけれども、これについてどのように考えますか、お

伺いしたいと思います。 

 それから２点目、住民監査請求の結果に付された監査委員の意見を読み上げますけれども、地域協

力活動が円滑に行われるために、基礎となる契約内容や実績報告について精査されるとともに、地

域おこし協力隊が住民との信頼関係を築き、ここが重要なんですけれども、定住定着を図るため、

その活動内容等を広く地域住民に理解してもらう取組を積極的に推進されたいと、このように書か

れております。この内容について、現状をどのように認識し、今後どのように取り組んでいく考え

かをお伺いしたいと思います。 
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 ３点目ですが、これは６８ページの中学校の町費職員の配置事業についてお伺いしますけれども、

以前、一般質問したこともありますけれども、中学校の特定の教科において、教科書の使用が十分

でない教員がいるとの件でありますが、●
※

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●この職員について

生徒にヒアリングしたところ、ほとんど教科書を開くことなく、授業の始めに黒板に基本文を板書

して、それをノートに書き写させている授業がほとんどであるというふうに耳にいたしました。 

 また、副教材の活用についても進捗管理がほとんどなされておらず、全体としてほぼ生徒の個人任

せにしているということであります。６
※

１字削除－（削除部分は、本会議の許可を得て取り消した

発言である。） 

※７７ページに取消発言 

 学校教育法の第４９条で準用する同第３０条第２項には、生涯にわたり学習する基盤が培われるよ

う、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに（発言する者あり）予算関係ですけれども、決算で

すよ。 

○議長（前原淳一君） 

 今の発言の中で、個人の先生に対する発言があったのではないかと。そういう指摘だと思うんです

が。 

○９番（陣圭介君） 

 指摘はどなたから。私がですか。それでは、ちょっと言い直します。先ほどの言い直しますけれど

も、中学校で教科書を使ってない先生がいらっしゃるというお話ですけれども、それでもだめです

か。 

○議長（前原淳一君） 

 その先生一人しかおらんちゅうことやろ。小さいところまで科目とか。 

○９番（陣圭介君） 

 言ってません。関係のない発言だという声もありましたけれども、いかがですか。決算に関する関

連質疑をしているんですけれども。 

○議長（前原淳一君） 

 個人が特定されない範囲での発言なら大丈夫だと思いますので、それに注意をされて。 

○９番（陣圭介君） 

 続けます。学校教育法の第３０条第２項ですけれども、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう

基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考

力、判断力、表現力、その他の能力を育み、主体的に学習に取り組む態度を養うことに特に意を用い

なければならないというふうにあります。 

 また、同第４９条で準用する第３４条には、文科大臣の検定を経た教科用図書、または文科省が著

作の名義を有する教科用図書を使用しなければならないとあります。特に公立学校における授業の

実施については、学習指導要領が法的規範性を有することが過去の判例から示されておりますけれ
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ども、また、これは教師が生徒に対する相当な影響力、支配力を有しており、生徒の側には未だ教師

の教員・教授内容を批判する十分な能力が備わっておらず、教師を選択する余地もないことにより

ます。 

 すなわち、特に公立学校における教員・教授については、教師に認められるべき裁量について制約

が存在することが示されております。そうすると今回のように、仮に生徒の言う授業の実態が事実

であるとするならば、不当または違法な公権力の行使に当たる蓋然性も否定し得ないわけですけれ

ども、国家賠償法上の問題または生徒の人権問題にもつながりかねない問題であると考えますので、

早急に正確な実態把握に動くべきではないかと思いますけれども、それについてお考えをお伺いし

たいと思います。 

 それから基金について最後、聞きますけれども、高原町畜産振興資金貸付基金なんですけれども、

議会に入っていた情報では訴訟提起するというところまでで止まっていたかと思うんですけれども、

その後、その回収できない債権についてどのような方針を持ちなのか、お伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 陣議員に伺いますけれども、学校関係の今、質疑の中で、決算とどういう関係があるのか。 

○９番（陣圭介君） 

 県の採用ではなくて、町費で採用している教員の方の、要するに公権力の行使としてやっている教

育内容について、妥当性を欠くのではない恐れがあるのではないかという話をしているんですけれ

ども。だからその事業実施に当たっての、その事業執行の在り方を問うているわけですけれども。 

○議長（前原淳一君） 

 暫時休憩します。 

午前１０時１８分 休憩   

午前１０時２１分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、質疑を続けます。 

○９番（陣圭介君） 

 先ほど個人を特定し得るような、●
※

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●発言があ

りましたけれども、これについては撤回したいと思います。 

※撤回発言の内容が含まれているため２４文字削除 

 それから、町の費用でというふうに言いましたけれども、一般的な教育費をかけている中学校での

授業の中で、そういう実態があるということについて、どのような考えをお持ちなのか、お伺いし

たいと思います。 

○町長（高妻経信君） 
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 私のほうからは、まず地域おこし協力隊の活動に関します、住民監査請求の御質問にお答えしたい

と思います。 

 まず、質問は基本の２点であったと思います。 

 まず１点目でございますけれども、今回の住民監査請求、これにつきましては、もう内容につきま

しては、もう陣議員は十分御承知の内容であります。今回、対応しました担当課の職員の、ただいま

の発言の中で職員の資質が疑われるというような発言がございました。職員につきましては、この

対応につきましては、監査から求められました資料を提出し、それにつきまして弁明も含めて説明

をいたしております。そして結果的には、今回も住民監査請求棄却となったわけですけれども、当

然、私自身もこの地域おこし協力隊の活動につきましては、本町におきましては、何ら問題はない

というふうに理解をしておりましたので、今回の審査、監査の審査は当然の結果であったろうと思

っております。 

 ●
※

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ６５
※

字削除－（削除部分は、本会議の許可を得

て取り消した発言である。） 

※７９ページに取消発言  

しかしながら、この役場内には相当数の職員がそれぞれの業務を分担しながら日々業務を遂行し、

町民の福祉向上に努めております。ただいまのような発言があるというのは、私も非常に残念であ

ったということだけ申し上げさせていただきます。 

 それともう１点、今回、住民監査請求をおきまして、監査のほうからも、やはりこの地域おこし協力

隊の活動等については、やはりこの町民に広く周知すべきであろうというようなことも、私も直接

伺いました。今後、この内容につきましては、この担当課と協議を進め、そして町民の皆様方に周知

を図るように進めてまいります。 

 以上であります。 

○議長（前原淳一君） 

 暫時休憩します。 

午前１０時２４分 休憩   

午前１０時３２分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、質疑を続行します。 

 町長、発言をお願いします。今の撤回のところ。 

 暫時休憩します。 

午前１０時３２分 休憩   

午前１０時４０分 再開   

○議長（前原淳一君） 
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、質疑を続行します。 

○９番（陣圭介君） 

 先ほど地域おこし協力隊事業に関連して、今回のように、もう一度読み上げますと、今回のように

事業執行における職員の資質が問われるような事態になりかねないというふうに言いましたけれど

も、これはあくまでも事業の執行段階において、その職員が事業執行するその在り方、事業執行に

対する姿勢について、一般の住民から疑義が生じる可能性がある事態に陥りかねないよという話を

しているわけであって、私どもはその職員を個人的に否定するであるとか、そういう人格的なこと

を意図したものではありませんので、その辺を御認識いただいて、答弁いただきたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの陣議員による最後の説明の内容をお聞きいたしました。私どももそれにより理解をさせ

ていただきます。 

 そのようなことから、先ほど私が、最初の御質問に、もう陣議員の個人的な評価であるというふう

な発言をいたしましたけれども、この部分につきましては撤回をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 暫時休憩します。 

午前１０時４２分 休憩   

午前１０時４３分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、質疑を続行します。 

○教育長（西田次良君） 

 お答えいたします。 

 一般的な教育ということだと思いますが、教科書につきましては、御指摘のとおり、文部科学省が

検定しました教科書を使うということでありますが、それと副教材は使うということであります。

この副教材というのが教科書に準拠しておれば、広く様々な副教材がありますので、なお今、デジ

タル教科書も使用しておりますので、ＩＣＴで、同じ教科書でもデジタル教科書という形もありま

す。全てを調査することは難しいのですが、学校訪問をしたときには必ず計画書ですね、指導案を

作成して提出いたしますので、そこにはどういう教科書のどこを使うというようなことが書かれて

おりますので、それで把握をしているところです。 

 前回、陣議員の質問にもあったときに、学校の調査を行ったときに、それぞれ５割から７割で教科

書を使っているという状況でありましたので、そういうふうに理解をしております。 

 以上です。 

○農畜産振興課長（平川昌知君） 
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 陣議員の４つ目の高原町畜産振興資金貸付基金についてお答えいたします。 

 議会のほうには、訴えの提起ということで上程をいたしまして、可決いただいたところでございま

す。その後は、財産調査、それから相続調査等を行いまして、実際的には抵当権者がおりまして、そ

ちらの方が民事訴訟法による競売を実施するということで、後ろのほうに話があったところでござ

います。訴えを起こす議決をいただいた後に、その訴える方が亡くなられておりまして、相続人の

調査が必要になりました。その後、その相続人につきましては、全てが相続放棄ということで、相続

人がいない状態で現在でございます。その中で競売が行われまして、土地、それから家屋、それから

附属棟につきまして、２件が競売で売却されたところでございます。残る１か所の家屋のほうが現

在残っているんですけれども、そちらの抵当権者については動きがないところでございますので、

今後、再度、この不動産以外にないのか、動産はないのかというところを再調査いたしまして、顧問

弁護士のほうに御相談を申し上げて、債権回収をどのようにやったらいいかということでアドバイ

スをいただきまして、町の方針を決定していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 ２点目の教育に関する話ですけれども、この間、報告のところで、教育委員会が教育庁に委任して

いる事務の中に、何か今、話を聞いていると、書面上だけでしか実態を把握しないというような言

い方をされたように記憶しているんですけれども、実際にどういった授業がされているかというの

は、中に入って見る人間ってどなたもいらっしゃらないんですか。そうじゃないと、計画書と実態

とが全く異なる状態であったとしても、誰もそれをチェックする人はいないですよね。何かそのま

ま放っておくようなふうに聞こえたんですけれども。 

 私、さっきも言いましたけれども、早急に正確な実態把握に動くべきではないかと。だから、教育委

員会が把握しているその内容と、現状、子供たちが受け止めている実態とが乖離していて、何かそ

の子供たちが言うことを全部鵜呑みにするのもどうかと思うんですけれども、もしそれが仮に本当

であるならば、まずいんじゃないかなというふうにして聞いているんですけれども、何もしないで

終わらせるような言い方をされたので、もう１回答弁いただきたいと思います。 

 それから、債権に関する話ですけれども、場合によっては、町が持っている債権の一部を放棄せざ

るを得ない状況が生まれるということですかね。以上２点お願いします。 

○教育長（西田次良君） 

 授業に関しましては、管理職が日常的に授業は見ております。 

 教育委員会としましては、先ほど申し上げましたとおり、定期的な学校訪問等で、中に入って授業

を見て、そして先ほど申し上げましたとおり、学習指導案等との見比べをしながら授業は参観をし

ております。そして指導助言をしているところでございます。 

 以上です。 

○農畜産振興課長（平川昌知君） 

 お答えいたします。 
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 債権につきましては、まだ不動産のほうが残っておりますので、そちらのほうを回収に努めてまい

りたいと思いますけれども、先ほど言われましたとおり、相続人の方も、本人も亡くなられており

まして、財産等の状況を見まして、最終的には債権放棄というのも一つの選択肢かなというふうに

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 教育長、私、本件に関しては、私、教育総務課長とあと対策監にも面談を求めて詳しく説明してある

んですけれども、その後、ちょっと進捗がないので、別の学年でも同様なことが行われていたこと

が判明したので、しっかりと実態把握しないと、子供の学力低下を、何か学力向上を上面だけおっ

しゃってますけれども、そんな計画、紙の上だけで何ともならない現状というのをしっかり調べた

ほうがいいんじゃないですか。もう一回、答弁をお願いします。 

○教育長（西田次良君） 

 先ほども申し上げましたが、授業に関しましては、今回、次もまた計画してありますけれども、毎年

必ず１回は学校訪問をして授業観察をして指導助言をしております。授業に関しましては、校長会

で、このような授業の、議会で発言があったが、そういうことかというふうに、校長会で話をしてお

りますので、それ以降も校長はじめ管理職が授業のほうはしっかりと観察をしていると思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第２号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第３号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第４号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第５号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第６号について許します。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第７号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５６号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５７号について許します。質疑はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 これも町長にお伺いしますけれども、本議案ですが、病院事業の積立金の処分について、６日の本

会議における説明では、令和５年度の欠損金の処理についてですが、高原町病院事業における剰余

金の処分に関する条例第２条第３項の規定により、本来であれば、同条第２項の規定によって、減

災積立金及び建設改良積立金はその目的外に使用できないところ、欠損金の穴埋めを議会の議決を

もって行う方針であるというふうに受け止めました。この欠損金については、病院の経営が思わし

くないところから生じたものであるところ、赤字については令和５年度末の段階で見込みが立って

いたと思われますが、その当時から今回のような積立金を当てにする方針であったのかについてお

伺いしたいと思います。 

 仮にそうであるならば、今回のように決算時に突然提案するのではなくて、あらかじめ議会に説明

すべきであったのではないかと思います。何かあたかも議会の議決に責任を押しつけて、例外的措

置を積極的に行っているように映るんですけども、考えをお願いします。 

 それから２番、２つ目ですが、積立金についてですけども、今回認定されれば、総額の残高が２億

９,８００万円程度から１億７,１００万円程度へと減ります。特に建設改良積立金は２億円以上あ

ったものが１億１,０００万円余りとなりますけれども、すなわち、条例に規定された本来の目的に

使える基金の金額が激減することになりますけれども、今後の積立金の考え方について説明をお願

いします。 

 以上です。 

○町長（高妻経信君） 

 まず最初の御質問でございます。 

 今回の議案といたしまして、先ほど陣議員からもございましたように、積立金の処分を条例に基づ

いて行うということになりました。条例上は様々な積立金を、もちろん指摘があって積立している

わけですけれども、その中に議会の議決を経て、いわゆる今回生じました欠損金に充てるというこ

とになっております。 

 今回令和５年度でございますけれども、この病院運営につきまして、令和４年度までは、１億８,０

００万でございましたけれども、運営補助を町から支出をいたしておりました。令和５年度当初に
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は、この令和４年度の繰入等もございましたので、その分も運営に充てる分があったこともござい

ます。 

 この陣議員の御質問の内容は、このやはり資金不足が生じたことが、我々も予測はいたしておりま

した。ただ、基本的にはこの一般会計からの運営補助をこれまでいたしておりましたけれども、令

和５年につきましては、病院の努力によって運営を続けていただきたいということもございました。

申し上げました決算のとおり、令和５年につきましては運営補助はしておりません。 

 今回のこの議案の中で、この基金の処分、積立金の処分、これをもっと今回の議会ではなくて早く

出すべきではなかったという御指摘もございました。確かにそういうことも、決算見込み等を見な

がら、そういうこともあったかと思います。 

 それと基金につきましては、今回、この欠損金は１億２,６００万円程度でございますけれども、当

然基金が減ってまいります。しかし、現状としては、この５年度決算におきましては、こういう方法

を取らせていただいたということでございますので、基金が減るのはもうやむを得ないという理解

をいたしております。 

 以上であります。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 

 すみません。先ほどの町長の答弁の補足をさせていただきたいと思います。 

 まず未処理欠損金の処分ということで、陣議員から御指摘を受けたところでございまして、条例を

見ますと、もともとは条例どおりの使い方をすれば、わざわざ議会にお諮りする必要はない。もう

単純に処分をすればいいわけではございますけれども、今回は利益の欠損が出過ぎたものですから、

建設改良と減災積立金のそれぞれの取崩しをしないと処分ができないということで、議会の議決を

経ると。このタイミングがもっと前でなければというお話もありますが、いろいろなお考えあると

は思いますけれども、今まで例年、このような形で処分の議案の提案をしているという経緯もござ

います。ですから、特に議会にどうこうというところは、当方としましては持ち合わせておりませ

ん。 

 もう一つでございますが、未処理欠損金の利益剰余金で処分できなくなるんじゃないかと。これど

うするんだという御質問でございました。御指摘のとおりでございます。今後、未処理欠損金を利

益剰余金で処分できなくなる可能性は極めて高い。これできなくなったら、じゃあどうするのかと

申しますと、貸借対照表の資本の部で計上されております利益剰余金がなくなった場合、会計上は

欠損金を処分できなくなりますので、損益計算書上で前年度繰越欠損金としてそのまま残すという

ことになりまして、欠損金が累積していく形になります。すなわち、剰余利益があれば処分ができ

るけれど、なければ何もできないまま堆積・累積していくという、そのような形になります。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 詳しい説明は病院事務長からいただきましたけれども、今後、何か病院として投資しなければいけ

ない計画を練っているはずなのに、どうして必要な建設改良積立金なんかそうだと思うんですけれ
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ども、そういうのをどんどん充てていくのかなと。それでいいのかなと。今、おっしゃいましたけれ

ども、累積の赤字をそのまま残していく形態が好ましいというか、妥当というふうなお考えでしょ

うか。町長の答弁をお願いします。 

○町長（高妻経信君） 

 令和５年度の決算につきましては、今、御提案を申し上げているとおりでございます。このような

病院の経営状況の中で、やはり改善していかなければならないというようなこともございましたの

で、令和５年度中に町政報告会、あるいは住民説明会議を開催しながら、病院の運営形態を見直す、

できる分は見直していこうということで、令和６年度から、今、現状の運営形態になっているわけ

でございます。 

 したがいまして、病院内部も、むしろ努力できるものの努力をしておりますし、今後、令和６年度の

状況等も見ていかなければなりませんけれども、現状として今年度決算見込みに向けましても非常

に厳しい状況がございます。 

 したがいまして、この今年度の状況等を十分踏まえた中での病院運営、あるいは運営形態、こうい

ったものを協議していかなければならないと考えます。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって総括質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています認定第１号から議案第５７号までの認定及び議案９件

につきましては、お手元に配付の委員会付託一覧表のとおり、それぞれの所管の常任委員会に付託

の上、審査したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 異議なしと認めます。よって、認定第１号から議案第５７号までの認定及び議案９件につきまして

は、お手元に配付の委員会付託一覧表のとおり、所管の常任委員会に付託の上、審査することに決

定しました。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午前１１時０４分 散会   
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町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

総務課長        末永 恵治君   総合政策課長      横田 秀二君 

会計管理者兼税務会計課長  中嶋 雄二君   町民課長        江田 雅宏君 
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教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 一般質問 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 通告がありますので、順次、許可をいたします。 

 まず、７番、郡山貞利議員。 

○７番（郡山貞利君）                             〔登壇〕   

 皆さん、おはようございます。 

 通告に従い、質問いたします。 

 私からは、壇上から、１、町立病院について、２、ふるさと納税について、３、教育について質問い

たします。 

 まず、病院についてですが、令和６年度より、常勤医師２名体制、病床数の削減及び地域包括ケア病

床への転換、診療時間等の改正など、これまでの慢性的な多額の赤字経営が改善へと向かうものと

思っております。そこで、まず病床の稼働状況について伺います。病床数を削減し、収益率の高い地

域包括ケア病床へ増床転換したことに対する稼働率の状況についてお伺いします。 

 次に、外来患者の増減について。診療時間を改正したことにより、外来患者数の増減状況について

伺います。 

 ３、経営目標達成の見通しについて。他会計からの繰入れ２億円までとした経営目標達成の見通し

について伺います。 
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 次に、ふるさと納税についてですが、１、税収による活用実績についてお伺いします。ふるさと納税

による税収が、その趣旨にたがわず十分に活用されているか。実績について伺います。また、納税者

に対し、その利用実績について周知されているかも併せて伺います。 

 ２、本年度の目標とその取組について伺います。本年度の目標、委託先である地域商社の商品開発

などの活動の実績とその効果について伺います。 

 次に、教育についてですが、まず教育環境について。教育における環境の地域・地方格差をどのよう

に捉え、学べる環境、学ぶ意識の育成など、町長の率直な考えを伺います。 

 次に、町独自の教育施策について伺います。本町の教育環境改革とも言える小中学校の統廃合に際

し、魅力ある本町独自の教育施策の有無について伺います。 

 以上です。                                 〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 おはようございます。それでは、本日から３日間という日程で一般質問に対します答弁をさせてい

ただきます。どうかよろしくお願い申し上げます。 

 まず、郡山貞利議員からの御質問にお答えいたします。 

 先ほど大きく３つの御質問をお受けしたところでございます。その中で最初にございました町立病

院の御質問につきましては、病院事務長をもって答弁をいたさせます。よろしくお願い申し上げま

す。 

 それでは、２番目の御質問でございました、ふるさと納税の活用実績についてお答えいたします。

まず１番目、税収による活用実績の中で、納税者に対し、その利用実績等が周知されているかとい

うような御質問でございました。ふるさと納税につきましては、寄附金の使い道として、現在７項

目を設けております。その他、現在１１のポータルサイトを運用しておりますけれども、特に指定

しない寄附使途を設けているポータルサイトも、その１１の中にはございます。ふるさと納税にて

いただきました寄附金につきましては、その７項目に合わせて既存事業の財源として活用するほか、

新規事業の財源として充当をしております。 

 令和５年度実績といたしまして、最も寄附が多かった使途でございますけれども、まちづくり・市

民活動に関する寄附で約１億８,６００万円でございました。次いで、子供・子育てに対する寄附が

約１億４,８００万円となっております。これらの寄附につきましては、それぞれの既存新規事業に

順次充当され、納税者から指定された使途にたがうことなく充当をされているところでございます。 

 次に、利用実績でございますけれども、ふるさと納税の使途については、現状、広報たかはる、ある

いは町のホームページにて皆様に公表をいたしております。寄附者に対しましては、事業名などの

詳細を示した形では現在公表されておりませんが、寄附使途を選択する際に、どのような目的に充

当されるのかをこちらのほうでお示しし、その意向は確認をいたしております。今後、寄附者が自

分の寄附金がどのような事業等に使われたのかなど、他の市町村の公表例などを参考にしながら、

改善すべき点は改善をしてまいります。 
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 次に、ふるさと納税に係る目標と取組についてお答えいたします。令和６年度の納税寄附額の目標

といたしまして５億２,０００万円を設定いたしております。ふるさと納税業務を代行しております

地域商社では、新たな返礼品取扱事業者の確保、量目違いや新規返礼品の開発を行い、特に新たな

返礼品として豚肉を確保しながら、動きが鈍い牛肉を保管するなどにも取り組んでいただいており

ます。季節物の限定品である果物等につきましても、人材不足により返礼品としての取扱いが難し

くなっている中、量目・寄附単価を見直すなど、工夫して着実に寄附額を伸ばす事業展開を行って

おります。 

 現時点の令和６年度の速報値ではございますが、４月から７月までの実績といたしまして、対前年

度同月比、平均１３４％の伸びということになっております。 

 ３番目の御質問でございます。教育についてということで２項目でございました。お答えいたしま

す。まず、教育環境についての御質問でございます。御質問にございましたように、教育環境におき

ましては、都市部あるいは地方格差があることを私も認識をいたしております。学校の授業以外の

時間に子供が勉強する場所、あるいは塾の数、あるいは進学できる学校の数、こういった都市部と

の格差があるということは現実としてございます。 

 しかし、一方では、豊かな自然と歴史文化、地域の皆様の協力など、都市部にない教育的財産も豊富

であるということもございます。このような地域の特性を踏まえた創意あふれる学習を推進するこ

と、いわゆるふるさと学習などの環境を充実し、子供たちの郷土を愛する意識の高揚も図られてい

るというふうに認識をいたしております。 

 本町では、夏休みなど児童生徒が自宅以外の場所で勉強するというような環境は整っていないのが

現状でございます。中央公民館の図書室などはございますけれども、量が限られているというよう

なこともございます。児童生徒が自ら勉強しようという意欲を高めるためにも、そういった場所の

確保は必要であるというふうに考えております。御質問にありましたように、小中学校統廃合の教

室を活用するということも方法としては可能ではないかと思っております。また、児童生徒に配付

されておりますタブレットをそれぞれが活用するということも有効であると私は考えております。 

 それと、２問目の御質問でございました、町独自の教育施策についてお答えいたします。令和８年

４月の施設分離型小中一貫校の開校に向けまして、現在、高原町小中一貫教育校準備委員会では、

４部会に分かれまして、具体的な内容の検討を進めていただいているところでございます。教育委

員会で新しい学校の開校に併せ、特色を生かした新しい取組に保護者あるいは町民も期待をしてい

るものと考えます。私もこの質問にございましたように、統廃合に併せ、他の学校にない独自の魅

力を持った学校となるということを期待をいたしているところでございます。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○高原病院事務長（外村英樹君）                           

 郡山議員より、壇上から町立病院について３点の御質問がございました。 

 初めに、病床の稼働状況についてお答えいたします。当院では、令和６年４月１日より、地域包括ケ

ア病床２６床、その他病床１４床の合わせて４０床で病棟運営をしております。議員の御質問にあ



- 89 - 

りました病床稼働率でございますが、令和６年４月から７月までの実績を申し上げますと、地域包

括ケア病床の稼働率が８２.４％、その他病床の稼働率が７０.５％、全体として７８.２％の稼働率

でございます。 

 次に、２点目でございます。外来患者の増減についてお答えいたします。当院では、令和６年２月よ

り、午後の外来診療を原則として休止し、一部専門外来を予約制でお受けする診療体制に移行して

おります。議員の御質問にありました外来患者数でございますが、本年度の実績値を前年度と比較

いたしますと、令和６年度につきましては４月から７月までの外来患者数述べ６,１００名に対し、

令和５年度の４月から７月は述べ７,４８８名でございます。したがいまして、マイナス１,３８８

名、率として１８.５％の減少でございます。 

 次に、３点目、経営目標達成の見通しということで御質問がありました。これにつきましては、勘定

科目を詳細に述べる形で答弁させてもらいます。少し長くなりますが御容赦ください。 

 令和６年４月から６月までの病院経営における収支実績等を基に、令和６年度収支見込みの算出を

いたしましたので、現時点で想定される収支状況の概要について御説明申し上げます。 

 初めに、医業収益について御説明申し上げます。内訳といたしまして、令和６年度における入院収

益は約３億３,５００万円、令和５年度と比較しますと約５,４００万円の増となる見込みでござい

ます。入院収益は月平均３０床稼働で試算しておりまして、この収益増は地ケア病床数の増床効果

によるものであると分析いたしております。 

 続いて、外来収益でございますが、令和６年度は約１億５,０００万円、令和５年度と比較しますと

約１,８００万円の減となる見込みでございます。減収の理由としては、看護師の働き方改革に伴う

夜勤時間の制限、いわゆる７２時間ルールの遵守と、現存の看護師数を総合的に考慮し、午後の外

来診療を休診していることが影響しているものと考えております。 

 続きまして、その他医業収益でございますが、令和６年度は約７,４００万円、令和５年度と比較い

たしますと約２,０００万円の減となる見込みでございます。減収の主な理由といたしましては、一

般会計繰入金救急医療分の減額によるものでございます。よって、令和６年度の医業収益は約５億

６,０００万円、約１,６００万円の増を予定しております。 

 続きまして、医業費用について御説明いたします。給与費でございますが、医療スタッフの減少に

より、令和６年度は約５億３,９００万円、令和５年度と比較いたしますと、約５,４００万円の減

となる見込みでございます。材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研修費は若干の削減幅は

ありますが、おおむね横ばいで推移することから、令和６年度医業費用は約８億円、令和５年度と

比較いたしますと約５,４００万円の減を予定しております。 

 これらの収支を合計いたしますと、医業利益は前年度と比較し、約７,０００万円の増となる予定で

ございます。 

 続きまして、医療外収益について御説明申し上げます。他会計負担金でございますが、一般会計繰

入金の減額により、令和６年度は約１億３,４００万円、令和５年度と比較いたしますと約３,８０

０万円の減となる見込みでございます。 
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 次に、補助金でございますが、新型コロナウイルス関連の補助金の皆減により、令和５年度と比較

いたしますと約３,６００万円の減となります。これに長期前受金戻入、その他医業収益の増減を含

めますと、令和６年度の医業外収益は約１億５,６００万円、約７,６００万円の減を予定しており

ます。 

 続きまして、医業外費用について御説明申し上げます。医業外費用は支払い利息及び企業債取扱諸

費と雑損失が内訳勘定科目となっておりますが、前年度とほとんど差異はございません。 

 続きまして、特別損失について御説明申し上げます。その他特別損失でございますが、退職給付引

当金繰入額を計上する予定としておりますが、前年度とほとんど差異はございません。 

 以上により、令和６年度純損益はマイナス１億３,０００万円となり、令和５年度とほぼ同じ損失額

となることが見込まれております。このように算出いたしました令和６年度の純損失、そして資本

的収支を基にキャッシュフローを計算いたしますと、１億２,４００万円の一時借入金が必要となり、

資金不足比率は約２０％となることが見込まれます。なお、経営強化プランにおいて予定されてい

る令和６年度の経常損益はマイナス４,７００万円で、令和６年度の実績見込値と比較しますと、７,

３００万円の損失差が生じております。これは経営強化プランで想定していた医業収益が目標値に

到達していないことが理由として上げられますが、同プランにおける医業外収益に新型コロナ補助

金相当額が令和６年度以降も計上されていることや、制度変更による会計年度任用職員の勤勉手当

や昇給分の費用が盛り込まれていないなど、経営強化プランの積算上の問題も考慮しなくてはなら

ないところでございます。 

 しかしながら、いずれにいたしましても、医業収益のさらなる向上は必要不可欠であることから、

特に病床の稼働率の向上、具体的には月平均３６床以上の稼働を目標とした病院経営に注力し、今

後とも職員一丸となって経営改善に努めてまいります。 

 以上でございます。                               

○７番（郡山貞利君） 

 病院に関してですが、当初目標とされていた病床の稼働率がまだ届いていないということと、午後

の診察をしないということ、これが原因ではないか、または、午後の診察を再開するような考えは

ないでしょうか。町長にお伺いします。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま事務長が令和６年度の収支見込みを答弁の中で説明をいたしたところでございます。今、

ございましたように、現在、医業収益全体では伸びてきておりますけれども、しかしながら、この病

院会計全体では厳しい状況が令和６年度も続いているということには変わりないと、私も理解をい

たしております。 

 まず、今、御質問にございました稼働率の件でございます。この病床稼働率につきましては、先ほど

数字をもって説明をいたしました。今、事務長が説明をしましたのが７月までの稼働率でございま

すけれども、８月には若干増があったというようなこともございます。しかしながら、この稼働率

が目標に届くかということは、現状としては厳しいであろうというふうに私も理解をいたしており



- 91 - 

ます。それと、外来の午後、今、基本的に休診という形にしております。これにつきましては、今、

病院内部でも、私としては、今後検討をされるのではないかと考えております。 

 以上であります。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 

 先ほどの町長の答弁の補足をさせていただきたいと思います。 

 まず、入院の収益をいかに上げるかということでありますが、病床の稼働率を上げる、これは確か

にそのとおりです。しかし、病床の稼働率をどうやって上げるかというところでありますが、まず、

外来をきちんと充実させなければならないというところ。あと、救急をいかに見るかというところ

が問われているのではないかと考えております。救急につきましては、今現在は、応（ショウ）率と

いいまして、要請があって、それに応えるという率が以前よりも大分上がっております。それが故

に入院の収益というものが上がっている。そして稼働率もだんだん上がっているという状況は今ご

ざいます。これを今後も伸ばしていきたいというのが、まず入院の話でございます。 

 もう一つ、外来でございますが、町長からもお話がありましたように、やはり午後の診療というの

をこのままでいいのかという議論は職員内でもございます。しかしながら、答弁のほうでも申し上

げました７２時間ルールといいまして、入院に関わる看護師のスタッフが月に７２時間以上の夜勤

をしてはいけないと、これをするとペナルティーがあるよと、そういった考え方もありますので、

そこにちゃんと触れないような形で看護師の配置をする必要があると、そのように考えております

ので、もう少しこの件については時間をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○７番（郡山貞利君） 

 それでは、ふるさと納税の部分に入りたいと思います。ふるさと納税の今後の納税額の向上に対し

て、どのような取組をされているのか、お伺いします。 

○産業創生課長（森山業君） 

 お答え申し上げます。このふるさと納税に関しましては、寄附額の向上ということに一番大事なも

のは、まずこの返礼品の充実といいますか、返礼品のお申込みがあったときに必ず寄附する方にお

届けするということが大事であります。まず、ここの在庫の確保、それぞれこれを行っていくこと

が重要ということをまず抑えているところでございます。このふるさと納税の寄附増に関しまして

は、お話にもありましたとおり、寄附額の透明性の向上あるいは共感の醸成、競争力の向上、そして

リピーターの獲得、この４つの柱を中心にやっていかなければならないということに尽きると思っ

ております。これまではポータルサイトを増やしたり、そういうことにも力を入れておりますけれ

ども、今後は今の４つの柱を中心に、ふるさと納税の寄附額向上に努めてまいりたいというふうに

商社と話しているところでございます。 

 以上でございます。 

○７番（郡山貞利君） 
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 リピーター、一度寄附してもらった方に再度寄附してもらうよう、そういう思いから、高原町がふ

るさと納税で行っている事業や施策などを納税者にしっかりと周知してもらって、このように高原

町は役立てていますということを十分やっていただきたいと思っています。 

 次に、教育についてですが、学校統廃合後の空き校舎が出てきますので、そこで先ほど町長からの

答弁があったとおり、特に夏休みとか、子供の行き場がない。そういう部分を学べる場所にすると

か、また、子供たちの学ぶ意識を高める、そういった意味で具体的に何か今後考えていらっしゃる

ことを教育長にお伺いします。 

○教育長（西田次良君） 

 統合後の閉校後の学校利用につきましては、町として、町民の皆様の意見を聞きながら進めていく

ということだと思いますが、教育委員会としましては、地域全体が使えるようなスペースであると

か、学校の様々な教育に対応できるような環境ができないものかというふうに、今、調査研究をし

ているところでございます。 

 以上です。 

○７番（郡山貞利君） 

 教育委員会からの取組に対する評価を、また今回見たのですが、特に子供の学力に関する部分で、

令和４年度と令和５年度の報告を比較したのですが、学力が全国・県の平均に近づきつつあるとい

う表現が令和４年度の報告でした。そして今年、令和５年度の報告では、全国・県の平均より低いと

いう表現になっています。ということは、教育委員会が取り組んだ取組の結果として、子供の学力

は上がっていないというのを感じています。ほかの議員も、この間、指摘されたのですが、取組とし

てはＡの評価が出ています。しかし、取組の対象、子供への効果を全く評価されていない。ここで子

供の学力が上がらないということは、その取組自体の内容を変える必要があるのではないかと思っ

ていますが、教育長どうでしょうか。 

○教育長（西田次良君） 

 先般申し上げました結果につきましては、令和５年度の結果でございますが、今年度も令和６年４

月に全国学力状況調査は行っております。小学校６年生と中学校３年生を対象に、国語と算数・数

学の２教科を行っておりますが、今年度につきましても２教科とも全国平均をやや下回っておりま

すが、令和５年度と比較いたしますと、教科によりましては平均の差が徐々に縮まっているところ

でございます。 

 取組ということで、今、本町でも一貫教育の中、連携教育の取組の中で、誰一人取り残さない個別最

適な学びと協働的な学びの一体化の推進の授業ということで取り組んでいるところでございます。

これにつきましては、一貫部会でも、今つながる部会ということで、今後、統合に向けてさらに効果

が上がるように取り組んでおりますし、また、小中一貫教育校になったときには、さらに小学校と

中学校の指導をしっかりつなげて、効果を上げていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○７番（郡山貞利君） 
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 今、学力の部分に関して取り上げたのですが、教育委員会の取組、たくさんあるのですが、結局、子

供がどう変わるか、どう育っていくか。取組に対する子供の成長、その結果がなかなか見えづらい

んです。やはりこの評価というのは、取組に対する評価だけではなくて、取組によって児童生徒が

どのように変わったか、どのように効果があったかということを、ぜひ示していただきたいと思い

ます。 

 次に、教育環境改革、学校統廃合は高原町にとって大きな改革だと思います。そして地域から離れ

る部分も多々あるのではないかと思うのですが、教育長、今後の環境も含めて、ほかの市町村、自治

体と取って代わる、本町の誇れるような教育、何かお考えでしたらお聞かせください。 

○教育長（西田次良君） 

 統合するときのということでの御質問だと思いますが、まず、今、準備委員会でも進めております

が、施設分離型の小中一環教育校としての取組、これは県内でも珍しい教育校となりますが、その

中で、ハード面には限りがございますけれども、ソフト面の取組において、子供たちのために効果

的な取組ということで、今、準備を進めております。 

 少し具体的なところを申し上げますと、まず、小中一環教育のために育てる子供像を同じくして、

小中学校で協力しながら、教育課程を編成して進めてまいるということ。そして、各教科のカリキ

ュラムも９年間をしっかりつないで工夫したもので進めていくということ。それから、高学年の教

科担任制、これは一部になると思いますが、教科担任制を取り入れる。そして、授業としましては、

小学校、中学校の乗り入れ授業、それぞれのお互いの乗り入れ授業をしていくということ。そして、

小学校と中学校の交流活動、あるいは行事等も進めていきたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○７番（郡山貞利君） 

 これで質問を終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで郡山議員の質問を終わります。 

 次に、５番、末永充議員。 

○５番（末永充君）                              〔登壇〕   

 皆さん、こんにちは。 

 質問通告に従い、大きく２点について質問いたします。 

 １点目は、鳥獣被害の現状と対策について。２点目は防災について伺います。 

 それでは、鳥獣被害の現状と対策について質問いたします。先般実施した所管事務調査、農業委員

会との意見交換で、農業委員会委員からの要望で、後川内地区及び川平地区にて、イノシシの被害

で農作物の被害が多く発生している。猟友会にて駆除を行うと言われていた。しかし、日増しに被

害が増えている状況であると言われ、その後、町内の防護柵の設置状況、被害状況等の現地調査を

し、被害者の意見を伺いました。また、猟友会における捕獲状況をお聞きし、有害鳥獣捕獲等業務委

託職員との意見交換を行い、総務経済常任委員会として、去る６月２８日に高原町へ鳥獣被害にお
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ける提言書を提出いたしました。提言書を提出した後も被害が出て、早急な対応が求められていま

す。現在の状況はどのようになっているのか伺い、自席にて対策について質問いたします。 

 次に、２点目の防災について伺います。南海トラフ巨大地震の経済被害額は、最悪の場合２００兆

円を上回ると想定されています。万が一の備えについて、新聞にも掲載されていましたが、都城で

は地方創生や観光の拠点として認知されてきた道の駅を、都城支援拠点として県内唯一の防災道の

駅として選定し、災害時には自衛隊や警察、国交省の緊急災害対策派遣隊も受け入れます。そのた

めに、国土交通省宮崎河川国道事務所は、１日も早い供用を開始するために工事を進め、大規模災

害に備えて道路整備を実施しています。このような備えを都城市は災害の備えとして、国の関係省

庁へ要望し、国の予算により整備を着々と進めている状況です。いろんな事業に対して国に要望し

ないと、国には届きません。高原町はどのように考えているのか、伺います。 

 以上、壇上から２点について伺い、あとの質問については自席にて質問します。  〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 ただいま末永議員からは大きく２つの御質問をお受けしたところでございます。 

 まず初めに、鳥獣被害の現状と対策についてお答えいたします。ただいま御質問にありましたよう

に、鳥獣被害によりまして、本町の農業振興にも大きく影響を及ぼしているというようなことを、

これまでの議会でも御質問いただいているところでございます。この鳥獣被害の現状といたしまし

ては、主にイノシシによるトウモロコシや水稲の被害等が現在報告されております。 

 対策といたしましては、被害報告を受けた際には、すぐに猟友会の方々と連絡を取り、被害状況や

周囲の鳥獣の出没経路等を現地で確認し、わなを設置するなどして対応をいたしております。これ

までイノシシの捕獲につきましては、くくりわな、箱わなで対応しており、捕獲できる頭数は限ら

れておりましたが、今回、ある一定の区画に設置でき、一度に多頭捕獲も見込めるネット式囲いわ

なを新たに購入し、２か所設置をいたしております。現在はイノシシの警戒心を取り払い、餌に慣

れさせるため、まき餌を行い、捕獲するための準備を進めているところであります。今後は効率的

な捕獲につながるものと考えております。 

 しかしながら、わなの設置が困難な場所においては、花火による追い払いなどを行っておりますが、

最終的には耕作される方に対して何らかの被害防止策を取っていただくよう、協力をお願いせざる

を得ない状況もあるというのが現状でございます。 

 次に、防災についての御質問にお答えいたします。本町は、近年では令和４年台風１４号及び令和

５年台風６号の豪雨により大きな被害を受け、現在も復旧作業が継続いたしております。また、過

去におきましては、平成２３年の新燃岳の爆発的噴火により、降灰による被害も受けております。

その都度、国、県などの関係機関の支援をいただき、災害に対応した整備を行ってきております。 

 一方、８月８日に日向灘で発生しました地震により、気象庁は南海トラフ地震臨時情報巨大地震注

意を発表し、大規模地震への備えを呼びかけました。幸いにもこの呼びかけは８月１５日の１７時

をもって終了いたしましたが、私たちに常日頃からの備えが大事であるということを再認識させて

くれた事案となりました。 
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 本町は南海トラフ地震発生時には震度６弱が想定され、８月８日以上の被害も見込まれるとともに、

地震に伴う津波被害が想定される沿岸地域の後方支援の役割を担うことも求められております。 

 これらのことから、本町の地理的条件に着目し、国・県の事業を活用した事業の構築を検討するた

め、積極的に関係機関に働きかけを行いと考えております。 

 以上であります。 

○５番（末永充君） 

 それでは、鳥獣被害の現状と対策について伺いますが、総務経済常任委員会として、去る６月２８

日に高原町へ鳥獣被害における提言書を提出しました。その後、高原町としてどのように対策がな

されているのかということで質問しますが、まず、近隣自治体や関係機関との連携についてであり

ます。 

 野生鳥獣による農林水産物の被害が増加しています。近隣自治体や関係機関と連携を図り、猟友会

同士との協議を重ね、捕獲や駆除対策を実施されているのか、お伺いいたします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 近隣自治体との連携についてでありますが、最近の事例で申しますと、近隣の都城市との市町境に

おいて、有害鳥獣の被害がございました。そのようなことから、被害状況や有害鳥獣の出没経路等

を共有するため、令和６年７月４日でございますけれども、都城市の担当課と両市町の猟友会と現

地にて協議を行ったところでございます。行政区を超えての駆除活動は戦略等もありますことから、

今回はそれぞれの市町の駆除班において対応することとなったものであります。 

 なお、協議以降に高原町で１頭、都城市で２頭のイノシシの捕獲があったと報告を受けております。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 関係市町村との協議ということで理解いたしました。現地調査して、その後、そういう関係機関、都

城市との連携が図られるということで安心しております。 

 それでは、町境における領域区域の駆除対策についてお伺いします。先ほどとも連携しますが、下

後川内、土橋地区を現地調査しました。野生動物が山芋の芽を探すために穴を深く掘り、捕食して

いるということでありました。また、農道の隣接地は都城であり、先ほど管轄外であるため捕獲で

きないということでありました、現地調査のとき。そういった地域との駆除対策をどのように今後

されるのか、お伺いいたします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 市町をまたぐ地域における駆除対策につきましては、先ほど申しましたとおり、近隣の自治体と連

携をとり協議を行い対応しているところであります。 
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 なお、市町村をまたぐ広域的な鳥獣捕獲につきましては、県主導で実施できるよう法改正もなされ

ておりますので、今後は当該取組が実施できるよう、広域捕獲の実施手順に沿って、まずは、猟友会

や地域住民等との合意形成を図れるように努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 県境ということで、県も協力体制というか効率な捕獲を進めているということで、これについても

安心しておるところですが、次に、鳥獣の隠れ場の撲滅対策について伺いますが、今回も現地調査

してみますと、耕作放棄地が現在、増えている状況でした。そういった休耕地となっているところ

に、鳥獣の隠れ場であると地元の方も言っておられました。そのような場所を撲滅させる対策につ

いて伺います。どのような対策をなされるか、お伺いいたします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 農業委員会において、遊休農地の発生防止、解消等を目的に、毎年１回、担当者や農業委員、農地利

用最適化推進委員が農地を見回り、前年度に把握した遊休農地が解消されているか、新たに遊休化

した農地はないかなど、農地の状況を確認する農地パトロールを、町内の全ての農地を対象に実施

しております。この農地パトロールの結果を基に、遊休農地と判断された農地の所有者に対して利

用の意向調査を行い、解消に向け耕作の再開や担い手への貸付や譲渡など、取組をお願いしている

ところでございます。しかしながら、遊休農地化する農地は、農地の形状が悪かったり、面積が狭小

であったり、アクセスする道路が狭小であったりと、耕作条件が悪いところが多く、担い手にも敬

遠されているのが現状でございます。これらを放置することで、鳥獣被害がさらに拡大することも

予想されるため、本町といたしましても、地域の協力のもと、何らかの対策の必要性を感じている

ところでございます。 

 遊休農地等の保全により、鳥獣被害防止にもつながるため、現在各地域で進めております地域計画

策定の協議の場において、地域の皆さんのお知恵をお借りしながら、地域の意向に沿った対策を考

えていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 遊休農地の農地パトロールということでございますが、現地を見た限り、そういう場所というのが

明らかに分かっている状況がありますね。遊休農地ということが分かりますので、今後そういった

場所をパトロール、再度質問しますが、そういった場所というのは地元の方も知っていらっしゃる

と思うんですよね。この辺にすみかがあるということが分かっている。そういうところを今後、野

放しにすると、また増えていくということ、隠れ場の、再度お聞きしますが、そういう地元の協議と

いうことに対して、はっきりそういう方々と撲滅対策というのが実施されるか、確認をしたいと思

います。再度お願いします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 
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 御質問にお答えいたします。 

 先ほど申しましたとおりの地域計画の策定の場において、そういった地域の皆さんの意見を聞いて、

そういった場所も現地確認等も行っていきたいというふうに考えます。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 再度地域の方々と協力を重ねてお願いしたいと思います。 

 次に、新たな駆除班体制についてお伺いいたします。 

 野生鳥獣による農作物への被害防止するために捕獲業務を行っている猟友会の意見を拝聴しました。

そのことによって猟友会も高齢化しており、新たな駆除班体制を設置してほしいという要望がござ

いました。そのことに対して、町としての見解をお伺いいたします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 末永議員のおっしゃるとおり、猟友会の会員の方々も高齢化が進んでいるのが現状でございますが、

新たな駆除班体制の設置につきましては、まずは現在の猟友会の方々の全体の意見を伺った上で判

断すべきであるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 それでは、新たに駆除班体制ではなくて、新たにいろんな方々と猟友会のメンバーで協議をして、

その後、班体制を検討していくということですが、再度お聞きしますが、そういうことですね。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 まずは、現在の猟友会の方々の意見を聞いた上で、新たな駆除班が必要かどうか、そういったのの

意見も伺って、もし必要であるということであれば、そういった駆除班も設置が必要であるという

ふうには考えるところでございます。 

 以上でございます。 

○５番（末永充君） 

 それは、私が聞いた中では、猟友会の会長さんがそういうふうにお話しされたわけですよね。新た

な今後の体制を欲しいと、もう高齢化しているということでありますので、再度そこのところは十

分な協議をしていただきたいと思います。 

 続きまして、防災についてお伺いします。 

 ２点目の防災について伺います。南海トラフ地震を見据えた大規模災害にどう備えるのか。建物や

インフラ整備にどう備えるのか。南海トラフ臨時情報の巨大地震注意報を初めて発表してから１か

月が過ぎましたが、過度に危機感を強調すると経済が止まってしまいますが、地震への日頃の備え

は必要と考えます。南海トラフ巨大地震が起きれば、内閣資料によると、２９都道府県７０７市町

村に影響があるとあり、抜本的な防災対策を行うよう指摘されております。現在、企業においても
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電力・通信インフラ系警戒レベルとしての対策を講じております。このことから、壇上で質問しま

したが、本町の地理的条件に着目し、国・県の事業を活用して事業の構築を検討し、積極的に関係機

関に働きかけてほしいと思います。 

 まず私、質問しますが、障害者や高齢者施設での自家発電整備の燃料確保、高齢者施設防災準備の

確認・指導されていますか、伺いいたします。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 御質問にお答えいたします。 

 まず、その自家発電設備につきましては、ただいま高齢者施設について御説明いたしますが、高齢

者施設につきましては、令和６年４月から全ての施設において業務継続計画、ＢＣＰを策定するよ

うになっております。その中におきましては、医療的配慮が必要という、そういう方が入所または

利用されている場合には、発電機の整備等を検討するようにということは、ＢＣＰの作成のガイド

ラインといいますか、作成例等には載っております。ただ、非常に自家発電機の設置の義務づけま

では明記はされておりません。 

 なので、そういうことでありますが、町といたしましては、医療的配慮が必要な入所者または利用

者がいらっしゃる場合には、その導入について積極的に検討していきたい、そういうことを促して

いきたいというふうには考えております。 

 以上です。 

○５番（末永充君） 

 そういう方も町内でいらっしゃると思うんです。できるだけ指導を確認していただきたいと思って

いるところでございます。 

 次に、保健師らで作る災害の派遣福祉チーム、ＤＷＡＴが施設避難所で迅速に活動できるよう準備

を整えているのか、伺います。 

 県内で局地的な大規模災害が発生した場合、被災市町村から県へ派遣要請が考えられます。宮崎県

は災害派遣福祉チーム、ＤＷＡＴが派遣されます。しかし、広域的な災害の場合、県のみでは対応が

困難な場合、想定されます。南海トラフとか、そういう関係で広域的な災害の場合、県のみでは対応

が困難な場合、臨接する県とも連携の上、ブロック単位で体制整備されると思います。災害に求め

られる心構えや行動、一定以上の水準を確保していく観点から、研修・訓練の実施に努めていく必

要があると思いますが、そういった場合、迅速に行動できる町での対応準備が整っているのか、高

野町で整っているのか、伺います。 

○健康課長（中村みどり君） 

 お答えいたします。 

 災害派遣福祉チーム、いわゆるＤＷＡＴは、大規模災害時に市町村の要請に応じて派遣されること

となっておりますが、受入れに当たって準備すべきこと等につきましては、今後の具体的な通達等

に従い、準備を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○５番（末永充君） 

 通達がもう来ているだろうと思いますので、準備等をよろしくお願いいたします。 

 次に、デジタルインフラ、基盤の分散化ということで質問いたしますが、能登半島地震で、輪島市の

７階建てのビルの倒壊は衝撃的でありました。心に残っているところでございますが、平成２０年

の建設の耐震、設計自体の鉄筋コンクリート造りであったということで、区域基礎と建物の基礎部

分の接合に問題があったようでございます。現在、国土交通省が９月に入って調査を行う計画でご

ざいます。もう実施しているだろうと思うのですが、このようなことを考えますと、本庁舎の建物

の安全性確保やデジタルインフラ基盤の分散化を行うべきであると考えますが、見解をお伺いいた

します。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの御質問は、私のほうで答弁をさせていただきます。 

 これまでも、同様のもの、議員各位から御質問いただいております。ただいまありましたように、デ

ジタルインフラ基盤、これは非常に重要であると私も認識をいたしております。現在の本町の電算

システムでございますけども、サービスの多くをクラウドにより利用しているところでございます。

一部においては、庁舎内にサーバー大きいシステムを利用しているというような状況がありますた

めに、早急に、役場庁舎外へ移設する必要があるということを考えております。このほか、役場庁舎

を起点に、出先、庁舎、ネットワークで結んでいるイントラネットワーク基盤につきましても、主要

機器が役場庁舎内にあり、その機器が損傷するということになりますと、電算システムが使用でき

なくなります。こちらのほうも早急に役場庁舎外へ移設する必要があると考えます。 

 このようなことから、現在その移設先の候補地域、あるいは移設に係る費用などにつきまして、調

査を行っているところであります。 

 以上であります。 

○５番（末永充君） 

 電算室のサーバーを移設するということでございます。これは早急にしないといけないと思うんで

すが、そういう準備というのは、もうされているんじゃないかと思うんですよね。早くしないとイ

ンフラ基盤の分散化ということで、検討しないといけないと思うんですが、今年度中に行うのでし

ょうか、再度お伺いします。 

○町長（高妻経信君） 

 このたびの８月８日の地震もございまして、この電算システム関係の移設につきましては、この緊

急度が高まっていると認識をいたしております。先ほど申し上げましたように、移設先、あるいは

費用などを今調査をいたしているところでございますので、今後の災害に備えるためにも早い段階

でこれを行わなければならないと考えております。 

○５番（末永充君） 

 昨夜も地震が高原町にということでありました。これは、やはり電算のサーバーの移設は必要性が

十分あると思いますよね。そういった場所というのは、私自身に思うには、ほほえみ館の近くとか、
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そういうところだろうと思うんですが、今後の計画も早急にしなくちゃいけないと思いますが、私

は先ほど、今年度、いつしますかということで、早急にしなくちゃいけないということを言いまし

た。だから、早急というのはいつごろするのでしょうか。再度お伺いいたします。 

○町長（高妻経信君） 

 現時点で、今質問にございましたように年度内とか、いつということは明確に申し上げられません

けれども、私が申し上げましたように、御質問のあったこの件につきましては、言わば町政のそれ

こそ基盤になる部分でございますので、そういう認識はございます。 

○５番（末永充君） 

 早急に検討していただきたいと思います。 

 次に、災害時の自治体連携について伺いますが、激甚災害による被害を最小限にすることを目的に、

地域住民の生命と財産を守るため、自治体間の連携にどのような取組をしていくのかということで

すが、自治体の防災連携が必要であると考えます。人口減少、少子高齢化社会において、自治体スク

ラム支援が必要と思います。ボランティアの受入れを行政が担うなど、公主導の体制が維持されて

います。行政職員の負担を増やすことになりますし、複数の自治体が激甚災害に直面する中で、ど

う取り組んでいくのか、お伺いいたします。 

○総務課長（末永恵治君） 

 本町では、全国の１２の市町村と連携した砂防関係協力市町村災害時応援協定や、県内での宮崎県

市町村防災総合応援協定を締結するなど、自治体間の連携を図っているところであります。 

 以上です。 

○５番（末永充君） 

 次に、３番の支援拠点についてお伺いします。 

 南海トラフ地震を見据えて、避難した住民等を災害の危険性がなくなるまで、必要な期間、滞在さ

せるための対策はあるかということで質問させていただきますが、高原町の役割というのは、高原

町が担うべきことは、地域との連携をどうあるべきか、また、どのような後方支援ができるかとい

うことではないでしょうか。２０１９年、令和元年に、１１月１０日に緊急消防援助隊の九州ブロ

ック合同訓練が、高原町の総合運動公園で開催されました。このような九州全体の消防署が集まっ

て、このような実績も、現在１１月１０日、令和元年に行われておりました。本町の地理的条件に着

目して、国の事業を活用した事業を検討していくのが、高原町の役割と私は思います。高原町にで

きる後方支援の、私、高原エイドということを国に呼びかける姿勢も必要であると思いますが、町

長の考えを伺います。高原エイドというのは、高原町で後方を支援する言葉として使っております。

高原エイドというわけではないですが、高原エイドですね。後方支援と。町長の考えをお伺いいた

します。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの御質問にお答えいたします。 
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 南海トラフ地震など、広域で甚大な被害が出るような災害が発生した場合、本町の役割、できる後

方支援ということでございますけれども、先ほどの宮崎県南部地域大規模災害対策連携推進協議会

がございます。この連携によりまして、それぞれの後方支援の役割等も定められておりますので、

それに応じて本町としては支援をするということになろうかと思います。本町の地理的条件からで

きる後方支援につきまして、この先ほど申し上げました協議会につきましては、行政のほかにも国

の関係機関もメンバーとなっておりますので、国・県の事業を活用した事業の構築を検討するため

に、積極的に関係機関に働きかけてまいりたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○総務課長（末永恵治君） 

 先ほどの質問の冒頭に２問ほど質問があったようなので、私のほうでお答えしますけれども、災害

の危険性がなくなるまで必要な期間、滞在させるための対策は、避難が長期化する場合には公営住

宅への入居や仮設住宅等の建設を行っていくこととしております。 

 そして、高原町の役割ですけれども、先ほど町長もお答えいたしましたけれども、南海トラフ巨大

地震が起きた場合は、地震による揺れが沿岸部で強く起こり、さらに津波によって甚大な被害が起

きることが想定されております。このため、本町を含めた１０市町が会員となりまして、先ほど町

長が申しました、宮崎県南部地域大規模災害対策連携推進協議会を平成２７年に設立しております

ので、これが、県南西部から沿岸部への支援など後方支援体制を行うこととしております。 

 以上であります。 

○５番（末永充君） 

 そういった体制ができてるということであるから、私、安心しました。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで、末永議員の質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

午前１１時１６分 休憩   

午前１１時２３分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、一般質問を続行します。 

 次に、４番、温水宜昭議員。 

○４番（温水宜昭君）                             〔登壇〕   

 一般質問に入る前に、先般、町長より今定例会前に、議会での一般質問に対する２件の申入れがあ

り、質問日程の変更がなされました。当然、議案審議の前後により、若干質問の趣旨に微妙な影響を

及ぼすことをお伝えし、一般質問のほうに入らさせていただきます。 
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 私は通告に基づき、令和５年１２月の高原商工会、高原町観光協会、ＪＡ高原との意見交換会や、令

和６年４月の高原町議会報告の御意見等を踏まえ、高原病院事業とマイナ保険証利用、また、ごみ

処理問題の大きく３つのテーマで質問をいたします。 

 まず１つ目は、令和６年１月全協で示された国民健康保険高原病院経営強化プラン、令和６年度か

ら令和９年度までについてお伺いをいたしますが、郡山議員の質問との答弁を踏まえ、答弁をいた

だければありがたいと考えております。 

 今まで病院関係について、５回の一般質問をさせていただきました。 

 まず、強化プランの３６ページになりますけれども、一般会計負担の考え方として、一般会計から

病院会計への繰出金、病院整備費は令和６年度以降２億円を上限とし、原則として病院事業への経

営補助は行わない方針を示されましたが、高原町の一般会計から高原病院への繰出金は、平成２７

年度から令和４年度までの８年間で、基準内で１６億８,２００万円、基準外で９億８,０００万円、

合計２６億６,２００万円で、年平均にいたしますと３億３,２７５万円となっており、また赤字補

填のために民間からの長期借入はできないとした、串間市民病院の例、短期借入は１会計年度内で

償還の場合は可能ということでありますが、そこで２億円の根拠と病院経営管理者としての町長の

お考えをお伺いをいたします。 

 次に、病院経営改善に向けた取組については、これについては先ほど郡山議員のほうからも質問が

ございましたけれども、全体病床が５６床から４０床に減ったわけでありますけれども、地域包括

ケア病床の１０床から２６床への増床や報酬改定による効果への期待についてお伺いをいたします。 

 次に、経営強化プラン、３１ページになりますけれども、適切な人員体制の構築として、令和５年度

末常勤職員８人と会計年度職員３人、計１１名の職員数減が示されておりますが、実施状況と人員

削減による医療体制、士気の低下等への影響はないのかお伺いをいたします。 

 次に、医師確保へ向けた取組について、強化プランの３８ページでありますけれども、医師確保は、

当院の経営上における最優先課題と認識し、病院、行政一体となって取り組むとあり、公立３病院、

小林、えびのですけれども、対外的な医師の必要性を訴求し、宮崎県医師確保対策推進協議会や宮

崎県地域医療支援機構との連携強化や事業の有効的な活用が示されていますが、具体的な内容につ

いてお伺いをいたします。 

 次に、マイナ保険証利用についてであります。令和４年９月の一般質問で、本町のマイナ保険証へ

の交付率は、令和４年８月末現在で４８.１％の回答がございました。先般６月３０日現在で、本町

が８７％の交付率として、町報で公表をされたところであります。 

 そこで、令和６年１２月２日時点でマイナ保険証利用となり、旧来の保険証は最大１年間有効とす

る経過措置が設けられるとのことでありますが、今後の全員加入と交付率向上へ向けた取組と課題

をお伺いいたします。 

 ３点目でございますが、ごみ処理問題についてお伺いします。 
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 令和５年８月１７日、文教厚生常任委員会でごみ処理問題について所管事務調査を実施いたしまし

た。本町は平成１４年から燃やせるごみ処理と平成２９年から燃やせないごみ処理委託をえびの市

と契約し、令和３年３月に霧島美化センター事務組合の解散に至ったところであります。 

 今後の本町独自でのごみ処理となると施設設置に数十億円かかるとされ、えびの市の令和４年度委

託料として、可燃ごみ約２,９９０万円、不燃ごみが２８６万円で、処理費用が抑えられているとの

ことでありますけれども、そこで今後もえびの市へ処理委託をしていくのか、継続となる施設改修

費用、令和７年度から令和１０年度までの期間に事業費約３１億４,０００万円の工事予定とお聞き

し、本町の一部負担も考慮する。今のはえびののことでありますけれども、もしえびの市と委託契

約となれば、本町の一部負担も考えられ、令和６年１０月ぐらいまでに方向性を示してほしいとの

要請があったとの当課の答弁がございましたけれども、ほかの方向性も踏まえた現状の進捗状況と

お考えをお尋ねしたいと思います。 

 なお、この件につきましては、委員会審査の中で町民課長より大まかな答弁がございましたけれど

も、もし答弁ができるのであれば、これについてもお伺いをしたいと思います。 

 以上、壇上からの質問を終わります。                     〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 ただいま、温水議員から大きく３点の御質問をいただいたところでございます。 

 まず、国民健康保険高原病院経営強化プランにつきましては、私のほうからまず最初に御質問がご

ざいました、繰出し２億円の根拠、私の考え方ということでございました。 

 それと、４番目に御質問がありました医師確保に向けた具体的な内容、この２点につきまして私の

ほうで答弁をさせていただきます。２番目の地域包括ケア病床の増床に伴う増収効果、そして病院

職員数減による医療体制の影響につきましては、病院事務長をもって答弁をいたさせます。 

 それではまず、先ほど質問の中の経営強化プランにつきまして、繰出金につきましてのお答えいた

したいと思います。 

 この一般会計から病院への繰出金でございますけれども、ただいま御質問にございましたように経

営強化プランにもこのことを記載いたしております。したがいまして、このプランの中での収支計

画もこの数字をもとに算出をいたしているところでございます。 

 まずこの基本的な考え方でございますけれども、これまでの病院への繰出金につきましては、基準

内の繰出額が概ね２億円というようなことでございました。これがいわゆる基準内といいますか、

そういった考え方でございます。この２億円につきましては、交付税の算定の基礎数値、あるいは

病床数等をもとに算出した額を基本にしまして、町全体の財政状況、また財政調整基金の残額、こ

ういったことも参考にしながら２億円を設定いたしているところでございます。 

 このことに関しましては、町民への説明もいたしましたし、また先ほど申し上げました経営強化プ

ランにも記載のとおりでございます。このことにつきましては、昨年も町政報告会等を実施いたし

ましたけれども、その前に私のほうから病院長へ説明いたしまして、病院長との合意の上、設定を

した額であると、皆の御理解いただきたいと考えております。 
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 続きまして、４番目の御質問でございました、医師確保に向けた具体的な内容というようなことで

ございます。 

 この医師確保につきましては、これまでもなかなか安定した確保ができないということで、病院に

つきましては、町としても大きな課題であると捉えているところでございます。この経営強化プラ

ンにおきましても、ただいま御質問にありましたように、最優先課題というような記載もあるとこ

ろでございます。高原病院では、これまでも大学医局や県立病院を含めた県への要望、あるいは自

治医科大学の卒業生医師への派遣要望、そして民間医師紹介会社の活用、そしてまた町民の縁故に

よる採用等、これまで行ってまいりました。今年度につきましても、大学医局への訪問なども行い、

また県知事への直接の要望も行っているところでございます。 

 今後は、現在派遣をいただいております鹿児島大学、県立宮崎病院のみならず、これまで対象とし

ておりませんでしたエリアを広げまして、他の大学等にも範囲を拡大し、医師確保に向けた取組を

引き続き行ってまいりたいと考えているところでございます。 

 次の御質問でございました、マイナ保険証利用についてでございます。 

 国民健康保険加入者のマイナ保険証の交付率向上に向けた取組と課題ということでございます。 

 政府は、現行の健康保険証を令和６年１２月２日で廃止するということを決定し、これに伴い保険

証の規模、新規の発行はできなくなり、マイナンバーカードと健康保険証が一体となったマイナ保

険証へ移行することとなります。 

 このような中、本町の国民健康保険、加入者の令和６年７月１７日時点でのマイナ保険証の取得率

は８１.８％と、多くの加入者がマイナ保険証を付与されておりますが、さらなる交付率向上の取組

については、広報たかはるによる周知案内をはじめ、先月にはマイナンバーカード未取得者へ取得

を進める案内文書の送付も行い、推進を図っているところであります。 

 交付率向上の課題についてでありますが、現在の制度においては、マイナンバーカード取得は強制

ではなく任意取得となっているため、町民全員の取得は困難であるというふうに考えられますが、

いかに多くの方にマイナンバーカードを取得していただくか、またマイナンバーカードを取得され

ていない方及び保険証を紐づけされていない方について、理解を深めていただくかが、このことが

課題と捉えております。 

 このため、将来的に様々な行政の手続で活用できるなどのメリットが拡大していくものと見込まれ

ますので、今後とも定期的に町民の皆様へ案内・周知をしていくものでございます。 

 以上でございます。 

 ３番目のごみ処理問題についてお答えいたします。 

 本町におけるごみ処理につきましては、現在、えびの市へ処理委託をお願いしているところでござ

いますが、今後も継続して依頼をしていくか、他の方法へ変更するか、先ほどの温水議員の御質問

にございましたように、本年１０月までに結論が求められているところでございます。 

 このような中におきまして、現在、今後の方向性につきまして、具体的に議論・協議を現在進めてい

るところでございます。 
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 以上であります。                              〔降壇〕   

○高原病院事務長（外村英樹君）                        〔登壇〕   

 温水議員より壇上から御質問があった点につき、２点について私のほうから答弁をさせていただき

ます。 

 初めに、病院経営改善に向けた取組のうち、入院病床及び診療報酬改定に伴う期待についての御質

問についてお答えいたします。 

 入院病床につきましては、一般病床、その他病床よりも単価の高い地域包括ケア病床を１０床から

２６床へ増床したことに伴い、入院１人当たり単価が約２０％伸長するものと示唆されます。先ほ

ど郡山議員の一般質問でもお答えしましたように、令和６年の試算によれば５,４００万ほどの増収

があるということが見込まれるところでございます。診療報酬改定につきましては、令和６年６月

より施行されたところであり、全体で０.８８％のプラス改定となったところでございます。 

 一方、個別具体的な項目を挙げますと、特定疾患療養管理料で算定していた高血圧、糖尿病及び脂

質異常症の患者については、今回の改定により生活習慣病管理料での算定となりました。この変更

により、高血圧症を例に挙げますと、従前の４,０６０円から７,９５０円となり、約２倍の収益が

確保できると見込まれます。この生活習慣病患者は、延べで月７００名程度いらっしゃいまして、

今後の収益増加に大いに寄与するものと考えております。 

 続きまして、職員数の減少及び医療体制の影響についての御質問にお答えいたします。 

 令和６年４月１日現在で、昨年度よりも職員数が１２名減少となっております。計画では１１名で

ございますが、実数としては１２名ということになります。このため、従前の医療サービスの提供

が難しくなっている現状でございます。午後の外来診療を制限し、地域住民の皆様には御不便をお

かけいたしておりますけれども、経営改善に向けた取組を行いつつ、安心・安全な医療を提供する

ため、職員のモチベーション低下を招かないように、皆で一丸となって取り組んでいるところでご

ざいます。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○４番（温水宜昭君） 

 町長の壇上からの答弁の中で、マイナ保険証の利用について確認をしたいのですけれども、７月１

７日現在で８１.１というふうに聞こえたのですけれども。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答え申し上げます。 

 国民健康保険の加入者、こちらに関します７月１７日時点のマイナ保険証の取得率、こちらは８１.

８％となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○４番（温水宜昭君） 

 再度確認ですけれども、これに出されている数字はもう全体ということでよろしいですかね。 

○町民課長（江田雅宏君） 
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 全体の数、マイナンバーカードの取得率ということになっております。 

 以上です。 

○４番（温水宜昭君） 

 それでは、まず病院問題について、自席からお尋ねをいたしますけれども、町長はこの経営改革プ

ランはお持ちですよね。余計なことです。 

 それでは、まず経営形態の見直しについてお伺いをします。 

 高原病院はこれまで経営状況を鑑み、地方公営企業法の一部適用を継続する方針を示され、メリッ

ト、デメリットを比較した上で、状況に応じた経営形態の選択を検討するとありますが、職員の異

動による専門職員の育成への課題等も見えるところでありますけれども、先般、宮崎県は県立病院

に５０億の補助をするということで、副知事をトップとした経営改革のプロジェクトチームを作ら

れる予定であると表明をされましたが、本町においても平成２９年の３月に経営改革プランを作ら

れて、それに沿って元気化プロジェクトチームを作られたりとか、いろんな取組をされてきたとこ

ろでありますけれども、今後、こういう組織の在り方、それについて町長のお考えをお伺いしたい

と思います。 

○町長（高妻経信君） 

 この町立病院の経営につきましては、これまでも元気化プロジェクトなどをはじめ、外部の方の御

意見等も伺う機会も設けてきたところでございます。また、以前はコンサルトにも相談をしたとい

う時期もあったというふうに聞いております。そのような経営化の中で、現状としては、この新た

に、今、質問にございましたように、経営検討を行うプロジェクトチームの設置とか、そういったも

のを考えてはおりません。これまでの様々な経営を踏まえまして、町立病院での現在の運営につき

ましては、ただいま温水議員からお示ししております経営強化プランに沿って進めていくというこ

とがもう決定いたしておりまして、現状としては、この決められた方針で運用を進めていくと考え

ております。 

 以上であります。 

○４番（温水宜昭君） 

 私が、令和元年度から病院の改革等の取組を見させていただいて、町長が病院の経営管理者になっ

ておられますけれども、行政のトップもされて、病院の経営管理の責任者、トップであられるのに、

なかなかその業務上に支障があるんじゃないかというふうに感じたものですから、今こういう質問

をさせてもらったんですけれども、経営については病院の事務長も努力はされてきてましたけれど

も、最終的な決定権というのは経営管理者にあると思うんですよ。だから、町長は能力が早いから

できるかもしれませんけれども、この本町の行政のトップと病院の経営管理者のトップということ

になれば、比重も大きいのかなという懸念もされるんですけれども、そこ辺で、いやもう大丈夫で

すよということであれば、もうこういう質問はしませんけれども、やはりそこ辺も率直に検討され

た上で、病院長とかその辺との話をされたほうがいいような感じを受けましたので、質問させても

らったんですけれども、再度自覚があられれば、その答弁をお願いしたいと思います。 
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○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 これまでのこの病院の経営改善につきましては、もうこのように議会のたびに議員から御質問をい

ただきながら答弁をしてまいっております。 

 ただ、先ほど事務長から説明のありましたように、様々なできる、今病院内部も改革を行いながら

取り組んでおりますけれども、まだなかなか厳しい現状があるということでございます。現在も委

員長を中心に職員が一丸になって、この経営改善ということにつきましては、目標を持って取り組

んでおるところでございます。 

 私もこれまで、この経営強化プラン、それと町政報告会、住民説明会で、町民の皆様方に説明をする

内容につきましては、当然、病院長には数回、直接説明を申し上げ、進めてきたと。そしてまた、職

員についても、２回職員に集まっていただいて、私のほうから説明をしてきたという経緯もござい

ます。 

 しかしながら、今後のこの病院運営でございますけれども、今の診療体制になりましてから、今、半

年が経とうといたしております。当然、来年度以降の見込みを立てながら、世の中のまた判断をす

る時期が来るとすれば、当然、私が判断をさせていただくということは承知をいたしております。 

 以上であります。 

○議長（前原淳一君） 

 昼食のため１時１０分まで休憩をいたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５３分 休憩   

午後１時１０分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、一般質問を続行します。 

○４番（温水宜昭君） 

 経営形態の見直しについては、町長が現状を維持していくという答弁がございました。 

 町長の力に期待するしかないのかなというふうには考えましたけれども、実際、その２億円のをも

し超えた場合の考え方でありますけれども、資料は出していると思いますけれども、串間の市民病

院が民間から借入れをして、結局、県からの指摘があって、最終的には、財政調整基金のほうから借

りて５年間かけてですかね、返済を行うという方針でありますけれども、町として例えば、２億円

を越した場合に、もう補助はしないということを町民のほうに言明されているわけでありますけれ

ども、例えば、病院が借入れをするという形で、財調のほうから上限以上のやつをを借り入れると

いうことについては可能なのか、もうそれも駄目なのか。町長の御見解をお聞かせください。 

○４番（温水宜昭君） 
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 繰入れを２億しかしないということをおっしゃっているわけですよ。例えば、３億必要になったと

した場合に、その残りの１億について民間から借り入れるのか。または町が貸し出すという形を取

るのか。それが可能なのかということを今、聞いているんですけれども。分かりました。 

○町長（高妻経信君） 

 失礼しました。今、病院の運営の現状がどうかと申しますと、２年度当初など、病院のいわゆる運転

資金とか必要になるわけですけども、そういう場合は、町のほうから一般会計のほうから一時繰替

えをしていると。これはもう毎年度、当然、病院のほうから返してもらっているわけですけども、そ

の民間から借り入れるかどうかということになりますと、これはまだ現状では何とも申し上げませ

んけれども、病院としてということよりも、今、串間の例を出されましたけれども、当然、町のほう

にも当然、病院のほうから相談があるものと思っております。ですので、決して一般金融機関等か

ら借入れをするような事態を現状としては考えられないことはありませんけれども、そういうこと

が予想されれば、また病院と協議をしたいと考えます。 

○４番（温水宜昭君） 

 町長が町民のその報告会というか、その中で、あまりにもこの２億円というお金が大きい部分があ

って、町は、結局２億円については、もう自主的な経営でできるというふうに判断されたと思うん

ですよ。だから、そこ辺の誤解が、まあ生じる可能性があるわけですよね。私ら、私自身も最初、そ

の２億円という話を聞いたときに、基準外の繰入れが２億円を超さないというふうに最初、理解を

しておったんですけども、だんだんこういろいろ調べていくうちに、もう全体で２億円ということ

になるとなかなか厳しいのかな。だから、要は、町がそこ辺に対してのもう少し細かい説明をされ

ておれば誤解もなかったのかなとちうふうに、私自身は受けたもんですから、今、話を、質問をさせ

てもらったんですけども、やり方とすれば、今までのやり方で、あまり２億円という金額にこだわ

る必要はないという考え方でよろしいんですかね。 

○町長（高妻経信君） 

 この２億円の話ですけども、これは町政報告会等でも、病院の収支見込み等をお示ししながら、そ

の中で、私の説明の中で、これまでのようないろいろな経営補助、経営補助についてはしないとい

うことを説明をさせていただいております。ですので、この２億円というのは、あくまでも繰出基

準の範囲のものというふうに考えております。そういうふうに御理解いただきたいと思います。 

○４番（温水宜昭君） 

 ちょっと分かりにくい部分もありましたけれども、次に進みます。 

 次の質問ですけども、改革プランの４４ページに、令和６年から９年までの方向性が示されており

ますけれども、９年度には黒字じゃないんですけれども、損益としてはプラスの数字が出ておりま

すけれども、この目標に向けての努力していく。とあと課題ですね、そこ辺についてどういうふう

にお考えでいらっしゃるかお伺いをしたいと思います。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 

 御質問にお答えいたします。 



- 109 - 

 議員の御指摘のとおり、令和６年３月に策定いたしました国民健康保険高原病院経営強化プランは、

令和６年度から９年度までの４年間を計画対象期間とし、最終年度の令和９年度において計上損益

を黒字化する内容となっております。 

 令和９年度の経営強化プランの数値と令和５年度決算値の比較をいたしますと医業収益は約８,０

００万円の収益増、医療費用については約７,８００万円の支出削減を目指すこととしており、医療

損益につきましては、令和５年度決算値の約３億１,０００万円からその半分に相当する約１億５,

０００万円まで損失を抑える内容となっております。 

 また、医療収支でございますが、同じく、令和９年度の経営強化プランの数値と令和５年度決算値

を比較いたしますと、医療外収益は約４,０００万円の収益減、医療外費用は約１７０万円の支出削

減となり、医療外においては、大幅な収益減少となりますが、医療損益の赤字幅を２分の１に圧縮

したことにより、計画上の計上利益は約５００万円の黒字となることが示されております。 

 当院といたしましては、現状としては、この目標を目指し、当面の入院病床の月平均稼働数を具体

的には３６床以上に設定することで、医業収益の改善を目指す方針を院内職員に周知しているとこ

ろでございます。 

 今年の７月、８月期は、民間病院では受入れが困難な新型コロナウイルス患者等が急増したことに

より、発熱外あるいは発熱の救急件数が増加いたしました。 

 このような状況の中、院長をはじめ鹿大非常勤医師が必要に応じて入院指示を的確に行い、看護部

が中心となってベッドコントロールを行うことで病棟運営の連携強化が図られ、最近では３６床を

超える稼働病床の報告が増えてまいりました。救急受入れについても例年５０％だった応受率が７

０％を超える月もあるなど、救急告示病院としての役割を果たすべく尽力させていただいておりま

す。 

 まだ半年も経たない状況ではございますが、私自身としては、経営改善の手応えを感じる一方、こ

の状態の持続可能性については、まだまだ検証材料が不足していることから、今後とも慎重かつ冷

静な分析が必要であると認識いたしております。 

 また郡山議員の御質問においても答弁いたしましたが、経営強化プランの積算上の問題、こういっ

たものも考慮しなくてはならないと考えているところでございます。 

 以上のことを勘案いたしますと、医業収益のさらなる向上のために、あらゆる手段を検討する必要

がございます。 

 毎月開催される経営管理会議を通じ、診療報酬加算の可能性の模索や収支の向上につなげる様々な

方策を職員とともに考え、確実に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○４番（温水宜昭君） 

 事務方のほうから努力していくということで、計画ですので、令和９年度にまた検証はできるかと

思いますけれども、なかなか今までの経緯を見ていますと、厳しい状況に置かれているのかなとい

うふうに私は感じております。 
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 町長に通告はしていませんでしたけれども、実際、高原町も福祉課のほうで健康に対するいろんな

予防とか、そういうふうに力を入れておられますけれども、実際、病院のほうでは経営的なものか

ら見ると言い方、表現が悪いかもしれませんけれども、片や健康を維持し、増進していく。そして、

片や経営的には、入院患者とか、そちらが増えていかないとなかなか経営改善にできないというア

ンバランスな形だと思うんですけども、先ほど経営、形態についても、だから町長は両方を進めて

いかなくてはいけないということであれば、なかなかそこ辺のつじつま合わせが厳しいのかなとい

うふうにさっきは質問したんですけれども、今の事案について通告はしておりませんけど、町長が

考えていらっしゃる部分があれば答弁をお願いします。なければもう構いませんけれど。 

 もう、１回言いましょうか。結局、町本体のほうでは病気にならないように推進しているのに、町立

病院では経営が厳しいから、患者さんが増えてもらうのは困るわけですよね。だからそういうアン

バランスな政策をしているわけですから、町長の立場と経営的な立場におられたときにアンバラン

スな部分はありませんかというのを聞いたんですけど、どう思われます。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの御質問ですけども、これは当然、私は町民が誰しも健康であってほしいというのはもち

ろん一番願うとこです。これがそれぞれの家庭の幸福あるいは地域社会の活性化その他の面、当然、

そのために、担当課或いは町を上げて健康づくりというのは推進をしているということは、当然、

これはどこの自治体であってもそうであると思います。 

 病院というものは、片や誰しも年をとりますと健康が維持できなくなる、あるいは事故等でよるけ

が、様々ございますけども、そういったときに病院の役割があるわけであって、その私の政策の中

で両方を進めるというのはもう当然、その中で病院経営はしていかなきゃならないと考えています

ので、そこはバランスというよりも、これはもう当然の私の両方を進めるというのは義務、責任だ

というふうに考えております。 

○４番（温水宜昭君） 

 答弁のとおりだろうと思いますけれども、両方を推進していくというのは、なかなか厳しいのかな

という、私個人の考えですけども、そこら辺をちょっと聞いてみたところ。 

 病院の最後になりますけれども、地域医療連携推進法人構想ちうのが改革プランの２６ページに至

っております。 

 結局、えびの市、小林市、高原町、この２市１町での連携だと思いますけれども、以前、高原町が合

併をするときに、小林市本体の病院として高原病院を診療所みたいな格付であられて、当時の町長

さんたちが、まだ経営もよかったわけでしょうから、合併をしないということで今まで進めてこら

れたわけですけども、だから、この令和７年度からの連携事業開始について、私個人ではそういう

経緯があって、果たして小林市さんが同等の病院として扱いをされるのかなあという疑問もありま

すけれども、そこら辺は、市長さんやら町長との話の中で出てくることかもしれませんけども、そ

れについてお考えがあればお聞かせください。 

○町長（高妻経信君） 
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 今回の西諸の３公立病院で、地域医療連携推進法人を設立をするという、このことについては、御

質問にありましたこの経営強化プランにもあるわけでございます。そういった中で、これまで３首

長、そして、それぞれの公立病院の院長、そして、関係職員が集まりました会議が１回ございまし

た。 

 しかしながら、具体的な中身の検討、議論にはまだ入っておりません。今後、当然、小林市立病院が

経営強化プランを見ましても中心的な役割を担うことになるかもしれませんけども、そういった中

で、高原病院とえびの市立病院そして小林市立病院、それぞれが役割分担あるいはこの西諸地域と

しての医師確保、こういったものを取り組んでいくということの設立する法人でございますので、

ただ温水議員の御質問の中でありましたそういった懸念をお持ちだということでございますけれど

も、私としては、この医療法人を設立する方向は決定をいたしておりますので、その方向でするも

のと考えております。 

○４番（温水宜昭君） 

 この病院問題で、一番私が懸念するのは医師の確保だと思うんですけれども、これは皆さん共通し

た意識を持っておられるとは思います。この連携事業の中で、医師の確保に向けても取り組んでい

くということであった場合に、例えば小林市民病院のほうから高原町の病院の医師が不足するから

お願いしたいとか、そういうところまで突き詰めた話をされていくのか。恐らくそういうふうには

なりにくいのかなという気はしますけれども、そこ辺は、町長はどうお考えになられていますか。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま御質問にありましたような内容については、まだ協議はしていないとこでございます。 

 ただ、この法人の目的の中で、当然、この人口が減っていく中で、３公立病院がこの西諸地域で割と

役割を果たしていくか。その中では、様々な形が考えられるわけですけども、今、具体的な内容の質

問ございましたけれども、そういったこと等も今後、検討されるのか、そこら辺もまだ決定をして

いないところであります。 

○４番（温水宜昭君） 

 分かりました。最後になりますけれども、病院で。私がこの強化プランを読ませていただいた中で、

１４ページから２０ページに、高原町民の高原病院への受診率が書いてありますけれども、欲を言

えば、もう少し高原の町民が高原病院を受診利用していただく、こういう部分にもある程度、力が

必要なのかな。高原病院以外にも私の病院もございますので、なかなか厳しいと思うんですけれど

も、やはり経営的なものを考えれば、ある程度、患者数も増やしていかないといけないのかなとい

う気持ちでおりますので、この辺のパーセンテージをもう少し上げられるような努力も必要なのか

なというふうには感じております。答弁よろしいですけども、そこ辺も頭に入れられて、今後の方

針なり進め方をお願いをしておきたいと思います。答弁結構です、通告していませんから。 

 次に、マイナ保険証利用についてでありますが、先ほど、私の勘違いで、町が出されている部分につ

いては、全体のことであったというふうにお聞きをしたんですけれども。国民健康保険でも社会保
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険でも町民に変わりはないのかなというふうに思いましたけれども、なかなかそこへの情報が入り

にくいということをお聞きしましたので、もうそれ以上のことは、申し上げませんけれども。 

 令和４年の７月に、総務省がマイナ普及率、なかなか人気がなかったのか、地方があまりマイナ普

及に取り組んでいるんだけれども、なかなか交付率が上がらんということで、当時の総務省のほう

から地方交付税との紐づけということで言明をされたことを記憶しておりますけれども、実際、町

のほうにそういう交付税に対する減税というか、そういう部分があったかなかったのかをお尋ねし

たいと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 普通交付税において令和５年度、６年度マイナンバーカード保有枚数を基礎数値とする地域デジタ

ル推進費という算定項目がございますが、この項目の中で、令和５年度調査時点の保有枚数が本町

は６,８９０枚。人口に対する保有枚数率が７６.５％。令和６年度が保有枚数が７,０６３枚。人口

に対する保有枚数率が７９.９％というふうになっております。この地域デジタル社会推進費に係る

基準財政需要額がここ２年増額となっていることから、本庁には、マイナスの影響はなかったもの

と捉えております。 

 以上であります。 

○４番（温水宜昭君） 

 増えたほうであるという回答で、答弁でございました。よかったなとは思いますけれども。 

 次に、実際の健康保険証の中で、保険料の未納者がいらっしゃるわけでありますけれども、このマ

イナ保険証の、こういう方々のマイナ保険証に対する町の基本的な考え方なり、対処法があればお

伺いしたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 国民健康保険税未納者の方とマイナ保険証未取得者の対応についてお答えします。 

 国民健康保険税の未納がある方については、様々な事情を抱えていらっしゃることと思いますけれ

ども、まずは完納をしていただくこと、こちらが大変重要であると思います。 

 つきましては、税務会計課と連携しながら未納者に対して早期完納を促すことを優先していくもの

でございます。 

 それでも、なお完納が難しい方につきましては、国及び県内自治体が示す方針を参考にしながら、

また近隣２市とも取扱いの協議を実施し、対応していく予定でございます。 

 マイナ保険証未取得者については、医療機関等が必要とする情報、受診者の氏名、生年月日、保険者

番号等が記載されている資格確認書を交付するものでございます。 

 交付された資格確認書を医療機関の受付窓口で提示することにより、これまで同様、医療機関等で

の受診が可能となるものでございます。 

 以上でございます。 

○４番（温水宜昭君） 
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 マイナ保険証が今年の１２月２日から開始されるわけですけれども、実際、未納者に対する取組は

ひょっとして間に合わないのかなという気はしているんですけれども、先ほど、課長がおっしゃら

れた資格確認書ですか、これについては、私は１年を期限として考えておるんですけれども、最終

的に、実際、マイナ保険証の交付が１００％になるのかは疑問なんですけども、当局、当課として、

その辺についてはどういうふうにお考えになられています。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 今、議員が申しされたのが、短期証のことかなとは思ったんですけれども、短期証につきましては、

こちらについても一応、廃止に伴いまして特別療養費、窓口負担１０割の通知という部分がござい

ますけれども、こちらにつきましては、長期にわたる保険税滞納者に対しまして保険料の納付を促

す取組として、この制度が加わりまして特別療養費の支給に変更する旨の事前通知を行うこととい

うふうになっておりますけれども、この特別療養費の対象者について基準となります滞納額とか、

あとは滞納期間等は、現在、検討中でございます。 

 これ方針というか、今は決定はしていないんですけれども、本件については、県内の自治体の状況、

あとは近隣の医療機関等、自治体も、近隣の自治体も含めてこちらの状況もございます。 

 さらに、医療機関等を含めて薬局等、こちら等の調整等も必要になってきますので、実現に、実際に

まだ具体的な結論は出ていないんですけれども、本町のみで解決できる問題ではないので、今後、

また各自治体とも協議しながら結論を出していきたいと思っております。 

 以上です。 

○４番（温水宜昭君） 

 今後の検討課題ということでありますけれども、国が１２月２日ということを、期限を切られてい

ますので、地方当局も、そこに合わせる形で努力していくというふうに受け止めたいと思います。 

 また、今月の新聞等で、マイナ免許証を来年の３月に開始するという報道がありましたけれども、

実際、町との関わりは薄いと思いますので、質問はいたしませんけれども、なかなかもう今からこ

ういう時代になっていくのかなというふうに考えるところであります。 

 最後に、ごみ処理問題についてお伺いをしたいと思います。 

 町のほうから、壇上からの質問については、まだはっきり決まってはいないということでありまし

たけれども、選択肢は、私は３つあると思っているんですよ。 

 自分ところでつくって処理していくっていう方法、また民間を利用する、公的には今、えびのとさ

れていますので、ここが一番強いのかなあというふうには感じておりますけれども。実際、自分達

で運営していくということは不可能という考えでよろしいですかね。今、町長が感じておられるこ

とで、いや、もう自分のところで何十億かかってもつくって処理施設をするんだという、また、もう

時期的にもありませんけれども、そこ辺のお考えも含めて、民間ですね、３つあるわけですけど、そ

こ辺について再度、答弁ができましたらお願いします。 

○町長（高妻経信君） 
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 ただいま方法としては３つあるんじゃないかということで、そのとおりであると私も考えておりま

す。その中で、今、ございましたように、高原町が自前でこの処理施設を建設していくかということ

については、私は、この将来的な財政負担などを考えますと、この方法は私としてはないと考えて

おります。 

 現状でございますけども、この残った２つの方法のいずれかになるわけですけども、当然、経済性、

費用の面もあります。それと、安定性といいますか、継続性、様々多方面から検討を今、している最

中でございます。 

 申し上げましたこの結論については、そう遠くない時期に決定をし、また議会にも報告をさせてい

ただくことになろうかと思います。 

○４番（温水宜昭君） 

 結論がまだ出ていないということでありますので、また１０月以降に、そこ辺は議会に対してのお

知らせもあるということでありましたが、実際、えびの市に依頼しているのが一番近いのかなとい

うふうに、私自身は考えておりますけれども、明確なまだ答弁はできないということですので、そ

れはそれでいいと思いますけれども。 

 次に、美化センターが解散されて、もう小林との共同経営も今、されていないのでありますけれど

も、浸出水処理施設の管理についてお尋ねしますけれども、ここが県の認可が下りれば解体をする

という方針だと思いますけれども、これに対して１億６,０００万ぐらいですか、費用がかかるとい

うことでありますけれども、実際、解散をするときに高原町が１億、小林が６,０００万でしたかね、

分けておられると思うんですけれども、これは今、高原町の配分の１億円については、何の基金に

積み立てておられるのかお伺いをしたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 積立金につきましては、財政調整基金に積んでおります。 

 以上です。 

○４番（温水宜昭君） 

 もう解散して４年ですかね、もう経つわけですけれども、ここで県が許可をした場合は、解体をし

てもいいということでありますけれども、実際、町として１億数千万ですか、かけて解体はしなけ

れば県のほうからのペナルティーとか、そういう部分があるのかをちょっとお伺いしますけれども、

よろしいですか。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えします。 

 浸出水の処理施設につきましては、令和６年の８月８日、こちらで実施しました県の要望活動の際

に、県の廃止に関する基準を定める要綱の作成、こちらについて本年度中に行うということで回答

いただいております。 
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 今後は、この要綱によりまして廃止に至る年数等が示されることとなりますので、それに従いまし

て小林と協議して、また給付費用の撤去にかかる費用等も含みますけれども、検討することになろ

うかと思います。ですので、ペナルティーというか、いつぐらいになるというのがまずもってまだ

分かっていない状況ですので、ペナルティー等については、現在のところまだ把握していないとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○４番（温水宜昭君） 

 この管理料ですね。浸出水処理施設の管理に約１,８００万ぐらいかけていらっしゃるんですけれど

も、小林と竹原町で５５、４５の配分でされておりますけれども、実際、その解体になれば、このお

金は浮くんですけども、解体の費用が大分かかるというふうに考えた場合に、なかなかそこへんの

期日なんかの決定も、なかなか厳しいのかなというふうには思いますけれども、決定がまたなされ

た時点で、報告を受けてから私としてもまた考えていきたいと思いますので、これ予告していませ

んから、よろしいです。 

 次に、ごみ袋の値上げをめぐっては、各地でいろんな論争が起きていますけれども、自治体による

と、値上げによる効果としてごみの量が減るんではないかというような形で、値上げをする自治体

もございますし、また一定の枚数を毎年、全戸に無料配付する自治体もあるというふうに伺ってお

ります。 

 令和６年度の予算で５６０万円の売上げ、そして製作費用ですか、これが７５０万円ぐらいで上が

っておるんですけれども、今後、ごみ袋の単価についての値上げとか、そこ辺を考えていらっしゃ

るかお伺いしたいと思います。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 議員、御指摘のとおり、本年度予算におけるごみ袋の政策費用と販売収益の差はあるところでござ

いますけれども、今後、不足する費用を販売価格に反映させることは、段階的に値上げをしたとし

ましても、住民への負担を強いることになりますので、次年度、令和７年度になりますけれどもに

つきましては、現在のところ据え置く予定でございます。 

 しかしながら、製作販売価格の均衡につきましては、今後も状況を見ながら調整していくことは必

要であると考えております。 

 以上です。 

○４番（温水宜昭君） 

 分かりました。最後の質問になりますけれども、以前、私は、ごみ袋の販売が役場と民間業者によっ

て差があるということで、そこ辺についてお伺いをしたことがあったんですけれども、小売店の独

占禁止法違反行為を誘発する恐れがあるというお答えを頂いたんですけども、実際、小林なんかも

ちょっと調べてみたんですけども、そこは全部の委託で町が関わりはないということでありました

けれども、基本的なお考えだけをちょっとお聞かせください。 
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○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 公正取引委員会によりますと、ごみ袋販売について行政が一定価格で販売するよう指導することで、

小売店独自もしくは小売店間の競争を通じた価格引下げの機会を阻害しまして、消費者に不利益を

被る恐れがあること。また行政が小売店に一定の価格水準価格帯を示す場合、当該行政指導で示さ

れた価格を目安とし、小売店間において共同して価格を決定することとなれば、小売業者が独占禁

止法に違反する恐れがあるという見解があるところでございます。 

 こういったことを踏まえまして、本町におきましては、行政による価格指導は行っていないところ

でございます。 

 このため、本町のごみ袋販売を担っていただいております店舗におきましては、営業時間や維持管

理費、人件費等の経費、各店舗の事情によりまして異なる価格設定となっておりますけれども、ど

この小売店でも気軽に買い求めができるといった町民の利便性、こちらを考慮しまして販売店を限

定せずに協力をいただける全ての店舗にごみ袋の取扱いをしていただく方法を採用しているところ

でございます。 

 しかしながら、今後、統一の価格を設けることのできる販売店の指定制度とするのか、これまで通

り小売店を限定しない自由競争制度を取るのかにつきましては、町民ニーズを勘案しながら調査研

究してまいりたいと考えております。 

 なお、販売の実情につきましてですけれども、現在、町内外約２０店舗に販売の協力をいただいて

おりまして、役場窓口販売価格、こちらが今３６０円となっておりますけれども、に比べまして１

袋当たり１０円安い設定から２０円高い設定での販売が実勢価格となっているようでございます。 

 以上でございます。 

○４番（温水宜昭君） 

 最後ですけれども、今、課長が読み上げられた部分については、私も手元に資料がありますけれど

も、現実的に、安くしようっていうのに、安くしたいのに、なかなかそこ辺を町なりが指定すると、

なかなか独占禁止法にという理由が書かれていましたけれども、実際、安くするのに、独占禁止法

に当てはまるのかなという疑問はありますけれど、そういう事例があるということだけは承知いた

しましたので。今後、少しでも値下げなり、統一した価格になれるように努力していただきたいと

いうことを申し上げ、一般質問を終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで温水議員の質問を終わります。 

 次に、８番、山下香織議員。 

○８番（山下香織君）                             〔登壇〕   

 通告に従い、５つの項目について質問します。 

 まず１つ目、町長の政策についてお伺いします。 
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 本町は、宮崎市のこども政策や都城市の移住政策のような自治体の目玉となるような政策が見えて

こないという声を多々聞こえてきます。 

 具体的に申し上げると、町長が今、一番やりたいことが見えてこないのだと思っています。 

 現在、町長はどの分野に力を入れていきたいと思っているのか、具体的に教えてください。 

 次に、ふるさと納税について。 

 郡山議員も質問されていたので、重複するところは省かしていただきます。 

 高原町に寄せられたふるさと納税について、町長にお任せ判断の項目の納税額を教えてください。 

 続いて、犬猫に係る助成について。 

 県の不妊手術の助成金について、私が議員になって初めの定例会の一般質問からずっと申し上げて

いますが、まだまだ進んでいないと感じています。ですが、困っている猫トラブルの声はとても増

えてきています。手続の手順の多さや複雑さにより、ハードルが高くなっていることも要因の一つ

になっているのではないかと思います。 

 そして、先日、震度５弱の地震が起きましたが、災害どきは、普段の生活の中でも起きる犬猫の迷子

の件数がぐっと上がります。その際、犬猫へマイクロチップの埋め込みが行われていれば、確実に

飼い主のところへ返すことができるようになります。散らばってしまった犬猫を見つけた人が、飼

い主が見つからなければ、自分が飼養しなければいけないのかという保護をちゅうちょしてしまえ

ば、最悪の場合、野犬や野良猫になってしまいます。 

 実際に福島や、今年１月の能登半島の災害でも、そういった犬たちが野犬化し、現地は非常に危険

な環境となっています。 

 猫に関しては、犬よりさらに難しく、大きな地震が起きると、大抵の猫はパニックを起こして逃げ

惑ってしまいます。捕まえてから避難するということはできないことが多いです。 

 今回、日南の地震のときに、猫を飼っている方々から、猫と一緒に逃げたいがどうしても猫が捕ま

らない、もしくは見当たらない、どうすればいいのかと多数御連絡を頂きました。こういった場合

は、捕まえられる猫だけを連れ、残った猫に関しては、自力で逃げられるように窓を開けて避難し

てくださいとお伝えしているのですが、散り散りになってしまった猫たちを、災害後、後ほど探し

出すのが本当に大変だったとおっしゃっていました。 

 さらに、災害どきは人命が最優先であるため、役場へ寄せられる、この迷子の犬猫はどうすればい

いのかといった問合せ一つ一つに答える余裕はないかと思います。ですが、マイクロチップが埋め

込まれてさえいれば、飼い主の情報を読み取り、どこどこの誰々さんに連絡を取ってみてください

と案内することも可能です。 

 以前、一般質問の際に、マイクロチップの件で町の担当課長より、なりわいとしている人がマイク

ロチップの埋め込みを推進してほしいと回答がありました。なりわいとしている機関も頑張って推

進したいところですが、行政のバックアップがなければ難しい現状にあります。マイクロチップは

飼い主の努力義務ということではありますが、環境省によると都道府県等の動物愛護担当局が担う

とされていますので、本町にも周知や推進をお願いしたいと考えています。 
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 こういったことを踏まえ、今後は県の事業だけに頼るのではなく、町独自の事業として不妊手術の

助成、さらに手術済みの犬猫へのマイクロチップ埋め込みに係る助成を行っていただきたいと考え

ます。いかがでしょうか。 

 続いて、町民に向けた政策について。 

 町民から得た貴重な税収の使い道として、今後は、外からの移住者に対する政策だけでなく、今住

んでいる町民に対する政策も必要と考えます。 

 まず、町内で起業したい、お店を開きたいと創業を考える人に向けた助成に関して、現在の助成の

条件は今の高原町に合っていますでしょうか。この助成について、コロナの時期を除いた直近１年

の問合せ件数と、利用件数を教えてください。 

 福岡市で行われているスタートアップカフェという事業があります。創業を志す方をサポートする

ため、起業の準備や相談ができる施設で、開業ワンストップセンターで法人設立に必要な各種手続

をまとめて行うことができる上、オンライン申請もできるため、それぞれの窓口を訪問しなければ

ならなかった負担を軽減することができるそうです。 

 福岡市のように大規模な施設は難しいかもしれないですが、小さな窓口からでもワンストップで創

業まで持っていくことができれば、町内のにぎわいにも直結していくのではないかと考えます。こ

れに関し、御意見をお聞かせください。 

 そして、今後、創業を希望する人に向けた助成として、新たな助成制度の新設を検討していただけ

ないでしょうか。現行の助成だけでは、条件も限定的であり、金額も少なく、現実的な手助けとなる

には心もとないと感じます。年齢や性別にかかわらず、もっと積極的に創業してもらい、町内を盛

り上げてもらうためには、町からのバックアップが必須と考えます。 

 空き家や空きテナントなど物件を町で買い取り、創業希望者へ賃貸として貸し出しするだけでもか

なりの初期費用軽減となり、起業のハードルを下げることができるのではないでしょうか。 

 本町の特産品を使った商品の開発など、コンテストもされていましたが、とてもたくさん応募され

ている方がいらっしゃったのを見ました。それに関しても地域おこし協力隊の町民版のような制度

があれば、もっと魅力的だと考えます。ご意見をお聞かせください。 

 最後に、畜産業・農業に関する政策について。 

 現在、畜産業・農業においては担い手不足が深刻な問題となっています。一般的なイメージとして、

休みが取れなかったり、力仕事であったりなど、大変な部分が包括されていることも大きな要因で

はないかと考えます。 

 先日、鹿児島県の南九州畜産獣医学拠点スクラブという施設の見学に行かせていただきました。こ

の施設には牛舎と鶏舎があり、そのどちらもアニマルウェルフェアに従った施設になっており、畜

産動物が自由に動ける環境で、８月の暑い日に私は行きましたが、エアコンとかをついているわけ

でもないのですが、涼しく快適な環境の施設になっておりました。 

 実際、人に関しては、ふん尿の清掃の手間も少なくなり、管理における負担もかなり軽減されてい

るようでしたし、動物に関しては、拘束されるストレスもなく、どの個体も穏やかに過ごしている
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様子でした。このような、今の高原町の畜産業ではなく、また違う畜産業の在り方があるというこ

とが広く知られれば、将来の職業選択として候補の一つとなり得るのではないでしょうか。 

 まずは子供たちに、畜産業・農業に対する新しいイメージを持ってもらうため、こういった新しい

取組をしている国内企業への研修を支援したり、興味・関心の強い子供に関しては、日本と違った

海外の方法を学ぶ留学費用の補助を行ったりなど、本町ならではの就学支援・留学支援を推進でき

ればと考えております。これに関しても御意見をお聞かせください。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。                    〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 ただいま、山下議員から大きく５つの御質問をお受けしました。お答えいたします。 

 まず、１問目でございました、町長が今一番力を入れている政策は何かというような御質問でござ

いました。 

 私は、令和３年の１０月に２期目の就任をさせていただいております。その中で、幸せ実現構想と

いうことで、１４項目の公約を掲げさせていただいております。現在、町民、議会の御理解を得なが

ら、その実現に努めているとこでございますが、１期目からも考えますと、自分なりにほぼ達成で

きたと評価しているものもありますが、一方では、就任当初の１期目から現在も進行中のものも様々

ございます。 

 そういった中で、やはり私が最も本町の状況を見たときに、これは日本が抱える大きな課題でもご

ざいますけども、一つがやはりこの人口減少であろうというふうに思っております。本町におきま

しても、経済減退、農業を始めるとする地場産業の後継者不足、学校の存続、地域の伝統行事の継

承、このように多くの影響が出てきているところでございます。 

 この人口減少対策といたしましては、本町では企業誘致、あるいは移住・定住支援、こういったこと

を行ってきておりますが、やはり、一番この人口減少対策の中で課題になっておりますのが、若者

が町外に流出をしているということではないかなと思っております。 

 私も、２期目の就任に当たりまして、やはり、本町で若い人たちが、まず町に魅力を感じてくれるこ

と、そして町内で起業をしていただくこと、そしてまた、高原町に残って、また、親元も含めて高原

で働いていただくこと、様々なことが大事ではないかなと思っております。 

 そこで、私が２期目に入りましてまず取り組みましたのが、地域商社の設立でございました。この

地域商社は、当初、町が、言えば職員が中心になった形で、いわゆる高原町が中心になって運営をす

る方法など、全国の様々な事例等も参考にしながら、どういった仕組みで設立するかという検討を

してきました。 

 その中で、私は、やはり民間の活力を、この地域商社の中で活力を発揮していただく、そういった組

織にしたいということもありまして、現在、株式会社として設立に至っております。初年度は、町の

職員を２名派遣をいたしておりますけども、現在は会社で全て今、運営をいたしているとこでござ

います。 
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 この地域商社の活動につきましては、まず若者の私は定住につながっていくものというような理解

をいたしております。現在の奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社、町が出資をしまして、令

和４年３月に設立しまして、今２年半が経過をしたところでございます。ふるさと納税業務を中心

に、今、業務を行っておりますけども、そのほかに、このふるさと納税を一部原資としました自主事

業も、年々活発になってきております。 

 この事業につきましては、町民と連携し、特産品の開発とか、あるいは観光関連、事業承継、関係人

口づくりなど、この全てが町の公益的な事業を展開しているんではないかというふうに考えており

ます。この世の中で、若者の起業、あるいは町民の所得向上につながっております。 

 地域商社の活動が、若者の活躍の場を創出したり、あるいは町外の若者が高原町に目を向けてくれ

る、そういった機会になるものというふうに考えております。高原町が出資者でございます。そし

て私も取締役でございます。今後、この地域商社の活動をさらに促進をしていくこと、これが若者

の本町の定住にもつながっていくものと、町全体の活性化につながっていくものというふうに考え

ております。 

 一方、進んでいないものがあるかというような質問でございました。先ほど申し上げましたけども、

私が自己評価をしますと、まだ完了していないもの、今進行中のもの、まだまだございます。やはり

私が今、財政の状況というのもございますけども、公共施設の整備、庁舎、学校、中央公民館、保育

所、体育館、こういったものが私の１期目からの公約に掲げておりますけども、まだほぼ手がつけ

られない状況でございます。 

 そういった中で、南海トラフ地震の脅威というのもございます。やはり、質問でもございましたけ

ども、電算システム等、あるいは基管理部分も優先的な移転というのが、この公共施設の中では先

に取り組むべきではないかというふうに考えております。 

 それと、政策というか、課題としては、やはりこの病院の経営改善があろうかと思います。これまで

の議会の中でも、この病院問題につきましては、今回もそうでありますけども、多数の議員から質

問を頂く中で、現在、令和６年度、今の新しい体制で動き始めておりますけれども、まだまだ厳しい

状況も見込まれております。そういう中で、病院内部では、院長、職員、それで工夫をしていただき

ながら、今、日々取り組んでいただいているところでございます。 

 まだまだ、現在取り組んでいることは様々ございますけども、特にという御質問でございましたの

で、私は、当初から町のやはり産業振興という面、あるいは人口減少、こういったものを考えたとき

に、２期目でこの地域庁舎を立ち上げたということをお答え申し上げたいと思います。 

 次に、ふるさと納税の御質問にお答えいたします。 

 具体的な数字の御質問でございましたので、申し上げたいと思います。 

 令和５年度の実績でございます。いわゆる納税をされる方が、目的を指定をされて納税をされるわ

けですけども、その指定された使途別に申し上げます。 

 令和５年度、まちづくり・市民活動に対するものが、件数が７,８１７件、金額にしまして１億８,６

３７万９,７００円でございます。 
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 次に、スポーツ・文化振興に対する寄附が、件数が１,１６９件、金額が２,８５７万１,５００円で

あります。 

 次に、健康・医療・福祉に対する寄附が１,３９１件、金額が３,０２４万３,８００円であります。 

 次に、子ども・子育てに対する寄附が５,９９８件、金額が１億４,７９８万８,６００円であります。 

 次に、地域・産業振興に対する寄附でありますが、件数が１,０２５件、金額が２,５５０万９,００

０円であります。 

 次に、観光・交流・定住促進に対する寄附が３７３件、７８９万４,３００円であります。 

 次に、災害・復興支援に対する寄附が９６件、金額が１６７万７,５００円であります。 

 そのほか、分野を指定しない寄附がございます。件数が８,０９６件、金額が１億５,２６０万１,５

００円であります。 

 そして最後に、その他、まだほかに項目がございますが、その他の項目に対する寄附金が１６０件、

６３７万８,０００円というふうになっております。 

 なお、このほかにポータルサイトによっては、町長にお任せ判断というような受入口もあります。

これは、先ほど申し上げました分野を指定しないという項目の中に含まれております。ですので、

この町長お任せ判断というのは、ポータルサイトによってあるとこと、ないとこがあるというふう

になります。 

 最後の御質問でございました。失礼しました。町民に向けた政策の中で──失礼しました。その前

に犬猫に係る助成金、これについてお答えいたします。 

 動物の命と尊厳を守り、不必要に殺したり苦しめたりすることないよう、適切な管理をするために、

犬猫の不妊去勢手術は重要な取組の一つだというふうに考えております。 

 現在、本町におきましては、不妊去勢手術につきまして、県の地域猫対策事業における野良猫の不

妊去勢手術を推進しているところであります。引き続き、広くこの事業を知っていただくために、

区長会、あるいはホームページ等で周知を図ってまいります。 

 ただ、不妊去勢手術の大切さの認識は、現在、本町におきましても、少しずつではありますけども、

広がってきているんではないかというようなことも感じております。 

 確かに、議員御指摘のとおり、申請手続がやや煩雑に感じられる方もおられると思いますけども、

手術費用がかからず、捕獲器の貸与があり、捕獲方法も専門知識による指導を受けることができる

ような事業でございます。大変有効であるというふうに考えております。このようなことから、本

町としましては、引き続き周知を図ってまいりたいというふうに考えます。 

 次に、マイクロチップ埋め込みについて御質問がございました。 

 マイクロチップにつきましては、一度埋め込むということになりますと、首輪や名札のように外れ

落ちる心配がなく、半永久的に読み取りができる個体識別証になるものであります。現在、犬猫等

販売事業者においては、販売時装着が義務化されておりますが、既に飼われている犬猫へのマイク

ロチップ装着については、飼い主の努力義務となっているようであります。 
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 御指摘のとおり、地震や水害、事故などによって飼い主と離れ離れになった際、この犬猫の所有者

特定を容易にできることや、保護された場合、速やかに飼い主の元へ戻すのに有効な手段だと考え

ております。 

 しかしながら、このマイクロチップ装着に関する独自の助成につきましては、本町の財政状況下に

おける費用捻出、また、事務の煩雑化が想定される中での体制整備・強化等、抱える課題も多くござ

います。このため、県内や近隣自治体の動向を見据えながら、慎重な調査研究が必要であるという

ふうに考えているところでございます。 

 次に、町民に向けた政策について、大きく３項目の御質問がございました。 

 まず、１点目でございます。創業支援に対します助成の関連でございます。 

 初めに、創業支援事業の利用件数等でございますが、本町におきましては、令和３年度より、高原町

創業・起業支援事業を行っており、町内の空き店舗等を再利用し創業される方、また、町内で起業す

る方に対し、改修費や賃借料の一部を支援いたしております。 

 令和３年度から令和５年度までに１２件の相談を受けまして、そのうち８件の支援を行っており、

直近となります令和５年度におきましては、相談件数２件のうち、その２件が支援の対象となった

ところでございます。 

 次に、ワンストップ創業支援についての御質問でございました。 

 御質問にございました福岡市では、スタートアップカフェ内に国家戦略特区を活用した開業ワンス

トップセンターが、令和元年８月から開設されております。 

 創業支援等には、確かに補助事業など資金調達を含めた支援も必要ですが、起業する方々が交流で

き、相互のアイデア共有やネットワーキングを促進することが、コミュニティーの形成と連携強化

につながるものとされております。地域の大学や専門学校、産業団体と連携を図り、専門知識や資

源などが手軽にネットで共有できるなど、起業に向けた準備などが促進されているようであります。 

 本町におきましても、雇用対策の一環として、無料職業相談所を産業創生課内に設け、移住等の相

談等も適宜対応いたしております。今後は、福岡市等の事例を参考に、本町の無料相談所の体制等

を拡充させ、地域商社と連携している中小企業庁の宮崎県よろず支援拠点と連携をさせるなど、高

原町に合った創業支援やスタートアップの充実を見据え、調査・研究を進めてまいります。 

 次に、新しい創業支援についての御質問にお答えいたします。 

 財政状況が厳しい自治体におきましても、何とかして新規創業の支援を行っていきたいというふう

に考えているところでございます。本町におきましても、創業を目指す、特に若い人たちの意識を

持っている人もおります。こういった方を当然支援をしていかなければならないというふうに考え

ます。 

 補助事業、融資等に絡めた利子補給、国の制度を活用した税制優遇措置の導入などが、多くの自治

体で行われている支援策というふうに認識をいたしております。 
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 一方、山下議員から御提案の低コストで利用できるオフィススペースや設備を提供する、いわゆる

インキュベーション施設の設置などは、確かに創業者の初期費用を抑える効果があるものと考えま

す。 

 これまでの問合せ内容からも、支援するための費用、捻出も重要なポイントになるものというふう

に考えます。創業者同士や投資家とのネットワーキングイベントの開催、ガバメントクラウドファ

ンディング等を活用した資金調達や、ビジネスパートナーの発掘なども必要ではないかというふう

に考えております。 

 いずれにいたしましても、これらの支援策を組み合わせることで、新規創業者の初期費用を軽減し、

地域経済の活性化などを図ることができるものと認識をいたしており、調査・研究を進めておりま

す。 

 最後の御質問でございました畜産業・農業に関する政策についてお答えいたします。 

 ただいまの御質問にもありましたとおり、全国的な傾向であります畜産業・農業におけます労働力、

あるいは担い手不足、高齢化は本町におきましても深刻な課題というふうに捉えております。若い

世代に畜産業・農業のいい印象を持ってもらい、魅力と将来性を十分に感じてもらうことは大変重

要なことでもあります。 

 現在は、山下議員が提案されますように、研修や留学に対する予算は、町としては確保はいたして

おりませんけども、西諸管内におきましての取組といたしまして、小林秀峰高等学校へ、農業後継

者育成の活動費として、研修等の支援を行っているところであります。 

 また、県内には農業大学校もあり、文部科学省や日本中央競馬会の助成を受けて、畜産業・農業の盛

んな外国農業を学ぶ海外研修等もあるというふうに伺っております。 

 本町でも、研修や海外留学等に意欲のある方がいらっしゃれば、各種助成制度の紹介などを行って

まいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上であります。                              〔降壇〕   

○８番（山下香織君） 

 ふるさと納税のところの寄附をどのように使うか、使途は決まっていないというところの、町長に

お任せというところに入れた方もたくさんいらっしゃると思うんですけど、町長は任期があと１年

と半年ぐらいなんですが、この納税してくれた方は、今の町長に任せたいという気持ちで納税して

くださって、その項目を選んだと思うんですが、その思いを有意義に使ってほしいと皆さん思って

納税していると思いますが、何か、どのように使うとかお考えはありますか。 

○町長（高妻経信君） 

 確かにこのふるさと納税の中で、先ほど説明をしました中に、町長にお任せという項目を設けてい

るサイトがございます。私もそれを認識をいたしておりまして、そういった寄附をされる方のそう

いった気持ちを考えますと、私がその使途について判断をしてもいいんだなという、そんな理解を

いたしております。 
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 具体的には、ただ、本町の財政状況等を鑑みたときに、全てを、お任せというはっきりした金額はつ

かめない分もありますけども、全てを私が考える用途にということでは、財政状況上不可能であり

ますけども、ただ、私が今、予算の中で判断をする際に、一番ふるさと納税を充てておりますのが、

やはり子育て支援であります。 

 例えば、学校給食費の半額補助、これが、すみません。１,０００数百万程度、それと、今回の新し

い動きでありますけども、高原町を霧島山の登山拠点としていくという私の構想、そういったもの

に充てさせていただいている分はございます。先ほど言いましたように、寄附をしていただいた方

のそういったお気持ちも私も感じながらその寄附を充てさせていただいております。 

○８番（山下香織君） 

 あと、郡山議員とちょっと重複するんですけど、ふるさと納税を何にどこにどう使われたというと

ころを、もうちょっと透明化して、納税してくださった方、もしくはリピーター、そして、新しく寄

附してくださる方へ分かりやすく伝えてほしいと思うんですね。 

 ホームページなどでも載っているということだったんですが、私がぱっと見た感じ、なかなか見つ

け切らないぐらいのところに載っているのか、私は見つけ切らなかったんですけど、なので、ふる

さとポータルサイトの中の宣伝のどこかに、今までの実績だったり、今、町長がおっしゃったよう

に、霧島登山のことに使ったとか、明確化して具体的な例を載せることとかはできないんでしょう

か。 

○産業創生課長（森山業君） 

 御質問にお答えいたします。 

 今ございますとおり、ふるさと納税の寄附増におきましては、本当に実績、これを公表・周知するこ

とが非常に有効であると思っております。特に透明性の向上というのは本当に大事でございまして、

特に、今ありましたホームページ等には詳細を載せておりませんので、今後ぜひ、この実績等を載

せていきたいと思います。 

 これは継続的に載せることによって関係性も築くことができますし、今、５年に遡りまして、寄附

していただいた方に、ふるさとの情報を載せたメール、これを送っております。それによりまして、

５年前に送った方もまた寄附をしていただくという状況が発生してきておりますので、こういうこ

とに力を入れていきたいと思っているところです。 

 それとあとは、今お話がありましたとおり、寄附がどのようなものに使われたかということを示す

ことによって、高原町に対します住民に役立っているとか、例えばその地域の共感、応援につなが

ることになるというのが、このメールで分かってまいりましたので、こういうところを力を入れて、

他の市町村のホームページやら、そういうことを参考にしながら、積極的に実績、公表・周知をする

ことが非常に有効な手段であるというふうに感じておりますので、力を入れていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○８番（山下香織君） 
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 そうですね、ぜひ、今、ふるさと納税は返礼品だけでは選ばれてはいないので、社会貢献などの目的

で納税されている方が本当に多く見られていますので、具体的に高原町変わらないじゃんとなるよ

りは、高原町こんな変わったって思ってくれたほうが、どんどん、ふるさと納税も今からどうなる

か分かりませんので、今のうちにしっかり高原町という、応援したい町というのを、そういう応援

者を増やしていってほしいと思いますので、お願いします。 

 続いて、犬猫のほうに移るんですけど、マイクロチップのことなんですけど、高原町は今、ワンスト

ップサービスという畜犬登録の際に、鑑札じゃなくて、マイクロチップで大丈夫という、そういう

システムができてきているんですけど、それには加入されていますか。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えします。 

 ワンストップサービスにつきましては、議員御指摘のとおり、指定登録機関へのマイクロチップ情

報登録が、狂犬病予防法に基づく鑑札とみなされるもので、市町村、窓口での手続とか鑑札の交付

が不要になる制度でございます。 

 体制につきまして、例規の整備とか登録の手数料の、どのように徴収をするのかとか、あとは、ま

た、指定登録機関からの鑑札情報等に対する事務の手続体制、要はシステム化、こちらなど容易に

できるものではないため、実際、今のところは加入はしていないというところになります。 

 以上です。 

○８番（山下香織君） 

 これからされていく予定ではあるのかということと、狂犬病集団接種の時期があると思うんですけ

ど、その際に集団接種に行かれる方というのは、なかなか御自分で病院まで行けない高齢者の方と

かが多いと思うんですが、そういう方々に、そういう場でマイクロチップというのがあるというこ

とをお伝えして、マイクロチップって何だろうというところを周知、推進とかいうことはできない

でしょうか。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 県内においてもなんですけども、各自治体、全国においてもなんですけれども、マイクロチップの

ワンストップサービス、こちらについては取り組んでいる自治体が少ないというところもございま

す。 

 伸び悩んでいるところにはいろんな背景もあるんだろうなというところで、事務的な、先ほど申し

上げました仕組み、こちらの構築、運営管理体制の整備等、様々なハードルがあると考えられるこ

とから、今後、当町としましても、他自治体等の情報収集、こちら等を行いながら、慎重に調査・研

究していくことは必要であると考えております。 

 また、狂犬病時に周知をするということは、可能ではないかなと現状では考えております。 

 以上です。 

○８番（山下香織君） 
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 畜産業のほうに移るんですけど、アニマルウェルフェアアンケートをする、畜産業をされている方

にアンケートをするということを前回の議会で言われていたんですが、そのアンケート内容とその

結果と、その結果を踏まえて町はどのように動いていくのかを教えてください。 

○農畜産振興課長（平川昌知君） 

 お答えいたします。 

 前回の答弁のほうで、要望調査をしているということで、その方々の結果をお知らせいたしたいと

思います。 

 要望調査を、繁殖、それから、肥育、酪農の方々約２７０名に要望調査を出したところでございま

す。そのうち、１０軒の農家の方から要望がございました。 

 この事業に取り組むためには、地域の粗飼料の面積要件がございまして、５０ヘクタール以上とい

うのがございますので、まず、その組織をつくらないといけないということになっておりますので、

今、その組織体制につきまして、今度説明会を行って、どういう組織をつくっていくのかというと

ころを、今、調整をしている段階でございます。 

 以上でございます。 

○８番（山下香織君） 

 ２７０軒中１０軒だけ要望、とても少ないと思うし、もちろんこれは放牧のやつのアンケートだっ

たと思うんですけど、私が見に行った施設では放牧ではなくて、牛舎というところでの施設だった

んですけど、この施設を見ていいなとは思ったんですが、とても費用がかかるんだろうなというと

ころもあって、やりたくても、やっぱり資金だったりとか、そういうものがなかなか難しい農業さ

れている方多いと思うんですね。 

 その部分で、高原町がこれから何かしらか動けることとうことはないんでしょうか。 

 なぜかというと、今回のこの暑さで、熱中症でどんどん牛、豚、鶏が亡くなっていっていて、かなり

の損失が出ていると思います。そういうところを今、農業されている方はもちろんそうなんですけ

ど、その子供さんだったりも見ていると思うんですね。 

 そういう中で、今の状態での畜産をすること、今の環境でのというところで、なかなか今のままで

は難しいんじゃないかと思われている方もいらっしゃると思うんですね。というときに、まずは知

ってもらうというところも大切なんですけも、そういういろんな要望だったり意見だったり出てい

たら教えてください。それに対して、町は何かできるのか、動けるのか教えてください。 

○農畜産振興課長（平川昌知君） 

 お答えいたしたいと思います。 

 最近の気象状況等を見ますと、人に対しても、畜産業に対しましても、暑い日々が続いているとこ

でございますけれども、各畜産農家につきましては、それぞれ牛・豚等が熱中症にかからないよう

な工夫、天井に水を振ったりとか、風通しをよくしたファンをつけたりとか、それぞれ努力してい

ただいております。 
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 そういうところを含めまして、町といたしましても、少しでも県や国の事業を活用いたしまして、

動物にも優しい施設の導入や、堆肥舎とか、飼料の保管庫なども、この「宮崎アクション」実践事業

のほうで活用できますので、そこを含めまして、また、組織をつくらないといけないので、その中で

いろいろ要望を聞いて、県のほうに要望をしていきたいなというふうに思っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○８番（山下香織君） 

 ぜひ、どんどん、人にとっても、動物にとっても、今の気象状況というのは変わってきているので、

早く動けるような要望を出していただいて、改善できるようにお願いします。 

 ちょっと抜かしてしまったんですけど、町民に向けた政策なんですけど、本当に町で何かしたいと

思っている方々というのはたくさんいらっしゃるんですね。そこに対して、いろんなところの後か

ら見てやるとかではなくて、町が独自にいろいろ考えて、すぐに何かしらかの新しい助成だったり、

起業をしやすい、お店だったり、いろんなことをしやすいような動きをしていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。これは要望です。 

 以上で終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで、山下議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午前 ２時４０分 散会   
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教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 一般質問 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 前回の議事を継続し、一般質問を続行します。 

 次に９番、陣圭介議員。 

○９番（陣圭介君）                              〔登壇〕   

 おはようございます。通告に従い、私からは大きく４項目、債権管理、行財政改革、まちづくり事

業、病院事業について質問いたします。壇上からは、このうち債権管理に関し、債権回収の実務につ

いての１項目のみを質問し、残りの項目については、自席より質問いたします。 

 地方公共団体の債権については、収入の方法や督促、滞納処分に関して、地方自治法第２３１条、２

３１条の３など、地方自治法施行法例第１５４条等に規定されておりますが、入金処理については、

弁済充当に関する民法第４８８条から４９１条の規定が適用されることとなっております。この弁

済充当について、実務上、法の規定に沿った対応が図られているかについて、お伺いいたします。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。                    〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 おはようございます。本日も一般質問の答弁をさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 まず、陣議員から大きく４項目の御質問をお受けいたしました。ただいま壇上から御質問がありま

した債権管理についての中の、債権回収の実務についてお答えいたします。債権回収の業務は各担

当課において行っておりますが、納期限が過ぎても納付されない場合は、まず督促及び文書による

催告、電話訪問催告等を行い、納付していただくようお願いをいたしております。その際、一括で納
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付ができない場合は納付相談を行い、分割納付誓約書を作成の上、納付していただけるようお願い

しているところでございます。また、どの項目の債権に充当するか確認の上、納付を行っておりま

すので、法の規定に沿った対応を行っていると考えているところでございます。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○９番（陣圭介君） 

 法の規定に沿った対応が図られているということだったので、細かく自席から聞いてまいります。

債権に関する弁済の充当なんですけども、同種の給付を目的とする数個の債務がある場合について

は、合意による充当、指定充当、法定充当の順で決するということとされていますので、合意がない

場合にあっても、例えば債務者において手元にある複数の納付書のいずれかを選択することによっ

て、指定充当がなされることとなります。 

 しかしながら、１個または数個の債務について、元本のほか利息及び費用を支払うべき場合につい

ては、例えば取り立てに応じて任意に弁済をした場合において、債務の全部を消滅させるのに足り

ない給付をしたときについては、弁済の合意がない場合は、順次、費用、利息、元本に充当しなけれ

ばならず、債務者または債権者が任意に指定することはできないこととされておりますが、この弁

済充当の合意について、実務上はどのような対応が図られているかについて、お伺いしたいと思い

ます。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 陣議員の御質問にお答えいたします。充当先の合意の実務については、納付のお知らせなどにおい

て、債務者へ支払うべき額を明細書等で確認していただき、納付相談により納付先を口頭による確

認・合意していただいている上で対応を行っております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 今、合意があるということだったのですけど、元本のほか利息及び費用を充当すべき場合において

は、民法第４８８条第４項の規定は適用されないので、債務者との合意なく、行政側で任意に債務

者の利益が多いものに充当することはできないわけですけれども、実務上そういったふうに行われ

ているような側面はないかについて、お伺いします。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。支払いの充当先において、債権者との合意はなく、行政側で任意に債務者の利

益が多いものに先に充当していないか、とのことでございますが、納税相談により一部納付金額及

び充当先の項目についても確認を行っているため、御質問の事例はないものと考えておるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 例えば、納付相談が税務会計課だけではなくて、ほかの私債権も含めてされることがありますけれ

ども、例えば持ってきた債務者、払わなきゃいけない人が現金、例えば１万円持ってきた、だけどほ
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かにも利息、費用が充当されるものがあって、どういったものが自分が債務を抱えているか分から

ない状態で、この金額を充当しておいてって言って、お金だけ渡して返られるようなことも多分往々

にしてあると思うんですけれども、そういった場合の対応における職員個々の充当の合意というの

は、どういうふうにされているのか、お伺いしたいと思います。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。税のほうに関して、公債権に関しては、本税、督促、延滞金の順になっておりま

す。ただそれ以外の部分に関しては、合意でそのときにどこの項目に充てるかというのを確認した

上で行っておりますので、合意がまず大前提となります。ただ、合意が取れていない場合は、元本の

ほか利息及び費用に充当すべき場合という民法上がありますので、その方法で行うことになるかと

考えております。 

○９番（陣圭介君） 

 多分、こういう規定を周知していただかないと、多分合意を忘れてしまう職員さんもいらっしゃる

と思うので、その辺りの対応をお願いしたいなと思います。 

 続きまして、公債権、私債権のいずれについてもけれども、消滅時効５年となっていますけれども、

時効は債務者が援用しない限り私債権が存在し続けますので、強制徴収が認められている公債権に

ついては、税の滞納処分の例によって強制執行が可能なんですが、そうでない公債権及び私債権に

ついては、例えば病院診療費のほか、数百円程度、場合によっては数十円程度の債権についても、不

納欠損処理をしない限りはずっと残り続けて、管理コストだけが増大することとなります。債権管

理の在り方としては、債権を消滅時効にかからせないための支払い督促の催告などによる債権の保

全、あと取り立てを行って積極的に回収を図っていくべきである一方、極めて少額の債権につき裁

判所の手続に移行させるのも現実的ではないと考えますが、そういった債権回収の実務について、

現状をお伺いしたいと思います。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。陣議員の御指摘のとおり、債権管理の目的の一番は、もちろん債権の回収であ

ります。しかしながら一方では、少額な債権のために回収費用が債権額以上の額になることは明ら

かに不合理であるほか、将来的には回収困難な債権が長期間管理し続けることは、管理コストの面

からは好ましくないものと認識しております。御質問の債権回収の実務についてでございますが、

督促及び文書の催告、電話、訪問催告、納付相談などを必要に応じて行い、債務回収に最善の努力を

行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 病院について、お伺いします。病院については、患者さんに未払いの診療費がある場合においても、

医師法第１９条の規定で医師の応召義務があるので、診療を拒否できない状態になるわけですけど

も、未払い診療費の回収について現状または方針をお伺いしたいと思います。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 
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 陣議員の御質問にお答えいたします。議員の御指摘のとおり、病院につきましては応召義務がある

ため、未払い診療費があったとしても、直ちに診療の拒否ができないとされております。現時点に

おける過年度分の未回収債権の累計額は１,０３４万２,３０９円、述べ件数は７４６件でございま

す。このうち１件当たり債権で最も小さいものは５円、最も大きいものは７３万８,５８０円となっ

ております。 

 現在の回収についての取組でございますが、外来診療分につきましては、滞納者が窓口に来られた

際に御相談し、入院診療分につきましては退院時に、継続入院分の場合につきましては、御家族様

宛に毎月文書でお知らせするなどの対応を行っております。また、滞納者が一括返済できない場合

については面談を行い、その上で分納誓約等を取り交わし、現在は着実な履行を頂いているところ

でございます。今後とも未回収金の減少を企図した回収債権の取組を継続強化していきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 法的なことになるんですけれども、分納誓約書の私債権に対する効力を調べたほうがいいのかなと

思ったので、お願いします。それが有効なものかどうかというのをちょっと今疑問に思ったので、

お願いします。 

 それから次ですけれども、病院診療費以外の非強制徴収債権の回収について、現状または方針をお

伺いしたいと思います。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。病院診療費以外の非強制徴収債権については、施設使用料等があります。それ

ぞれの担当課において法の規定に沿った対応、口頭による合意を行っているところであります。今

後の方針につきましても法の規定に沿った対応を行いつつ、未納額の回収に努めていきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 実務については分かりましたので、次の債権管理条例の必要性について質問いたします。今、病院

事務所から答弁がありましたけれども、病院についても相当数の見払い診療費があることが分かり

ましたが、そういった中でも、回収不能な債権というのはあると思うのですけれども、そういった

債権を厳格な条件の下で放棄できる債権管理条例の制定について踏み込むべきではないかと考えま

すけれども、その必要性について考えをお伺いしたいと思います。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。債権管理条例の必要性についてでございますが、一般的な基準などを定めるこ

とにより、債権管理の適正化と事務の効率化を図り、住民負担の公平を確保すること、また、効果的

かつ効率的に未収金を縮減することで、公正かつ円滑な行政運営につながるなどのメリットの例を

伺っており、町としては、条例は必要なものと認識しております。 
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 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 検討を続けていただきたいと思います。 

 以上で、債権管理に関する質問を終わります。 

 次ですが、行財政改革について、推進計画の現状について、お伺いします。６月議会の一般質問で、

総務課長から、行財政改革推進計画については、基本的方針として、共同のまちづくりの推進や住

民満足度の高い行政サービスの提供、効率的な行政運営の転換を目指して、基金取り崩しに頼らな

い財政構造の転換に取り組み、具体的には、自主財源の確保、投資的経費の重点化・効率化、人件費

の削減、事務事業の点検と見直し、行政デジタル化の推進、民間活力の活用、財政システム改革に取

り組むなどとし、こういった取組により財政調整基金をはじめとした財源を確保して、健全な財政

運営を行うことと計画しているとの答弁がありましたが、このうち事務事業の点検と見直しに関し

て、現状取り組んでいることにつき、具体的にお伺いしたいと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 事務事業の点検と見直しということで、予算編成時でありますけれども、財政係のヒアリング、そ

れから町長査定を通じて各事業における継続性や必要性、費用対効果等について、事業の確認を行

いながら、７年度での実施の判断を行ってまいることとしております。また、６年度におきまして

も、予算執行伺い、それから支出調書等の決裁時に必要性などを再度確認をいたし、行っておると

ころであります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 それでは次に、人件費の削減について、具体的にどのようなことに取り組んでいらっしゃいますか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 人件費の削減の、具体的にはどのようなことに取り組んでいるのかということでございますが、主

に２つございまして、１つが正規職員退職に係る退職者不補充。今年度におきましては、５年度中

に退職者が１３名おりましたけれども、補充は行っておりません。 

 あと２つ目が正規職員による超過勤務の縮減であります。実績を申し上げますと、管理職や病院職

員等を除いた５年度の超過勤務時間は、令和４年度に対し６,４３６時間の縮減を達成いたしており

ます。これは職員一人一人が行政コストを意識し、効率よい業務執行に取り組んだ結果であるとい

うふうに認識しております。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 人件費の削減について、今、退職者不補充という原則の１つ目をおっしゃっていただきましたけれ

ども、不補充だけで行政が乗り切れるかというところには若干疑問を感じるところでありまして、

次の質問に続きますけれども、人件費の削減については、一般行政職と、例えば専門の技術を持っ

た技術職とで対応を分ける必要性を感じます。近年、技術職の育成がおろそかになっているように
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も、私の主観ですけれども感じますが、職種を区別して重点化すべき人件費などを明確化できてい

るかについて、お伺いします。 

○総務課長（末永恵治君） 

 技術職、土木技術職というふうに理解いたしておりますけれども、この確保につきましては、今年

度採用試験を実施し、来年度の採用をする予定であります。また、一般行政職の中で適正のある職

員につきましては、専門的な研修等を受講させる機会を設けまして、技術職の確保に努めていると

ころであります。技術職の育成についてではございますけれども、正規職員の定年延長に伴いまし

て、技術職の熟練職員にできる限り定年延長をしていただいて、後継職員の育成指導をお願いして

いるところであります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 退職される定年延長の対象者だけではなくて、退職者不補充で人件費を乗り切っていくのであるな

らば、いろいろな行政ニーズに応じて乗り切っていくのであれば、人を削るというだけではなくて、

中にいる人間をどんどん育成するという考え方をちゃんと醸成していただかないと、単純に人がい

ればいいという考え方もおかしい話になってくるので、そういったところにも力を入れていただき

たいと思います。それによって結局は人件費削減につながると思っていますので、お願いします。 

 それから、続きまして、民間活力の活用ということをおっしゃっていましたけれども、具体的にど

のような内容が該当するのか、お伺いいたします。 

○総務課長（末永恵治君） 

 民間活力の活用の御質問ですけれども、現在、業務委託を行ったり、指定管理で施設管理等を行っ

たりする業務となります。直営で行うより、民間の持つノウハウやスピード感を活用することのほ

うが有益であるものが該当するものと考えているところであります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 基本はそうだと思うんですけれども、指定管理とか委託であるとか、それで持たなくなった事業で

も近年見られてきているのは、御承知のとおりだと思います。例えば、峰寿園の指定管理の話もそ

うなんですけれども、全てを任せられるものは民間活力に任せてという、分かりますよ、もちろん。

そういったニーズに迅速に対応していくという、いわれは分かるんですけれども、同時に多分コス

ト削減というのも一つの目標にあると思うんですけれども、そこばかりが重点化されるばかりに、

実際の本来の目的というか、そういったものを見失わないような活力の活用に努めていただきたい

なと思います。 

 次ですが、主に病院の経営状況を踏まえた町財政の現状から見たときに、ここ数年は補助金を中心

とした、全て一律カットしてきたなどの取組は目に映るんですけれども、町長の職務かと思います

けど、町の財政状況も全体、一部だけじゃなくて全体を俯瞰してみて、重点化すべき事業とそうで
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ない事業のすみ分けが、いまだ私には明確化できていないように映るんですが、スクラップ・アン

ド・ビルドの基本的方針について、お伺いしたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。先ほど総務課長の答弁にもございましたけれども、各年度の予算編成時におき

ましては、各課からの要求等を踏まえ、言わばゼロからのスタートといいますか、全部の事業をそ

れで検証してまいります。ですので、当然、今御質問にございましたスクラップ・アンド・ビルド、

これも重要な考え方だと考えております。当初予算編成方針におきまして、必要な財源は事務事業

の見直しや事業の再点検による結果を予算要求に反映させるというような方法で、捻出をいたして

きているところでございます。 

 また、既存事業の思い切ったスクラップや、斬新な事業のビルドの徹底を図るため、新規事業の立

案や継続事業の拡充などを行う場合、課等単位における優先順位をつけ、財源が確保できない事業

については、予算要求を認めないというような方針もいたしているところでございます。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 今の答弁の中で、各課から予算要求されてくるものに対して、町長が予算査定するというような考

え方かと思うんですけれども、そうじゃなくて、町長が全体として町財政を俯瞰して見てみて、こ

こを重点化したいというところを、やはりカラーを出してもらいたいんですよね。切るものは思い

っきり切る。力を入れるべきものは力を入れるということで、一律こういう事業の予算をカットす

るというのではなくて、やはりそういう重点化するべき色というのを見せていくのが、首長の仕事

だと思いますので、その辺をお願いします。 

 次ですが、行財政改革推進計画においてなんですけど、款項目の款ごとに各支出費目の位置づけま

たは方針など、多分していないと思うんですけれども、そういうのが規定されているかについて、

お伺いしたいと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 款ごとの各支出費目の位置づけや方針等は、規定いたしておりません。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 何でこう言うかというと、さっき私、町長に言いましたけれども、そういうカラーを出して、こうい

うところは重点的に予算をつけていくというのを、しっかりやってもらいたいなという気持ちから

質問しているので、その辺は酌みとっていただきたいと思います。 

 それから、次の（２）予算執行の現状と在り方についてですが、財政当局または予算の編成権者の業

務について、お伺いします。担当する業務にもよりますけれども、予算が議会の承認を得れば、事業

執行に当たり、予算執行伺いの決裁後は各担当課に任せ、事業執行の適正は課長裁量に一任する手

法であると映るんですけれども、そのやり方が妥当との考えでしょうか。 

○総務課長（末永恵治君） 
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 課長裁量に一任する手法による事業執行が行われているという認識は、現状ないと認識しておりま

す。町長等へ報告・連絡・相談をいたしながら、事業執行に当たっているものと思っております。 

○９番（陣圭介君） 

 これは私の想像ではあるんですけど、町長とか副町長からの一般的な指揮監督権での指示・指導が

適時に行われているのかなという疑問を抱いておりまして、職員が独断で動いているように映る場

面も多々見られるように感じているわけですけれども、その辺をできればどういった意図なのかを

汲み取って改善いただきたいのですが。 

 次、具体的な事業の事例を挙げて述べますけれども、高原町のキャラクターの着ぐるみなんですけ

れども、今年度更新されて、３月の予算の段階で、委員から統一性がないなどの意見が上がったの

ですけれども、出来上がったものを目にする機会があったのですが、さらに統一感を失ったとの批

判の声があるのですよね。子どもに見せると苦笑する子どもがいたりとか、かわいくないなど、正

直な意見が上がっていますけれども。今さっき総務課長からは、課長裁量で事業を執行している現

状がないというのは断言されましたけれども、そういうせめて町長とか副町長からの評価が事前に

必要だったのではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 まず、ただいまの陣議員の御質問について確認をしたいことがございますので、反問権の行使をさ

せていただきます。よろしいですか。 

○議長（前原淳一君） 

 許可します。 

○町長（高妻経信君） 

 私の方から、２点お伺い、確認をさせていただきます。説明できる範囲でお答えいただきたいと思

います。 

 ただいまの御質問で、まず１点目でございますけれども、今回、高原のキャラクター、着ぐるみを２

代目といいますか、作りました。その中で、ただいまの御質問の中に、統一性を失ったと批判の声が

大きいというのがまずございました。この声というのを具体的に、良きであれば説明していただき

たいということ。それと、先ほどの質問とも関連いたしますけれども、予算の執行について課長裁

量で予算執行をした結果であるというようなこともございましたけれども、その根拠といいますか、

そこをお伺いしたいと。２点のほうをよろしくお願い申し上げます。 

○９番（陣圭介君） 

 これマイク入った状態で答弁していいですか。反問権だからいいですよね。 

 １点目ですけれども、形状を有するものに対する一般的な評価というのは人それぞれ違うんですけ

れども、要するに新しくできたものが同様のデザインを有する一般的に周知されたキャラクターに

酷似しているというような話であるとか。そういったところで、もともとキャラクターが持ってい

たテーマであるというのもあると思うんですけれども、そういったテーマを逸脱したんじゃないか

なというような話が１点目。 
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 それから２点目ですけれども、先ほど話しましたけれども、町長、副町長の一般的な指揮監督権、課

長とか各課に対する一般的な指揮監督権が各課に及んでいないように映るという話をしているんで

すよ。ですから、そういう事業執行に当たって各課が何かをするものに対して、ちゃんと町長、副町

長の決裁であるとか指導であるとか、そういったものが行き届いた上でこういう事業をしているの

かなというところについて適正というか、そういう在り方について問うているわけなんですけれど

も。まだ疑問があればどうぞ。 

○町長（高妻経信君） 

 ありがとうございます。それでは答弁させていただきます。まず、今回の着ぐるみ、マスコットキャ

ラクターを新調したということでございます。このことにつきまして、議会にも予算を提案し、決

定をしていただきました。財源はふるさと納税を充てさせていただいております。元々、現在、たか

ぼー、はるちゃんという愛称をつけておりますけれども、平成２４年に初代でございますけれども、

新燃岳が噴火した後に、新燃岳噴火被害からの復興、あるいは町の活性化、高原町を町外にＰＲす

る、そういう目的を持って誕生したマスコットキャラクターでございます。それで１０年以上経過

しておりましたので、そしてまた今年が町政施行９０周年ということで、新しくするということで

予算をつけまして、今回これが完成したということでのお披露目もいたしたところでございます。 

 先ほど統一性がないという御意見があるというのをお伺いしました。この本町がやはり日本発祥の

地ということもございまして、神武天皇、あるいは天照大神、こういったものを一つの題材にして、

この２体の着ぐるみを作成してきたということは、高原町に非常にマッチをしたデザインとなって

いるということがございます。次に、そうしますと、やはりまだ出来たばかりということもありま

して、町民がまだ広く周知できていないことがあるかもしれません。ですので、この町民の方に早

く認識をし、認めていただくには、今まで以上に頻繁に、いろいろな場に出ていければなと思って

おります。 

 それと予算執行の件でございますけれども、先ほど課長裁量という話がございました。今回のこの

着ぐるみの件につきましては、当然、陣議員が監査もされておりましたけれども、予算執行に当た

りましては、財務規則に伴う一定のルールがございます。当然、これのルールに従って予算執行は

してきておりますし、担当職員からこの作成に当たっては、私にも直接相談を受けております。で

すので、今回のデザインについても、これまでのものより動きやすく、あるいは汚れにくいとか、あ

るいは視野が狭かったものを改善するとか、そういったことも含めて相談を受けました。それとか

全体的なデザイン、色、この色についてはどちらかというと、私が職員に指示をしたということに

なっております。 

 したがいまして、職員の中の課長がこの裁量で予算を執行した、あるいはこの着ぐるみを作成に当

たって、課長の１人での判断であったということは一切ございません。ほかの事業についても、私

がさらに申し上げましたような手続、ルールをもって予算執行をいたしているところでございます。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 
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 町長が御覧になっていろいろ指示されたということは、きっと高原町をテーマとした、何かしらの

キャラクターのデザインに関する、高原町に関するテーマが、多分その中に染み込んでいるものだ

と思いますので、ぜひ一般の方々へ公表する際には、そういったテーマも全面に出して、こういっ

たものがこのキャラクターには秘められているんだよということを、皆さんに明らかにして、ぜひ

広く見せていただきたいなと思います。 

 続きまして、事業効果の話をしますけれども、各事業の実績または事業効果に照らして、さっき総

務課長の少し答弁がありましたけれども、次年度の予算併成において、当該事業の継続について、

どのような検討がなされているかお伺いしたいと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 予算編成におきましては、町長から毎年度予算編成方針を各課へ示して、それで各課が要求を行い

ます。まず最初に所管課と財政、昨年は行財政改革推進室を交えてヒアリングを行い、ここで事業

の継続性、必要性、緊急性、優先順位等を確認いたしているところであります。全課のヒアリングが

終了後、町長査定を行います。重点施策や重要案件、そして新規事業のほか、財政段階では査定しか

ねる事業等について、町長や副町長等の判断を仰いでいるところであります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 分かりました。 

 次、最後ですけれども、決算または定期監査等において監査委員の意見が出されると思いますけれ

ども、それが予算編成とか各課の予算執行時において、十分に参酌されているかについて、お伺い

したいと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 まず、毎月の例月出納検査ですけれども、報告書を全職員が確認できるようにしております。今回

ありました決算等審査意見書でございますけれども、職員において内容の確認を行い、参考にして

いるものというふうに思っております。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 指摘事項等は多分見ていらっしゃると思うので、その辺は分かりました。 

 次の３番目の質問に移りますけれども、産業創生課の現状としていろいろな評価がありますけれど

も、委託型地域おこし協力隊事業など、委託先の事業手法に積極的に関与しているのかなという感

覚を受ける事業がある反面で、行政として本来必要とされていない業務に取り組んでいるような側

面があるようにも見受けられますけれども、いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 産業創生課ということで、御質問でございました。私が責任管理者として答弁をさせていただきま

す。まず、この御質問、地域おこし協力隊の事業などというような御質問でございましたけれども、

この地域おこし協力隊に関しましては、御内容のとおりでございますけれども、本町の人口減少対
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策など、またこの重要な施策の一つでございます。こういったものに対応すると。そしてまた、地域

おこし協力隊の事業につきましては、これまでも職員は積極的に関与を行っております。 

 今般、住民監査請求がございましたけれども、この地域おこし協力隊の活動につきましては、月次

に報告を提出をさせておりますけれども、その際、面談を行いながら、活動の進捗や今後の事業展

開なども聞き取っております。高原町を盛り上げるために、積極的にそれぞれ活動していただいて

おりますので、協力体への関与、相談、事業展開などは、今後も積極的に行ってまいりたいと考えて

おります。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 私の通告書の書き方がちょっと悪かったのかもしれないですけれども、具体的な事業に対しての話

をしているのではなくて、課として、後半ですよ、行政として本来必要とされていない業務に取り

組んでいるように映るんですけれども、いかがですかというところに答えていらっしゃらないので、

その辺いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。ただいまの御質問でございますけれども、現在、産業創生課が令和元年度に新

しい課として設置いたしました。この産業創生課につきましては、私の思いもあります。やはり高

原町の情報発信、あるいは産業振興、観光を含めた分野で、高原町を活性化させていくという大き

な役割を持っております。そういう課でありまして、私は産業創生課の行う業務についてはＰＲ係

も設けましたけれども、やはりそれぞれに持つ職員の個性といいますか、能力といいますか、それ

を引き出しながら、それを個人が発揮していただくという、そういう職場でもあるというふうに捉

えております。ですので、陣議員のお考えと私のお考えは当然食い違いがあろうかと思いますけれ

ども、私はやはり今、必要な職務に頑張ってもらっているというふうに捉えております。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 明確に私の考えと違うというふうにおっしゃったので、そうだろうと思うんですけれども、質問を

続けますね。町とか課の公式のＳＮＳなどで、職員などがＰＲのつもりなのかもしれないですけれ

ども、いろいろされている姿を目にするんですけれども、これは何を目的としているのか、お伺い

したいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。先ほどもちょっと触れましたけれども、今御質問にありましたように、職員自

身がＳＮＳ等で登場して、高原町をＰＲしてもらっております。そこで御質問にありましたかぶり

物という言葉でしたけれども、そういったものをつけて高原町をＰＲする、あるいは行事の開催を

ＰＲしたりする、そういうことを行っております。私は、こういった職員の動きというのはまだど

んどんやってほしいと思っております。やはり職員自らが前面に出ながら、町のＰＲを行うという

こと、これは、私は立派な業務だと思っております。 
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 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 私、質問の中でかぶり物とあえて言わなかったんですけれども、かぶり物をして踊ったりとか、指

立ててサムアップなどのことをされていますけれども、それがどう町のＰＲにつながるんですかね。 

○町長（高妻経信君） 

 それは御覧になった方が判断されることであろうと思っておりまして、私はそういったＳＮＳを活

用している町のＰＲについては、効果を得ているというふうに受け取っております。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 次の質問に移りますけれども、これ、住民からのニーズに応えたようなものなんでしょうか、お伺

いします。 

○町長（高妻経信君） 

 先ほども御質問がございました、例えば着ぐるみとか、あるいはかぶり物をして、ＳＮＳ、あるいは

行事等に職員が出ていくということにつきましては、いずれも子ども未来議会でも、この本町のマ

スコットキャラクター、たかぼー、はるちゃんをもっと活躍してほしいという子どもたちの意見も

ございました。それでそれを受けまして、今、非常に活発に様々な行事、あるいは町外からも依頼が

あった催し物、そういったものにも積極的に参加していると。それで町民からは、私は広く認知を

受けているものと考えております。 

○９番（陣圭介君） 

 予算通っているので、マスコットキャラクターの活用については、私も否定的ではないんですよ。

ただ、職員が自ら顔を出して、そういう活動に取り組むというのは、職員自らが人件費に係る行政

コストをかけてでもやる価値があるものかなというふうに感じるわけですけれども。さっき行財政

改革に関連して、人件費コストの削減の話をずっと真面目に取り組んでいらっしゃるのかなという

ふうに思ったんですけれども、こういったものを目にするに、民間事業者に委託してはどうかなと

いうふうに、私は個人的には思うんですよね。経済効果などを含めて、きっとコスト的に優位なも

のがあるから、直接職員がここに顔を出してＰＲをされているのかなというふうにしか推測できな

いんですけれども、そういった優位性というものがあるのであれば、お示しいただきたいと思いま

す。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま質問にございましたように、現在、本町では、こういったマスコットキャラクターなどの

そういった活動を民間にお願いしているということはございません。 

 そういった職員がやっております。私は職員が積極的にそういった活動、あるいは動きをする。ま

た時間についても当然、課内で調整、工夫をしながら時間をつくって活動をしているということで

す。 
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 私としては、職員が、先ほど申しましたように、自分が前面に出て、そして活動をするということは

大事でありますし、非常に今の動きというのは、私も高く評価をしているところでございます。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 逆にそうやって、職員自らが表に顔を出して出ていくことで、一般の方、多分ずっと公務員されて

いたから、そういう目でしか見れないんだと思うんですけれども、一般の方から目にすると、職員

の人件費コストをかけてまでやることなのかという視点もあるわけです。 

 そういった観点から見てみると、おどけた加工をされたりとかする活動自体が無駄という声も上が

るわけですけれども、どのようにお考えになりますか。 

○町長（高妻経信君） 

 今、無駄という声があるとお聞きました。むしろ、そういうお声があるとすれば、直接お伺いしたい

と、私のところには直接届いていないのが、ありませんので、そしてまた私は、今御質問にございま

した件につきましては、無駄な業務だと全然考えておりません。 

○９番（陣圭介君） 

 今、過去に聞いたようなセリフが、私のもとには届いていませんというので、正当化されるという

ことが、私も過去にもあったんで、ちょっと言いますけど、ここで私、住民の代表者として声を出し

ているわけなんで、私個人的な意見を述べているつもりはないんです。 

 そういった声に対して、町長が一貫して無駄だとは思いませんというふうなはねつけるような言い

方をすると、じゃあ住民の人たち、何で、議員に意見を言って議会で話をしたのかなという話にも

なりかねないんです。 

 通常は直接言わないですよ。予算の執行権を持っていたりとか、事業に担当している職員とかに、

直接言ってこないです。自分が、だから、その職員たちとか、当局から、批判の目を浴びるのは嫌だ

から誰だって、だから代表者を使ってこういった議会で、公の場で話をするわけなんで、一方的に

はねつけるような姿勢って、私はあまり好ましくないと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 御質問にございましたけれども、産業創生課の現状というのは御質問でございましたけども、私は

ただいまの件の御質問に関して、無駄ということを言われまして、これは産業創生課の職員に関わ

る、全職員に対しますお声なのかなというふうに受け取らざるを得ないと、この産業創生課の業務

でいいますと、私が先ほど答弁をさせていただきましたけれども、課全体で、職員同士で工夫をし

ながら、時間をつくりながら、そして様々な自分たちのアイデアを生かす業務を自分たちでつくり

上げながら、日々業務に励んでいるというような取組をいたしております。 

 私もこれは任命権者として、現在の産業創生課の活動は、私は、先ほど申しましたように、評価をい

たしているというところでございます。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 
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 話の論点がずらされたんで、ちょっとあれなんですけど、私は別に産業創生課の事業がどうのこう

のという話じゃなくて、一般的な方々から、そういった事業が本当に町のためになっているのかと

か、厳しい言葉でいうと無駄であるというようなお声があったときに、それを一方的に行政がはね

つける姿勢でいいのかという、一般的な姿勢を伺っているんですけど、今の町長の答弁を聞いてい

ると、それでいいような言われ方をされると、もうどうしようもなくなっちゃうんです。もう一回

答弁をお願いできますか。 

 課としての適正を問うているのではなくて、一般的に住民からの意見を受けたときの対応の話をし

ているんです。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。そういう町民の間で無駄だというお声があるということであれば、それにお聞

きするのが一番いいんでしょうけれども、そういったお声があるということは、私も含め職員を受

け入れさせていただきます。 

○９番（陣圭介君） 

 こういった公式な議会活動の場で、そういうのを伝えて、改善を図っていただきたいという意味で

一般質問に入れているんで、やはりさっきの行政改革の中での話、いろいろ行政コストを下げてい

くという話もありましたけど、その１つの材料としていろいろ提供しているわけであって、その課

全体の事業がどうであるとか、そういう町民に対する姿勢、行政機関としての姿勢というものの在

り方を聞くのが一番の目的なんで、そのあたりを酌み取っていただきたいなと思いますけれども、

次の質問に移ります。 

 地域商社に行きます。６月議会での町長答弁を踏まえて質問しますけど、昨日、どなたかが地域商

社について言われていたんですけど、耳に入って、町から指示しますみたいな言われ方をしたんで、

少し違和感を感じたんですけど、町長が取締役会に入って、何らかの決定権を有して、町が出資比

率１００％の株主でいる現状からすると、団体としての自立性というのが養われていかないと考え

ていますけれども、町から地域商社に何らかの事業をいろいろ委託したりとかすると思うんですけ

ど、随意契約で委託した事業について、令和５年度実績で、事業名、事業内容、金額などお答えいた

だきたいと思います。 

○産業創生課長（森山業君） 

 陣議員の御質問にお答え申し上げます。 

 奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社と随意契約を行いました委託事業につきましては、本町

のＰＲ動画を製作し、ウェブ広告として公開する高原町魅力情報発信業務委託に係る経費が２８６

万円、次に、ふるさと納税に係る出品者や新規出品を考えていただいている事業者皆様へセミナー

を行うふるさと納税出品者セミナー企画委託事業に係る経費が１４万４,３７５円、次に、本町から

のふるさと納税におけます成功報酬的役割を持ち、地域商社の運営、地域貢献活動、自主事業への

投資などを行う地域商社活動・開発推進事業業務委託が４,８７５万９,９６０円、そして、町内で
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の事業継承を推進するための取組として、事業承継業務委託に係る経費が１２０万円となっており

ます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 今お答えいただいた随意契約なんですけど、ふるさと納税の事務以外について、各事業、企画立案

するのは、商社側ですか、町ですか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 お答え申し上げます。 

 この中におきまして、この事業内容の中身については、地域商社が主体で事業内容を考えて行って

いるということでございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 委託契約に関する質問飛ばしますけど、次に、補助金交付の形で、商社にお願いした事業について、

同様に令和５年度実績をお答えいただきたいと思います。 

○産業創生課長（森山業君） 

 申し上げます。 

 ふるさと納税に係ります返礼品、関連事務経費等に係ります、高原町ふるさと納税推進強化事業補

助金につきまして２億７,１４６万２,９８５円、続きまして、企業版ふるさと納税人材派遣型とし

て派遣しました、職員の人件費となります、官民連携産業創出事業に係る経費につきまして８１０

万１,２００円。 

 観光物産を核とした商流の創出やＰＲ等、専門的な人材育成等への経費などへ充当する地方創生推

進交付金事業でございますけれども、魅力ある観光物産商流創出事業補助金につきまして１,４３９

万６,３７６円。 

 続きまして、企業版ふるさと納税を活用した寄附者からのオーダーがありました、登山道整備に係

ります、方針研修に係ります高千穂峰登山総合整備事業補助金を２５万円。 

 続きまして、たかはるカーニバルなど、商店街のにぎわい創出を図るために、県の補助事業、みやざ

き商店街の新たな魅力開発等支援事業を原資といたしました、高原町応援消費拡大支援事業高原町

商店街にぎわい創出事業補助金に係る経費に、３４２万円をそれぞれ支出しております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 各事業、随意契約の場合もそうですけど、補助金交付税もそうですけど、契約に関するこのすみ分

けの仕方についてお伺いしたいと思います。 

○産業創生課長（森山業君） 

 陣議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、補助事業と委託事業にそれぞれ分けまして、御説明申し上げたいと思います。 
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 補助事業とは特定の事業、研究の育成とか、研究等の育成とか、促進するために地方公共団体が公

益上必要であると認めた場合に、対価なくして支出するものというふうに整理しております。 

 そして、委託事業におきましては、団体が直接実施するよりも、ほかのものに委託して実施される

ことのほうが効率的であるもの。いわゆる特殊な技術や設備、専門的な知識等を必要する事業に対

して行っていると思っております。 

 この今、御質問のございました、すみ分けに関しましては、これ、商社に関していいますと規定等を

設けているわけではございませんが、原則、産業創生課といたしましては、自立性等を重視する場

合は、補助事業が適すると認識しております。 

 また、町の補助事業におきましても、補助金を交付する団体等に対しましては、主体的な事業実施

を促すことで、自主性や創意工夫を発揮してほしいという観点もあると思います。 

 一方、委託事業は専門性や効率性を重視する場合に適すると認識しておりまして、委託契約に基づ

き、専門知識や技術の保持、スタートアップなど、その習得、あるいは持続性、期待する観点からに

よるものというふうにすみ分け、整理しております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 委託契約など、随意契約などされる場合があると思うんですけど、企画立案が商社側にあるのに、

補助金交付じゃなくて、委託契約にしなきゃいけない理由というのは何かあるんですか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 今の答弁の中にもございましたとおり、この委託事業というのは専門性、効率性、これを重視して

委託契約を結ぶということの考えでございます。直接高原町がするよりも、ほかに委託してやった

ほうが、特殊な技術、あるいは専門的な知識あるものを継続してやっていただくというものについ

て、委託するという考えに基づいているところでございます。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 先ほどの質問と関連するんですけど、町のＰＲも委託したらどうですか。専門性持っていると思い

ますけど。私の意見なんで、それは参考にしていただければと思いますけど。 

 お答えいただいた各事業あるんですが、職員としてどういった関与をしてきたのかお伺いしたいと

思います。 

○町長（高妻経信君） 

 まずは私のほうでお答えさせていただきます。 

 地域商社の役員、職員を含め、先ほど担当課長からありましたように、それぞれ専門的な職歴を持

った方がいらっしゃいます。このＰＲ動画なども、そういった関係で仕事をされた方もいらっしゃ

いますし、そういった企画にもたけておられます。 

 ですので、その分野その分野で、そういった技術を持った方がおられますので、先ほど御質問ござ

いましたＰＲ動画などもそういう考えでおります。 
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 以上であります。 

○産業創生課長（森山業君） 

 御質問にお答え申し上げます。 

 まず最初でございますけども、お話がありましたＰＲ活動について、先ほど来、産業創生課のＰＲ

活動について御意見がありますけども、産業創生課でいたしましては、課内で話しして、なぜＰＲ

活動をするかということに大きく４つ持っております。 

 まず職員がすることによりまして、親しみやすさの向上。２つ目が話題性の創出。３つ目が地域一

体化の情勢。役場と地域が近くなるということの情勢。そして柔軟な対応力の証明。この４つの観

点から行っているということを冒頭に申し上げたいと思います。 

 そして御質問にございました職員の関与でございますけれども、ふるさと納税に関わります代行事

務以外の行政上の必要な事務手続に関わりますものにつきましては、例えば総務省、宮崎県等の調

査等については職員が対応しております。 

 また、事業の原資が企業版ふるさと納税になっているものに関しましては、受入れ等、行政上の手

続、必要な事務につきましても対応しております。 

 魅力ある観光物産商流創出事業や、高千穂峰登山総合整備事業については特段の関与はございませ

ん。 

 高原町商店にぎわい創出事業については、コロナの関連の雑踏整理や消毒など、安全対策の観点か

ら相談を受けまして、２名程度参加した事実はございます。 

 原則でございますけども、商社に関連する事業だけでなく、委託・補助、この両事業も適正管理の点

では、監視的な観点で関わりが必要であるという認識でございます。 

 個別では、委託事業におきましては、業務範囲の明確化、補助事業におきましては、事業効果の創出

の観点と報告の受理と評価につきましては、関わりが必要であると認識いたしております。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 一般的にそうだというのは分かるんですけど、私の言っているのは、それとまた別の分野での話を

しているんで、それが理解されていない以上、言ってもしょうがないので言わないですけど、地域

商社が自主的に行った事業について、令和５年度実績をお答えいただきたいと思います。 

○産業創生課長（森山業君） 

 陣議員の御質問にお答えいたします。 

 地域商社のこの自主事業についてでございますけども、議会が始まったときに行いました、奥霧島

地域商社ツナガルたかはる株式会社の第３期の決算に係ります事業実績等の報告書の中で、売上高

の内訳というところに、約１２事業を設けてございます。 

 この中には１２％の事業、空き家対策、ＪＡＬとの連携、ＮＥＸＣＯの連携事業、あるいはＰＲ業

務、事業承継事業が含まれておりますけれども、そういうものを抜きますと、９事業、８６０万１,

３０６円の事業があるものでございます。 
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 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 商社の自主事業については、町職員の関与はないんでしょうか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 先ほども答弁をいたしましたけれども、基本的にそういう団体、商社に限らずでございますけども、

自主事業に対しましては、協力等々の依頼がある場合に限り検討しますけど、必要ない限りは本町

職員が関与することはございません。 

 例えば夏祭り等があった場合に、職員の動員等願えば、積極的に参加しているというような形で対

応しているということであります。 

 以上でございます。 

○９番（陣圭介君） 

 地域商社の設立についてですけど、当初から民間活力の活用念頭に置いたものだったのではないか

と記憶しているんですけど、過去にも町の関与について、いろいろ何度か質問したことありますけ

ど、現状、自律性の育成という観点から見ると、いまだ変わっていないように感じるんですけれど

も、町長いかがですか。 

○町長（高妻経信君） 

 地域商社の令和５年度の業務の実績、決算につきましては、今議会で報告をさせていただいたとお

りでございます。 

 その私の説明にございましたように、ふるさと納税を中心に業務に取り組んでいただいております

けれども、現在、空き家対策、特産品開発、町のＰＲ事業、関係人口、交流人口の創出、多岐にわた

り自主事業なども、今、事業拡大をしていただいているところでございます。 

 そういった中で、いわゆるこの決算を御覧いただいたと思うんですけども、この財務上も、年々こ

の自立性が高まっていると、みんな捉えております。 

 職員も当初、設立した当初は、職員も任命派遣をいたしておりましたけれども、職員も引き上げ、そ

してこの取締役会の中で、いわゆるこの企業としての、会社としての、この自立した運営というこ

とも、年々そういった意識も高まっていると、私が捉えているところでございます。以上でありま

す。 

○９番（陣圭介君） 

 商社の収入については、ふるさと納税の委託に関する収入が多くを占めているわけですけども、だ

んだんと会社としての自立性を養っていただいて、そういったものに依存しないような会社として

の体系を積み上げていくというところが、多分過去にもおっしゃっていたと思うんですけど、でき

るだけ、町からの支出がなくとも、大きな支出がなくとも、自立してやっていくような、株式会社で

すから、出資は高原町からですけれども、そういったものを１つの民間事業者として養っていくと

いう考え方をしっかり持っていただかないと、そういう商売をやっている方から見ても、今の町と
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の地域消費者との立場の立ち位置の方というのは、おかしいという声を多く耳にするもので、その

辺りはもうしっかりと考えていただきたいと思います。 

 それから、ふるさと納税に関する業務委託なんですけども、設立から僅か２年半ほどの商社任せに

するんじゃなくて、全てを任せるんじゃなくて、商品開発やプロモーション活動に関して、営業実

績が顕著な町内の民間事業者の声を取り入れていくべきだと思うんですけれども、以前、私、都農

町の道の駅に出向いて、相当昔なんですけども、設立から１年、２年ぐらいのときだったと思うん

ですけど、駅長さんとか地元議員から御意見を伺ったことがありました。 

 都農町の場合は、地元の商工会、ＪＡ、あと漁連が中心となって活動して、町はあくまでもその補佐

的役割を担うということで、民間に自由に動いてもらって、それで黒字を維持していると、町から

の補助金があったものも返還に持っていくというところまで、実績が上がっていたという話があり

ましたけども、そういった観点から、商社の今後の在り方については、町はできる限り控えて、商工

会、観光協会、ＪＡ、あるわけですから、町内にも、そういった方々に取締役であるとか、アドバイ

ザーとして積極的に関与いただいて、その結果として寄附金の増など、会社としての自立性を養っ

ていくということにつなげていくのが、本来望ましい形かと思うんですけども、そうでない限り、

今、町単独の出資になっていますけども、地域商社に対する各種団体からの出資というのは、この

先も望めないのではないかと思いますけども、町長の考えをお伺いしたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 現在の出資金は、御質問にありましたように、町のみが出資をいたしております。これは、設立当初

の資本金に、資本金という形に、決算ではなっているわけですけども、現在、取締役会の中でも、こ

の資本金を今後増やしていくかどうかというのが、前回の取締役会でも話に上りました。現在、設

立しましてから２年半経過をいたしまして、今後、今の運営状況を見ながら、新しい事業に、資金を

必要な事業等に着手する場合には、資本金を増やしていかなければならないというような意見が出

たところでございます。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 分かりました。いろんな方からの御意見を踏まえて、商社の今後の在り方を捉えていただきたいと

思います。自立を養うのが一番ですから、そのあたりをお願いします。 

 最後、学校統廃合に伴う対応なんですけど、これ１点だけ。 

 これ、町民の方からの御意見というか、こうしたらどうかという御提案なんですけど、学校統廃合

に伴って廃止となる学校の校歌について、地元から残してほしいとの声があって、例えば朝７時、

正午、夕方５時に、町内に防災無線チャイムで町歌が流れますけど、そういったものを利用して校

歌を順次流すようにしてはとの御提案です。曜日ごとに校歌を分けてはいかがとの声でありますが、

検討に値するのではないかと個人的には思いますけど、御意見をお伺いしたいと思います。 

○教育長（西田次良君） 
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 現在、町内小中学校の閉校式実行委員会が順次開催されておりまして、閉校式に関する内容を検討

していただいておりますが、その中でも時間を決めて校歌を、防災無線で流すことはできないかと

いう御意見も頂いている状況であります。 

 教育委員会といたしましては、防災無線を管理しております総務課と協議して、可能な限り御意見

に沿えるように進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 以上でまちづくり事業についての質問を終わります。 

 最後、病院事業ですが、令和５年度決算を踏まえた今後の対応についてお伺いします。 

 本年度は、職員体制や病院としての機能を変更した初年度となります。病院としての立て直しを図

るとの固い意思で新年度を迎えたわけでございますけれども、初年度から結果を残すのは正直難し

いのが現実であるというのは理解いたします。 

 すなわち、高原病院の現状は、平成２６年度決算から現在に至るまで、着手すべき改革が延々と先

延ばしを繰り返されてきた結果であるところ、就任したばかりの事務長に結果だけ求めるのも無理

筋な話でありまして、今まで改革を先延ばしてきた方々も、何ら責任も取る状況にはないわけであ

ります。 

 年度当初は、総務省の旧基準によるルール分の繰入れのみしかしないとの方針でありましたけども、

令和５年度決算や令和６年度の収支見込みを踏まえて、現状どのような対応を図られるのかお伺い

したいと思います。 

○高原病院事務長（外村英樹君） 

 御質問にお答えいたします。 

 郡山議員や温水議員の御質問についても答弁いたしましたとおり、令和５年度決算と令和６年度収

支見込みを比較しますと、ほぼ同じ損失額となることが見込まれております。 

 令和６年度の収支見込みにおいては、令和５年度と比較しますと、約６,０００万円の繰入金を減じ

た２億円を収益的収支と資本的収支のそれぞれに割り振り、さらには令和５年度まで、医療外収益

として受け入れてきた新型コロナ補助金総当額約３,６００万円についても減算していることから、

総額９,６００万円の減収を前提条件で運営する必要がございます。 

 その上で、令和６年度は前年度とほぼ同程度の収支結果となるということが予想されることから、

経営強化プランに基づいた地域包括ケア病床の増床と職員数の減に伴う人件費の抑制の効果が数値

として現れ、医業収益の増加が繰入金と補助金の減収分を相殺したものと分析をいたしております。 

 令和９年度までに段階的に黒字化を目指す経営強化プランではございますが、今後の課題といたし

まして、そもそもこの経営強化プランの積算内容に修正すべき点、例えば人件費における昇給分の

適用がない、そういったところを細かく見ていって、そういったものを踏まえますと、プラン以上

の医業収益の増収を図る必要があると、そのように考えております。 



- 149 - 

 また、令和６年度において一時借入れを予定している約１億２,４００万円については、２億円の繰

入れを限度とする前提であり、こうした積算数値でありますことから、この負債は翌年度の令和７

年度に事実上持ち越されることになる。追加的な現金投入が行われない限り、年度を重ねる都度、

負債が積み上がることが想定されます。 

 以上のことから大変厳しい状況ではございますが、職員のモチベーション低下につながらないよう、

医業収益のさらなる向上について職員との対話による経営改善を検討し、令和６年度においてでき

ることから確実に取組を進めて、収支の改善に少しでも努めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 

 一般質問の通告を出した時点で、病院の決算書を見ていなかったんで、令和５年度の決算がどうな

るかというのも、私も想像がつかない状態で通告を出しているんですけども、見た状態で言うんで

すけど、正直言ってお金がないと、積立金は取り崩さなきゃいけないような現状に陥っているにも

かかわらず、私は先行きが不透明な状態だと思っています。 

 累積して赤字だけバランスシートの中でどんどん積み上げていくというのは、私はあまり現実的に

そういうのを見たくないです。今、一時借入金３億限度ですけど、そのうち限度額を引き上げなき

ゃいけないときが、必ず数年、二、三年うちにきっとやってくると思っているんですけども、そうい

った状況を見据えた上で、町長、あと任期１年なんですけど、病院経営に関して、例えば体制を見直

すでもいいですけど、１年目なんで、今年度は、体制変更の１年目なんで、やはり現状をゆっくり静

観して、どういった状況になるかという結果を残した上で、体制変更するならそのときの決断にな

るかと思うんですけど、お考えをお伺いしたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。今議会におきまして、各議員から高原病院の現状につきまして、御質問をいた

だき、病院事務長２より説明をいたしたところでございます。 

 また、先ほど陣議員の御質問にお答えしましたように、令和６年度の決算見込みでございますけど

も、医業収支の向上は図られておりますけども、しかしながら全体としては、まだまだ厳しい状況

があると、私も認識をいたしております。 

 しかしながら、令和６年度、現在のこの形態になりまして、病院、院長はじめ、職員、経営改善に取

り組んでいるところでございます。私としましては、この医業収益のさらなる向上に努力していた

だきたいという認識をいたしております。 

 しかしながら、再度申し上げますと、厳しい状況もございます。今後の経営につきましては、病院長

の方針等も含め、慎重に検討する必要があろうかと思います。 

 今、質問にもございましたように、私の任期、２期目の任期があと約１年１月になっております。 

 この期間中に、私が何らかの判断をすべき時期があるとすれば、私は先送りせずに、自分で判断を

させていただきたいと考えます。 
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 それと、先ほどの御質問になるんですけども、改革を先延ばしして、これまで関わった職員、責任を

取っていないというような、先ほどの質問にありましたけれども、私は過去から関わってきたスタ

ッフ、職員、それぞれいかにして高原町で医療を守っていくかということについて、努力をしてき

たということは、申し上げさせていただきたいと。 

 以上であります。 

○９番（陣圭介君） 

 最後になりますけど、病院の経営が厳しいのは、町民の皆さん御存じで、財政がそれによって厳し

いという当局側からの主張というのも、皆さん御理解いただいているんです。 

 だから、それを横目に見つつ、行財政改革の話もしましたけども、行政機関としては本来予算を投

入すべきかなという事業があったときに、その２つを比べてみるわけです、一般的には。こっちが

大変なのに、こっちでは騒いでいるというか、いろいろされているということに対しての違和感か

ら、こういう総体的に言うと信頼感が失われていくんだと私は思っていますけれども、全体を見た

ときに、重点的にやらなきゃいけないところを置いておいて、また別のことをやっているように映

っているという現状について、もうちょっとしっかり考えていただきたいなという思いがあるんで

すけど、いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 昨年、町政の報告会の中で、病院の過去から現在までの収支状況、そしてまた、本町の現在の一般会

計でございますけども、財政状況見込みを、説明をさせていただきました。その中で、今の病院の経

営状況が、本町の一般会計との関係があるというようなことも説明をさせていただきました。 

 したがいまして、この件につきまして、住民が、質問にありましたとおり、町民の皆さん方にはほぼ

伝わっていると、私も理解をいたしております。 

 ただ、現在、高原病院でございますけども、公営企業法の一部適用をしている病院の経営でござい

まして、やはり町との関わりといいますか、これは当然あるというふうに私も考えております。 

 今、御指摘のことがあるとすれば、やはり今の時期を病院だけではなくて、本町としても一緒に乗

り切っていく、あるいは考えていかなくてはならないと申し上げさせていただきます。 

○議長（前原淳一君） 

 これで陣議員の質問を終わります。 

 失礼。 

○会計管理者兼会計課長（中嶋雄二君） 

 陣議員の１問目の債権回収の実務についての、自席からの２つ目の質問についてなんですが、答弁

の訂正をいたします。 

 債務者との合意なくと、答弁すべきところを、債権者との合意なくと、答弁いたしましたので、正し

くは債務者との合意なくですので、訂正をいたします。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 
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 これで陣議員の質問を終わります。 

 次の質問が私ですので、ここで陣副議長と交代をいたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２２分 休憩   

午前１１時３０分 再開   

○副議長（陣圭介君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、一般質問を続行いたします。 

 前原議員の一般質問を許可いたします。１０番、前原淳一議員。 

○１０番（前原淳一君）                            〔登壇〕   

 通告に従って質問をいたします。 

 私は山の日に関連する質問１問ですけれども、今からいたします。 

 山の日記念全国大会の誘致について伺います。 

 山の日記念全国大会は、平成２８年から山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝するという趣旨で

制定された国民の祝日、山の日に合わせて毎年８月１１日に記念式典を行うもので、子供から大人

まで楽しめる様々なイベントが、８月１０日から１１日の２日間にわたり開催され、事前にプレイ

ベント等も行われるものです。 

 開催に至るまでには、県及び市町村の連盟で、発信については県知事となっておりますが、開催地

の立候補を表明し、全国山の日協議会理事会で決議決定されることになっています。 

 大会の目的は大きく５つあり、１つ、山の日全国大会、２、たくましい子どもたちの育成、健全育成

の目的に寄与する事業、３、森林と水資源の保全、山と自然を利用した林野の利活用と水資源の保

全に寄与する事業、４、山と自然の安全と防災、５、地域振興、山と自然を利用した地域社会の健全

な発展に寄与する事業となっています。 

 第１回大会は長野県松本市から始まり、２０２１年の第５回大会は、新型コロナの影響で１年延期

になったものの大分県九重町と３市町で開催されました。大会のテーマは、山に遊び恵みをいただ

く、温泉県大分の山と人の絆を未来へでした。 

 今年は第８回で東京都が開催地となり、場所は東京全域で行われ、テーマは「山とともに成長する

都市、東京。～山の恵みを未来につなぐ～」でした。 

 現在開催が決定しているのは、福井県の第９回大会までとなっているようです。この全国大会が誘

致できれば、皇子原公園に関して取り組んでいる事業や、自然の安全と防災及び高千穂の峰登山の

拠点とする取組にもマッチするものと考えます。 

 さらに、全国から多くの参加者、関係者が本町を訪れることになり、観光にも大きく寄与すること

が期待されます。 
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 しかしながら、仮に立候補するとなっても、県と一体となって行われることから、県の理解が得ら

れることが第一ですし、２０２７年には国スポ・障スポが行われることから、２０２８年以降とな

るということになると思います。 

 招致できれば、天孫降臨の地、神武天皇御生誕の地、すなわち日本発祥の地として内外に知らしめ

る大きなチャンスと思います。ぜひ挑戦をしてみませんか。 

 町長の見解を伺います。                           〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 前原議員の御質問にお答えいたします。 

 山の日記念全国大会の誘致についての御質問でございました。 

 山の日全国大会は、日本各地で山々や自然環境を称え、親しむ機会を提供するすばらしい行事とな

っております。 

 御案内のとおり、本町は、霧島の秀峰高千穂の峰の麓に位置し、脈々と受け継がれてきた日本発祥

の地として、唯一無二の自然、文化等もございます。 

 前原議員から、ただいま御提案のとおり、天孫降臨伝説、初代神武天皇御生誕の地とする高原町で

の開催は、日本の歴史的な背景も有し、この地で山の日を祝うことは、日本の誇りと伝統を称える

意味深い機会となるものと考えます。 

 また、全国から参加者が集まるということで、高原町の観光や地域産業への刺激となり、地域振興

と関係人口、交流人口の創出の機会にもつながります。 

 前原議員の御質問にございましたとおり、この大会は実行委員会方式による開催で、開催地となる

県や市町村、一般社団法人全国山の日協議会、環境省や文部科学省、林野庁や観光庁などとの連携

や事前の諸準備が重要となります。 

 いずれにいたしましても、本町での開催に関しましては、様々への波及効果等も期待され、本町へ

の誘致につきましては、一考に値すると考えております。 

 まずは、県に問合せ、情報収集や関係者との協議等を行ってまいります。 

 以上であります。                              〔降壇〕   

○１０番（前原淳一君） 

 町長の非常に前向きな回答をいただきました。県のほうに問合せをしていくということですので、

これまでのいろいろ開催地の御意見とか、山の日協議会への問合せ等もしてみたんですけれども、

会費についてですけれども、大体、一大会で千五、六百万円程度というような話も伺っているとこ

ろですが、そのうちの８割が県の負担ということになっているようでして千五、六百万であると、

町の負担とすれば３００万前後かな。 

 費用のことも考えると、効果のほうが非常に大きいと思っております。９回大会までは福井県とい

うようなことで決まっているようですけれども、聞くところによると、１０回大会まで目星がつい

ているやにも聞いたところなんですけれども、できれば早め早めに県のほうと協議を進めていただ

いて、ぜひ実行に結びつけていただきたいと思います。 
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 町長が前向きな回答ですので、これ以上聞くことはありませんけれども、すぐにでも始めるという

ことに関して、それだけ聞いて終わりたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま経費の件等もあることですので、まず宮崎県のほうにそういった意向があるかを、まず確

認をさせていただきます。 

○１０番（前原淳一君） 

 県のほうに町のほうから提案をさせていただければ、あとは、私どもも知事等に要望を出したりと

か、いろいろ協力できると思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。 

○副議長（陣圭介君） 

 前原議員の一般質問を終わります。 

 ここで、議長を前原議長と交代いたします。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時３９分 休憩   

午前１１時４０分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 陣副議長と議長席を、交代をいたしました。 

 次に、１番、西嶋陽代議員。 

○１番（西嶋陽代君）                             〔登壇〕   

 それでは通告に従い、大きく３点質問いたします。 

 まずは１．空き家対策について、２.子育て支援について、３.南海トラフ地震臨時情報を発表後の

川内原発の状況を把握についてです。 

 まずは空き家対策についてお伺いします。 

 高齢化とともに町内空き家が目につき、地域住民からも心配の声が聞かれます。令和６年４月時点

で町内の空き家はどれくらいあるのか把握されているでしょうか。所有者が分かっているものはよ

いが、不明なものも出てきているのではないでしょうか。把握できているでしょうか。 

 町では移住・定住の受皿として空き家バンクの取組をされていますが、再利用、活用の可能性と取

組の現状についてお伺いします。 

 また、２０１５年に空家対策特別措置法が施行されています。この中で定められている特定空き家

というのは、そのまま放置すれば倒壊、著しく保安上危険となるおそれのある状態、または著しく

衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われていないことにより、著しく景観を損な

っている状態、その他周辺の生活環境の保全を図るために、放置することが不適切である状態にあ

ると認められる空き家等をいうとされています。 

 本町では特定空き家と指定された家屋は何戸あると把握されていますか。 
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 特定空き家に指定され、勧告が出されると、住宅用地の特例措置の対象から除外され固定資産税の

優遇措置が適用されなくなるとされていますが、ここまでなると大変です。 

 そして、令和５年１２月に空き家特措法の一部改正案が出され、管理不全空き家という特定空き家

の前段階に置く分が新設されました。 

 こういう管理が不適切な空き家は何戸あると把握されているでしょうか。 

 また近所の方からの通報相談、適切管理の依頼がされているか現状の取組をお伺いします。 

 壇上での質問はここまでとし、残りは自席にて行います。            〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 昼食のため、１時１０分まで休憩をいたします。 

午前１１時４４分 休憩   

午後 １時１０分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、一般質問を続行します。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 西嶋議員から大きく３つの御質問をいただきました。まず空き家対策についてお答えいたします。 

 本町では、令和４年３月に高原町空家等対策計画を策定しており、この計画策定時点の数値が現時

点で把握している数値でございます。空き家戸数としましては、２６７戸であります。所有者につ

いては全て把握しております。 

 次に、空き家の再利用、活用の可能性とその取組についてお答えいたします。 

 現在、本町では空き家バンクを運営しております。空き家をそのまま住宅として活用するためには、

不動産や空き家バンクにおいて公表されることが必須となります。今年度は、固定資産税の納付通

知に、空き家バンクへの登録案内文書を同封し、町内外に限らず、納税義務者に登録案内を行いま

した。現状、空き家バンクへの入居希望者は一定数おり、賃貸物件が少ないことが難点となってお

りますが、有料物件については、公開後すぐに入居者が入る状況であり、需要の高さを再認識いた

しております。また、空き家の中で保安衛生上、有害また適切な管理がされておらず放置すること

が不適切とされる特定空家または管理不全空家については、指定までに至っておりませんので、ゼ

ロ戸でありますが、特定空家候補になり得る戸数としましては、１３４戸となっております。なお、

管理が不適切な空き家についての近隣の方からの御相談などがここ数年増えてきております。その

際には、現地に職員が出向き、状況確認を行った上で、所有者または管理者の方に連絡を取り、改善

をお願いするなどの対応を行っております。 

 以上であります。                              〔降壇〕   

○１番（西嶋陽代君） 

 令和４年度に調査して２６７戸もあるということですが、これは令和４年ですから、もう２年たっ

ておりますね。ということは、またかなりの数が増えてきているのではないかと思います。その中
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で、特定空家とか管理不全空家に指定されていないということだけれども、１３４戸はその可能性

があるというか、そうなっていくのではないかという恐れがあるということですが、管理不全空家

とか特定空家にする判断基準というのを、町は持っているのでしょうか。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 御質問にお答えします。 

 まず、特定空家とか管理不全空家については、作業の流れがありまして、まず空き家の情報提供、こ

れについて町民なり調査の段階であると思うんですけども、その後現地確認した上で、認定程度の

判定を行います。先ほども町長の答弁があったんですけども、現地におもむいて、その中で話を進

めて、解体される方も中にはいらっしゃいます。そういったのがあるので、現在のところ認定まで

至っていないんですけども、そういったのがあったときに、もしそういう指導に応じられない場合

は、空家等対策会議による審査検討を行いまして、これで認定される場合は本人に認定という流れ

になっております。 

 以上でございます。 

○１番（西嶋陽代君） 

 ということは、所有者と定期的に確認が取れているということでいいのかなと思うんですけれども、

またその対策会議というのは開かれているんでしょうか。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 先ほども申し上げましたとおり、令和４年以降だと思うんですけども、私が把握している中でも２

件、ちょっとこれに該当するかなというのがあったんですけども、それも職員のほうで話しに行っ

たりして、その中で解体されたということで、この会議を開くまでに至っていないところでござい

ます。 

○１番（西嶋陽代君） 

 そういうところにならないというところが高原町のいいところかなと思うんですけれども、自分が

思っている中で、うちの家は危険だなとか、これは人様に迷惑をかけているなというようなお家が

あると思います。でも、再利用は難しいから解体したいと考えていらっしゃる方もおられると思う

んですけれども、その解体にかかる費用が高額で二の足を踏んでいらっしゃる方も現にいらっしゃ

ると思います。今、空き家に関する補助や制度が増えてきています。 

 お隣の小林市、都城市でも不良空家の解体補助という制度が設けられています。本町でも、老朽危

険空家の解体補助、解体のための家財道具等の処理のための支援はできないかお伺いします。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 老朽危険空家の除却支援についての御質問にお答えします。 

 一般的な３０坪の木造住宅を解体した場合には、現場条件にもよりますけども、１００万円程度と

いう高額な費用がかかります。これが空き家の解体が進まない理由の一つであると思われます。空

き家等の除却に関する支援につきましては、西嶋議員からも言われましたとおり、県内１３自治体

で助成制度があり、国の社会支援整備総合交付金を活用したものや、自治体単独で行っている補助
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金があります。これらの補助金の対象者や対象施設の条件、助成対象費用等を調査し、本町の老朽

危険空家の除却の推進につながる制度を検証してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○１番（西嶋陽代君） 

 前向きに検討していただけるということで、助かりますが、廃棄物の処分量も年々上がってきてい

ます。するとますます解体できなくなりますので、早いうちに手を打ったほうがいいと思います。 

 また、地震で壊れて、その処分にとても時間もかかるし、人出も足りなくなるということが考えら

れますので、こういう対象物に対しては約処分できるようにしていただきたいと思います。また、

施行業者を町内、県内に指定することで事業づくりにもなると思いますので、ぜひ検討していただ

きたいと思います。 

 そして、住宅を除却して更地にすると、土地に適用されていた住宅用地特例がなくなり、固定資産

税が上がるというのは、誰もが何となく知っていることと思います。それが、老朽危険空き家が除

却されずに放置される要因の一つになっていると考えられます。しかし、先ほども申しましたとお

り、特定危険空き家に指定され、勧告が出されると優遇措置はなくなります。それを知ってもらう

ことが必要ではないでしょうか。 

 そして、町として固定資産税の減免制度を設けてはどうでしょうか。 

県内８市町村で除却した住宅用地に対し、減免制度を設けているようです。更地にした土地からす

ぐに優遇措置を取っ払うというのではなくて、数年かけて徐々に固定資産税を戻していくという制

度のようですが、これについてどう考えられるでしょうか。お伺いします。 

○税務会計課長（中嶋雄二君） 

 御質問にお答えします。 

 空き家を解体すると、固定資産税の住宅特例が解除され、本来の税額に戻ることから、所有者は空

き家の解体をためらう傾向にあります。そのような事態を改善するために、全国の一部の自治体で

は、空き家解体後も引き続き宅地に係る固定資産税が軽減できるような取組をしている例を伺って

おります。この軽減は自治体独自の減免であり、固定資産税の減収が発生するため、空き家の除去

に関する固定資産税の減免制度については、現時点では税収確保の観点から難しいものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○１番（西嶋陽代君） 

 優遇措置といいますけれども、都市部というか町の中に建っているお家は、壊してもその後また家

が建つ可能性もあるので、そのままの固定資産税でいけると思いますが、壊しても畑になるとか、

雑地にしかならないような、今家が建っているところ、そういうところに関しては少し優遇措置を

設けて、減免してあげたらいいのではないかと思います。ただ建っているから、固定資産税が上が

らんから建っているだけでいいという感じで、危険な空き家が多いように見受けられるんですけれ

ども、いかがでしょうか。 
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○税務会計課長（中嶋雄二君） 

 お答えいたします。 

 まず、住宅用地特例に関しては、通常の宅地の評価、課税標準額に対して建物、住居が建っている場

合に特例を設けるという制度でございますので、基本的に家屋の住宅が壊されるとその部分が元に

戻るという制度ですので、先ほど申しましたように、税収確保の観点と、もう一つ、家屋を取り壊し

たから税が上がるという場合もあるんですけど、実際の場合、下がる場合もあります。土地の評価

が低い場合ですけど、そういう場合もありますので、慎重な減免制度を設けるためには、慎重な判

断が必要と考えているため、現時点では難しいものと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○１番（西嶋陽代君） 

 固定資産税が下がるところもあるというのを聞いて、そういうのを知らない住民が多いんじゃない

かなと思いました。なので、やはり危険空き家が増える前に、そういう手立てをしていただいて、そ

ういう情報を皆さんに周知していただきたいと思います。 

 次に、身近なごみ収集の問題についてお伺いしたいと思います。町民から、美化センターはどうし

て日曜日は開いていないのかと、日曜日に利用できれば助かるとの声を聞いております。そこで町

民課にお伺いしたところ、２か月に１回は直接搬入ができるということを答えていただきました。

私もごみ分別豆辞典をよく読んでみましたら、確かに１２月を除く偶数月の第１日曜日に、燃やせ

るごみ、古紙類、プラスチック製容器放送類を除く一般ごみの受付を行いますと明記してありまし

た。そしてこの町民は、それを分からなかったのか、知らなかったのかというと、考えたところ、町

報にもカレンダーにもそれが書いていなかったんです。これはとても大事な情報だと思いますので、

できるだけ分かりやすくお知らせしてくださるようにお願いしたいと思います。 

 そして、搬入できるごみの種類ですけれども、燃やせるごみ、プラゴミは美化センターに出したい

という方が、やはりある特定がいらっしゃいます。それこそ、空き家を片づけたり、家の片づけをし

て、大量にごみが出て、地区の集積時には持っていきにくいと遠慮するといった方です。こういう

方に対して、美化センターのほうに、指定された日曜日に搬入することができないかお伺いします。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 まず、美化センターの稼働日、偶数月の第１日曜日、臨時稼働ということでやっておるんですけれ

ども、確かに議員がおっしゃられるとおり、豆辞典のみの掲載ということでございました。住民へ

の周知の部分は不足していたなというところは感じているところでございますので、今後はまた広

くいろいろな周知をしていきたいと思っております。 

 続きまして、大量の燃えるごみと、こちらを美化センターに持ち込めないかということについてで

すけれども、霧島美化センターにつきましては、現在、ペットボトルや空き缶、空き瓶などの資源ご

み、いわゆるリサイクル品と、それと、粗大ごみ、こちらを取り扱う専用施設となっております。こ
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のため、可燃、不燃ごみを受け入れられる体制ではないことから、これまでどおり、地区の集積所へ

の搬出にご理解をいただきたいと思っております。 

 以上です。 

○１番（西嶋陽代君） 

 分かりました。これも時代の流れで変わっていくと思うんですけれども、今のところはそれでお願

いします。ほかに、燃やせるごみの指定袋に入る、燃やせるごみは収集できないのかという声をい

ただきました。タオルケット、マット、カーテンなど、粗大ごみに分類されて収集されずに残ってい

るものがあって、地区的にも困っていると。指定袋に入るのであれば許容してほしいという声があ

ります。焼却上問題があるので、カットしてあれば持って行ってくれるとお伺いしましたが、具体

的にどれぐらいの大きさならよいのかというのをお伺いしたいです。 

 また、高齢化に伴い、資源ごみを地区のリサイクル場に持っていくのが困難になっています。触れ

合い収集ではカバーできない、それには遠慮するわという方もいらっしゃいます。学校や庁舎、ス

ーパーの一角に常設の回収所を増やすなどの工夫が必要になってきているのではないでしょうか。

資源ごみの回収益は、有価物が約１９０万円、古紙が１５０万円となっていましたが、これがほか

のところに流れているのはちょっともったいない気がします。目に見える成果、目標があれば回収

益も上がり、環境意識も今以上に上がると思います。今後、このリサイクルの取組をどう進めてい

かれるのかお伺いします。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 まずタオルケットとマット、カーテン等などを燃えるごみとして収集してほしいという件につきま

してですけれども、お手間がかかるんですけれども、おおむね５０センチ未満に小さくカットして

いただけますと、規格内の可燃ごみとみなしまして、処理できるようになりますので、この方法で

お願いしたいなと思っております。 

 また、収集につきましては、町内２３５か所を２日間で回収するといった収集作業員も見逃す場合

もございますので、そういった場合は、カットしたのに残っている場合は、役場のほうにご一報い

ただければ、収集業者のほうに連絡をしまして回収できるようにいたしますので、そちらご協力を

お願いしたいと思っております。 

 それから、資源ごみの集積所搬出についてですけれども、運搬コスト、こちらの増加が考えられる

こと、また、常設の回収所を増設するということにつきましては、設置費用、管理運営体制の整備等

を総合的に勘案しますと、現状では困難であると考えているところでございます。 

 それから、常設というか、集積所を増やしてほしいということですけれども、こちらにつきまして

は、今でも資源ごみについては、月に１度各区のリサイクルの集積所にお願いをしている部分がご

ざいます。そして、これが各集積所となりますと、分別するための仕分けの物品準備に要する費用、

また管理、そして各地区のもしかしたら負担がかかるかもしれないというようなことも考えられま

す。ですから、常設のリサイクル集積所の増設は、現在も各地区の方々に交代で月１回収集にご協
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力いただいている部分もございますので、場所が増えることにより、さらに住民への負担が増える

こととなるため、費用面も含めまして、現在のところ難しいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○１番（西嶋陽代君） 

 現時点では今の形を踏襲していくしかないのかなというお答えでしたけれども、やはり高齢化が進

んで、出てくる方もなかなか難しくなるとなったら、やはり常設のほうを考えていったほうがいい

んではないかなと思います。 

 リサイクル品の重量に応じて、その集積所というか、地区に分配しているというような自治体もあ

るようですけれども、高原町ではどのように考えていらっしゃるでしょうか。 

○町民課長（江田雅宏君） 

 お答えいたします。 

 まず、資源ごみの売却益につきましては、３４０万程度ということで合わせまして議員のほうから

もありましたとおりでございまして、こちらは塵芥処理費１億２,３００万ほど、こちらかかってい

るんですけど、こちらのほうにも充てられている部分はございます。運営の貴重な財源として考え

ておりますので、こちらについても、町民の協力のおかげで、有効に利用させていただいていると

考えております。 

 また、人が生活していく上で、ごみの排出というのは必須事項でございます。町民の皆さんが容易

に処理ができるということも大切であるということも認識しておりますけれども、処理方法、運搬、

運営管理、設備投資には多額の費用や人的負担も伴いますことから、現在の方法でご理解いただき

たいと考えております。また、ごみの減量化、リサイクル推進、こちら、今後ますます国のほうでも

進めていくこととなろうかと思います。楽に簡単にごみを出せないということで、減量化につなげ

ているといった政策を行う自治体も出てくるのではないかなというところは推測されるところでご

ざいますけれども、その方針で本町が取り組んでいるわけではないんですけれども、現在のごみ処

理方法については、一定の制限もあることから、多くの町民において、現在の方法にはおおむね理

解はいただいているのかなと考えているところでございます。 

 以上です。 

○１番（西嶋陽代君） 

 分かりました。 

 続いて、２番の子育て支援についてお伺いします。 

 大学進学に必要な教育資金、融資事業についてお伺いします。 

 １９７０年から２０２１年までの大学の授業料の推移を見ると、国立が最初は１万２,０００円だっ

たのが１万２,０００円で私立が約９万円、平均で、だったのが今国立が約５３万円、私立が約９３

万円と、とんでもなく跳ね上がっています。国立大学では５０倍、私立大学では１０倍です。そし

て、先日、東京大学が授業料を２割値上げして６４万円にすると発表し、今後、ほかの大学も値上げ

していくのではと言われています。入学金も入れると大変な額です。親世代の実質賃金は下がり続
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け、学生はアルバイトや奨学金に頼らざるを得ない状況になっています。本町でも教育資金融資事

業、育英資金事業を行っていらっしゃいますが、利用されている方と利用額は幾らになっているで

しょうか。令和６年度の予算報告の中では、１５名利用の６名が返済中、予算は２,７５０万円とお

伺いしましたが、今年度新たに利用された学生はいらっしゃるのかお伺いします。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 ご質問にお答えします。 

 高原町では、平成２６年度より九州労働金庫と提携し教育ローンの融資事業を行っております。 

 令和６年度で１１年目を迎えております。教育ローンにつきましては、平成２６年度から平成３０

年度までに１５件、２,３４０万円の融資を行っております。令和６年７月末時点において５件、１

４１万４,７２２円が返済中となっております。令和元年度以降は利用者がいない状況となっており

ます。また、高原町育英資金についても、平成３０年度に貸付け開始した方が直近では最後の利用

者となっております。このようなことから、教育ローン及び育英資金については、近年利用者がな

い状況を鑑みまして、見直しを行う必要があるというふうに考えております。 

 以上であります。 

○１番（西嶋陽代君） 

 皆さん生活が苦しい中で進学するんですけれども、それでもその利用がないというのは、どうして

でしょうか。この教育資金融資事業、育英資金事業がその利用したいという方にマッチングしてい

るのかというと、そうではないような気がします。見直しが必要と言われました。貸与型は将来の

借金として重くのしかかってくるローンです。進学をあきらめるか借金漬けかの選択を押し付け、

奨学金の返済があるから結婚も出産も考えられないという若者の声が多くあります。こども未来戦

略では、就学支援制度の拡充をいいますが、その対象は多子世帯や技工農系の学生に限られていま

す。また、条件が厳しく、成績要件は毎年追跡調査があり、成績の低下で毎年１.８万人が打ち切ら

れている状況だそうです。生活費を稼ぐためにアルバイトに追われ、スポーツで進学した子はアル

バイトもできず、１日２食で生活しているとか、そういう声も聞きます。とても厳しい状況です。こ

こは、教育を受ける学生自身が学費を負担するのが当然という受益者負担の考えではなく、教育に

よって利益を受けるのは社会全体であるという根本的な認識に立ち、返済の要らない給付型奨学金

制度が必要ではないのでしょうか。高原町でそれができないかお伺いします。 

○町長（高妻経信君） 

 私のほうでお答えいたします。 

 ただいまの御質問、給付型奨学金の創設についてのご要望というふうに受け取ったところでござい

ます。特に大学生に対しますこの給付型でございますけども、例えば全国で財団が運営している奨

学金とか、あるいは日本学生支援機構とか、そういった制度もあるようであります。宮崎県では、獣

医師の確保のために、県がやる獣医師を目指す大学生に対する給付型奨学金を設けたというような

情報もあったところでございます。この返済不用の給付型奨学金制度でありますけども、保護者負

担軽減、それと学生が安心して学生生活を送ることができる、有効なものであるということは、私
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も感じております。しかし、この制度が現状もそうでありますけども、世帯の所得条件であるとか

成績とか、あるいは入学してからも成績など、非常に要件が同じように限られて厳しい状況もござ

います。条件、制約を受けて運用している者が多いというような傾向でございます。また、本町とし

てこの独自の給付型奨学金制度を設けるという今のところ計画がないというふうにまず御理解いた

だきたいと思います。 

 その件につきましては、御質問がございましたので、制度設計につきまして研究を行う必要がある

というふうには考えているところでございます。 

 以上であります。 

○１番（西嶋陽代君） 

 東京の私大教連の調査では、自宅外の学生の仕送りが２０２３年度は平均８万９,３００円まで減少

し、９０年代の４分の１にまで落ち込んでいるそうです。奨学金でも二、三人に１人の学生が平均

３００万円もの借金を背負い、社会に出ています。限界を超える学費負担が学生の今と将来を奪っ

ていると思います。貸与型では、学生の学ぶ権利を保障することができない、それだったら１人で

も２人でも低所得者、多子世帯、限られた学部ではなくて、全ての学生に夢を応援してあげたい、そ

ういう気持ちでいるんですけれども、どうでしょうか。ふるさと納税が子育てに使ってほしいとい

うところが１億５,０００万あると答弁がありましたけれども、それだったら、１人でも２人でも給

付型の奨学金を創設したらいいのではないかと思いますが、将来的にどうでしょうか。お伺いしま

す。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいまの御提案をいただきましたふるさと納税を充てるというのは、１つの財源となり得るご提

案かとは思います。ただ、その前に本町として、先ほど申し上げましたように現状としては、この給

付型奨学金を新たに創設するということはまだ考えておりません。 

 以上であります。 

○１番（西嶋陽代君） 

それでしたら、教育ローンとか、育英資金が令和元年度から誰も利用者がいないと、そういう状況

を鑑みて、もう一度学生に周知していただきたいと思いますが、どうでしょうか。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 お答えいたします。 

 育英資金等の内容につきましても、現在、貸付期間の２倍年ということで、４年生の大学の場合８

年間で返していただくというようなことで、やっております。 

 県内を見ると、やっぱりこの２倍年の自治体が多いんですけれども、中には３倍年であったり、そ

して現在、高原町の場合、大学生、短大生で３万円つき、高専生で１万５,０００円、各種専修学校

等で２万円、高校生が１万円というような金額設定になっております。このあたりもただいまあり

ましたように、時代の流れといいますか、こういうところも反映した上で見直しの必要があるのか

なとも考えております。 
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 また、金融機関との提携のローン融資制度につきましても、県内の状況を見ますと、現在高原町２

００万円を上限としているわけなんですけれども、同じような労金を活用した中でも３００万円と

いったような上限を設けているところもございますので、県内の自治体と近隣の自治体、状況を確

認しながらよりよい制度に見直していく方向で検討してきたいと思っております。 

 以上であります。 

○１番（西嶋陽代君） 

 返済猶予を、２倍から３倍とか、そういうふうに緩めていただいて、学生が借りやすいようにして

いただきたいと思うし、やはりどうしても給付型というのをあきらめることはできないので、また

その都度質問していきたいと思います。 

 続いて、南海トラフ地震臨時情報発表後の川内原発の状況把握についてお伺いします。 

 地震発生後の安全確認情報は、川内原発九電から本町にどのように発信されるのでしょうか。そも

そも情報は伝達されますか。 

 事故や不具合が起きた、ではなく、安全です、異常はないと伝えてもらう必要があります。高原町防

災マップには、原発事故発生時の避難や対策については書いてありませんが、情報伝達の在り方、

避難方法について、準備周知しておく必要があると思いますが、どうでしょうか。お伺いします。 

○総務課長（末永恵治君） 

 今回、８月８日に起こりました日向灘地震において、川内原発の安全確認情報は本町に発信されて

おりません。情報はもたらされておりません。 

 地域防災計画において原子力災害対策偏がありますが、もしも万が一事故が起こった場合には、電

力会社から国に通報後、国から県へ指示等があり、県から本町や報道機関などへ発信されることと

なっております。 

 その後、本町や報道機関から住民等への発信となります。県からは県のホームページ、緊急速報、メ

ール等により周知が直接行われるものとなっております。 

 また、防災マップについては、原発事故についての記載はしておりません。情報伝達については、先

ほどお答えしたとおりでありますが、一方、今回の地震において、内閣府は原子力災害対策指針に

臨時情報についての明記がされていないため、対応する基準はないということであります。 

 新聞等の報道によりますと、九州電力は川内原発について、南海トラフ地震の揺れに対応した耐震

設計となっているとのことであります。 

 国などがこのような対応となっており、本町防災マップへの記載は各方面へ様々な影響があること

から、慎重を期さなければならないという事項であるという認識をしております。 

 以上であります。 

○１番（西嶋陽代君） 

 情報がないということが安全だ、大丈夫だということになるのかなというふうに今ちょっと認識し

たんですけれども、基準がないということなので、しょうがないと、国からは。しかし、川内原発か

ら近いわけですから、原発事故が起きたら、放射能が高原のほうへ流れてくる可能性は十分にあり
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ます。屋内退避が大事だということが住民の中に分かっているかというと、そういう情報もないわ

けですから、冷静に屋内退避してくださいというふうな情報を防災計画の中で織り込んでもらうよ

うに希望して、私からの質問は終わります。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 これで、西嶋議員の質問を終わります。 

 次に、３番、福澤卓志議員。 

○３番（福澤卓志君）                             〔登壇〕   

 通告に従い、順次質問いたします。 

 ８月８日発災の日向灘地震の被害は、本町においてなかったものの、南海トラフ地震として初の巨

大地震注意の発令とともに、約１週間の警戒態勢が引かれるなど、異例の事態でありましたが、今

後も油断することなく、気を引き締めて町民に対して注意喚起を続けていただきたい。 

 今回の巨大地震注意発令を受け、耐震強度の乏しい庁舎において、総務課を中心に１週間２４時間

体制で待機をしていただきました。我々消防団も自宅での待機を行ったところですが、職員の命を

考えるならば、ほほえみ館に本部を設置し、和室等に簡易ベッドなどを使用して仮設仮眠所を設け、

避難所の運営シミュレーションをするなど、今後の想定と訓練を兼ね備えた１週間が送れたのでは

ないでしょうか。 

 幼い子供がいる職員にとっては、仕事とはいえ、パートナーを含め、家族のことを心配する中の２

４時間体制が本当に必要だったのかを検証する機会にもなると考えます。何より、災害後の情報収

集については、各種団体と連携をして行われたのでしょうか。地域防災計画どおりに進めることが

できるか検証する機会でもあったと考えますが、今後どのような対応を行うのか、また、今後起こ

るかもしれない災害との対応について現在の考えを伺います。 

 併せて、公共施設における非常階段や避難口の有無など、本町の非常設備が十分であるか心配です。

特に保育士や養護老人ホームなど、老朽化する施設の状況等も伺います。 

 本町の鳥獣被害については、総務経済常任委員会で調査し、議会だよりで報告したとおり、多額の

被害を生じており、組織においても見直す時期に来ております。そこで、国県の補助などを上手に

活用し、本町の被害軽減に努めていただきたい。 

 なお、駆除した鳥獣に対する報奨金は、他都道府県、他自治体で異なり、本町は標準的な金額である

ものの、十分であるとは言えず、課税対象となることも駆除者として労力を鑑みてもお困りのよう

ですが、費用の拡充、税制優遇を行う考えがあるか伺います。 

 また、鳥獣の生息域及び活動範囲を考えたとき、近隣自治体との密接で強力な連携体制の構築につ

いても、担当課同士での情報交換が必要だと考えますが、これについてはさきの質問で十分に行わ

れていることを伺いました。 

 引き続き、密接な協力体制をお願いいたします。 
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 さらに、本町の鳥獣被害防止計画には、捕獲班の高齢化や狩猟免許取得者の減少などについて記載

されているものの、体制の見直しや捕獲班の確保についての対応の記載がありません。そこで、自

衛官の退官を迎える方々に対し、地域おこし協力隊として鳥獣被害防止に努めていただける方を招

致することもできるのではないかと考えますが、町長の考えを伺います。 

 本年１０月から郵送料金改定に伴い、郵送コストの軽減に向けての考えがあるかを伺い、以前も質

問しましたが、都城市のように、企業等からの広告費をいただくことで、封筒代や郵送料などの負

担軽減が図れると考えられますので、本格的に動き出していただきたい。併せて、情報発信等に関

するデジタル化、ペーパーレス化に向けての取組状況について、町長の考えを伺います。 

 小中学校等の対応については、自席で行い、壇上からの質問を終わります。    〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 福澤議員から、ただいま御質問のありました内容につきまして、お答えさせていただきます。まず

初めに、災害対策についてお答えいたします。 

 令和６年８月８日に、日向灘地震が起き、本町で震度５弱を観測しました。またその後、南海トラフ

地震臨時情報、巨大地震注意が初めて発表され、全国の多くの市町村で対応が取られたところであ

ります。本町においては、令和４年度に地域防災計画の見直しを行っており、この計画をもとに対

応を行ったところでございます。また、今後起こるかもしれない災害等の対応については、防災計

画に基づき、職員が適切に対応できるよう計画の再度の確認を行い、職員の士気向上を図っておか

なければならないと考えております。公共施設における非常階段や避難口の有無については、各学

校や体育館、公民館など非常階段や避難口を備えております。特に、保育所や養護老人ホームの施

設の状況でございますが、保育所については、消防法に基づき、３か所とも避難経路及び避難場所

の確保を行っております。養護老人ホームにつきましては、消防法に基づく消防用設備等の設置及

び維持が義務づけられており、消防用設備等の設置、避難口の確保、通路誘導灯の設置を行ってい

るところでございます。 

 以上であります。 

 次に、鳥獣被害対策の御質問にお答えいたします。まず初めに、国や県の補助を活用しての鳥獣被

害軽減でありますが、現在は、被害を事前に防ぐための被害防止対策事業としまして、鳥獣被害防

止総合対策交付金を活用し、ワイヤーメッシュや電気柵の防護柵購入事業を行っており、自衛によ

る被害防止に取り組んでおります。 

 次に、駆除した鳥獣に対する交付金でありますが、福澤議員の言われるとおり、各自治体によって

金額が異っているのは確かでございます。しかしながら、西諸地区におきましては、３市町統一の

金額を県に準じて取り決めておりますので、金額の変更となれば、西諸地区３市町での協議が必要

になってくるのと思われます。また、税制優遇に関しましては、町全体には各種事業に対する取組

がございますので、当該事業に対してだけの優遇措置は考えておりません。 

 以上であります。 
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 次に、近隣自治体との連携体制の構築でありますけども、末永議員の一般質問の答弁と同じ内容に

なりますが、最近の事例で申しますと、近隣の都城市との市町境において、有害鳥獣の被害があり

ました。そのようなことから、被害状況や有害鳥獣の出没経路等を共有するため、令和６年７月４

日に都城市の担当課と、両市町の猟友会と現地にて協議を行ったところであります。行政区を超え

ての駆除活動は制約等もありますことから、今回はそれぞれの市町の駆除班において対応すること

となったものであります。 

 なお、協議以降に、高原町で１頭、都城市で２頭のイノシシが捕獲されております。 

 次に、有害鳥獣対策における地域おこし協力隊の任用についてであります。 

 御質問は、特に自衛官を募集してはどうかという御提案でございました。町としましては、自衛官

に限らず、広く公募することにより、応募した方の特性、狩猟、ジビエに対する情熱、人柄等を判断

し、地域おこし協力隊への任用をする必要があるというふうに考えております。 

 次に、郵便料金値上げに伴う対応についてお答えいたします。 

 本年１０月からの郵便料金改定に伴う輸送コスト軽減に向けての対策についてでございますが、公

用封筒につきましては、議員から御提案のあったとおり、企業等の広告を封筒に掲載することによ

り広告費を頂く方法や、広告入り公用封筒を企業等から寄贈していただく方法がございます。 

 現在、町民課住民係の窓口封筒におきましては、広告入り公用封筒を企業から寄贈していただいて

いるところでございます。行政コストの削減や地域経済の活性化を推進していくため、今後、検討

をしてまいりたいというふうに考えております。 

 また、デジタル化・ペーパーレス化に向けての取組でございます。 

 現在、本町の情報発信は、区長会による回覧板や広報誌、ホームページをはじめとしたＬＩＮＥ、イ

ンスタグラム等の様々な発信媒体を用いながら行っております。ここ最近は、スマートフォンの普

及や情報発信の即時性から、デジタルによる情報発信に努めているところであります。 

 紙媒体を減らすことは経費削減につながることは理解しておりますが、町民の中にはデジタル機器

を使用できない方も多くいらっしゃいますので、紙とデジタルの両方を、現在、使用しているとこ

ろでございます。 

 また、ペーパーレスの取組については、業務でのタブレット使用についても、ペーパーレスの促進

につながるとともに、業務の効率化に寄与するものと考えておりますので、今後、調査研究を進め

てまいります。 

 以上であります。                              〔降壇〕   

○３番（福澤卓志君） 

 自席からよろしくお願いいたします。 

 災害等対策について、先ほど地域防災計画に沿って、今後も進めていくという御答弁をいただきま

した。その上で、本庁舎、学校施設の建設を断念されたわけですけども、２番目に掲げられている庁

舎の建て替えについて、現行どういった考え方があるか、まず伺いたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 
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 この庁舎を含め、公共施設の建て替え等につきまして、これまでも各議員の御質問にお答えをして

まいりました。いずれの公共施設も老朽化が進んでいるというようなことで、御質問にございまし

た南海トラフ地震など、大きな災害に備える必要もあるということを、私も認識をしております。 

 ただ今回、８月８日の日向灘地震等も経験しまして、これもこれまでお答えしてまいりましたけど

も、デジタル関係もございますので、いわゆる電算システム関係、あるいは、それに伴います情報発

信、それと、いわゆる危機管理部門、こういうものを、やはり早期に、先に、庁舎建設前に、この点

をすべきであろうと、これまでの議会でも、ほほえみ館等も検討しているというような説明もあり

ました。やはりこの緊急度が高まっているということもございますので、これは先に進めるべきで

あろうと考えているところでございます。 

 以上であります。 

○３番（福澤卓志君） 

 今回の台風１０号で、特に宮崎市の繁華街なんかでは、竜巻が起こって大変な被害が起きたところ

です。どういった災害が起こるか分からない、特に庁舎、機能している最中に起こってはならない

ということを考えると、先ほど答弁にいただきました、早急に、ぜひ予算の編成をして、機器の移動

であったりとか情報発信について、速やかな対応ができるような対応、対策を、ぜひお願いしたい

と思っております。本当にいつ起こるか分からないという状況になっておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

 できますならば、もう仮設を建てるなり、庁舎を建て替えるという考えの下、行動していただきた

いなというふうには思っております。大事な職員の命を守るという観点、そして、町民の大事な情

報をしっかりと守るという観点からも、併せてお願いしておきたいと思います。 

 その上で、今後２４時間体制を行う必要があると踏んだ場合、総務課のみでの対応は難しいと、厳

しいんじゃないかというふうに私は考えておりますが、この今後の対応、今回の状況を受けての考

えがあれば、伺いたいと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 災害の種類等にもよるかとは思いますが、やはり今回、国のこの発表がありましたけれども、１週

間というのが、ひとつの警戒をする期間ということもありました。先ほどの御質問にございました

ように、消防団にも、それぞれ待機をいただいたというようなことでございました。特に、２４時間

で体制を取るという意味は、やはりこの町民からの問合せが非常に多いと、やはり不安を感じられ

た方が、問合せに即、応じていかなければならない。場合によっては、台風等では現場にも急行しな

ければならないというような、それぞれございます。 

 ですので、危機管理部署を中心に、そして、今回も台風におきましても、それぞれの課で分担をしな

がら体制を取ってきたというようなことがございます。ですので、先ほど申し上げました災害の種

類、あるいは台風であれば、その警戒をする期間とか、そういうのも様々ございます。 
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 しかしながら、今、大事なのは、災害を、被害を受ける町民を最小限に食い止める、そのためには情

報対応に応じていく、そして災害があった場合には、即対応できる対応、これは必要だと考えてお

ります。 

○３番（福澤卓志君） 

 大変御苦労をかけているわけですけども、少しでも、一人でも、町民の不安を払拭して守れる体制

を、ぜひ構築をお願いしていきたいと思っております。 

 その上で、情報の伝達という面では、町内の状況確認、情報収集、また、現状の周知の情報につい

て、被災箇所の確認と同時に、広報車を出すなど、注意喚起を行ったかどうかを伺いたいと思いま

す。 

 消防団で広報、今回したわけですけども、聞こえにくい、広報したのは地震ではなく台風のときだ

ったんですけども、広報では聞きにくいと、聞こえにくいという形がありますので、できるだけ速

度を落として対応したりとかするわけですが、地震に限らず災害に向けての広報、個別受信機が必

要という声もあったりするんですけれども、いろんな情報媒体を使って、今情報を発信されている

わけですが、この地震に関して被害状況の聴取について、今回どのような対応をされたかを伺いた

いと思います。 

○総務課長（末永恵治君） 

 今回の地震の件ですよね。今回の巨大地震注意、南海トラフ地震臨時情報の発表を受けて、各課で

の被災状況の有無の確認、それから、被害情報収集を行っております。加えて、警察消防からの情報

収集等も行ったところであります。 

 また、今回の地震は全国的な対応となり、テレビなどのメディアで大きく取り上げられたことから、

報道もあったことから、広報車については巡回はしておりませんが、防災行政無線、高原町メール

サービス、高原町ホームページで周知を図ったところであります。 

 以上であります。 

○３番（福澤卓志君） 

 災害発災から各種状況についての状況把握、これが、いかにスピードよくできるかというのは急務

であると思いますので、この点も防災計画に則り、また、さらに足りないところを補完する上でも、

シミュレーションを重ねていっていただきたいと思っています。 

 その一つに、社会福祉協議会等に相談をして、民生委員さんなんかが日頃気にかけている町民の方

の調査、状況の把握、また備蓄状況、今回、災害が発災してから１週間余談が許さないということ

で、かなりテレビ等でも情報があったわけですけども、そういった方々、不安であられるような方々

に対しての対応というのができたんではないかと思うんですが、そちらを行われたかを伺いたいと

思います。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 御質問にお答えいたします。 
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 町から社会福祉協議会に対して状況調査等の申入れは行っておりませんが、民生委員さんにおかれ

ては、地震に限らず台風、また豪雨などの際には、そういう自然災害が発生したときには、各自が担

当している地区の状況等を確認しているということでございます。 

 なお、今回発生した地震に伴う被害報告はなかったと伺っております。 

 また、今回の地震において、備蓄状況、また避難経路の確認等は行っておりませんけれども、今後、

社会福祉協議会等とも連携を取りながら、また協議してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 この質問に関連して３回目になるのですけれども、避難行動要支援者の名簿、これについてはでき

ているということでしたが、個別避難計画の進捗状況を伺いたいと思います。今先ほど民生委員さ

んに対して質問したのも、結局は個別避難計画というのに直結してくるというふうに考えておると

ころです。 

 令和６年６月２８日の報道資料として発表された内閣府消防庁作成の調査結果に、県内２６市町村

の中で本町を含む７町が未策定ということで回答されております。国の情報機関に本町の名前が載

っておるというところです。 

 こういった状況から、とにかく個別避難計画については、国県、しっかりと策定しなさいというふ

うに自治体に要請があるわけですけれども、現状、いかがかを伺いたいと思います。 

 以上です。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 お答えいたします。 

 個別避難計画におきましては、一部、策定を含め、多くの自治体が、既に計画策定に取り組んでいる

ところでございますが、本町におきましては、まだ避難行動要支援者名簿の作成はできているもの

の、その個別避難計画の策定までは至っていないという状況でございます。 

 しかしながら、８月８日に発生しました日向灘地震、また先月の台風１０号などを踏まえまして、

自然災害などから身を守る上で、何らかのハンディキャップを抱え、周囲の支援が必要となる要支

援者の避難、こちらを円滑かつ迅速に行うために個別避難計画を策定することは、大変重要である

と改めて認識したところでございます。 

 このことから、本町におきましても、個別避難計画策定に向け、取組を進めていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 私としては０％ではなく１％でも上げていってほしい。一人でも多く、特に介護度が高い方に対し

ては、できているという状態で、今後その負荷をされていく方が増えていく。個別にどこに避難す

るという計画がちゃんと立っていて、誰が身守りに行くのかということが明確にされているという

ことだけでもいいかと思っています。その点、自分は不安じゃないと、災害が起こったときに一人
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じゃないということを、できるだけ周知できるような対応というのをお願いしたいと思っています。

ひいては、これが、例えば、消防団員であったりとか、地域の方で、また守って、身守りが必要とい

う、手助けをしてもいいという方たちの手に渡ることによって、多くの方々の手で救われる方を増

やしていっていただきたいという思いから質問させていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 非常設備について移ります。保育所、養護老人ホームでは、全てできているという形でありますが、

老朽化しておりますので、その状況、例えば、床面がのりが貼っていて転倒が危険であるであった

りとか、また、はつりがあったり、避難で思いっきり走っていったときにこけてしまうような状況

がないかというのを今回、危惧して、質問に至ったわけですけれども、その点の状況調査等の状況

は、いかがだったでしょうか。できていらっしゃるのでしょうか。実際に行かれて見られたかどう

かお伺いしたいと思います。 

○健康課長（中村みどり君） 

 お答えいたします。 

 保育所に関しましては、今回の災害の後、点検して周りまして、狭野保育所から１件だけ雨漏りが

あったという報告があっているほかは、ございません。 

 以上です。 

○老人ホーム園長（中原圭一郎君） 

 御質問にお答えいたします。 

 法人におきましても、発災後、全てにおいて確認をいたしましたが、問題ないところでございます。 

 また、全ての避難路につきましては、バリアフリー化も進んでおりますので、スムーズな避難につ

ながるものと考えております。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 町営住宅等で避難に関する状況は、いかがでしょうか。誘導灯、または標識なんかはあるのでしょ

うか。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 町営住宅につきましては、霧島団地だけが、エレベーターとか、あとは面積要件で消防設備等を整

備する必要がありますけども、霧島団地については、年に１回の消防署の点検とかを受けておりま

す。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 でも、小学校、中学校の校舎なんですけども、屋外にある非常階段、先ほど言ったのりが貼ってい

て、もし雨天時に転倒する危険、二次災害、被害が起こるんじゃないかという懸念があるんですけ

ども、こういった非常階段等の設備の状況については、いかがでしょうか。 

○教育総務課長（田中博幸君） 
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 お答えいたします。 

 学校施設の安全点検につきましては、各学校において月１回を基準に行っているところでございま

す。今回は非常階段について御指摘がありましたので、のりなどの状況を確認したところ、やや滑

りやすくなっている学校もございました。９月３日に開催しました校長会において、転倒防止策と

して、定期的な掃除等を行う等の注意喚起を行ったところであります。 

 以上であります。 

○３番（福澤卓志君） 

 今回質問に至ったのは、その施設の利用する人々に対しての安心・安全を、ぜひ今後も災害という

面から守るというところで、日頃からの点検も含めてお願いをしたいという状況です。もう本当に、

いつ地震においても、起こるか分からない状況によって、その中で精神的に、パニックであったり

とか、避難訓練をしていても、訓練が身を結ぶかどうかも分からない、その緊張感の中でどういっ

た対応になるかということは、やっぱり施設の管理が行き届いているかどうかに尽きるところもあ

ると思いますので、引き続き非常設備についての点検については、行っていっていただきたいとい

うふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、鳥獣被害対策について伺いたいと思います。 

 本町では、鳥獣被害防止総合対策交付金について、ワイヤーメッシュ等の防護柵を行っているもの

の、それ以外の使途については柔軟な対応をされているような答弁では伺えなかったと思いますし、

総務経済常任委員会の所管事務調査の中でも、そういった状況の報告をいただいたところですけど

も、今回、交付金の内容を見ますと、ＩＣＴ機器実証導入支援交付金というのがありまして、こちら

をセンサーカメラなどを設置することで、わなを張って、その見回りの回数が減ること、また、錯誤

捕獲の防止ができるのではないかというふうに見れました。何より捕獲者の負担軽減、高齢化の顕

著な状況において、この交付金を上手に活用してすることができるんじゃないかというふうに思っ

ております。 

 現在、有害鳥獣捕獲等業務委託職員として活用されている方が、積極的に導入して、カメラの設置

状況、また、捕獲の状況などを報告されているのを見ているわけですけども、この方は個人で導入

されているのではないかと思うのですが、この交付金の活用についての考え、導入について積極的

に考えられているかどうかを伺いたいと思います。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 議員からございましたＩＣＴ機器等を活用した鳥獣被害対策につきましては、捕獲者の負担軽減を

図るには有用な施策であるというふうに考えられます。また、このような話は、以前に猟友会の中

でも話が挙がったこともございます。 

 しかしながら、ＩＣＴ機器の導入費用が高額であったり、わなの設置箇所全部にカメラを設置する

のは困難であるなどの意見がございました。さらに、一番の問題でございます猟友会の方々が高齢
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化しておりますので、ＩＣＴ機器を十分に取り扱える方がいないといったところもございますので、

現時点では導入予定はございません。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 全員が使えなくても、カメラを設置した、そのカメラに反応があったときに携帯のほうに通知が来

るというサービスもありますので、今、各地区で、特にこの中山間の鳥獣被害の多い都道府県の中

で導入している自治体もたくさんありますし、わなにかかったのにセンサーが反応して通知が来る

とかというのもありますので、費用については、それぞれのものがありますけども、差があります

けど、何か所か設置してみるとか、まずは導入してみる、それを使ってやりたいという捕獲班員の

方がおられれば、数台でもやってみる価値はあるんではないかと思いますし、導入した後、みんな

でそこに見にいくというか、機器の使用方法についても、高齢者であっても使えるような状況であ

るかというのも確認すると、毎日同じ場所を点検して、見て回る手間が省けますし、そこまでの行

く移動費も軽減されるというか、やっぱり実費でされている方がたくさんおられますので、そうい

った方々の費用軽減を図れるというふうに思いますので、まずは１台設置してみるとか、数台導入

してみるというのを、国の交付金を使ってぜひ行っていただきたいんですけども、いかがでしょう

か。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 今、議員からございましたように、そういった１か所なり、そういったほうができるかどうか、また

検証していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 ぜひ交付金を上手に活用して、一番には農作被害を防止する、それが結局は民家に入ってこないま

での大事な対策だと思っております。庭先に植えているようなものまで被害が及ぶようなことを、

まずは軽減するための、まず導入の捕獲に対する考え方だと思いますので積極的にお願いをしたい

と思っております。 

 補助金を使って被害防止対策を行った補助を、農家に対して、その国の交付金を使って防護柵を設

置されているんですけども、この防護柵の使用状況、あと被害防止になっているか、その柵を設置

したことで本当に被害の防止になっているかという、このヒアリングとかパトロールなんかをされ

ているかを伺いたいと思います。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 防護柵の管理につきましては、原則としまして受益者で行うものでありまして、設置後のヒアリン

グやパトロールは行っていない状況でございます。 
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 また、防護柵等の設置時には、適正な管理方法等につきましては指導を行っている状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 原地調査をさせていただいたときに、結局、ゲートを開けっぱなしにしていて、そこがつながって

いるために隣のほ場に迷惑をかけているという報告もあったところです。こういったところを、や

はり受益者がしっかりしないといけないんですけども、できていなければ指導する、また、お願い

をするという形が必要ではないかというふうに思っております。 

 この補助金を使った、だけども適正に使われていない、防護に至っていないというのは厳重注意に

値すると私は考えています。ですので、この注意、そして指導に応じない方に、悪質な場合には罰金

を課すとか、そこまですることによって、被害の軽減、また防止、さらには、鳥獣なんかがエリアを

拡大することを抑制する状況になると思いますので、こういった対策を講じていただきたいと思っ

ていますが、いかがでしょうか。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 防護柵につきましては、先ほど申しましたとおり、受益者の管理が基本でございます。しかし、管理

においての機能低下や補修等の相談があった場合には、管理上の指導や提案等はさせていただいて

おります。 

 また、罰金を課すとなりますと、罰金そのものが、刑法に定められている刑罰の一種でございまし

て、防護柵の管理を行ったからといって法律上の罪を犯したわけではなく、強制的に金銭を取り立

てるような行為はできないものと考えております。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 そうですね、罰金という考え方は表現も適切ではなかったかもしれませんけども、それくらい農業

被害を拡大させないという強い気概が必要ではないかというふうに思っています。捕獲に従事され

る方々の御苦労、御負担を考えたときに、どういった対策ができるかということを十分、熟考、考え

ていただいて対策を講じていただきたいと思います。 

 そこで、地域おこし協力隊という制度を上手に活用して、捕獲に関する対応等もできるのではない

かというふうに思っています。この地域おこし協力隊を、私が提案した自衛官の退官者だけではな

く、広く公募を行うということで答弁をいただいたところですけれども、国の捕獲サポート隊とい

う交付金もあるようですので、そういったものを上手く活用して、捕獲する捕獲者を確保するとい

う対策の一つに考えていっていただきたいなというふうに思っています。 

 私は、銃操作が訓練されている退官者のほうが、一番、免許を持っていなくても免許を取るリスク

だったりとか、新たに免許を取りたいという方の熟練を積むよりも早いと思っての質問に至ったわ

けですけども、実際に公募するかどうかの考えがあるかどうかを伺いたいと思います。 
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○産業創生課長（森山業君） 

 福澤議員の御質問にお答えいたします。 

 地域おこし協力隊に関してのことということで、お答えさせていただきますけども、お話がありま

したこの地域おこし協力隊ということに関しましては、様々な、この担い手として確保するという

手段といたしましては、非常にいいものだなと思っております。特に本町におきましては、農業、林

業、そういうものに関して、担い手が非常に少なくなっているということで、そこに募集をかける

ということは、非常に重要なのかなと思っております。 

 ただ、この地域おこし協力隊ですね、関われば関わるほど大切なのは、確かに募集、そこも大事なん

ですけども、一番、特にこういう有害鳥獣とかの、この今言った銃もありますけど、わなとかです

ね、専門的な技術を覚えなきゃいけないということが１つ、さらには、この地域おこし協力隊の方々

というのは、地域に行って頑張ろう、その地域のために何か役立とうと思ってきてくれる若者等が

多いんですよね。 

 そういう方を迎え入れるに当たって、一番大切なのは、そこは一過性のもの、３年過ぎたらいなく

なるではいけない。よその人たちを、やっぱりここで育てて、そのままここに住んでもらって担い

手として活躍していくというところ、もちろんその方々が地域に寄り添うという気持ちをもちろん

醸成しなきゃいけないんですけども、とにかくこの地域で育てていって、一緒にこの高原町の課題

解決にやっていくということに力を注いでいくということも身にしながら、この募集ということは

考えていかなければいけない。もちろん、地域の今ある有害鳥獣の方々の要望等をお聞きしながら、

適宜、町長からありましたとおり、広い募集、内容も含めてですね、検討してまいりたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 地域おこし協力隊というものを使ってユニークな活動をしている自治体もたくさんありますので、

文筆しているようなことも活用できるということもしていますので、そういったところで幅広く活

用していただきたいと思います。 

 先ほどもチラッと言いましたけど、国の捕獲サポート隊の交付金、これを使いまして、３年という

縛りの後、捕獲から加工、販売までを一貫して行う地域の中で、そういった捕獲、ジビエに対する町

産品の確保のひとつの先駆けとして、地域おこし協力隊も使って、国の補助金、交付金を使って、鳥

獣被害の対策についてできると思いますので、そういったのも活用していっていただきたいなとい

うふうに思っております。 

 何より、被害防止には様々な案を練って、対策をぜひ講じていっていただきたいというふうに思い

ますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 費用削減対策に移ります。郵送料の値上げに伴う対応について、検討していっていただくというこ

とで答弁をいただいたところです。 
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 ここに都城市の封筒がありますけども、企業の、やはりＰＲにもなりますし、何より本町に協力を

したいという企業の方々の力も頂いて、何らかの費用削減について進めていっていただきたいなと

いうふうに思っております。 

 多くの財源を抱え、そして、ふるさと納税でも全国１位を勝ち取っている都城であっても、こうい

った対応をしているというところで、ぜひ無駄にならない部分が多いと思いますので、参考にして

いっていただきたいなというふうに思っております。 

 デジタル化についても同様で、どうしてもペーパーレス、私もそうですけど、今こうやって紙を持

っているわけですけど、これがデジタル機器でできたら何よりいいなというふうに思っているとこ

ろです。 

 タブレット導入についても、ぜひ前向きに検討していっていただきたいなというふうに思っており

ますけども、何とか時代に合った対応をお願いしていきたいと思います。 

 では、最後に、小中学校統合準備等について移りたいと思います。 

 今回、行政調査で茨城県利根町に行かせていただきました。そこで、高原町でも、２倍以上の人口が

いる利根町でも、少子高齢化が進み、令和５年４月から３校あった小学校を１校に統合しておりま

した。町長主導により、統合に向けての準備に余念がなく、統合の２年前、令和３年には、学校設置

条例の一部改正する条例を上程、可決、そして、統合された日に施行、また統合の１か月前に学校跡

地体育館施設の設置及び管理に関する条例を上程、可決されるなど、小学校統合基本計画及び学校

跡地利用活用に関して、改めて調整をしておられます。 

 本町でも、あと残りわずかになってまいりました未来の児童のために、そして何より地域の住民の

ために、今後の計画、筋道を立てて行う必要があると思いますが、町長の考えを伺いたいと思いま

す。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 本町におきましては、この学校管理につきましては、教育関係の公の施設に関する条例を設置いた

しております。当然、学校統合になりますと、新しい条例の設置が必要になってまいります。現在

は、高原町小中一貫教育校準備委員会におきまして、様々な検討がされておりますけども、学校名

等の検討も、その中にあるわけでありますけども、学校名が決まり次第、議会への条例改正の上程

を行う予定といたしております。 

 スケジュール的には、早ければ、今年、令和６年の１２月議会に上程する予定でございます。施行

は、令和８年４月１日の予定でございます。その他の学校関係の条例規則につきましても、学校統

合がされる前年度の３月までには改正をし、上程をするということを考えております。 

 以上であります。 

○３番（福澤卓志君） 
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 少しずつでも前に進めていくために、条例についても、やはり整理整頓が必要になってくるのでは

ないかというふうに思っておりますので、引き続きの調査、また、制定に向けての準備をお願いし

たいと思っております。 

 そこで、各小学校、また後川内中学校においては、閉校準備委員会等も動いているところは、狭野小

学校であると伺ったところですけども、準備委員会が動き出していっている最中だと思っておりま

す。 

 そこで、その閉校準備委員会では、どういったことをすればいいのか、どういったことを進めてい

けば、進める必要があるのかということを、なかなか前に進まないといった、そして、傍から見てい

て困っているように見えるところがあるのですけれども、現状どのような対応をされているのか伺

いたいと思います。 

○教育長（西田次良君） 

 現在、高原町小中一貫教育校準備委員会におきまして、統廃合に向けた協議を実施しております。

４つの部会がありまして、この中の式典部会で閉校式等について協議をしているところでございま

す。 

 各小中学校の閉校式実行委員会、それぞれの実行委員会のことでありますが、この現状でございま

すが、先ほど議員からありましたように、狭野小学校の閉校式実行委員会が既に設立されまして、

協議が行われている状況であります。 

 また、高原小学校、広原小学校、後川内小中学校、高原中学校のそれぞれの実行委員会の設立に向け

ました会議や説明等が、９月上旬より、順次開催されているところでございます。 

 閉校式等の内容につきましては、各実行委員会で、それぞれ決めていただくこととしておりますが、

共通で確認が必要な部分等が出てくることもあると考えられます。その場合は、教育委員会も協力

しながら、不明な点等の解消に努めていくこととしております。 

 以上でございます。 

○３番（福澤卓志君） 

 その上で、全体的に同一方向、どういった内容であるかという情報交換を行う上でも、今、狭野のほ

うが動いているということですけども、これから高原小なり高原中なり、広原でもそうなんですけ

ども、ある程度、ＰＴＡが中心になるとは思っているんですけども、そのＰＴＡの組織、特に代表者

を集めて、どういった方向で本町の式典なり閉校準備ということを進めていくかということの意見

交換なりをする機会が必要ではないかというふうに考えているところです。 

 特に、モデルケースとして、狭野がどういった活動をしている、どういった内容で今やっているん

だということの共有が図られると、ちょっと早くスピードも上げて、また知恵も、ある程度、各地区

で生まれてくるのではないかというふうに思っていますが、いかがでしょうか。 

○教育長（西田次良君） 

 先ほど申し上げましたように、現在、高原町の小中一貫校準備委員会におきまして、統廃合に向け

た協議をしており、この中の式典部会で閉校式等についても協議をしているところでございますが、
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この準備委員会の式典部会におきましては、各小中学校のそれぞれの閉校式実行委員会での協議に

おいて、必要となる情報を提供しておりまして、また、統一した方向で閉校式実行委員会を行うた

めに、既に決定している共通事項もございます。 

 この式典部会でありますが、ここには各学校の管理職、それからＰＴＡ役員の方々、それから各小

学校区代表の区長さん等が、この各学校の閉校式実行委員会の主なメンバーとなる方々、こういう

方も含まれているところであります。 

 このようなことから、閉校式実行委員会が設立されまして、協議が行われる際に、情報を共有して

いただいて、各学校の閉校式実行委員会が同じ方向で実施できるように、今進めているところであ

ります。 

 なお、教育委員会といたしましても、それぞれの各学校の閉校式実行委員会に、機会を見て参加を

しまして、情報共有、そして意見交換を行っているところでございます。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 学校の先生方、特に管理職を中心に動かれているということですけども、異動があるのが、とても

心苦しく思いますので、できますならば、県に対して閉校までの期間、ぜひ常駐いただくような、定

年等に関しては延長いただけるのが一番ですけども、そういった対応等もお願いできれば一番いい

かなというふうに思っております。あと残り２年という期間の中で、異動等がないように、できれ

ば声かけのほうをお願いしていっていただきたいというふうに思っています。 

 各地区で規模が全然異なります。この閉校式の開催に関する町の補助、今回、各学校に５０万ずつ

上程されておりました。こういった使途についても、それぞれ各学校、各職によって変わってくる

と思いますけれども、懸念といいますか、各学校が保有しているＰＴＡ会費、こういったところも

清算する必要が、もし閉校した場合には清算したほうが、必要が出てくると思います。それはその

学校で考えればいいということなのかもしれませんけども、これについての状況と、どういった考

えを町として持たれているかを伺いたいと思います。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 お答えいたします。 

 各学校のＰＴＡ会計につきましては、保護者、教職員からの会費、学校によっては地域からの会費

を頂いて運営しております。そのため、清算等につきましては、町及び教育委員会が直接その使い

道等について話をすることはできないものと考えているところであります。 

 したがいまして、ＰＴＡ会計の使い道や最終的な清算等については、各ＰＴＡ組織で決定していた

だく必要があるというふうに考えております。 

 以上であります。 

○３番（福澤卓志君）それでは最後に、学用品について伺いたいというふうに思います。 

 学校統合前であっても、学用品関係、入学前の保護者に関して疑問とか不満とか、何かそういった

ものが出ていないかというのを、今、準備委員会の中で様々な情報を共有されながら進めていって
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おられるということですけども、特に体操服、一部の保護者からですけども、体操服、白Ｔシャツな

どで、何で行うのかといったことも聞いたところです。こういった対応について、現状を伺いたい

と思います。 

○教育長（西田次良君） 

 体操服等の御質問でございますが、令和８年度の新学校への統廃合以降につきましては、新しい体

操服、新体操服を設定するということとなりますが、どの学校におきましても、現在、使用している

体操服と新体操服は違うものになるという可能性があります。そこで、一貫教育校準備委員会での

協議によりまして、これまでの学校で使用している体操服も使用可能にすることで対応を行うとい

うことにしております。 

 なお、白Ｔシャツにつきましてでありますが、これは体操服の洗濯が間に合わないとかいう場合に、

白Ｔシャツ着用でも構わないというふうにしているものでありまして、基本的には体操服での授業

ということになります。 

 以上です。 

○３番（福澤卓志君） 

 統合後、新しい制服じゃなくて体操服になるということなんですけども、児童数も少ないですので、

統一した体操服、１回限りかもしれませんけども、支給したらどうかなというふうに思うんですけ

ども、町長、いかがでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えします。 

 これは、あくまでも私の考えということで、準備委員会等で決めていかれる内容ですので。今の御

質問の体操服についての御質問でございましたけども、統合に合わせて様々なものが、やはりその

合わすのか、現状のものを、そのまま使うのか、あろうと思います。いわゆる統合をしても、しばら

くの間は移行期間というか、当然あろうかと思います。また、保護者等の負担等も考慮をしながら

準備委員会で検討をされていくものだと思います。 

 今、御質問にございましたように、町で支給したらどうかということは、現状で、そういう要望、御

意見等が準備委員会で出たとは聞いていませんけども、今、教育長がおりますけども、そういった

御要望があるということであれば、もう一つお聞きをしておきたいと思います。 

○３番（福澤卓志君） 

 今、教育長の中で、そういった声があったりするものなんでしょうか。 

○教育長（西田次良君） 

 新体操服につきましては、令和８年度、新しいデザインというか、校章等も決まっていきますので、

新しくデザインをする予定でございますが、教育委員会としましては、全体に配布するということ

は、今のところ検討はしておりません。 

○３番（福澤卓志君） 
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 支給するのが妥当だと思います。結局は、６年生の子は、あと１年かもしれないんですけども、１年

生から上がってくる、また買い替える時期とか、いろいろ、あとタイミングで、今、使っているもの

から新調するというよりも、新しい学校になりますので、ゼロスタートということを考えて、何ら

かの方法で、みんなが統一した体操服で、例えば運動会ができるとか、そういった学校行事で利活

用ができるとか、そういったものになってくるのかなというふうに思いますので、この点は、今後

の、あと残り、まだ時間がありますので、協議等を進めていっていただきながら、子供たちのために

なるような対応、対策に変えていっていただきたいと思っています。 

 以上で終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで福澤議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                        午後 ２時４３分 散会   
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────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 一般質問 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 前回の議事を継続し、一般質問を続行します。 

 次に、６番、外村仁議員。 

○６番（外村仁君）                              〔登壇〕   

 おはようございます。通告書に従い質問いたします。 

 私からの質問は大きく３つあります。１、農畜産業について。２、町の特産品について。３、災害対

応について。壇上では１つ目の農畜産業についての質問を行います。 

 昨年度からの就農数・離農数について、令和５年度から現在までの就農数、離農数について伺いま

す。就農者がいる場合は就農品目について、離農者がいる場合は農地や資材等の現状について把握

はしているかを伺います。 

 次に、新規・後継の就農について、就農補助事業等の活用状況について伺います。現在の就農補助事

業について、新規就農と後継者就農に対し、国、県、町、それぞれ何の事業があるかを伺います。補

助事業の活用状況について、人数と補助金額についても伺います。 

 壇上での質問は以上とし、以降の本町の特産品について、災害対応についての質問については、自

席にて行います。                              〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 おはようございます。本日もどうかよろしくお願いを申し上げます。 

 ただいま外村議員から御質問いただきました。まず、壇上の御質問でございました農畜産業につい

てお答えいたします。 

 まず、令和５年度から現在までの就農数でございますが、農業経営基盤強化促進法第１４条の４に

基づき、青年等就農計画を認定しました認定新規就農者は１名でございます。この方は御夫婦で経

営をされております。 
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 次に、離農者についてでございます。この数につきましては、令和５年の第４回議会でも答弁いた

しましたが、統計資料の関係上、同じ数字となります。申し上げます。２０１５年の農林業センサス

の調査結果では、町内で７３４経営体でありましたけども、２０２０年の調査結果によりますと、

町全体で４９３経営体まで減少をしているということになっております。 

 なお、この農林業センサス調査でございますけども、５年に一度の調査でございまして、次回は２

０２５年に実施をされることになります。現時点では、調査の中間年に当たるため、単年度の調査

結果はございません。 

 次に、離農者の農地や資材等の現状の把握でございますが、離農者を特定できないということもあ

りまして、正確な農地や資材等の現状は把握いたしておりませんが、農地を貸したい、売りたいな

どの相談を農業委員会で受けたりしていることがございますので、これにつきましては、その都度

対応いたしているところでございます。 

 次に、令和５年度の就農者の品目でございますが、施設野菜のキュウリとなっております。 

 以上であります。 

 次の御質問でございました新規・後継の就農について、補助事業等の活用状況というような御質問

でございました。 

 まず初めに、現在の新規就農者等に対する補助事業でございますが、国庫補助事業として、ちょっ

と今から事業名を申し上げます。新規就農者育成総合対策に掲げる就農準備資金、そして経営開始

資金及び経営発展支援事業並びに経営継承・発展等支援事業などがございます。これが国の制度で

ございます。また、町単独補助事業といたしまして、高原町新規就農研修生助成事業、そして高原町

施設園芸農家スタート応援事業がございます。 

 本年度におけます補助事業の活用状況でございますが、旧制度の農業次世代人材投資事業の経営開

始型が１件、補助見込額が１３５万円になっております。次に、新規就農者育成総合対策の経営開

始資金が１件、補助見込額が１５０万円であります。次に、高原町新規就農研修生助成事業が１件、

補助見込額が９万円となっております。次に、高原町施設園芸農家スタート応援事業が２件、補助

見込額が４０万円となっております。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○６番（外村仁君） 

 最初から行きますと、就農が１名ということで、離農数は前回と変わってないんですけど、確実に

減ってきてはいると思うんですよね。 

 それで、離農者の農地とか資材等の把握はされてないということだったんですけど、貸したりとか

売ったりはあるとは思うんですけど、町が知らないところで農地を誰かに貸したりとか、そういう

ところはあると思うんですけど、農業委員会に対してそこを調査するようなことは指示とか、そう

いうことはされてないでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 
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 この離農された方の農業機械でございますけれども、当然使わなくなった機械等につきましては、

個人で相対で販売されている方あるいは農業機械を扱っております事業者を通じて転売されている

方もいらっしゃいます。あるいは農業共済、農協などを通じて、またほかの農家に販売をされてい

るというようなことがございます。ただ、町としては、先ほど申しましたように、離農者という正確

に把握しておりませんので、正確な実態というのはつかめてないというところでございます。 

○６番（外村仁君） 

 本町の基幹産業というのが農業であると思っているんですけど、農業であるというのであれば、そ

ういう町内で農畜産業に関わっている方の数とかは年度初めとかに調査するべきだと思うんですけ

ど、そこまで職員数が回らないとか、そういう何か理由がありますか。 

○町長（高妻経信君） 

 農地はですね、農業委員会等を通して、ある程度の把握はできていると思いますけども、今、御質問

がありました農業機械については、そういった農業委員会でも当然把握しておりませんし、あるい

は個人の所有というようなこともありまして、現在は把握できてない状況でございます。 

○６番（外村仁君） 

 就農者の品目についてなんですけど、キュウリをメインと言われたのですが、キュウリは、これは

ハウスで年間通して作られるものなのかというところまで把握していますか。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 この就農者の品目なんですけども、現在の小林、高原のほうで進めている新規就農者の品目としま

しては、キュウリのほうを進めております。で、品目はキュウリとなっております。現在、この方

は、中古ハウス等を購入されたりして栽培を行っているような状況でございます。一年通してどう

かは、ちょっとまだ把握できていないところでございます。 

 以上でございます。 

○６番（外村仁君） 

 それでは、新規・後継の就農についてなんですけれども、前回、私は昨年の６月議会で言ったんです

けど、これは補助事業で以前は新規しか認められてないというところで後継者の補助金等はないと

言われたら、昨年６月議会であると言われて、ちょっとびっくりしたところなんですけど。この補

助事業を受けるに当たって、補助を受けた品目以外をやろうと思ったときに、またこの補助を受け

れるかどうかというところは分かりますか。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 そういった場合は、まずは御相談をいただければと思います。関係機関と協議を行いまして、そう

いった補助金が活用できるかどうかを含め、また協議を行っていって、本人も含めて協議を行いな

がら、そういった事業が活用できるか等を含めて、また進めてまいりたいというふうに考えており

ます。 
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 以上でございます。 

○６番（外村仁君） 

 これは要望というか、提案というか、できるかどうかは分からないんですけど、基幹産業が農業と

いうところで、今、農家が、農畜産業の従事者が減っているというところですね。作業がきついと

か、そういうところでどんどん高齢化していって、やめているというところがあるんですけど、悪

く言ったら楽してできるとか、効率よくできるような農法を調査して、本町の気候風土に合うかど

うかという試験をするという、協力農家さん募ってそういうことを進めたりとかはできないでしょ

うか。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 お答えいたします。 

 ただいま提案のほうをお受けいたしましたので、関係課とも協議しながら、そういったことができ

るかどうかをまた検証なりしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○町長（高妻経信君） 

 今、ただいまの御質問、農業改良普及センター、県の機関がございますけども、そういった、これは

畜産も含めてなんですけれども、農業全般のいわゆる試験的な栽培とかモデル的なほ場、こういっ

たことを改良普及センターが行っておりまして、例えば高原町のこういう特性があると、こういう

ものを調査してほしいとかということがあれば、これは農業改良普及センターがそういった技術、

そういった施設もございまして、そういう話があれば農業改良普及センターにおつなぎしてお願い

するということは、もう十分可能であります。 

○６番（外村仁君） 

 そういう農業改良普及センターとかでは、今までどこかがやっているようなことを、気候が似てい

るからとか、そういうことでやると思うんですけど、どこもやっていないようなことをやってほし

いんですよね、私としては。前例がないことをやって、ほかより先んじることでお金もうけできる

というか、そういうところを目指して、お金をそんなにかける必要はないとは思っているんですけ

ど、前例がないっていうところをちょっと探してとか、前例があっても、どこか１件、２件とか、そ

れぐらいしかやってないとか、そういうところを目指してやってほしいという思いで、先ほど提案

いたしました。これについては、答弁は結構ですので。 

 １つ目の質問については以上としまして、次の本町の特産品についての質問に移ります。 

 本町、いろいろ特産品開発とかやっているんですけど、いろいろやっていて数が多いので、過去１

０年以内に町が関わった特産品の数と品目について伺います。 

○産業創生課長（森山業君） 

 外村議員の御質問にお答えいたします。 

 ２０１４年１月以降の広報たかはる等に載っております本町で取り扱った特産品、イベントへの参

加、企画の連携、補助金等を交付して一部支援等を行ったものをカウントしますと、９件になりま
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す。９点。これにはもちろん、地域商社、ふるさと納税返礼品、連携事業等で今行っております開発

したものについては、含んでおりません。 

 品目につきましては、本町産の材料を使ったアイスクリームや素材を絡めたものが６点、焼酎を含

めた飲料関係が２点、それと、ようかんとお茶が各１点というふうになっております。 

 以上です。 

○６番（外村仁君） 

 意外、意外にというか、１年に一つぐらいは何かしら作ってはいるということなんですけど、何年

前ですかね、８年、９年前とか、県内、宮崎県のＢ級グルメグランプリとかあって、それを私もＳＮ

Ｓとかで、よそにいたので見ていたんですけど、そのＢ級グルメグランプリとか、そういうものに

出品した食品の現状ですね。それでＰＲをしたと思うんですけど、それをＰＲして、それを町内で

また食べたいと思って、宮崎県、町外から来られた方に対して、どこで飲食できますかとか、そもそ

もどこで販売しているのかというところはないでしょうか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 外村議員の御質問にお答えします。 

 まず初めに、すみません、先ほどカウントいたしまして９点と申しましたが、１０点でございまし

た。すみません。申し訳ございません。６点と２点と、それぞれようかんとお茶、各１点でございま

すので、全部で１０点ということで訂正いたします。申し訳ございませんでした。 

 今、外村議員さんからございましたコンテスト等へ出品した特産品というのは、これは報道関係で

やられていますコンテストに出品されたものというものでございます。これは今お話ししましたと

おり、既存の商品、町内にあります、そういうものをコラボさせて出品させたものがほぼ全部とい

うことになっております。そのとき、高原町の産品、この素材に恵まれているということをＰＲし

ようという、これは時の青年団とか農業関係の青年部とかが一生懸命考えて、みんなで盛り上がっ

ていたなという思いはあるんですけども、今お話がありましたとおり、その出品されたものをどこ

で食べれるかということは、今その品物、出品されたもの自体としては実際まだ残っていないと、

食べられるところがないというのが実情でございます。 

 ただ、この事業をきっかけに、起業、業を起こされた方はいらっしゃいまして、そういうものが素材

をアレンジして、ふるさと納税の返礼品として残っているもの、あるいは今回、最近で言いますと、

この囲碁の名人戦の勝負スイーツ、そういうものに活用されて残っているということで、素材とか、

業を起こすという形で、残っているということがあります。 

 今回、タチバナのコンテストもやったわけでございますけど、そういうものを生かしまして、この

コンテストの優秀作品となったお茶については、今回いろいろなところで展開をしていこうと思っ

ております。 

 それとあと、今回、議会の中で３名の議員の方より、食べれるものが、町内の人から、ないというよ

うな声があったということで、地域商社等に今開発しているものを確認したんですけども、現在、

ＮＥＸＣОと連携しているチュロスにつきましては、これ、町内の２事業者から仕入れ、卸の要望
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があって、現在もう詳細の詰めということで、それに卸していく方向ができているということ。そ

れと、マスの開き、これにつきましても、町内の商業施設のほうで販売のオーケーをもらっている

ということで、具体的な価格の交渉に入っているということ。それと、町内の事業者でこのマスを

使ったレシピを展開していくという話まで詰めているということで、これにつきましては、町内で

買える、食べれるというところまで話が進んでいるということでございます。 

 以上でございます。 

○６番（外村仁君） 

 いろいろ進めてはいると思うんですけど、そのグルメグランプリとかに出したやつはコラボだけち

ゅうことで、ふるさと納税も同様なんですけど、町の特産品としてＰＲしているのに町内で購入が

できないとか、あとはコラボしているのが理由だと思うんですけど、町民が知らないものが多過ぎ

るというところですよね。 

 なので、グルメグランプリとかに出したものに対して町民が全く知らない、やる気があっていろい

ろ開発するのは大変いいことだとは思うんですけど、そのグルメグランプリに出品して上位入賞と

か、そういうところが目的になっていて、本当に町民に対して何かおいしいものを食べさせたいと

か、食べてもらいたいとか、そういうところがおろそかになっているんじゃないかなと、ちょっと

考えるところがあります。 

 先ほど、地域商社の「ОＫ★チュロス」というのを町内２事業者と今置かせてもらうという話があ

ったんですけど、順番が逆だと思います。先に町内に置いてから町外にＰＲしていくということを

しないと、多分町外で、これは今会期の最初のほうでも言ったんですけど、先に町外に出して、おい

しかったからまた高原町にちょっと食べに行きたいなというので来られたときに、どこにも売って

いないという状況がやっぱり発生するので、そこの順番とか、町民にちゃんと周知するとかという

ところをちゃんと、同時進行でもいいとは思うんですけど、そういうところまで考えてからちょっ

と進めていただきたいというところがあります。インター前の直売所とかもあるので、そういうと

ころにも話をしたりとか、そういうところをお願いします。 

 続いて、農畜産物の特産品についてに移るんですけど、以前質問したときに、本町の特産品は牛肉

であるということで一応答弁いただいたんですけど、やっぱり牛肉以外の何か特産品について創出

すべきではないかなというのがありまして、そういう考えはまだ、牛肉以外にやる考えはないのか

なというところだけ伺います。 

○農畜産振興課長（平川昌知君） 

 お答えいたします。 

 農産物ということで、本町につきましては、現在、国の野菜価格安定制度におきまして、指定野菜の

キュウリとピーマンが集団産地として指定されております。この制度につきましては、国産野菜の

出荷、それから生産の安定と、消費者への安定供給を確保するのが目的でございます。 

 この事業に取り組むメリットといたしましては、価格の低迷時に価格差の補給金が交付されるとい

うことで、農家の経営に役立っているというところがございまして、今の現状におきまして農家の
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方も減少しておりまして、なかなか新しい品目に取り組むところがないんですけれども、野菜の産

地といたしまして、キュウリとピーマンを今後も中心に産地として維持をしていきたいなというふ

うに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○６番（外村仁君） 

 キュウリ、ピーマンをメインというか、そういう指定されているということはいいんですけど、そ

れが今後指定されなくなった場合にどうするかというところまで考えていかないといけないと思う

んですけど。家庭菜園レベルとかでもいいので、狭い範囲でいろんな野菜をやってみて、それでう

まくいくとか、高く売れそうな野菜とか、そういうところをやって、ブランド化していくじゃない

ですけど、高原町はこの野菜がおいしいよとか、そういうところまで考えてやっていただきたいと

いうところですね。補助金とか、そういう収入保障があるのはいいことだと思うんですけど、それ

に頼ってばかりだと、それがなくなったときにじゃあどうするかというところが出てきますので、

お願いします。 

 町内いろいろ、それに絡めて、耕作放棄地が結構あると思うんですけど、一番近いところではあそ

この旧高原病院院長宅の下、谷になっているところとか、もう今はやぶになっていて、昔、あそこは

田んぼか畑だったと思うんですけど、ああいうところを活用して何かできないかなというところが

あるんですけど、そこは土地の権利者とか何か兼ね合いがあるのかどうかだけお願いします。 

○農政林務課長（中別府和也君） 

 御質問にお答えいたします。 

 今ございました役場近くの現在何も作られてないところなんですけども、現時点では活用とか、そ

ういった相談等はまだないところでございます。 

 以上でございます。 

○６番（外村仁君） 

 仕事のやり方というか、誰か活用したい人を待ち構えるのではなくて、こちらから考えて、こうい

うことはできませんかって相談しに行くのもありかなとは思っているので、そういう積極的な考え

方を持っていただくようにお願いします。これに関しては、答弁は大丈夫です。 

 次に、農畜産物ではない特産品についてですが、町内いろいろ商工事業者がいると思うんですけど、

食品以外の特産品開発を行えないでしょうか。例えば、初代神武天皇生誕の地というところを絡め

てとか、日本発祥の地と言っているなら、それを絡めてとか、何かそういうものを前面に出した商

品開発とか、そういうところはできないでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 私のほうで答弁をいたします。 

 これまでの議会で、外村議員から、以前、サカキだったですかね、提案も頂いております。先ほどご

ざいましたように、耕作放棄地の活用とか、技術的にもそう高くないということもあろうかと思い

ます。そのような、いわゆる食品以外、いわゆる農畜産、特に畜産ですけども、そういった以外でと
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いうことで、現在、今、町としてやっておりますのが、先日、町制施行９０周年事業といたしまし

て、タチバナを使った特産品開発事業を行いました。これは公募をして、多くの方が出品いただい

ております。 

 その中で、もちろんタチバナを食べるということ、あるいは飲み物にするとか、あるいはお香です

ね、匂いで使うとか、お菓子にするとか、本当に我々が思っていた以上に様々なアイデアで出品が

されておりまして、その中で、この入賞したものは町の特産品として手がけていくという、今、方向

も出しておりまして、その何品かについては、今後そういう方向性を持って町としても取り組んで

いきたいと。ただ、そのとき問題になりましたのがタチバナの確保ですね、実の確保等もございま

す。そういったものを、当然、町民の方にも協力を願いながら進めていかなければならないであろ

うと思います。 

 また、そのほかに、ふるさと納税の返礼品を見てみますと、当然個人の方が返礼品として出される

わけですけれども、例を挙げますと、狭野杉を用いた御朱印帳、これは地域商社の一つのブランド

でございます。それから、製材業者の方が木製のびょうぶやパーティションを出品されております。

あと、化粧水とか、そのように町内の事業者の方も、自分で開発されたものを、ふるさと納税を通じ

て販売をしていただけるというようなことも行っているところでございます。 

 今後、町内の商工業者の物産品と町としてもマッチングさせる幅広い特産品開発に力を入れてまい

りたいと考えております。 

○６番（外村仁君） 

 今いろいろ答弁いただいたんですけど、だとすると、余計にふるさと納税とか特産品を町内、町民

向けに売る何かしらの手はずとか、直売所に置いてもらうとか、町が単独でどこか空き家とか空き

店舗を使って、ふるさと納税の商品を買えるような店舗をつくるとか、そういうところが必要にな

ってくるのではないかなと考えていますけど。 

 あとは、いろいろあるんですけど、本町が、天孫降臨とか、初代神武天皇御生誕の地とか、ほかの自

治体が望んでも得られないようなＰＲポイントが結構あるんですけど、完全に上のほうの町に負け

ているというイメージがありまして、その天孫降臨とか初代神武天皇、日本発祥の地というところ

でやっていると思うんですけど、そこを絡めた商品開発は絶対必要になってくるかなと思っている

んですけど。例えば、ちょっと食品になってしまうんですけど、米であれば、神武天皇も飲んだかも

しれない水で育てた米とか、神話の名水米とか、そんな感じで何かしら付加価値ですね、味は変わ

らないけど、ここでしかつけれない付加価値というものをいろいろ考えて、一農家とかだけではも

う多分限界があるので、町がバックアップしてとか、そういうところでやっていただけないかなと。 

 狭野のほうでは、「高原の神米」で一農家さんがちょっとやっているんですけど、「かんめ」というの

は「神の米」と書いて神米ですけど、神楽の高原町の神舞にかけているとは思うんですけど、そんな

感じでやっている農家さんもいるので、そういうところも調査してバックアップしていただければ

いいかなと思います。 
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 今、インバウンドとかも結構、今、日本全国いろいろやっているんですけど、外国人にＰＲするので

あれば、そのまま神武天皇だと、何言っているのって言われるので、ファーストエンペラーが生ま

れたところだよみたいに言えば、歴史に興味ある外国人の方とかも呼び込めるんじゃないかなと。

そこで、来てもらって特産品を買ってもらうとか、そういうところもできるのではないかなと思う

ので、これについては以上です。これに関しては、もう答弁は大丈夫ですので。 

 ２つ目の質問については以上で、次、災害対応について伺います。 

 災害発生時の避難所運営とかボランティアの受入れについて、マニュアル等を作っているとは思う

んですけど、それが職員がすぐに確認・実行ができる体制になっているか、伺います。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 お答えいたします。 

 避難所の運営に関しましては、令和６年６月に更新されました職員用の避難所運営マニュアル、こ

ちらを基に避難所の運営を担当する職員が適正に業務施行、遂行できるようにはなっております。 

 以上です。 

○６番（外村仁君） 

 担当職員が確認されているということだったんですけど、多分すごい分厚い、見てないので分から

ないんですけど、結構な文章量だと思うんですけど、それを何かこう、多分大規模災害になると、役

場職員が結構な人数、手伝わないと対応できないという状況もあり得ると思うんですけど、それを

簡潔に、マニュアルを簡潔にしたようなものを作って配るとか、そういう考えとかできないかだけ

お願いします。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 お答えいたします。 

 まず、避難所運営マニュアルにつきましては、平成２４年に一度作られておりまして、今回、今年６

月にはその簡易版としてマニュアルを作っておりまして、枚数というか、ページ数としては３５ペ

ージのボリュームのものとなっております。 

 以上です。 

○６番（外村仁君） 

 だとすると、その避難所運営に関わる職員だけじゃなくて、役場職員全員が確認できる体制にして

おくべきかなとは思いますので、ちょっと時間の関係とか予算の関係とかあると思いますので、そ

こは検討いただきたくお願いします。 

 次に、社会福祉協議会との連携についてなんですけど、災害発生時の社会福祉協議会の役割として

はボランティアセンター運営があると思うんですけど、社会福祉協議会とボランティアセンター運

営に関して、人員の確保とか、費用負担の割合とか、あと細かい取決めをした連携協定について町

と社会福祉協議会で結んでいるかどうか、お願いします。 

○福祉課長（馬場倫代君） 

 お答えいたします。 
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 ボランティアセンターの運営等に係る事項につきましては、現在、町と社会福祉協議会との間で協

定書の締結に向けて準備を進めているところでございます。 

 以上です。 

○６番（外村仁君） 

 準備中というところで、今までの災害に関しては、ボランティアを募るような大規模災害がなかっ

たのでよかったかなと思うんですけど、今後、南海トラフ地震とかそういうことが起こった際に絶

対必要になってくると思うので、早急に締結のほうをお願いします。 

 そのボランティアセンターに係る費用の一部が災害救助法の国庫負担の対象とされていると思うん

ですけど、これについては把握はされていますか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ボランティアセンターに係る費用の一部は、災害救助法の国庫負担の対象とされていることは把握

しております。ただ、基準がございますので、全てが該当になるというわけではございません。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 一部と書いてあるので、全てが対象になるとは私も言ってないので、そこはもしボランティアセン

ターを立ち上げるとなったときに調べて、なるべく費用負担を抑えるようにお願いいたします。 

 次に行きます。２年前になるんですけど、令和４年度の９月に来た台風１４号やったですかね、そ

の災害で水源地が被災したりとかあったんですけど、そのときの対応についてなんですけど、同じ

ような災害が起こったときに、その想定した対応方法等をマニュアル等でまとめているとは思うん

ですけど、それを周知はしていますか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 災害が起こるたびに、今後の災害の参考とするために、どういう対応を取ったかというのは全てま

とめておりますので、その際、また新たな災害が起こったときは参考になるものと思っております。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 周知まではされてはないということでいいですか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 災害が起こって終わった後、災害対策本部会議の開催になるんですけど、その際にどういう対応を

取ったかというのは一連で各課長に渡しております。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 水源地については、先週、見に行かせていただいて、今後、大規模な土砂崩れとかは起こるような感

じではないなとは思ったんですけど、別なところでまた起こる可能性もあるので、その際はちゃん

とそういう対応方法とかを周知して、災害が起こった際に迅速な復旧に努めていただきたくお願い

します。 
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 その際に、２年前の台風のときですね、断水で飲み水等を配っていたと思うんですけど、民生委員

の方も高齢化してきていて結構な重労働であったと、水が重いのでですね。そのときに町内でボラ

ンティアを、若い人がボランティアで水を配るということは、検討はされなかったんでしょうか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 令和４年度の台風災害ですけど、町内の７割以上の世帯で断水が起こったわけですけど、その際に

飲み水等の配布については、独居老人等へ配布を行いました。その際に配布をお手伝いいただいた

方は、民生委員児童委員協議会の方、区長会の方、それからボランティア連絡協議会の方、そして社

会福祉協議会の職員、小林市青年会議所、そしてまた町職員、そして一般町民として自主的に御協

力くださった方もいらっしゃいましたので、その方々と協力して作業を行ったところであります。 

○６番（外村仁君） 

 その際、議会も入ったようですけど。 

○総務課長（末永恵治君） 

 いろいろ影響がありますので、一般町民として自主的に御協力いただいた方と申しました。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 はい、分かりました。そういう災害・被災緊急事態のときに、町民とかそういうところが率先して協

力いただけるというところも、本町のいいところかなと思いますので、今後もそういうボランティ

アとか、被災するようなことがあればボランティアを募って、高齢化してきているので重労働であ

るところは若者に任せるとか、頭で考えるようなことは高齢者に任せるとか、そういう振り分けみ

たいなところをちゃんとしていただきたくお願いします。 

 この災害のときに温泉施設を利用してくださいというところで、そこを私の記憶では１００円とか、

子供は５０円とかそんなイメージだったんですけど、そこを有料にした理由は何かあるんですか。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 令和４年度のあの台風災害時、先ほどありましたように断水がありまして、その地域については、

お風呂に入れる水が確保できないということがありました。 

 そこで、本町では、奥霧島温泉郷旅館組合の皆さん方が申出をいただきまして、町民への支援を行

いまして、料金につきましては、通常入浴料から一律で２００円を割り引くというような料金を設

定をしていただきました。 

 当時からコロナも蔓延をしている時期でありました。そしてまた燃油高騰等のあおりもあったわけ

ですけれども、そういう中で温泉業者の方が御協力いただいたというようなことでございます。こ

の割引をしていただいた２００円については、最終的には町のほうから、この分について補填をい

たしております。 

 それと、無料──例えば小林市とか、野尻、須木は、自治体が設置したのを当初設置したという温

泉、いわゆる公共施設的な温泉になるわけですけれども、本町としては、今、申し上げましたように
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事業者としての温泉施設であるということがありまして、全額無料というふうにはしなかったとい

うところもございます。 

 ただ、当時、今、申し上げましたように、コロナが蔓延していたということがありまして、通常の温

泉に感染のおそれがあるために入れないということがございましたので、皇子原公園のバンガロー

を無料開放しまして、いわゆる家族風呂的な利用をしていただいたと。これにつきましては無料で

開放いたしております。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 温泉施設に一律２００円引きを町から補填したということであるんですけれども、結果補填するの

であれば無料でもよかったのかなというのをちょっと考えるところではあるんですけど。 

 後は、自衛隊が多分入浴設備みたいな、こう移動式の入浴設備みたいなのを持っていると思うんで

すけど、そういうのを要請したのか、していないのかというところだけお願いします。 

○町長（高妻経信君） 

 自衛隊には、要請はしておりません。 

○６番（外村仁君） 

 自衛隊がそういう設備というんですか、移動式の入浴設備みたいなのを持っているはずなので、そ

ういうのを要請してもよかったのかなというところはあるので、今後、何かあったときのために覚

えておいて。 

○総務課長（末永恵治君） 

 自衛隊を要請するには基準がございますので、それに基準に該当しないと、なかなかというのが実

情でございます。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 その基準は、今は分からないですよね。多分。はい。 

 そこは２年前の基準。２年前のその状況が、基準かどうかは、基準に該当するかどうかは、今は私は

分からないですけど、そういうこともできるので、その基準がどうのこうのというよりは、要請し

てもよかったんじゃないかなというところがあるので、お願いします。 

 次に行きます。庁舎建替え等の方針についてですが、公共施設等整備基本方針の見直しについてで

すが、進捗状況を伺います。 

○町長（高妻経信君） 

 お答えいたします。 

 公共施設等整備基本方針の見直しにつきましての御質問でございました。 

 本年度に入りまして、公共施設等整備の基本的な方向性として、本町の公共施設等を整備するに当

たっては、本町の厳しい財政状況の中、施設の老朽化、社会環境や町民の要望の変化等に、こういっ
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た対応を踏まえ、安定した住民サービスが提供できるよう、総合的・長期的な視点を持って、将来に

必要な施設機能の在り方を現在検討をいたしているところでございます。 

 このため、今後の財政状況の見通しや財源の確保、まず財源の確保を第一に整理を行っているとこ

ろでございます。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 ちょっとよく分からないんですけど、方針の見直しについては始めているという認識でいいですか。 

○町長（高妻経信君） 

 現在の進捗でいきますと、まだ議会で説明をするまでは至っていないというのが現状でありまして、

今般の地震等の災害対応あるいは防災も含めますと、緊急的な部分も含め急ぐべきではあるという

ふうには考えます。 

 ただ、外村議員の今、質問になりますように、具体的な計画というのにまだ至っていないというよ

うなことでございます。 

○６番（外村仁君） 

 私は、具体的な計画に至っていないとかじゃなくて、見直し自体を始めているか、始めていないか

を聞いています。 

○町長（高妻経信君） 

 失礼しました。見直しには、検討にもちろん入っております。 

 役場庁舎の御質問でございましたけれども、当然、町民の暮らしに直結した行政窓口であるという

こと。それと災害対策拠点施設というような機能がございます。このようなことから、災害により

まして生じる可能性のあるリスクを分析し、既存の施設の利活用も含めて、今後の財政状況の見通

し、そしてまた財源の確保などの整理を現在検討いたしているところでございます。 

 以上であります。 

○６番（外村仁君） 

 これを聞いた理由が、３月議会、今年のですね。同じような質問をしたときに、町長は早急に見直し

を図りますと言っていたので、どのぐらいのスピード感でやるのかなというのが気になって聞いた

ところではあるんですけど。あれから半年たって、見直しを始めたとは言っているんですけど、見

えてこないところがあるので、どういう、町民に意見を公募するであるとか、そういう動きがある

のであれば分かるんですけど、何かしらの動きが全然見えてこないというところがあってですね。 

 その中で、８月８日に、先ほど言われていた震度５弱の地震があって、庁舎が損傷を受けたと思う

んですけど、その損傷を受けた箇所とかの点検とかを行ったのか。行っていない場合は行う予定が

あるのかをお願いします。 

○総務課長（末永恵治君） 

 目視等による庁舎の状況の確認は、行っているところであります。 

 以上です。 
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○６番（外村仁君） 

 この庁舎自体が、震度６弱でしたかね、崩れる可能性があるかもしれないという理解しているんで

すけど、先日の震度５弱でダメージが蓄積されていて、次、同じ震度５弱でも崩れる可能性がない

とは言えないと私は思うんですけど、これに関しては認識されているかどうかだけ、お願いします。 

○町長（高妻経信君） 

 ８月８日の地震後のこの確認でありますけれども、昨日の一般質問でもございましたけれども、そ

れぞれの担当課におきまして、出先は、出先でそれぞれの施設、そしてまた役場内はそれぞれの課

内で、いわゆる今、総務課長の答弁でありましたように、目視で確認をしたと。 

 ですので、今、外村議員の御質問にございますように、あくまでも目視の確認でしかありませんの

で、本体自体にどのような影響があったのか、それが蓄積されているのか、そういったところまで

は調査ができていないのが現状であります。 

○６番（外村仁君） 

 １か月ちょっとしかたっていないので、そこまでスピーディーには、点検とかできるとは思っては

いないので、そこは分かるんですけど、もし同じ震度５弱が来た場合に、ダメージが蓄積されてい

て崩れるということになった場合を想定して、何かしらの対応が必要かなと思いますので、そこは

検討してください。 

 庁舎建設なんですけど、今、この場所にこだわる必要はないかなと思っていまして、今、ほほえみ館

のあの奥側ですね。線路側の駐車場に増設するであるとか、後は防災拠点整備を含めて、国からの

助成金とか交付金をいただいて、交通の要衝である高原駅前であるとか、高原インターチェンジ前

とか、そういうところも検討していいのかなとは思うんですけど、元の公共施設等整備基本方針で、

最初は小中学校の校舎だと思うんですけど、２番目に庁舎で、そのときの庁舎の建設については、

この場所だったのかとか、そういうところまでは検討はされていないでしょうか。 

○町長（高妻経信君） 

 これまでの議会の説明の中では、新しい庁舎を建設するとなった場合の場所ですけども、今、ほほ

えみ館に隣接地ということに、計画の中ではそういうような記載をいたしております。 

 これは一つには、ほほえみ館が、これまでも新燃岳の噴火の際にもございましたけども、やはり避

難所の機能、あるいはそこに担当課でもございます福祉課、健康課、社協、こういった体制もあると

いうこと等も含めております。ただ、先ほど申し上げましたように、計画の全体的な再度の見直し

を行いたいと考えます。 

○６番（外村仁君） 

 ほほえみ館の裏ですね、線路側に増設するに当たって、多分職員駐車場とかが足りなくなるとは思

うので、さっき言っていた高原病院の旧院長宅の下のあの谷のところを借り上げて駐車場にすると

か、そういうアイデアも出てくるのは出てくるんですけど、何にするにしてもちょっと動きが遅い

かなと思うので、もうちょっとこうスピード感を持ってですね。 



- 194 - 

 昨日、福澤議員も言っていたんですけど、いつ起こるか分からないのに何か動きが遅くて、こっち

もちょっとどうしたいのかが分からないというところがあるので、町長もあと１年ちょっと任期が

あるんで、何かしらのこう道筋をつけて、あと１年ちょっと任期を終わらせるのか、何もせずに終

わらせるのかというところだと思うんですよね。だからそこをちゃんと考えてやっていただきたく、

よろしくお願いします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（前原淳一君） 

 これで、外村議員の質問を終わります。 

 暫時休憩します。トイレ休憩。 

午前１１時０２分 休憩   

午前１１時０８分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続し、一般質問を続行します。 

 次に、２番、岩元礼子議員。 

○２番（岩元礼子君）                             〔登壇〕   

 通告に従い、私からは、性教育、移住者への対応、安全対策についての３項目について質問いたしま

す。 

 このうち、壇上からは、性教育について質問いたします。 

 近年、国内での人工妊娠中絶の件数は減少傾向にありますが、それでも実施件数は年間１５万件以

上あります。 

 我が宮崎県は、人工妊娠中絶の実施率が２０１８年から２０２１年までワーストでした。その中で

も未成年者の件数が高い状況に私は大変ショックを受けました。人口減少と言われながらも人工妊

娠中絶の多さに驚かされます。 

 私たちが想像する以上に、人工妊娠中絶をしなくてはならない状況が背景にあると思いますが、１

５歳未満の件数が約１割にも上っている現状をどのように受け止めたらよいのでしょうか。 

 なぜ人工妊娠中絶が多いのか、早い時期に避妊を含めた正しい性教育がなされていれば、結果は異

なっていたのではないかと考えます。 

 病院での人工妊娠中絶の方法は、女性の体と心を深く傷つけます。また、中絶することで本当に子

供の欲しいときに妊娠ができないこともあるとのことです。望まない妊娠を避けるためにも、子供

たちの心身を守り、命の大切さを教えることにも、義務教育の段階、それもできるだけ早い時期か

らの性教育が必要ではないでしょうか。 

 そこで、本町では性教育についてどのような教育をされているのかについて、お伺いいたします。 

 年齢別、及び特別支援の生徒への学習目標を示されているのか、また学校任せでなく家庭での性教

育の在り方など具体的な取組をお伺いいたします。 
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 以上で、壇上からの質問を終わります。残りは次席でお伺いいたします。     〔降壇〕   

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 岩元議員からは、大きく３つの御質問につきまして通告をいただいております。 

 その中で、壇上から、ただいま御質問のございました性教育についてでございますけれども、教育

長をもって答弁いたさせます。よろしくお願い申し上げます。          〔降壇〕   

○教育長（西田次良君）                            〔登壇〕   

 岩元議員の性教育への御質問にお答えいたします。 

 学校におきましては、性教育を文部科学省が定める学習指導要領に沿って進めております。 

 小学校におきましては、心身の発達が顕著となってくる４年生から授業を行っており、低学年時か

らも男女の体の違い、自分の体を大切にすること等についても学習をしております。 

 また、保健体育の授業のみではなく、養護教諭と連携しながら、道徳、学級活動等、学校教育活動全

体で児童生徒の発達の段階に応じた取組を行っているところでございます。 

 学年別での学習内容といたしましては、中学生を例としてお話をしますと、１年生で妊娠が可能と

なるという生殖機能の成熟や、異性の尊重と性情報への対処、２年生でＳＮＳでの性被害について、

３年生でエイズを含めました性感染症の予防についてでございます。 

 このほか、道徳では、生命尊重や健全な異性観、家族愛などを、学級活動では自己理解や他者理解、

異性への理解を含めるもの等様々でございます。 

 なお、高等学校学習指導要領・保健体育編では、自分の行動への責任感や異性を理解したり、尊重し

たりする態度が必要であることの理解、家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響の理解、自

他の健康に関する責任感が必要であることの理解などもできるようにするとしております。 

 岩元議員の御質問にありますように、学校だけではなく家族で性に関する問題を気軽に話せる環境

づくりを家庭にお願いする等の取組も、積極的に進める必要があるというふうに考えております。 

 以上でございます。                             〔降壇〕   

○２番（岩元礼子君） 

 家庭での教育が必要あるとは言われましたが、実際的にこの取組とかはされていないんですか。そ

こをちょっと具体的に教えてもらいたいんですけど。 

○教育長（西田次良君） 

 家庭への取組といたしましては、学校で性教育に関する講演であるとか、学校保健委員会等で保護

者に案内をして啓発をしております。 

 また、保健だより等でそのような話題を家庭に投げて、そして家庭でも話合いをしていただくよう

にというふうに取り組んでおります。 

 以上です。 

○２番（岩元礼子君） 
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 学校の教員だけではなく、専門的知識を補うために産婦人科や助産師など外部の講師、また性教育

や命の大切さを直接講話されたり性教育について活動されている支援団体のサポートを受けるなど、

性に関する様々な取組が必要ではないでしょうか。お伺いいたします。 

○教育長（西田次良君） 

 お答えいたします。 

 本町では、後川内中学校におきましては、定期的に宮崎県助産師会の「宮崎か母ちゃっ子くらぶ」か

ら講師をお招きしまして、思春期の特徴、命の大切さや望ましい人間関係について学んでおります。

高原中学校におきましては、これまで外部講師によるＳＮＳの性被害や、デートＤＶについて学ん

でおります。 

 また、今年度は、県産婦人科医会から講師をお招きしまして、性教育に関連するものとして、子宮頸

がんについて正しい知識を持ってもらおうということで、町内中学校におきまして生徒及び保護者

を対象とした講演会を行っております。 

 以上でございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 狭野小学校、広原小学校では行われないんですか。今、後川内小学校だけとお聞きしたんですけど。 

○教育長（西田次良君） 

 その取組につきましては、中学校で行っております。小学校につきましては、性教育についての直

接な講演会等は行っておりません。 

 以上です。 

○２番（岩元礼子君） 

 はい、分かりました。 

 次の質問です。性教育に関しては、日本では恥ずかしい、自然に分かっていくだろうなどの感覚や、

タブー視されている面がまだ根強い中、性教育について正しい避妊法や、梅毒、淋病、クラミジアな

どの性感染症の知識、相手を思いやる心、性犯罪から身を守る、ジェンダー精神等、これまでうやむ

やされがちであったことを子供たちに知識として正しく教育することが必要だと思います。 

 海外では、国を挙げて小さい頃から性の教育をされているところがありますが、私たちも自分を守

り相手を尊重することの大切さを早くから教えるべきだと思います。当局の見解を伺います。 

○教育長（西田次良君） 

 壇上からの御質問の際にもお答えいたしましたが、現在、学校における性教育につきましては、文

部科学省の定める学習指導要領に沿った形での教育をしておりますが、各校とも性教育の全体計画

を作成しまして、それに従って指導をしております。 

 今後、国や県の動向、近隣市町村の状況等、様々な角度から検討を進めてまいりますが、性教育につ

きましては、保護者や地域との連携も必要であり、児童生徒の発達段階や地域の状況に応じて実施

していくことが必要であるというふうに考えております。 

 以上です。 
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○２番（岩元礼子君） 

 また、次なんですけど、人工妊娠中絶については、その費用は一般に７万から２０万円程度、妊娠周

期が増えるほど高くなります。その工面ができなく、時間だけが過ぎて中絶ができる時期を逃し、

低年齢で出産することも目を向けるべきではないでしょうか。 

 貧困に端を発し、シングルマザーなどの問題が生じ、問題解決に多くの時間や体力を要した結果、

新たな女性が犠牲になり負のスパイラルを生みます。このような負のスパイラルを生じさせないた

めにも性教育の必要性を感じます。 

 また、未成年者が出産した後、新生児が遺棄されて、令和４年度は１３人が死亡したニュースも先

日、目にいたしました。他人事ではない、我が子に置き換えて考えれば、正しい性教育の必要性がう

かがえると思います。 

 また、本町における生理貧困の状況をお伺いいたします。取組、実施内容、経過などがあればお伺い

いたします。 

○教育長（西田次良君） 

 生理の貧困についてという御質問でございますが、直接的に何人の児童生徒が生理の貧困になって

いるのかということにつきましては、家庭環境等により様々であることから、具体的な数字をお示

しすることは難しい状況でございます。 

 生理の貧困問題の取組としましては、令和３年度に高原中学校をモデル校として、トイレに自由に

使用できる生理用品を配置いたしました。 

 また、令和４年９月からは、全ての各小中学校のトイレに自由に使用できる生理用品を配置する等

の取組を行っております。 

 この生理の貧困につきましては、児童生徒がなかなか相談しにくいという現状もありますことから、

養護教諭による生理に関するマナーやエチケットの話、また個別相談にも応じるなど、相談しやす

い環境づくりを行っております。 

 以上です。 

○２番（岩元礼子君） 

 とても何か大切なことだと思うので、これからも積極的にそういう指導をお願いしたいと思います。 

 すみません。次の質問に行きます。本町へ移住後の移住者への対応についての質問です。 

 移住されて来られる方々には、高原を選んでいただきうれしく思いますが、地元住民とのトラブル

を度々お聞きすることがあります。 

 トラブルの原因として、移住者への陰口、うわさ話、地区行事等ささいなことですけど、地元になじ

むことに一生懸命に努力している移住者にとっては、つらい部分があります。 

 以前、高原は冷たいと言って、せっかく移住されて来られた方が出て行かれました。このようにト

ラブルが起きないように、移住者だけではなく、移住者を受け入れる地元住民の意識の向上など、

住みやすい町にしていくための対策をお伺いします。 



- 198 - 

 また、このようなトラブルを抱えた移住者に対しての対応、受入れ後のアフターケアの取組をお伺

いします。 

 高原町総合計画にもある、ずっと住み続けたいまちづくりの中のハードな面だけではなく、ソフト

な面でも支援すべきだと思います。そのためにも移住者専用の窓口が必要ではないでしょうか、お

伺いします。 

○産業創生課長（森山業君） 

 岩元議員の御質問にお答えいたします。 

 本町に移住されて来られる方は、御家族の仕事の都合、あるいは地域おこし協力隊のように地域の

ためにというふうに、いろいろ様々な立場で来られる方がいらっしゃるわけでございますけれども、

私らの担当課といたしましては、この移住者に対しての支援に対しましては、それこそよく聞きま

す自助・共助・公助、これがやっぱり一番必要なのかなというふうに思っております。 

 まず自助で、こちらに来られる方、今、ありましたとおり、高原を選んでいただいて御家族のために

移動された方も、高原になじもう、あるいは高原のために頑張ろうというふうに、今、地域おこし協

力隊の方も来られたりする、それぞれのその思い、地域に寄り添うという気持ちがまず大事だとは

思うんですけれども、今の御質問のほうが移住者を受け入れる側に関する御質問でございますので、

その点に絞ってお答えいたしたいと思います。 

 地域をよくしていこう、なじもう、それぞれの目的で高原町のほうに来ていただくわけでございま

すので、町、地域が一体となってその方々の目的やらも理解しながら、関係をコミュニケーション

を築いていくことが一番大事というふうに思っております。 

 今ございましたとおり、あの町に行ったら冷たいとか、あの町に行きたくないといううわさが広ま

れば、今、全国の自治体で関係人口・交流人口を含めまして、人に来てもらおうという動きに逆行す

ることになってしまいます。悪いうわさはすぐ広まってしまいますので、とにかく地域で盛り上げ

ていくことが大事なのかなと。マイナスの影響を少しでも減らしていくことが大事だなと思ってお

ります。 

 移住者を快く受け入れる環境、温かく見守る皆さんの意識醸成、こういうものを移住先と選ばれる

重要なポイントにも挙がっておりますので、本当全国の自治体はここを生命線と思っておりますの

で、継続して一体となって頑張っていきたいというふうに思っているところでございます。 

 それと、２つ目でございますけれども、それぞれのトラブルを抱えた移住者の方々への対応はとい

うことでございます。 

 移住された方々のトラブルに関しましては、これはやはり、今、お話をしましたとおり、自助・共

助・公助が必要でございますけれども、特にこの今、お話が、御質問の中にもありましたトラブルの

原因の中に、地域で特に住民間、そこに個人的な感情とかそういうものが絡んでしまうと、なかな

かこれは行政等が介入するのが本当に困難なケースがあります。 

 今、お話をしましたとおり、移住者へのフォローを地域で日頃から行っていくことが、こういうト

ラブルを減らしていくというふうには思っておりますし、まずは、自助、移住者の皆様も地域のイ
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ベントとかそういうものに参加していこうという意識が大事でございますし、共助、これは地元の

区長さんとか班長さんとかのそういう方々に連携をしていきながら、この関係人口・交流人口の対

応を行っていく。そして公助でございますけれども、地域のリーダーとなっております私たち職員

や、もちろん議員の皆様、こういう皆様が、状況に応じて聞き役に回ったり調整役に回ったりしな

がら、このトラブルを抱えた移住者の人たちに接していくことが大事かなというふうに思っている

ところでございます。 

 そして３つ目でございますけれども、アフターケアをどうしていくかということでございます。 

 アフターケアといたしましては、移住者に必要とされるまずニーズをこれを知っていくことが必要

というふうに認識しておりますので、まずは地域の方々、そして私どものような、議員の皆様のよ

うに聞き役に回っている方から、いろんな状況をお聞きするということが大事と思っております。 

 移住されてきた方々に関しましては、本当知らないことばかりでございますので、子育て、教育、医

療あるいは福祉、地域など、様々なジャンルで本当支援を必要とされていると思います。 

 もちろん広報たかはる、区長会等での文書、こういうもので配布、とにかく細かく丁寧に、ＳＮＳも

通じて情報提供することが重要というふうに思っておりますけれども、先ほど来、繰り返して申し

ていますけど、とにかく移住者の方々が本町になじんでいろんな場面で活躍できるように、本当住

みよい暮らしやすいまちづくりのために、行政だけではなく地域皆さん一体となって支えていく自

助・共助・公助、まずは自分から、そして地域の班長や区長さんの皆様、そして職員や議員の皆様方

一体となって、このアフターケアに接していくということが重要ではないかというふうに思います。 

 以上でございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 それでもトラブルが起きる。今、おっしゃられたことも分かるんですが、それでもどうしようもな

くトラブルが起きていることもあるんですね。だからもう少し何だろう、親身になって相談に乗る

というか、結局身近な人が、そういう近所の人でも相談に乗れない部分、できないという部分があ

るので、もう少しこう、もうちょっと具体的なこの対応策というのを聞きたいんですけど。すみま

せん。 

○産業創生課長（森山業君） 

 お答え申し上げます。 

 私どもは、この移住のほうについては、非常に何とか人口を増やしたい、関係人口・交流人口です

ね。そういうのもありますので、全国的にいろいろこういうのを調べていますと、やっぱり今、お話

がありましたとおり、コミュニケーションと教育とか、この支援制度の整備とか、地域のこういう

コミュニティーの活性化とか、今、お話があったトラブル解決のための仕組みづくりというところ

を全国でやられているところが多いです。 

 その一つとして、今、質問の中にもありました相談窓口の設定というのがありまして、まちづくり

推進課のとき以来からの今、労働関係で窓口、職業無料紹介所を設けてほかの市町村から見に来ら

れているんですが、うちはそこに移住・定住の方も来ていただいて、日頃の悩み、正直１回委員会で
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もお話をしたんですけれども、就職の話だけじゃなくて地域のそういう問題を聞くことがあるよと

いうことをやっぱり職員で認識しておりまして、そこは複数、１人ではなく２人で対応するなどを

してお話を伺うようにしておりますので、昨日のお話もありましたとおり、福岡の事例もございま

すので、そこを拡充していく形でフォローしていくようにしていきたいと思っております。 

 あと個人的に、このお話の前に、今ここにも案をつくっているんですけれども、移住者の方々に渡

す地域に溶け込むようなマニュアルですね。移住者が地域に溶け込むためのマニュアルというもの

を、今のところ６項目ぐらい分けて、今ちょっと個人的には考えておりますので、そういうものを

お渡しするとか、そういうふうに親身になってフォローしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○２番（岩元礼子君） 

 窓口を設けてくださるようですけれども、そこで、あそこのカウンターですかね、あそこでお話を

するのがちょっとこう嫌な部分があります。結局、周りの人に聞かれたくないということもあると

思うんですけれども、特別にそういうお部屋とか設けていらっしゃる予定ですか。 

○産業創生課長（森山業君） 

 まさにそのようなお話がございまして、当初、産業創生課が１階の正面に来たときは、執務室内に

半透明の刷りガラスでパーテーション的に設けて、そこでお話を聞いたりしていたんですけど、そ

こでもやはり声が漏れたりいたしますので、今現在は、役場の正面玄関の自動ドアが開いたすぐ右

側、あそこのほうに場所を移しまして、あそこを個別の部屋になりますので、周りに会議室があっ

ても、そこは防音の会議室になっておりますので、そこで２人の職員で周りに聞こえないようにし

て対応することを始めておりますので、やはり今、お話があったように、ここじゃ話しにくいとい

うお声もありましたので、今、そういう形で徐々に整備を進めていっているところでございます。 

 以上でございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 できるだけ御配慮をお願いしたいと思います。 

 関連でお伺いしますが、昨年、高原に移住されてきた方の数と、その中で産業創生課を通して移住

された方の数が分かれば教えていただきたいのと、その中でトラブルの相談とかもまた受けたのが

あったかを教えてください。 

○産業創生課長（森山業君） 

 御質問にお答えいたします。 

 町のほうで、５年度でございますけれども、移住の相談の受付というのを行っておりますけれども、

こちらは、例えば住宅支援金やら、そういう空き家バンクなど、そういう相談を全部で受けたのが

２６件ございます。その中で移住相談となっておりますのが、５件が来ているところでございます。 

 ５年度に関しましては、地域の中でのトラブルといいますか、そういうことについての相談は、こ

の中ではまだ受けてはいないということでございます。 
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 高原町の中で紹介して移住をということでございますけれども、今のところ皆様方がＳＮＳとか西

諸地域のこの情報を、小林に行ったときには高原のほうの紹介というようなことがありますので、

それぞれが情報をつかんで訪れていただいておりますので、それぞれで情報をつかんで、それで物

件を紹介してつながっているという案件がございます。 

 移住の数ですけど、少々お待ちください。移住の数でございますけれども、５年度で移住支援金の

交付事業等の初回の対象になった方が５名ということでございます。ですから先ほどの移住の支援

金の相談とか来られた中は、１３件相談で来られましたけれども、実際に移住の５年度初回の交付

金を得るまでになった方が、５人ということになっているところでございます。 

 以上でございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 その５件に対して、課長は、自分たちが移住促進されている中で多いと思われますか。すみません。

違う質問ですけど。 

○議長（前原淳一君） 

 答えられれば答えてください。 

○町長（高妻経信君） 

 ただいま担当課長が申し上げましたのは、結果的には、町の制度を活用して移住をされた方が５件

あったというようなことでございます。しかし、一くくりでこの移住という言い方をしますけれど

も、恐らく制度を利用されずに、仕事の関係とか、あるいはＵターン、いわゆる転入をされた方は恐

らくほかにもいらっしゃるだろうと思います。 

 ですので、この５件が少ないか多いかという話になりますと、まだ多くの方が高原町に移住して来

ていただきたいなというのが私の願いであります。 

 以上であります。 

○産業創生課長（森山業君） 

 今、町長からございましたとおり、住宅取得支援金、移住支援金、あるいは空き家バンクなどのこう

いう制度に絡めての５年度、産業創生課を主とされている世帯数といたしましては１３世帯という

ことで、県内から９、県外から４ということまでの集計結果を今、見つけ出したもので、補足してお

答えいたします。 

 以上です。 

○２番（岩元礼子君） 

 分かりました。移住者から定住につながるよう、高原に住んで本当によかったと思えるようなまち

づくりが今後も必要だと思います。 

○町長（高妻経信君） 

 私も移住者の方から相談を受けたことがありました。よくお話を伺いますと、やはりさっき言いま

したように様々な地域から高原に来ていただいております。まず言葉がなかなか通じなかったり、
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あるいは地域の習慣ですね。あるいはごみをどう処理すればいいのかとか、そういう基本、いわゆ

る生活する上で不安もありますし、分からないことがいっぱいございます。 

 やはり一番大事なのは、その地域の方、皆さんがこの温かくよそから入ってこれた方を迎えていた

だきたいと。そして、それぞれ高原町に来ていただいたわけですので、なかなか本人からは相談し

にくい部分もあると思います。ですので、やっぱり地域の方が声をかけていただいたり、何か困っ

ていらっしゃらないですかと相談を受けたりですね。私は、それが高原町のこの移住をされてくる

方、転入をされる方に対しての一番それが町民の皆さんにお願いをすることであります。 

○２番（岩元礼子君） 

 分かりました。 

 では、次の質問に移ります。安全対策について。 

 災害時の役場職員のヘルメットについてお伺いします。 

 ８月の震度５弱の地震発生後も度々地震が発生し、防災対策が切実に感じたところですが、耐震が

なされていない本署、本庁で働いている職員の命を守るための対策をお伺いするとともに、職員一

人一人にヘルメットが確保されているのか、お伺いします。 

 一人一人のヘルメットは必要です。されていなければ、いつ用意されますか。また来庁者のヘルメ

ットも素早く使用できる状態であるのか、お伺いいたします。 

 ある自治体では、有事の際にすぐ使用できる位置にヘルメットが置かれていました。喉元過ぎれば

ではないですが、震度５弱の地震があったにもかかわらず、なぜか危機感を感じないのですが、い

かがですか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ８月の日向灘沖地震で震度５弱を観測したわけですけど、今回、南海トラフ地震臨時情報、巨大地

震注意が出されて１週間待機したということですけど、この間、本庁の職員がどういう対応を取っ

たのか。こういうことができた。こうすればよかった。今後こういうふうにしなければならない。ま

たこういうふうにしたほうがいいというのを、今、各課にお願いして集計中でありまして、その中

に、議員がおっしゃいますようなヘルメットの必要性を感じている職員もいるところではございま

すが、今、そういった総合的な観点から、災害により生じる可能性のあるリスク分析をしていると

ころであります。 

 職員一人一人のヘルメットも準備しておりませんし、来庁者のヘルメットも確保いたしておりませ

ん。したがって、今、様々なリスクを分析しているところでございます。 

 以上であります。 

○２番（岩元礼子君） 

 分析する前に先に動いたほうがいいんじゃないでしょうか。何か危機感が何か感じないんですけど。

もしその間にまたこう地震が起きて上から物が落ちてきて、素早い行動もできないし、救われる命

も助からないような状況にあると、本当にどうやって、それこそ職員の方がけがをしたら本当に回
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らなくなってしまうんじゃないんですかね。そういう安全対策をもう一度、もう一回確認をお願い

したいんですけど。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ヘルメットもその一つであるとは思いますけれども、避難路の確保、また上から物が落ちてきてい

ない対策なども取る必要がございますので、そういったことで、今、検討しているところでありま

す。 

○２番（岩元礼子君） 

 では、そのヘルメットもいつ準備できるかも、全然まだ分からないということですね。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ヘルメットになぜ固執するか分かりませんけれども、ヘルメットも含めてリスク分析をしていると

ころでございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 ヘルメットが一番、安全対策に一番先に必要じゃないんですか。自分の頭、命を守るのに一番最初

にそれが必要だと思うんですけど。それを固辞しているわけではなく、一番先に何かあったときに

素早く手に取れる状況をつくるということが必要だと思うんですけど。 

○総務課長（末永恵治君） 

 ですから、様々なリスク分析を行って、今、検討しているところでございます。 

○２番（岩元礼子君） 

 はい、分かりました。早目の対策をお願いします。 

 すみません。もう一つ、ヘルメットのことなんですけども、次の質問が最後になります。 

 中学生の自転車通学ヘルメットについてです。 

 以前、自転車乗用車時のヘルメットの必要性を一般質問させていただきました。最近は低学年のヘ

ルメット着用が少しずつですが、増えてきていると思われます。しかし、中学生になると登下校以

外の着用がなかなか見られません。子供の安全を考えると、日頃から自転車乗車時にもヘルメット

の着用を望みます。 

 私の考えですが、今、着用されている中学生の白いヘルメットでは、登下校以外での着用は、恥ずか

しいからかぶらないのではないでしょうか。登下校以外の自転車乗車時にも気軽に着用ができる、

格好よく安全なヘルメットに変えてみてはいかがでしょうか。白のヘルメットよりも軽いし、かぶ

りやすく学校登下校でもスマートにかぶれます。髪型が崩れることよりも子供の安全性、安全第一

に転倒時の頭部保護のためにもヘルメットの在り方を問います。 

 また、宮崎市では、ヘルメット購入時に経費の一部を支援しております。本町でも経費の一部の支

援ができないかをお伺いいたします。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 御質問にお答えいたします。 

 中学生の自転車通学用ヘルメットにつきましては、学校で使用する学校指定品としております。 
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 他市町村では、登下校時以外でも中学生が使用しやすいヘルメットを認めている学校もあるようで

ございます。 

 現在、高原中学校では、ヘルメットの指定店から、ヘルメットのサンプルと見積りを徴集し、新たな

ヘルメットについて検討に入っていると伺っております。 

 中学生の自転車用ヘルメットにつきましては、第一に安全性が確保できるもの、次に価格面が保護

者の負担とならないもの、そして自転車に乗る際は着用することに対しての抵抗がないものなどを

勘案する必要があると考えております。 

 宮崎市などでは、市民の移動に係る費用負担軽減を図るとともに、交通渋滞緩和や環境負荷の低減

を図ることを目的に、ヘルメット、自転車などの一部購入費の助成を行っているような実態がある

とも伺っております。 

 先ほど申しましたように、中学生の自転車用ヘルメット、通学用ヘルメットにつきましては、まず

は中学生がより使いやすいタイプへの検討を行った上で、現行どおり保護者負担でお願いできない

かというふうに考えております。 

 以上であります。 

○２番（岩元礼子君） 

 すみません。もう一度、その経費の部分は支援はできないということですか。それとも検討される

でしょうか。お伺いします。 

○教育総務課長（田中博幸君） 

 お答えいたします。 

 現在のところでは、現行どおり保護者負担でお願いできないかというふうに思っているところであ

ります。 

 以上であります。 

○２番（岩元礼子君） 

 そしたら、価格面でも、少しでも保護者が負担が大きくならないようにしていただければと思いま

す。 

 以上で、私からの質問は終わります。ありがとうございました。 

○議長（前原淳一君） 

 これをもって一般質問を終了します。 

 以上で、本日の議事日程は全部終了しました。本日はこれにて散会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 散 会                           午前１１時５１分 散会   
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─────────────────────────────────────────── 

令和６年 第３回 高 原 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第８日） 

                             令和６年９月２０日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第８号） 

令和６年９月２０日 午前１０時００分開議   

 日程第 １ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ２ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第 ３ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第 ４ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ５ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ６ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ７ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第 ８ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第 ９ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

 日程第１０ 議案第５８号 工事請負契約について 

 日程第１１ 議案第５９号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第１２ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 日程第１３ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 日程第１４ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 認定第 １号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ２ 認定第 ２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第 ３ 認定第 ３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第 ４ 認定第 ４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ５ 認定第 ５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ６ 認定第 ６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ７ 認定第 ７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

 日程第 ８ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

 日程第 ９ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 
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 日程第１０ 議案第５８号 工事請負契約について 

 日程第１１ 議案第５９号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第１２ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 日程第１３ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 日程第１４ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

１番 西嶋 陽代君       ２番 岩元 礼子君 

３番 福澤 卓志君       ４番 温水 宜昭君 

５番 末永  充君       ６番 外村  仁君 

７番 郡山 貞利君       ８番 山下 香織君 

９番 陣  圭介君      １０番 前原 淳一君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 平  真樹君  書記（事務局次長） 外村美保子君 

             書記（副主幹）  小久保さあや君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長          高妻 経信君   副町長         横山 安博君 

教育長         西田 次良君   統括主監       花牟禮 秀隆君 

総務課長        末永 恵治君   総合政策課長      横田 秀二君 

会計管理者兼税務会計課長  中嶋 雄二君   町民課長        江田 雅宏君 

福祉課長        馬場 倫代君   健康課長       中村 みどり君 

産業創生課長      森山  業君   農政林務課長     中別府 和也君 

農畜産振興課長     平川 昌知君   建設水道課長      酒匂 政利君 

教育総務課長      田中 博幸君   高原病院事務長     外村 英樹君 

老人ホーム園長    中原 圭一郎君                      

────────────────────────────── 

◎ 開議・日程                         午前１０時００分 開議   

○議長（前原淳一君） 

 ただいまから本日の会議を開きます。 
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 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１ 認定第１号 令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第２ 認定第２号 令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

◎ 日程第３ 認定第３号 令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第４ 認定第４号 令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第５ 認定第５号 令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第６ 認定第６号 令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

◎ 日程第７ 認定第７号 令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について 

◎ 日程第８ 議案第５６号 令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について 

◎ 日程第９ 議案第５７号 令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１、認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定についてから日程第９、議案

第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定についてまでの認定及び議案９件

を一括議題とし、前回の議事を継続します。 

 ただいま議題となりました各案については、付託の常任委員会から審査報告書が提出され、その写

しをお手元に配付しています。 

 これより各常任委員会委員長の報告を求めます。 

 まず、一般会計予算・決算常任委員会委員長。 

○一般会計予算・決算常任委員会委員長（陣圭介君）               〔登壇〕   

 おはようございます。それでは読み上げて報告いたします。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告いたします。 

 記。 

 １、事件名。認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１０日、１１日、１２日、１７日、委員会審査。９月１０日、現地調

査。 

 令和５年度の歳入合計は７５億３,５６１万９,０００円、前年度比４.７％増、歳出合計は７４億３,

６７９万４,０００円、同４.７％増となり、歳入歳出差引額は９,８８２万５,０００円となった。 

 実質収支額は、歳入歳出差引額から翌年度への繰越額２,７５１万４,０００円を差し引いた額７,１

３１万１,０００円である。 

 歳入の主なものは、町税８億４,５３３万１,０００円、地方消費税交付金２億５５８万３,０００円、

地方交付税２７億３,４０１万３,０００円、国庫支出金９億６,１４２万７,０００円、県支出金７
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億７,２６１万４,０００円、寄附金６億２２４万５,０００円、繰入金４億１,７９５万６,０００円、

町債４億６,７０６万６,０００円である。 

 歳出の主なものは、総務費１７億２,４４３万５,０００円、民生費１９億７,２１１万円、衛生費６

億５,５４８万５,０００円、農林水産業費７億６,５５９万２,０００円、教育費５億２,６０９万４,

０００円、公債費５億７,４１４万９,０００円である。 

 性質別歳出の状況は、人件費、扶助費、公債費を合わせた義務的経費が２８億２,０４０万円で、全

体の３７.９％、普通建設事業と災害復旧事業を合わせた投資的経費が１０億８２７万５,０００円

で全体の１３.６％。 

 さらに、消費的経費に繰出金、積立金等を合わせたその他の経費が３８億７３０万３,０００円で、

全体の４８.５％である。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。新型コロナウイルス感染症の法上の位置づけが５類へと変更され、経済が自立

的に循環する環境が整いつつある中、令和５年度は、世界的な物価上昇とそれを受けた急速な金融

引締めなど、我が国においては経済を下押しする要因が依然存在しており、町民生活や産業活動に

大きく影響を及ぼしている。 

 国内はもとより世界情勢の様々な変化を注視し、引き続き町民一人一人に寄り添うとともに、将来

を見据えた着実な行政運営に努められたい。 

 令和６年９月２０日、一般会計予算・決算常任委員会委員長、陣圭介。高原町議会議長殿。 

                                       〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 次に、総務経済常任委員会委員長。 

○総務経済常任委員会委員長（末永充君）                    〔登壇〕   

 総務経済常任委員会に付託された案件は、各会計決算認定の４件です。 

 順次、読み上げて報告いたします。 

 なお、詳細については、提案理由の説明及び監査意見書に記載されておりますので省略します。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。認定第２号、令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、委員会審査。 

 収入済額は２０万３,４４６円、支出済額は２０万２,７００円の差引残額７４６円です。 
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 歳入については諸収入のうち、貸付金元利収入１８万２,０００円、一般会計からの繰入金２万１,

０００円と繰越金４４６円となっています。 

 歳出については２０万２,７００円で、全額土木費となっています。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。収入未済額の令和５年度末の現在高は２名の１,３８０万４,３９６円となって

おり、引き続き法的措置も視野に回収業務に努力されたい。 

 令和６年９月２０日、総務経済常任委員会委員長、末永充。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会の付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。認定第３号、令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、委員会審査。 

 収入済額は３,９５３万１,８２９円、支出済額は３,６７０万４,８６４円で、差引残額２８２万６,

９６５円となっています。 

 加入状況は、令和５年度は加入１戸、区域内戸数２８８戸のうち現在２２４戸が加入しており、加

入率は７７.８％です。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。今後とも、加入促進に努力されるとともに、平成７年供用開始以来２９年が経過

しており、施設の維持管理を徹底し、延命化を図るよう配慮されたい。また令和６年度より地方公

営企業法の財務会計適用となり、公営企業としての経営の効率化と収益の確保を図り、経営の健全

化を図られたい。 

 令和６年９月２０日、総務経済常任委員会委員長、末永充。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。認定第７号、令和５年度高原町工業用水道事業決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日に委員会審査。 

 令和５年度も給水は行っていないため、建設仮勘定での資本的収入及び支出のみの決算です。 

 当年度末の企業債残高は、７２９万１,８２９円となっています。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 
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 ５、委員会の意見。なし。 

 令和６年９月２０日、総務経済常任委員会委員長、末永充。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。議案第５６号、令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、委員会審査。 

 年度末給水人口は８,４２４人、年度末給水件数は４,３８２件、年間配水量は１５１万２,８０５立

方メートル、年間有収水量は１１３万７,６４８立方メートルとなっています。 

 営業収益は１億６,００９万４,２７９円で、営業費用は１億６,６４６万５,４３０円となり、６３

７万１,１５１円の営業損失となっています。 

 営業外収益は２,２１８万７,２３５円、営業外費用が１,０４５万７,７８９円となり、営業外利益

は１,１７２万９,４４６円となっています。 

 資本的収入及び支出については、収入は、企業債２,０００万円、他会計負担金６４０万９,６９１

円、補助金２,０５７万４,０００円、合計４,６９８万３,６９１円となっています。 

 支出は、建設改良費９,１０９万９３０円、企業債償還金５,４１９万３,６９２円、合計１億４,５

２８万４,６２２円となっています。建設改良費の主なものは、高原上水道施設災害復旧事業常盤台

地区水道施設工事１,８１５万円等です。 

 ３、決定及びその理由。決定、「可決及び認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。本町を含む各地で頻発する自然災害では、今後も断水など住民生活に大きな影

響を及ぼすことが想定され、災害に対する備えについては万全の対策を期されたい。 

 また、水道料金については、受益者間負担の公平性を確保し、今後とも健全経営を図り、安心、安全

な水の供給に努められたい。 

 令和６年９月２０日、総務経済常任委員会委員長、末永充。高原町議会議長殿。 

                                       〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 次に、文教厚生常任委員会委員長。 

○文教厚生常任委員会委員長（郡山貞利君）                   〔登壇〕   

 文教厚生常任委員会に付託された案件は、各会計決算認定の４件です。 

 順次、読み上げて報告いたします。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 
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 記。 

 １、事件名。認定第４号、令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、１９日、委員会審査。 

 令和５年度の国民健康保険の加入状況は、平均被保険者数が２,２５５人、平均世帯数が１,４７５

世帯となっています。 

 決算額は、収入
※

が１３億６,８８６万１,８２８円、歳出が１３億６,７０９万２,９７６円、差引残

額は１７６万８,８５２円となっています。※２１３ページに訂正発言 

 歳入における国民健康保険税は２億２,５５４万９,７９１円、収入率
※

は８４.４％で、前年度比０.

６％の増となっています。※２１３ページに訂正発言 

 保険税の滞納者は、１５６人となっていますが、高額滞納者は５０万円以上１００万円未満が１６

人で、滞納額１,１４３万５,４９２円、１００万円以上が７人で、滞納額１,１２９万１,９００円

で、滞納総額の５９.０％を占めています。 

 滞納処分、差押えは６５件中５５件の納付で、額は３５８万９,７２７円となっています。 

 歳出における保険給付費は９億７,１６４万９,４０３円となっています。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。１人当たりの医療費は、令和５年度４９万５,３１８円と県内の高いほうから７

番目であり、県内市町村平均４４万９,２２６円を上回っている。 

 今後、高齢化の進行や医療の高度化により、１人当たりの医療費が増加することが予想される。 

 最終年度となった国民健康保険保健事業実施計画、第２期データヘルス計画での取組を総括され、

生活習慣病の予防対策のため、特定検診・保健指導により受診率向上にさらに取り組まれたい。 

 併せて疾病の予防や早期発見による重症化を防ぐ事業にも取り組まれたい。 

 令和６年９月２０日、文教厚生常任委員会委員長、郡山貞利。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。認定第５号、令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、１９日、委員会審査。 

 保険事業勘定では、令和６年３月末現在の第１号被保険者数は３,６９８人で、要介護・要支援認定

者数は延べ６００人です。 

 決算額は、歳入が１４億１,４２２万４,２０９円、歳出が１３億１,８５８万２８２円、差引残額は

９,５６４万３,９２７円となっています。 

 歳入における介護保険料は、２億１,１９４万６,８０７円となっています。 

 歳出における保険給付費は、１１億４,３９１万７,３８７円となっています。 
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 介護保険料の未納者は９０人、収入未済額では６１１万７,１４６円となっています。 

 次に、介護サービス事業勘定の収支決算状況であります。 

 歳入が６０８万７８５円、歳出が４５９万６,１５３円、差引残額は１４８万４,６３２円となって

います。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。令和６年度から第９期介護保険事業計画となり、その趣旨を基本に、今後も高齢

者が安心して日常生活が営めるよう、介護予防に積極的に取り組むなど、中長期を見据えた介護サ

ービスを行うため、介護を支えるための人材確保を進め、介護保険事業の円滑な運営に取り組まれ

たい。 

 令和６年９月２０日、文教厚生常任委員会委員長、郡山貞利。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 

 １、事件名。認定第６号、令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、１９日、委員会審査。 

 後期高齢者医療保険の令和６年３月末現在の被保険者数は、２,０１７人となっています。 

 決算額は、歳入が３億６５０万７,２９４円、歳出が３億６５０万６,４９８円、差引残額は７９６

円となっています。 

 歳入における主なものは、後期高齢者医療保険料が８,００７万９,０００円、一般会計繰入金が２

億１,０８９万４４３円となっています。 

 歳出における主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金が２億７,８６３万１２６円となっていま

す。 

 後期高齢者医療保険料の未納者は１９人、収入未済額では４８万３２０円となっています。 

 ３、決定及びその理由。決定、「認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。高齢化の進行や医療の高度化等により、医療費が増加し、後期高齢者広域連合納

付金の増加が予想される。被保険者の医療の確保と健康の維持増進のため、各種保健事業の推進啓

発により、保険給付費の抑制を図り、引き続き適切な財政運営に努められたい。 

 令和６年９月２０日、文教厚生常任委員会委員長、郡山貞利。高原町議会議長殿。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

 記。 
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 １、事件名。議案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定について。 

 ２、審査の経過。令和６年９月１３日、１８日、１９日、委員会審査。 

 令和６年３月３１日時点の診療体制は、常勤医師１人、他職員４２人の計４３人で管理運営されて

おり、入院患者数は延べ１万７１８人、１日平均２９.３人、外来患者数は延べ２万２,４５５人、１

日平均７６.６人となっています。 

 医業収支は、医業収益が５億４,３９６万８,０８０円、医業費用が８億５,４４０万２,８０２円と

なり、３億１,０４３万４,７２２円の医業損失となっています。 

 また、医業外収支は、医業外収益が他会計負担金１億７,１７１万２,０５３円、補助金３,５６８万

３,０００円などにより２億３,１８０万９,３１６円となり、医業外費用が３,６７４万６,４９５円

となり、１億９,５０６万２,８２１円の医業外利益となっています。 

 これにより、経常収支は１億１,５３７万１,９０１円の損失となっています。 

 これに特別損失を含めると、当年度は１億２,６６３万４,３７０円の純損失となっています。 

 資本的収入は２,７８３万２,５２８円、資本的支出は５,３７６万３,２４０円で、資本的収入額が

資本的支出額に不足する額２,５９３万７１２円は、過年度分損益勘定留保資金２,５９３万７１２

円で補填されています。 

 ３、決定及びその理由。決定、「可決及び認定すべきもの」と決定。理由、妥当と認む。 

 ４、少数意見の留保。なし。 

 ５、委員会の意見。業務実績については、入院患者数は前年度より増加し、外来患者数は前年度より

減少している。 

 医業収支では３億１,０４３万４,７２２円の損失となっており、前年度の３億２,３７３万８,７９

６円の医業損失に続き、依然厳しい経営状況にある。 

 今後の人口減少や少子高齢化の急速な進行を踏まえ、医療提供体制の在り方を検討し、早急な経営

健全化に取り組まれたい。 

 令和６年９月２０日、文教厚生常任委員会委員長、郡山貞利。高原町議会議長殿。 

 訂正箇所がございます。 

 事件名、認定第４号のところで、決算額は「収入」と申しましたが、「歳入」の間違いでございます。 

 あと１か所です。歳入における国民健康保険税は２億２,５５４万９,７９１円、「収入率」と申し上

げましたが、「収納率」の間違いでございます。訂正いたします。 

                                       〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これより各常任委員会委員長報告に対する質疑を行います。 

 まず、認定第１号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第２号について許します。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第３号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第４号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第５号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第６号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第７号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５６号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５７号について許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで各常任委員会委員長に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、認定第１号について許します。討論はありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定につきまして、認定に賛成の立場から討

論いたします。 

 当年度の本町の財政状況を見ると、一般会計等の実質赤字比率は、前年度より若干悪化しているも

のの依然マイナス値であり、実質公債費比率もほぼ横ばい、将来負担比率については、前年度のマ

イナス４６.８％をさらに下回ってマイナス５６.８％であったことから、一見すると健全な状態が

維持できていると判断できます。前年度は学校の新校舎建設が進まなかったなどの理由によって、

委員会審査においては認定すべきでない旨の決定がされましたけれども、当年度は全会一致で認定

すべきものとの判断になりました。この判断はおおむね正しいと考えます。 
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 ところで、一般会計を主とした町財政の全体を見るに、財政調整基金の残高及び普通建設事業に係

る投資的経費は前年度よりプラスとなったものの、病院事業については基準外繰入れがなかったこ

となどが影響して、資金不足比率がプラスに転じる事態が目前に迫る状態となりました。 

 一方、将来負担比率の著しい減少が見られ、町の会計全体で見たときの収支バランスが前年度より

さらに崩れつつあると見えます。昨年度私はこの場で町長に対し、このように申し上げました。「町

が抱えている各種課題を精神論的に解決しようとする姿勢を今まで何度か示されたことかと思いま

す。例えば職員一丸となって頑張れば何かしら課題が解決するだろうとの姿勢のことですが、これ

は一時的には町民の安心感や当事者職員の自己満足、ただそれだけは生み出しているのかもしれま

せんが、抜本的な課題の解決につながるどころか結果を先送りしているに過ぎない場合も多いとい

う点は憂慮すべきであると考えます」。以上の内容ですが、これは当年度についても言えることかと

思います。特に、各種課題を精神論的に解決しようとする姿勢や当事者職員の自己満足ただそれだ

けは生み出しているという点は、当年度は前年度にも増して顕著にその傾向が現れたと感じます。

具体的に事例は述べませんが、各種事業を進めるに当たって、一過性の自己満足を得ることで終わ

りにするのではなく、その背景に潜む問題点にも目を向け、住民から疑念を抱かれないように取り

組む姿勢が不可欠であると考えますが、残念なことに当年度はそれが十分でなかったように感じま

す。一般質問でも述べましたが、町の財政状況全体を俯瞰して見て重点化すべき事業、そうでない

事業のすみ分けを明確化する姿勢を徹底していただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 原案に反対の方の発言を許します。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 賛成の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第２号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第３号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第４号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第５号について許します。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第６号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、認定第７号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５６号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 次に、議案第５７号について許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから各案の採決を行います。 

 認定第１号、令和５年度高原町一般会計歳入歳出決算認定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、認定第１号は原案のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第２号、令和５年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、認定第２号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第３号、令和５年度高原町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についてを採決

します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 
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 総員起立です。よって、認定第３号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第４号、令和５年度高原町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 起立多数です。よって、認定第４号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第５号、令和５年度高原町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、認定第５号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第６号、令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、認定第６号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第７号、令和５年度高原町工業用水道事業決算認定を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、認定第７号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、議案第５６号、令和５年度高原町水道事業利益の処分及び決算認定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決及び認定です。 

 本案は委員長報告のとおり可決及び認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５６号は委員長報告のとおり可決及び認定されました。 

 次に、議案第５７号、令和５年度高原町病院事業積立金の処分及び決算認定についてを採決します。 
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 本案に対する委員長の報告は可決及び認定です。 

 本案は委員長報告のとおり可決及び認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 起立多数です。よって、議案第５７号は委員長報告のとおり可決及び認定されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１０ 議案第５８号 工事請負契約について 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１０、議案第５８号、工事請負契約についてを議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５８号、工事請負契約について御説明申し上げます。 

 議案書１ページをお開きください。 

 令和５年発生道路災第１８０号一般町道柳野今房線につきましては、令和６年９月１３日に入札を

実施いたしました工事請負契約を締結するに当たり、地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

 この路線につきましては、令和５年８月の台風６号に伴い発生した線状降水帯による集中豪雨のた

め被災し、同年１２月に災害査定を受検したものでございます。今年度末の復旧完了を目指してま

いりたいと考えております。 

 御審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。                〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○４番（温水宜昭君） 

 ３点だけお尋ねします。 

 去年の９月１日に現地調査をしたわけですけども、その際の説明で、設計関係でなかなか県内とか

はいないということで、日程的なものを含めて大変であるだろうという予想がありましたけれども、

現状についてお尋ねをしたいと思います。 

 それとこの事業に関する国の補助率ですけども、それを教えていただきたいと思います。 

 次に、先ほど町長は工期的に今年度を目指すということでありましたけれども、事業を見たときに

なかなか厳しいのかなちうふうに個人的には考えておりますけれども、その辺の基本的な考え方が

あればお尋ねしたいと思います。 

 以上３点、お伺いします。 

○議長（前原淳一君） 

 暫時休憩します。 
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午前１０時４６分 休憩   

午前１０時４６分 再開   

○議長（前原淳一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議事を継続します。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 御質問にお答えします。 

 まず、１点目の設計に関する質問ですけれども、今回の工事が災害の法高が５０メーター、あと湧

水があったことから工法を選定するのに、この近隣のコンサルでは難しいんじゃないかということ

で、一応宮崎市のほうのコンサルのほうに測量、地質調査及び設計業務のほうを委託しております。

これについては、柳野今房線が今回議決いただく案件の２工区と合わせてもう一路線あります。こ

の両線合わせてこの測量業務が３,９０２万円ほどかかっております。 

 あとそれに伴う積算ですけども、積算についてはこの２路線に合わせてあと２路線、合計４路線で

すけども、これに係る業務費が５７１万円かかっております。 

 次に２点目の補助率ですけれども、今回の災害については局所激甚災ということに指定されており

まして、通常６６.７％の補助率なんですけども、今回は８４.１％のかさ上げがされているところ

でございます。 

 ３点目の工期なんですけれども、議員の心配されるとおり、今回の工事がちょっと特殊な工事もあ

ります。同じような工事を町内でも５か所以上、似たような工法によるものがありますので、この

辺との調整がありますので、言われるとおり、確かに工期的には難しいと思われますけども、入札

のほうが委託期間を３月３１日までというふうに設定しておりますので、年度内を目指すというこ

とでの回答となっております。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○９番（陣圭介君） 

 入札の参加業者の数と予定価格、それから各入札金額、それぞれ税抜きで教えてください。 

 それからもう一つ、以前お願いしましたけど、入札結果の公表について、その進捗をお伺いしたい

と思います。 

 以上です。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 まず１点目の入札の参加者数ですけども、今回は６者について通知を行っております。その中でＡ

社が税抜き価格の９,２８０万円で、あとの５社については辞退をされているところでございます。 

 以上です。 

○９番（陣圭介君） 
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 その５社辞退されたのは、何か技術的に難しかったんですかね。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 はっきりした理由は分かりませんけども、どの業者においても技術者の数が少ないということで、

その中で県やその他の事業を受注されていらっしゃいます。また、本町では令和５年災の繰越事業

等でＡクラスに発注する事業で特に技術者を専任として配置すべき、必要とされる請負金額が３,５

００万円繰越しが増えたことから、受注できない、または見合わせている業者が増えているものと

考えております。 

○９番（陣圭介君） 

 その辞退に陥るようなのがあればそれを取り除かないと、入札している意味がなくなってしまうの

で何か考えたほうがいいような気がしますけど、これはお願いなので。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○３番（福澤卓志君） 

 工法的なことについて伺いたいんですけども、原状復帰ということが難しい状況にあると思うんで

すけども、どういった工法になるか。 

○建設水道課長（酒匂政利君） 

 今回の工種ですけども、災害の起こりましたのり面等から湧水があったことから、原状の復旧は難

しいということで、山側の方線を５メートルほど振っております。 

 以上です。 

 陣議員の質問で予定価格が漏れておりましたので、予定価格は税込の１億２３０万８,０００円でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

○総務課長（末永恵治君） 

 入札結果の公表の御質問ですけど、公表はいたしておりますけども、ホームページ等にまだ掲載さ

れておりませんので、他自治体の例を参考に公表に向けてしていきたいと思っております。 

○議長（前原淳一君） 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 
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 これで討論を終わります。 

 これから議案第５８号を採決します。 

 議案第５８号は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１１ 議案第５９号 令和６年度高原町一般会計補正予算（第６号） 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１１、議案第５９号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第６号）を議題とします。 

 当局から提案理由の説明を求めます。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 議案第５９号、令和６年度高原町一般会計補正予算（第６号）について御説明いたします。 

 別冊補正予算書の１ページをお開きください。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１,１５０万円を追加しまして、予算総額を歳入歳出それぞれ７０

億５,１４２万２,０００円と定めるものであります。 

 補正の主な内容でありますが、企業版ふるさと納税、人材派遣型による経費等、台風１０号により

被災しました農業用施設の復旧に係る経費を計上いたしております。 

 それでは補正の内容につきまして説明いたします。１０ページ、１１ページをお開きください。 

 １表目の観光費でございますが、観光事業としまして、企業版ふるさと納税の人材派遣型により納

税企業からの派遣職員の人件費等に係る経費としまして３４６万２,０００円を計上いたしており

ます。財源としまして寄附金を充てております。 

 次に、２表目の農業用施設災害復旧費でございますが、台風１０号により被災しました農業用施設

の復旧に係る測量設計業務委託経費として１５０万円を計上いたしております。 

 次に、３表目の基金費でございますが、御寄附いただきました企業版ふるさと納税寄附金を今後の

実施予定事業の財源として活用させていただくため、「神武の里たかはる」まち・ひと・しごと推進

基金への積立金として６５３万８,０００円を計上いたしております。財源としまして寄附金を充て

ております。 

 今回の補正でありますが、議会運営委員会や全員協議会の開催以降に派遣職員の雇用形態等の確定

や、台風被災の状況等が明らかになったこともあり、追加での計上となったものであります。 

 御審議方、よろしくお願い申し上げます。                   〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５９号を採決します。 

 議案第５９号は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（前原淳一君） 

 総員起立です。よって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 日程第１２ 総務経済常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

◎ 日程第１３ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

◎ 日程第１４ 議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（前原淳一君） 

 日程第１２から日程第１４までの各委員会の事務調査についての３件を一括議題とします。 

 各委員会の事務調査については、総務経済常任委員会委員長、文教厚生常任委員会委員長及び議会

運営委員会委員長から閉会中の継続調査申出書が提出され、その写しをお手元に配付しております。 

 お諮りします。 

 各委員会の事務調査については、総務経済常任委員会委員長、文教厚生常任委員会委員長及び議会

運営委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（前原淳一君） 

 異議なしと認めます。よって、各委員会の事務調査についての３件については、閉会中の継続調査

とすることに決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議されました案件は全て終了しました。 

 ここで、町長より発言の申入れがありますので、発言を許可いたします。 

○町長（高妻経信君）                             〔登壇〕   

 令和６年第３回高原町議会定例会の閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 まず、お礼を申し上げます。今定例会の日程につきまして、台風１０号の接近により、当局側の議会

準備が整わない状況の中、一般質問の日程を変更していただきました。議会の御配慮に感謝を申し

上げます。 

 今定例会では、９月４日から本日まで１７日間の会期において、報告案件３件、人事案件３件、一般

会計補正予算専決処分２件、条例改正など議案９件、各会計補正予算案件５件、令和５年度各会計



- 223 - 

決算認定案件９件、追加議案としまして工事請負契約案件１件、一般会計補正予算１件の合計３３

案件につきまして、慎重審議により全て原案どおり御決定いただき、ありがとうございました。 

 令和５年度各会計の決算につきましては、各常任委員会において、現地調査を含み詳細にわたり審

査をしていただき、多くの御指摘を頂いたところであります。改善すべき点は改善し、今後の業務

に生かしてまいります。 

 監査意見書の中で御指摘がありましたように、普通会計の令和５年度決算の経常収支比率は、昨年

度より３.１％悪化し９５.９％となっており、依然として財政の硬直化が進み、厳しい運営状況と

なっております。このような中にありましても、公共施設の更新、頻発する自然災害への対応、扶助

費の動向など行政需要へ対応していくためには、引き続き行財政改革に取り組み、財政の健全化を

図ってまいります。そのために、町民の貴重な税が職員の人件費や各事業の財源となっていること

を職員一人一人が自覚し、いかに町民ニーズに応えられるか工夫しながら、今後の予算執行に当た

ってまいります。 

 １０名の議員から出されました一般質問につきましては、私の政治姿勢、本町が直面している課題

や町民生活に直結する内容など、多岐にわたる御質問を頂きました。御質問の中で御指摘のあった

内容につきましては、私をはじめ職員一同、真摯に受け止め、今後の町政推進や事務改善に努めて

まいります。 

 昨年は町政報告会を開催し、私から、本町の重要課題であります町立病院事業財政収支の見通し、

小中学校の統合について、町民の皆様に説明させていただき、さらに町の方針を決定後に町民説明

会を開催いたしました。 

 町立病院事業につきましては、病床を一部休床とし、職員の削減や経費の削減などを行い、一方で

は、医業収益の向上は不可欠であることから、病床稼働率の向上など経営改善に努めてまいります。 

 小中学校の統合につきましては、施設分離型小中一貫教育校を令和８年度に開校することを決定し、

現在準備委員会を設置し、４つの部会で具体的な内容について検討を進めているところであります。

保護者や地域の皆様方と話合いをしながら、子供たちにとってよりよい教育環境を築いてまいりま

す。 

 今年は、昭和９年に高原町制を施行しましてから９０周年を迎えます。９０年という長い歴史を振

り返り、激動の時代にあって高原町を創り上げてきた先人に感謝し、高原町の未来に向けた飛躍の

年にしたいと考えております。１０月５日に記念式典、翌日の６日に記念事業を開催することとい

たしております。子供から大人まで、多くの町民の皆様に参加していただき、町全体で盛り上がる

一年にしたいと考えております。議員各位にも積極的な御参加をよろしくお願いを申し上げたいと

思います。 

 今後とも、町政全般にわたり議員各位の御理解を賜りますことをお願い申し上げまして、今定例会

の閉会に当たり、私の挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。                          〔降壇〕   

○議長（前原淳一君） 
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 これにて令和６年第３回高原町議会定例会を閉会します。 

─────────────────── ○ ─────────────────── 

◎ 閉 会                           午前１１時０４分 閉会   

 


